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■

「都ぞ弥生」永遠なれ
百年記念祭

記念式典・コンサート・講演（クラーク会館 大講堂)

平成24年６月９日㈯

記念式典で挨拶する横山会長

ほぼ満席のクラーク会館講堂で熱弁をふるう佐川君 聴衆を魅了した植村理葉さん（バイオリン）と
一宮明代さん（ピアノ）のコンサート

百年記念祭に鈴木章先生から
ビデオメッセージが届く

講演後、「都ぞ弥生」を高唱する佐川君（中央）と
横山会長、司会の藤田君



■

「都ぞ弥生」百年記念祭

「都ぞ弥生」大合唱（中央ローン)

韓国語で「都ぞ弥生」を歌う
李准教授のグループ

ソーレ 札幌農学校はクマが棲む ストームのステップも軽かに

現役の応援団長のエールで大合唱スタート

スワヒリ語の「都ぞ弥生」も負けてはいない
大阪から参加した訳詞の中島君



出席者が殺到し、大混乱の寮歌祭受付風景

予科出身者も登壇し、健在ぶりを発揮

友情参加の小樽商大応援団OBらと
放歌高唱

応援団の太鼓で
寮歌高唱も一段と弾む

総勢12人の役員、
来賓者で鏡割り



■

「都ぞ弥生」百年記念祭

大寮歌祭（京王プラザホテル)

同窓会員の家族も出席

赤木顕次氏のひ孫・田島優君（恵迪寮生）も
登壇して挨拶

三・三・七拍子で気勢を上げる土田実君

寮歌祭の会場を埋め尽した参加者

青春時代にお世話になったモツラの母さんも出席、登壇



■

■

百年記念植樹祭・名札掲示式（平成24年５月13日㈰ 開拓の村 旧恵迪寮舎)

懐しい仲間たちの名前でびっしり埋まった名札掲示板新たに360数人の仲間が加わった名札掲示式

予科時代のマネキンが人気を集めた 会期中3000名もの入場者があった展示会

「都ぞ弥生」百年記念展（平成24年５月20日㈰～６月20日㈬ 総合博物館企画展示室)

大きく育てと、ハルニレを植樹する参加者

横山芳介氏三女、故純子さんから寄贈された
チシマザクラ
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る
生
活
の
中
で
医
学
を
究
め
、
寮
歌
を
愛
し
み
、
恵
迪
寮
の
未
来
に
大
き
な
希
望
を
抱
か
れ
る
偉
才
で
す
。

記
念
祭
事
業
と
し
て
は
来
春
の
映
画
製
作
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
と
北
大
は
じ
め
関
係
各
位
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
恵
迪
精
神
を
高
揚
し
た
「
尊
き
野
心
の
教
え
培
い
」
を
肝
に
銘
じ
唱
い
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

巻頭言

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年

迪
に
恵
え
ば
吉
し

〜B
o
y
s,
b
e A
m
b
itio
u
s

恵
迪
寮
同
窓
会
会
長

横

山

清

（
Ｓ
31
年
入
寮
）

巻 頭 言



明
治
45
年
、
北
大
恵
迪
寮
の
６
番
目
の
寮
歌
、
横
山
芳
介
氏
作
歌
、

赤
木
顕
次
氏
作
曲
の
「
都
ぞ
弥
生
」
が
生
ま
れ
て
１
０
０
年
が
経
ち

ま
し
た
。
北
海
道
の
自
然
と
そ
の
魅
力
を
見
事
に
謳
い
、
道
内
外
の

若
者
の
心
を
今
も
引
き
付
け
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
数
あ
る
寮
歌
の

中
で
も
名
寮
歌
の
一
つ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
旧
制
高
校
で
は
、

寮
歌
を
作
る
伝
統
が
あ
り
ま
し
た
。
一
高
の
「
嗚
呼
玉
杯
」
は
明
治

35
年
、
三
高
の
「
逍
遙
の
歌
」
は
２
年
後
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
１
９
０
７
年
は
本
学
に
と
っ
て
極
め
て
意
義
深
い
年
で
し

た
。
札
幌
農
学
校
の
悲
願
で
あ
っ
た
帝
国
大
学
へ
昇
格
し
た
年
で
し

た
。
当
時
、
帝
国
大
学
へ
の
昇
格
条
件
は
複
数
の
大
学
校
（
現
在
の

学
部
相
当
）
で
構
成
さ
れ
る
の
が
条
件
で
し
た
が
、
新
た
に
仙
台
に

理
科
大
学
を
新
設
す
る
条
件
で
、
札
幌
農
学
校
は
東
北
帝
国
大
学
農

科
大
学
へ
昇
格
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
札
幌
農
学
校
長

佐
藤

昌
介
と
原
敬

内
務
大
臣
が
同
郷
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
東
北
帝
国
大
学
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
４
年
後
で
し
た
。

１
９
０
７
年
、
予
科
が
設
け
ら
れ
、
寄
宿
舎
も
恵
迪
寮
と
命
名
さ

れ
、
最
初
の
寮
歌
「
一
帯
ゆ
る
き
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
５
年

後
に
生
ま
れ
た
「
都
ぞ
弥
生
」
が
今
、
１
０
０
年
の
歴
史
に
耐
え
、

多
く
の
人
々
に
歌
い
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。
大
切
に
歌
い
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
祭
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

青
春
の
血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
な
が
ら
、
仲
間
と
輪
に
な
り
「
都
ぞ
弥

生
」
を
歌
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
北
海
道
へ
の
愛
着
を
深
め
、
北
大

人
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
「
ク
ラ
ー
ク
精
神
」
そ
し
て
「
絆
」
を

感
じ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
我
が
国
は
長
期
経
済
停
滞
・
東
日
本
大
震
災
と
い
う
大
き

な
国
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
未
曾
有
の
危
機
の
中
、
社
会
に
対
し

て
義
務
を
果
た
す
よ
り
も
、
自
身
の
権
利
を
声
高
に
主
張
す
る
人
々

が
増
え
て
い
る
の
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
如
何
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
も
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
必
要
で
す
が
、

そ
れ
と
は
別
に
義
務
を
果
た
し
、
そ
の
上
で
人
と
人
と
の
「
絆
」
を

深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
強
い
社
会
・
国
家
の
形
成
に
繫

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
都
ぞ
弥
生
」に
は
、
こ
の
よ
う
に

社
会
人
と
し
て
の
義
務
を
尽
く
し
、
国
家
・
国
民
に
貢
献
す
る
の
だ

と
い
う
強
い
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
残
し
た
「B

e A
m
bitious.

」
と
「B

e
 

G
entlem

a
n.

」
の
教
訓
を
受
け
継
ぐ
「
都
ぞ
弥
生
」
を
通
し
て
、
人

と
共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
「
絆
」
の
重
み
を
嚙
み
締

め
る
こ
と
で
、
日
本
が
真
の
「
清
き
国
」
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

「
都
ぞ
弥
生
」
の
心
を

歌
い
続
け
よ
う

北
海
道
大
学
総
長

佐
伯

浩

（
Ｓ
35
年
入
学
・
工
学
博
士
）

［祝 辞］

「
都
ぞ
弥
生
」
に
込
め
ら
れ
た

ク
ラ
ー
ク
精
神

北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
会
長

數
土

文
夫

（
Ｓ
35
年
入
学
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
相
談
役
）



横
山
芳
介
君
が
１
番
に
「
人
の
世
の

清
き
国
ぞ
と

あ
こ
が
れ

ぬ
」
と
起
句
し
、
５
番
で
「
貴
き
野
心
の

訓
え
培
い
」
と
渾
身
の

一
行
を
結
句
と
し
た
明
治
45
年
か
ら
一
世
紀
。
私
た
ち
は
何
を
経
験

し
、
21
世
紀
を
生
き
る
世
代
に
何
を
託
す
の
か
。

先
ず
、
彼
は
人
・
モ
ノ
・
金
で
動
く
世
の
中
に
お
い
て
、
憧
れ
の

北
斗
に
は
人
の
世
が
あ
る
と
見
極
め
、
２
番
か
ら
５
番
で
北
の
大
地

の
四
季
と
自
然
が
織
り
成
す
芸
術
と
畏
敬
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
歌
い

上
げ
た
。
正
し
く
自
然
と
調
和
す
る
こ
そ
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

の
だ
と
。
こ
の
百
年
の
科
学
と
人
間
の
前
進
と
後
退
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
深
い
教
訓
と
戒
め
と
し
、
次
の
百
年
の
明
る
く
希
望
に
満
ち

た
国
の
創
造
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
貴
き
野
心
の
訓
え
（B
e g
entlem

an w
ith lofty a

m
b
i-

tion

）
を
培
う
こ
と
を
人
生
の
不
易
流
行
の
迪みち
と
し
て
生
き
よ
と
い

う
こ
と
。
時
代
は
流
れ
移
ろ
う
も
の
で
あ
る
が
、
私
達
に
は
そ
の
流

行
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
そ
の
底
流
に
あ
る
「
不
易
」
を
見
失
わ
ず
、

誠
実
に
そ
の
迪
を
究
め
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
都
ぞ
弥
生
」誕
生
百
年
の
節
目
の
年
に
、
こ
の
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
北
の
大
地
と
日
本
の
未
来
の
進
む
べ
き
道
標
と
し
て
再
認
識
で

き
る
こ
と
の
喜
び
は
大
き
い
。百
年
歌
い
継
が
れ
て
き
た
私
達
の「
都

ぞ
弥
生
」
は
、
未
だ
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
北
斗
の
光
と
し
て
燦
然

と
輝
き
、
時
空
を
超
え
て
益
々
冴
え
わ
た
っ
て
い
る
。

今
年
は
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
百
年
を
迎
え
、

札
幌
で
の
記
念
行
事
に
先
駆
け
て
、
５
月
19
日
に
作
詞
の
横
山
芳
介

氏
が
眠
る
静
岡
市
の
菩
提
寺
・
長
源
院
に
て
墓
前
祭
、
市
内
の
ホ
テ

ル
で
記
念
寮
歌
祭
を
行
い
ま
し
た
。

横
山
芳
介
氏
ご
長
男
芳
男
氏
の
奥
様
は
じ
め
ご
親
族
の
方
々
や
地

元
静
岡
市
在
住
者
ら
80
名
近
い
方
々
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。「
都
ぞ

弥
生
」
の
歌
碑
前
に
て
参
加
者
全
員
で
「
都
ぞ
弥
生
」
を
声
高
ら
か

に
斉
唱
し
、
墓
前
に
線
香
を
あ
げ
た
後
、
記
念
寮
歌
祭
に
移
り
ま
し

た
。ま

た
、
東
日
本
支
部
で
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
地
域
恵
迪
会
が
よ

う
や
く
設
立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
名
称
を「
仙
台
東
北
恵
迪
会
」

と
し
、今
年
７
月
７
日
に
仙
台
で
設
立
記
念
寮
歌
祭
を
行
い
ま
し
た
。

「
都
ぞ
弥
生
」誕
生
百
年
の
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
初
の
地
域
恵
迪
会

が
設
立
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
今
後
第
二
、
第
三
の
地
域
恵
迪
会
設

立
を
目
指
し
ま
す
。

我
々
同
窓
会
の
存
続
発
展
に
は
新
規
会
員
の
増
強
が
不
可
欠
で

す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
「
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
し
」
で
す
。

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
を
迎
え
、
青
春
時
代
を
想
い
、「
高
鳴
る
血
潮
の

ほ
と
ば
し
り
も
て
」の
情
熱
で
会
員
獲
得
に
邁
進
し
た
い
も
の
で
す
。

［ご挨拶］

祝辞・ご挨拶

時
空
を
超
え
て

輝
き
冴
え
わ
た
る

恵
迪
寮
同
窓
会
代
表
幹
事

白
浜

憲
一

（
Ｓ
40
年
入
寮
）

墓
前
祭
と

地
域
恵
迪
会
の
設
立

恵
迪
寮
同
窓
会
東
日
本
支
部
長

山
中

義
正

（
Ｓ
32
年
入
寮
）



昨
年
秋
の
西
日
本
大
会
で
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
伊
藤
靖
久
で

す
。
３
年
間
の
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、「
都
ぞ
弥
生
」百
年
記
念
祭
で
副
実
行
委
員
長
と
し
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
百
年
と
言
え
ば
一
世
紀
歌
い
継
が
れ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
間
恵
迪
寮
は
何
度
も
廃
寮
の
危
機
に
直
面

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
作
家
佐
川
光
晴
君
の
記
念
講
演
を
聴
き
意

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
が
、
現
寮
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
新
寮
）
の
姿

形
（
食
堂
も
談
話
室
も
な
し
、
雪
の
結
晶
を
形
づ
く
っ
た
と
い
う
も

の
の
刑
務
所
の
造
り
そ
の
も
の
）
は
、
誉
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
息

づ
く
寮
生
活
は
知
恵
と
工
夫
に
満
ち
、
我
等
が
寮
を
誇
ら
ず
や
と
、

歌
い
継
が
れ
る
素
晴
ら
し
さ
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
新
寮
を
契
機
に
国
家
管
理
の
体
制
を
築
く
策
動
を
大
変
な
犠
牲
を

払
い
な
が
ら
廃
寮
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
「
都
ぞ

弥
生
」
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
百
年
は
、
寮
歌
を
愛
し
継
承
す
る
若
人
と
集
団
生
活

の
器
と
し
て
の
恵
迪
寮
が
両
者
相
俟
っ
て
継
続
し
て
こ
そ
、
北
大
生

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
発
露
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
力

と
し
て
永
遠
に
栄
え
行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

去
る
６
月
９
日
、
北
大
ク
ラ
ー
ク
会
館
、
中
央
ロ
ー
ン
、
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
中
心
に
行
っ
た
「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
祭
は
無
事

終
了
。
実
行
委
員
各
位
の
献
身
的
尽
力
と
後
援
を
頂
い
た
北
海
道
大

学
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
出
席
者
実
数
は
約
５
０
０
名
で
し
た
。
北
海
道
支
部
寮
歌

祭
は
概
ね
１
０
０
名
前
後
で
、い
つ
も
の
５
倍
も
の
参
加
者
で
し
た
。

私
が
か
つ
て
研
究
し
て
い
た
岩
盤
発
破
で
は
、
爆
薬
を
球
状
と
見

な
し
た
と
き
、
同
じ
破
壊
力
が
生
じ
る
爆
源
中
心
か
ら
の
距
離
は
装

薬
半
径
に
比
例
す
る
と
い
う
相
似
律
が
あ
り
ま
す
。
少
し
乱
暴
な
比

喩
で
す
が
、
出
席
者
数
を
装
薬
と
見
立
て
る
と
、
い
つ
も
の
出
席
者

１
０
０
名
に
対
す
る
５
０
０
名
の
場
合
の
装
薬
半
径
比
は
１

71
倍

と
な
り
ま
す
。

「
札
幌
の
寮
歌
祭
に
百
名
ほ
ど
集
ま
り
盛
り
上
が
っ
た
」と
い
う
東

京
に
伝
わ
る
同
じ
レ
ベ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、今
回
は
直
線
距
離
で
１

71
倍
遠
方
の
九
州
北
部
、
大
分
市
付
近
に
ま
で
伝
わ
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
札
幌
で
の
記
念
祭

が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
外
国
語
「
都
ぞ
弥
生
」
は
こ
の
よ
う
に

歌
っ
た
な
ど
の
話
を
、
弾
性
波
が
伝
わ
る
と
き
の
よ
う
に
、
周
り
の

仲
間
に
も
伝
え
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

継
続
は
力
な
り

恵
迪
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部
長

伊
藤

靖
久

（
Ｓ
38
年
入
寮
）

記
念
祭
の
熱
気

伝
え
よ
う
全
国
へ

恵
迪
寮
同
窓
会
北
海
道
支
部
長

氏
平

増
之

（
Ｓ
38
年
入
寮
）

［ご挨拶］



ク
ラ
ー
ク
博
士
の
教
え
と
「
都
ぞ
弥
生
」

藤

田

正

一

（
Ｓ
38
年
入
寮
）

明
治
43
年
に
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
予
科
に
入
学
し
た
横
山
芳

介
は
、
明
治
45
年
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
の
一
節
に
「
星
影
さ
や
か
に

光
れ
る
北
を

人
の
世
の
清
き
国
ぞ
と
憧
れ
ぬ
」
と
歌
っ
た
。
な
ぜ

ま
だ
見
ぬ
札
幌
を
「
清
き
国
」
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
憧
れ
て

入
学
し
た
後
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
失
望
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
詞
一
番
は
旧
制
中
学
校
（
東
京
高
等
師
範
学
校

付
属
中
学
）
か
ら
の
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
東
京
の
春
３
月
を
歌
っ

た
も
の
で
あ
る
。
爛
漫
と
咲
き
誇
る
桜
の
花
、
や
が
て
そ
の
春
も
暮

れ
、
木
々
の
色
も
新
緑
か
ら
濃
緑
へ
と
移
る
頃
、「
星
影
さ
や
か
に
光

れ
る
北
」
の
夜
空
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
北
海
道
の
地
に
思
い
を
馳
せ
、

か
の
地
こ
そ
、「
人
の
世
の
清
き
国
ぞ
」と
、
強
い
憧
れ
を
抱
い
て
６

月
の
予
科
受
験
に
臨
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

二
番
は
秋
の
描
写
で
あ
る
。
９
月
の
入
学
当
初
、
手
稲
山
の
夕
焼

け
に
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
横
山
の
心
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
石
狩
平
野
の
秋
を
雄
々
し
く
う
た
っ
て
い
る
。「
厳

か
に
北
極
星
を
仰
ぐ
か
な
」。
三
番
は
冬
。
厳
し
く
も
美
し
い
北
海
道

の
冬
を
う
た
う
。「
樹
氷
咲
く
壮
麗
の
地
を
こ
こ
に
見
よ
」。
四
番
は

春
。
北
国
の
春
の
息
吹
は
素
晴
ら
し
い
。
新
緑
、
延
齢
草
や
水
芭
蕉

の
真
っ
白
な
花
。「
春
の
日
の
こ
の
北
の
国
幸
多
し
」。
五
番
は
初
夏

の
朝
、
昇
り
く
る
朝
日
に
低
く
た
な
び
く
雲
が
金
色
に
染
ま
っ
て
い

る
。
陽
の
動
き
と
と
も
に
刻
々
と
移
ろ
う
広
い
平
原
の
向
こ
う
の
青

き
山
並
の
色
。
日
の
出
前
、
紫
紺
に
染
ま
っ
て
い
た
残
雪
が
、
今
、

ま
さ
に
朝
日
を
浴
び
て
キ
ラ
リ
と
輝
く
。
美
し
く
も
雄
大
な
る
か
な

自
然
の
芸
術
。
我
も
大
志
を
抱
か
ん
。「
高
鳴
る
血
潮
の
ほ
と
ば
し
り

も
て
、貴
き
野
心
の
訓
え
培
い
、栄
え
行
く
我
ら
が
寮
を
誇
ら
ず
や
」。

「
貴
き
野
心
」
は
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
札
幌
農
学
校
開
校
式
辞
に
あ
る

A lofty am
b
ition

の
直
訳
で
あ
る
が
、
博
士
が
別
れ
際
に
残
し
た

B
o
ys,B

e A
m
b
itious

と
あ
わ
せ
て
、「
尊
き
野
心
の
訓
え
」
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

１
９
１
５
年
（
大
正
４
）
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
に
配
布
さ

れ
た
「
北
大
略
史
」
の
一
節
に
「
ク
ラ
ー
ク
博
士
はB

o
ys,

B
e

 
A
m
bitious

と
言
わ
れ
た
。
金
銭
や
私
利
私
欲
や
人
が
名
声
と
呼
ぶ

よ
う
な
は
か
な
い
も
の
に
対
し
て
で
は
な
く
、
知
識
や
正
義
や
人
々

の
向
上
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
人
と
し
て
あ
る
べ
き
最
高
の
姿
に
到

達
で
き
る
よ
う
に
大
志
を
抱
け
。
こ
れ
が
ク
ラ
ー
ク
博
士
のB

e
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A
m
bitious

の
真
意
で
あ
る
」
と
あ
る
。
立
身
出
世
が
青
年
の
立
派

な
生
き
方
と
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
札
幌
農
学
校
の
、
富
や
名
声
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
知
識
、
正
義
、
社
会
貢
献
、
人
格
の
完
成
を

大
志
の
目
標
と
せ
よ
と
い
う
教
育
精
神
は
、
芳
介
の
目
に
清
い
精
神

と
映
っ
た
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
精
神
は
１
８
９
８
年

（
明
治

31
）
に
札
幌
農
学
校
の
学
生
だ
っ
た
有
島
武
郎
が
作
詩
し
た
札
幌
遠

友
夜
学
校
校
歌
に
も
分
か
り
や
す
く
歌
い
込
ま
れ
て
い
る
。
遠
友
夜

学
校
は
１
８
９
４
年
に
新
渡
戸
稲
造
が
設
立
し
た
、
昼
間
学
校
に
行

け
な
い
貧
し
き
者
の
た
め
の
夜
学
校
で
、
授
業
料
は
無
料
、
北
大
生

達
が
無
償
で
先
生
を
務
め
、１
９
４
４
年
ま
で
の
50
年
間
継
続
し
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
こ
こ
は
ク
ラ
ー
ク
の
訓
え
の
実
践
の
場
で
あ
っ
た
。

横
山
も
こ
の
遠
友
夜
学
校
の
熱
心
な
学
生
教
師
で
あ
っ
た
。
仲
間
達

と
の
無
償
の
献
身
に
「
清
き
国
」
を
実
感
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
都
ぞ
弥
生
」全
体
に
流
れ
る
自
然
讃
歌
は
美
し
い
も
の
を
美
し
い

と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
曇
り
な
き
心
の
讃
歌
で
も
あ
る
。
歌
詞
二

番
の
秋
の
入
学
か
ら
五
番
ま
で
で
北
海
道
の
四
季
の
移
ろ
い
を
歌
い

切
っ
た
。
最
後
の
一
節
だ
け
は
「
尊
き
野
心
の
訓
え
」
の
下
で
育
ち

ゆ
く
自
分
た
ち
の
寮
を
誇
る
気
持
ち
を
吐
露
し
て
い
る
。
美
し
い
北

海
道
の
自
然
讃
歌
で
札
幌
農
学
校
の
清
き
精
神
を
見
事
に
歌
い
込
ん

だ
。「
野
心
」も
上
述
の
よ
う
な
精
神
と
知
れ
ば
違
和
感
は
な
い
。
彼

の
憧
れ
た
「
清
き
国
」
は
存
在
し
て
い
た
。
求
め
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。

横
山
は
卒
業
後
、
静
岡
県
の
小
作
官
と
な
り
、
常
に
弱
者
の
側
に

立
っ
て
任
務
を
遂
行
し
、
多
く
の
農
民
か
ら
感
謝
さ
れ
た
。
ま
た
彼

は
孤
児
を
引
き
取
っ
て
育
て
て
も
い
る
。
彼
の
生
来
の
優
し
い
性
格

と
生
い
立
ち
に
加
え
て
、
恵
迪
寮
や
遠
友
夜
学
校
で
札
幌
農
学
校
以

来
の
清
き
精
神
に
触
れ
た
経
験
が
彼
の
こ
う
し
た
行
動
の
基
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
48
歳
の
若
さ
で
閉
じ
た
彼
の
生
涯
は
札

幌
農
学
校
の
子
ら
が
、
己
を
利
す
る
よ
り
は
万
民
の
た
め
に
、
支
配

す
る
側
よ
り
も
支
配
さ
れ
る
側
の
、
強
者
よ
り
も
弱
者
の
側
の
立
場

に
立
っ
て
彼
等
の
救
済
と
正
義
を
脈
々
と
主
張
し
て
き
た
、
本
流
に

そ
そ
ぐ
さ
さ
や
か
な
清
き
流
れ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
札
幌
農
学
校
の

清
き
精
神
は
世
紀
を
超
え
て
こ
の
歌
を
歌
い
継
ぐ
我
ら
の
胸
の
う
ち

に
宿
り
、
明
日
を
照
ら
す
光
と
な
ろ
う
。
北
海
道
の
文
化
遺
産
と
す

べ
き
こ
の
清
き
精
神
と
寮
歌
﹇
都
ぞ
弥
生
﹈
が
次
の
世
紀
に
も
語
り

継
が
れ
、
歌

い
継
が
れ
ん

こ
と
を
願
っ

て
や
ま
な

い
。

（
元
北
海
道

大
学
副
学

長
）

記念講演で講師の佐川君（左）をユーモラスに紹介する藤田君（右奥)



司
会

高
尚
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
後
に
、
髭
ず
ら
の
男
が
現

れ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
記
念
講
演
の
講
師
と
し
て
小
説
家
の
佐

川
光
晴
さ
ん
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。
講
師
の
選
考
に
当
た
り
、
色
々

の
方
が
候
補
に
上
が
り
ま
し
た
が
、
そ
の
道
の
先
生
方
よ
り
も
、
未

来
あ
る
若
者
に
世
代
交
代
し
た
方
が
良
い
か
と
考
え
、
彼
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
川
さ
ん
は
、
東
電
福
島
原
発
事
故
の
後
、
自

分
の
Ｈ
Ｐ
に
、「
事
故
現
場
で
働
い
て
い
る
若
い
人
の
代
わ
り
に
45
歳

以
上
の
ロ
ー
ト
ル
が
行
く
べ
き
。
こ
れ
か
ら
結
婚
、
子
育
て
す
る
若

い
人
に
被
爆
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
信
念
を
お
持
ち
な
ら
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

屠
畜
業
か
ら
作
家
に

波
瀾
万
丈
の
半
生

佐
川
さ
ん
は
昭
和
40
年
２
月
、
５
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
東
京
に

生
ま
れ
、
茅
ヶ
崎
北
陵
高
校
卒
業
後
、
58
年
４
月
北
大
文

系
に
入

学
。
開
寮
し
た
ば
か
り
の
新
寮
に
入
り
、
翌
年
６
月
か
ら
11
月
ま
で

第
３
期
執
行
委
員
長
を
務
め
た
後
、
民
間
の
奨
学
資
金
で
１
年
間
、

南
米
を
漫
遊
旅
行
し
た
強
者
で
も
あ
り
ま
す
。

１
９
８
８
年
法
学
部
を
卒
業
後
、
出
版
社
勤
務
を
経
て
10
年
間
、

埼
玉
県
の
食
肉
処
理
場
で
牛
の
解
体
作
業
に
従
事
し
た
変
わ
っ
た
経

験
の
持
ち
主
で
す
。
こ
の
時
の
体
験
記
『
生
活
の
設
計
』
で
作
家
デ

ビ
ュ
ー
し
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
結
婚
し
た
小
学
校
教
員
の
奥
さ
ん

の
代
わ
り
に
主
夫
を
し
な
が
ら
作
家
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

芥
川
賞
候
補
に
５
回
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
昨
年
は
坪
田
譲
治
文
学

賞
を
受
賞
。
今
年
２
月
に
は
恵
迪
寮
を
題
材
に
し
た
作
品
集
『
静
か

な
夜
』
を
発
表
さ
れ
た
将
来
、
有
望
な
作
家
で
す
。
今
日
は
、
旧
寮

か
ら
新
寮
に
移
行
し
た
激
動
の
時
代
を
中
心
に
、
恵
迪
寮
と
「
都
ぞ

弥
生
」
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
今
、
藤
田
先
生
か
ら
た
っ
ぷ
り
と
紹
介
さ
れ
た
佐
川
光
晴
で

す
。
私
が
生
ま
れ
た
頃
、
今
回
の
講
演
で
お
世
話
に
な
っ
た
藤
田
さ

ん
を
は
じ
め
諸
先
輩
が
恵
迪
寮
で
青
春
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
と
伺

い
、
何
十
年
も
の
世
代
を
隔
て
た
Ｏ
Ｂ
同
士
が
、「
都
ぞ
弥
生
」を
歌

い
、
喜
び
や
悲
し
み
を
共
有
で
き
る
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

最
近
ふ
と
考
え
た
こ
と
で
す
が
、
我
々
は
自
分
達
を
〞
元
〝
恵
迪

寮
生
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
確
か
に
恵
迪
寮
は
卒
寮
し
た
が
、
今

も
腹
の
底
か
ら「
都
ぞ
弥
生
」を
歌
い
、
寮
で
何
を
考
え
、
何
を
や
っ

て
来
た
の
か
、
そ
し
て
寮
で
得
た
物
は
何
だ
っ
た
の
か
、
絶
え
ず
考

え
な
が
ら
、
世
知
辛
い
世
の
中
を
生
き
て
い
る
〞
恵
迪
寮
生
〝
な
の

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
講
演

６
月
９
日
・
ク
ラ
ー
ク
会
館
大
講
堂

「
都
ぞ
弥
生
」
こ
れ
ま
で
の

百
年
と
こ
れ
か
ら
の
百
年

講
師

作

家

佐
川

光
晴
君
（
Ｓ
58
年
入
寮
）

司
会

同
窓
会
常
任
幹
事

藤
田

正
一
君
（
Ｓ
38
年
入
寮
）

「都ぞ弥生」百年記念特集



で
す
。
こ
こ
に
い
ら
れ
る
同
窓
会
の
皆
さ
ん
も
き
っ
と
同
じ
思
い
で

し
ょ
う
。

自
治
寮
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

最
初
に
言
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
僕
ら
が
入
っ
た

新
し
い
寮
は
北
海
道
大
学
男
子
学
生
寮
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
恵
迪
寮
を
名
乗
る
こ
と
も
で
き
ず
、
旧
寮
の
よ
う
に
入
寮
選
考

権
も
な
く
、
自
治
会
の
存
在
す
ら
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

寮
歌
指
導
も
う
る
さ
い
か
ら
夜
９
時
以
降
は
禁
止
、
赤
ふ
ん
も
外
国

人
留
学
生
の
目
に
奇
異
に
映
る
か
ら
や
め
ろ
。
そ
れ
ま
で
の
伝
統
が

全
て
否
定
さ
れ
た
状
態
で
の
入
寮
で
し
た
。
そ
れ
を
ど
う
に
か
こ
う

に
か
、
元
の
恵
迪
寮
の
看
板
を
復
活
さ
せ
、
自
治
寮
の
形
を
取
り
戻

す
ま
で
６
年
ほ
ど
か
か
る
の
で
す
が
、
私
が
い
た
時
期
と
ち
ょ
う
ど

重
な
る
の
で
、今
日
は
そ
の
辺
り
を
中
心
に
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
５
人
兄
弟
の
長
男
で
、
父
親
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
寮
が

あ
る
国
立
大
学
に
入
ろ
う
と
考
え
て
、
北
大
を
志
望
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
懸
命
に
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
秋
口
に
、「
赤
ふ
ん
、
バ
ン
カ

ラ
気
質
の
恵
迪
寮
が
消
え
る
」
と
い
う
新
聞
記
事
を
読
み
ま
し
た
。

幸
い
昭
和
58
年
３
月
に
現
役
で
合
格
、
合
格
通
知
と
新
寮
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
手
に
夜
行
列
車
、
連
絡
船
を
乗
り
継
ぎ
北
海
道
に
来
ま

し
た
。
案
内
書
に
は
雪
印
型
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
見
て

も
刑
務
所
型
と
言
っ
た
方
が
よ
く
、「
ま
た
、
団
地
生
活
か
よ
」と
い

う
の
が
最
初
の
印
象
で
し
た
。
大
学
側
か
ら
個
室
の
鍵
を
も
ら
い
、

Ｄ
棟
４
階
「
士
幌
小
屋
・
チ
セ
フ
レ
ッ
プ
」
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
は

す
で
に
個
室
を
改
良
し
て
、
二
段
ベ
ッ
ド
の
寝
部
屋
、
み
ん
な
が
た

む
ろ
す
る
居
部
屋
、
そ
し
て
勉
強
部
屋
と
い
っ
た
具
合
に
一
定
の
共

同
生
活
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、生
ま
れ
て
初
め
て
持
っ
た
個
室
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
が
、

先
輩
た
ち
か
ら
誘
わ
れ
て
、
学
部
も
年
齢
も
違
う
人
た
ち
と
の
共
同

生
活
も
刺
激
が
あ
り
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
か
ら
考
え
る
と
、
恵
迪
寮
に
入
る
前
と
、
恵
迪
寮
に
入
っ
た
後

で
人
生
観
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
あ
と
に
思
い
つ
い

た
言
い
方
で
す
が
、
私
は
大
学
で
外
国
語
を
学
ぶ
よ
り
も
、〞
恵
迪
寮

語
〝
を
き
ち
ん
と
話
せ
る
人
間
に
な
り
た
い
と
考
え
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

お
よ
そ
清
潔
と
は
言

い
が
た
い
暮
ら
し
方
で

す
が
、
高
校
ま
で
の
生

活
と
違
い
、
お
互
い
が

密
接
に
関
わ
り
あ
う
こ

の
空
間
は
面
白
い
と
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

寮
に
入
っ
て
最
初
の

大
き
な
事
件
は
、
５
月

の
畳
撤
去
事
件
で
し

た
。
午
前
６
時
前
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、「
大

学
の
事
務
員
が
廊
下
の

畳
を
外
に
投
げ
捨
て
て

い
る
か
ら
阻
止
し
よ

う
」
と
、
早
朝
ア
ピ
ー

激動期の新寮時代を熱っぽく語る



ル
が
入
り
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
事
務
職
員
た
ち
が
、
寮
内
で

の
畳
の
使
用
は
消
防
法
違
反
で
、
撤
去
作
業
を
妨
害
し
た
場
合
は
公

務
執
行
妨
害
だ
と
脅
す
わ
け
で
す
。
大
学
側
が
、
ど
う
し
て
こ
こ
ま

で
強
制
的
で
乱
暴
な
方
法
を
取
る
の
か
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
寮
内
で
学
習
会
が
活
発
に
開
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
私
も
旧
寮
の
第
２
３
７
期
か
ら
仮
執
行
委
員
会
を
経
て

発
足
し
た
新
寮
の
第
１
期
（
旧
寮
第
２
３
８
期
）
執
行
委
員
会
に
入

り
ま
す
。
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
自
治
会
に
よ
る
水
光
熱
費
の

一
括
支
払
い
で
し
た
。
大
学
側
は
、
寮
生
の
共
同
生
活
を
認
め
て
い

な
い
た
め
、
電
気
料
金
等
を
個
室
ご
と
に
請
求
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
我
々
は
自
治
の
精
神
か
ら
、
寮
全
体
の
一
括
金
額
を
頭
割
り

に
し
て
支
払
お
う
と
し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
お
金
の
や
り
取
り

で
す
か
ら
、
大
学
側
も
し
ぶ
し
ぶ
寮
自
治
会
か
ら
合
計
の
金
額
を
受

け
取
り
ま
す
。
た
だ
し
、
領
収
書
は
個
人
宛
に
発
行
す
る
と
い
う
手

続
き
を
と
り
続
け
ま
す
。

次
に
考
え
た
の
が
、
入
寮
選
考
を
自
分
達
で
実
施
す
る
こ
と
で
し

た
。
大
学
側
の
入
寮
選
考
は
否
定
し
な
い
が
、
我
々
も
自
治
の
根
幹

で
あ
る
入
寮
選
考
を
行
な
お
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
来
春
の
入
学
者
に
向
け
て
入
寮
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
り
、
３
月
４
日
の
入
学
試
験
日
に
寮
生
は
も
ち
ろ
ん
、
教
養
部
を

は
じ
め
と
す
る
各
学
部
の
自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
連
合
も
参
加
し
て
、

全
受
験
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
大
学
側
は
よ
ほ
ど
慌
て
て
、
全
受
験
者
に
対
し
て
「
寮

自
治
会
に
よ
る
入
寮
募
集
は
違
法
で
あ
り
、
応
募
し
な
い
よ
う
に
」

と
い
う
文
書
を
配
布
し
て
対
抗
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
３
月
15
日
に
は

突
然
、「
入
寮
募
集
の
一
時
停
止
」を
決
定
し
、
執
行
委
員
長
ら
２
人

に
処
分
警
告
を
出
し
て
き
ま
す
。
大
学
自
ら
が
、
寮
を
必
要
と
し
て

い
る
新
入
生
に
門
戸
を
閉
ざ
す
と
い
う
態
度
に
我
々
は
大
い
驚
き
、

ま
た
強
い
憤
り
を
覚
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
し
こ
こ
で
寮
自
治
会
が
募
集
を
取
り
や
め
た
ら
、
寮

に
入
れ
な
い
た
め
に
北
大
へ
の
進
学
を
諦
め
る
新
入
生
が
出
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
て
、
自
主
入
選
の
継
続
を

決
定
し
ま
す
。
す
る
と
、
33
名
の
入
寮
希
望
者
が
願
書
を
送
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
の
補
充
入
寮
を
含
め
る
と
、
新
寮
生
は
50
数
名
に

も
の
ぼ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
大
学
側
か
ら
す
れ
ば
、「
不
正
入
居

者
」
と
い
う
扱
い
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
年
の
６
月
、
私
は
第
３
期
執
行
委
員
長
に
当
選
し
ま
す
。
最

初
に
行
な
っ
た
の
が
、
寮
事
務
室
の
封
鎖
で
し
た
。
寮
に
常
駐
し
て

い
る
事
務
職
員
が
寮
内
を
勝
手
に
巡
視
し
、
不
正
入
居
の
寮
生
を
捜

し
出
そ
う
と
す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
と
、
事
務
室
を
バ
リ
ケ
ー
ド
で

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
わ
け
で
す
。
た
ま
り
か
ね
た
事
務
員
は
寮
か
ら

退
去
し
ま
し
た
。

ほ
ん
の
１
年
前
ま
で
受
験
勉
強
を
や
っ
て
い
た
人
間
が
、
寮
の
自

治
を
守
る
た
め
に
事
務
室
を
占
拠
し
た
り
、
目
の
前
に
無
期
停
学
が

ぶ
ら
下
が
っ
た
り
し
て
い
る
状
況
を
受
け
入
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ

が
恵
迪
寮
の
魔
力
と
い
う
か
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
治
の
伝
統
と

い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
寮
史
編
纂
委
員
会
の
先
輩
に
聞
く
と
、

明
治
の
頃
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
な
学
生
た
ち
は
大
学
（
文
部
省
）
の
攻
撃

に
抵
抗
し
、
自
治
を
守
る
た
め
に
闘
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

北
大
当
局
や
文
部
省
が
ど
う
し
て
こ
う
ま
で
強
行
姿
勢
で
臨
ん
で

き
た
の
か
と
い
え
ば
、
北
大
の
先
で
東
大
の
駒
場
寮
と
京
大
の
吉
田

「都ぞ弥生」百年記念特集



寮
と
い
う
自
治
寮
を
解
体
し
た
い
。
大
学
が
管
理
す
る
完
全
個
室
の

学
生
寮
を
広
め
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
は
ず
の
北

大
で
、
失
敗
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
恵
迪
寮
の
場
合
は
旧
寮
の
寮
生
た
ち
が
そ
の
ま
ま

新
寮
に
移
行
し
た
こ
と
で
、
自
治
の
伝
統
と
生
活
ス
タ
イ
ル
が
見
事

に
保
た
れ
た
わ
け
で
す
。
大
学
側
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
誤
算
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
開
寮
か
ら
わ
ず
か
１
年
で
、
北
大
当
局
は
自
ら
「
入

寮
募
集
の
一
時
停
止
」
を
決
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
に
追
い
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
寮
生
と
大
学
が
対
立
し
た
そ
も
そ
も
の

原
因
は
、
大
学
が
出
し
て
き
た
「
完
全
個
室
」「
食
堂
な
し
」「
水
光

熱
費
の
個
人
徴
収
」「
入
寮
選
考
権
を
認
め
な
い
」と
い
う
４
条
件
に

あ
り
ま
す
。
寮
を
福
利
厚
生
施
設
と
し
か
考
え
ず
、
教
育
的
施
設
と

は
位
置
づ
け
な
い
大
学
側
の
根
本
的
な
間
違
い
を
正
す
た
め
の
交
渉

を
我
々
は
求
め
ま
し
た
が
、
こ
と
ご
と
く
門
前
払
い
を
さ
れ
ま
す
。

私
が
執
行
委
員
長
と
し
て
在
任
し
て
い
た
期
間
に
は
、
他
に
も
大

変
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
９
月
に
、
当
時
の
中
曽
根
康
弘
首
相
が

北
大
を
訪
問
し
ま
す
。
現
職
総
理
大
臣
と
し
て
は
戦
後
初
め
て
国
立

大
学
訪
問
で
、
そ
れ
も
低
温
研
究
所
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
来
る
と
い

う
。
日
本
列
島
浮
沈
空
母
論
な
ど
を
唱
え
る
首
相
が
、
極
地
専
用
兵

器
の
素
材
研
究
を
見
学
す
る
と
い
う
噂
も
あ
り
、
学
生
た
ち
は
反
対

運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
恵
迪
寮
は
募
集
停
止
状
態
に
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
い
た
ず
ら
に
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
寮
生
に
注

意
し
ま
し
た
が
、中
曽
根
首
相
の
到
着
時
に
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
で
、

寮
生
一
人
を
含
む
４
人
の
学
生
が
機
動
隊
に
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

そ
う
し
た
中
、
新
寮
の
開
寮
か
ら
１
年
半
後
の
昭
和
59
年
11
月
、

よ
う
や
く
学
生
部
長
交
渉
が
始
ま
り
ま
す
。
春
ま
で
時
間
も
な
い
こ

と
か
ら
、
月
に
３
回
も
話
し
合
っ
た
の
で
す
が
、
大
学
側
は
い
っ
さ

い
譲
歩
の
姿
勢
を
み
せ
ず
、
ラ
チ
が
開
か
な
い
ま
ま
私
の
任
期
が
終

わ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
に
起
き
た
出
来
事
は
、
先
ほ
ど
紹
介
さ
れ
た
「
静
か

な
夜
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
二
月
」
と
い
う
短
編
に
書
き
ま
し
た
。

私
は
入
学
以
来
３
期
連
続
で
執
行
委
員
等
を
つ
と
め
た
た
め
、
さ
す

が
に
へ
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
私
の
同
期
で
函
館
出
身
の

Ｉ
君
が
次
の
執
行
委
員
長
に
手
を
挙
げ
ま
す
。
私
と
違
っ
て
真
面
目

で
信
望
が
あ
る
Ｉ
君
は
、
９
割
の
得
票
を
集
め
て
当
選
し
ま
す
が
、

大
学
側
は
不
法
占
拠
状
態
の
寮
に
業
を
煮
や
し
て
恵
迪
寮
の
閉
鎖
を

打
ち
出
し
て
き
ま
す
。

混
迷
の
自
治
闘
争
で
犠
牲
者
も

私
と
し
て
は
、
大
学
側
が
非
公
式
に
で
も
「
不
正
入
居
者
」
の
入

居
を
認
め
る
な
ら
、
妥
協
点
を
探
り
閉
寮
だ
け
は
避
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
強
行
方
針
を
訴
え
る
寮
生
も
い
て
寮
内
の

意
見
が
な
か
な
か
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
１
月

19
日
、
Ｉ
君
が
寮
内
で
縊
死
し
ま
す
。

大
変
な
衝
撃
で
、
大
学
の
心
あ
る
教
授
た
ち
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
よ
う
で
す
。
こ
こ
は
い
っ
た
ん
後
退
す
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
開
寮
時
の
状
態
に
寮
内
を
戻
し
て
、
４
月
の
入
寮
募
集
は

通
常
通
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
一
進
一
退
は
あ
る
の
で
す
が
、
し
だ
い
に
大
学
側
も
諦

め
た
の
か
、
寮
名
を
恵
迪
寮
と
す
る
こ
と
や
、
水
光
熱
費
を
一
括
払



い
、
そ
れ
に
部
屋
替
え
な
ど
を
黙
認
す
る
よ
う
に
な
り
、
私
が
６
年

目
の
春
に
卒
業
す
る
頃
に
は
、
現
寮
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
ゆ
き
ま

し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
大
学
が
、
文
部
省
の
意
向
も
あ
っ
た
に
せ

よ
、
恵
迪
寮
に
対
し
て
こ
こ
ま
で
厳
し
く
仕
打
ち
し
て
き
た
の
か
。

我
々
に
も
見
通
し
の
甘
さ
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し

て
不
幸
な
犠
牲
者
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理

由
が
未
だ
に
分
か
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
寮
に
も
恵
迪
寮
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
、
札
幌
農
学
校
の

寄
宿
舎
に
由
来
す
る
自
治
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
る
ま
で
に
は
、
こ

れ
だ
け
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
恵
迪
寮
史
に
は
き
ち
ん
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は
こ
う
し
て
自
分
の
言
葉
で
話
し
た
い
と

思
っ
て
き
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
の
任
期
を
終
え
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
京
大
・
吉

田
寮
か
ら
自
治
寮
闘
争
の
話
を
聞
き
た
い
と
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
先

方
の
寮
に
着
い
て
感
じ
た
の
は
、
吉
田
寮
で
交
わ
さ
れ
る
言
葉
が
、

我
々
の
よ
う
に
独
自
の
〞
恵
迪
語
〝
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

吉
田
寮
が
京
大
周
辺
に
あ
る
京
都
文
化
圏
に
入
り
、
文
化
人
の
言
葉

が
そ
の
ま
ま
寮
内
で
話
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
我
々
の
寮
は
純
情
と
い
う
か
、
海
を
越
え
て
北
の

地
に
憬
れ
、
恵
迪
寮
で
共
に
暮
ら
す
と
い
う
強
烈
な
思
い
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
文
化
が
存
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
東
大
・

駒
場
寮
に
も
寄
り
、
寮
生
と
話
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
は
す
で
に
在
寮

生
の
数
が
わ
ず
か
で
、
事
実
上
崩
壊
状
態
で
し
た
。

恵
迪
寮
と
い
う
存
在
は
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
よ
り
も
さ
ら
に
遡
り
、

榎
本
武
揚
の
蝦
夷
共
和
国
の
系
譜
に
ま
で
繫
が
る
と
思
う
の
で
す

が
、
薩
長
に
よ
る
明
治
政
府
の
近
代
化
路
線
と
は
違
う
ル
ー
ト
で
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
民
主
主
義
を
根
付
か
せ
よ
う
と
い
う
発
想
が
札
幌

農
学
校
の
底
流
に
は
流
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

恵
迪
寮
の
自
治
活
動
は
、
寮
生
同
士
が
ど
う
暮
ら
し
て
い
く
の
か

を
第
一
に
考
え
て
い
る
。
恵
迪
寮
自
体
が
価
値
な
の
で
あ
っ
て
、
な

に
か
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
証
明
す
る
た
め
に
恵
迪
寮
が
あ
る
の
で
は

な
い
。

そ
う
し
た
、
極
め
て
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
も
の
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
実
に
幸
せ
だ
っ
た
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

恵迪精神と寮歌について持論を展開する佐川君

「都ぞ弥生」百年記念特集



恵
迪
寮
で
の
エ
ス
キ
ス
を
小
説
に

私
は
、
北
大
生
で
あ
り
、
恵
迪
寮
生
で
あ
る
と
い
う
エ
ス
キ
ス
を

思
い
切
り
吸
わ
せ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
後
が
大
い
に
弱

り
ま
し
た
。
卒
業
し
た
あ
と
に
、
ど
う
や
っ
て
世
の
中
に
出
て
い
き
、

何
を
し
よ
う
か
が
わ
か
ら
な
い
。
必
死
に
な
っ
て
考
え
て
い
る
う
ち

に
、
気
が
つ
く
と
大
宮
で
牛
の
皮
を
む
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ま
た
気
が
つ
く
と
、
今
度
は
小
説
を
書
い
て
い
た
わ
け
で
す
。

私
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
恵
迪
寮
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
な
が
ら
書
い
て
き
た
も
の
で
す
。
新
潮
新
人
賞
を
も
ら
っ

た
デ
ビ
ュ
ー
作
『
生
活
の
設
計
』
は
も
ち
ろ
ん
、
一
昨
年
坪
田
譲
治

賞
を
い
た
だ
い
た
『
お
れ
の
お
ば
さ
ん
』
も
そ
う
で
す
。
14
歳
の
エ

リ
ー
ト
中
学
生
が
、
銀
行
員
の
父
が
横
領
で
捕
ま
っ
た
た
め
、
お
ば

の
経
営
す
る
札
幌
の
中
学
生
専
門
の
養
護
施
設
「

舎

ほうぼうしゃ
」
に
引
き

取
ら
れ
る
。
年
齢
の
近
い
も
の
同
士
が
共
同
生
活
の
中
で
切
磋
琢
磨

し
て
い
く
。
本
当
は
恵
迪
寮
を
舞
台
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
共

同
生
活
の
魅
力
や
楽
し
さ
は
正
さ
に
恵
迪
寮
を
意
識
し
て
書
き
ま
し

た
。『お

れ
の
お
ば
さ
ん
』は
た
く
さ
ん
の
読
者
に
迎
え
ら
れ
て
、
亡
く

な
っ
た
児
玉
清
さ
ん
に
も
誉
め
ら
れ
ま
し
た
。
純
文
学
の
小
説
と
い

う
と
、
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
何
か
に
つ
け
て
ひ
が
ん
だ
態

度
を
と
る
よ
う
な
人
間
を
書
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

私
に
は
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
。
何
と
か
苦
境
を
耐
え
て
強
く
な
っ

て
い
く
努
力
を
し
な
が
ら
、
み
ん
な
と
交
わ
っ
て
い
く
若
者
の
姿
を

描
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
入
寮
し
た
時
は
そ
う
で
し
た
が
、
ど
う
し
た
っ
て
最
初
は
個

室
が
い
い
と
思
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
複
数
部
屋
の
魅

力
を
知
り
、
そ
こ
で
揉
ま
れ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
と

き
、
そ
の
経
験
が
か
け
が
え
の
な
い
一
生
を
律
す
る
原
理
に
変
わ
っ

て
い
く
。『
お
れ
の
お
ば
さ
ん
』で
は
、
主
人
公
の
陽
介
を
は
じ
め
と

す
る
中
学
生
た
ち
が
、
我
々
に
と
っ
て
の
恵
迪
寮
で
あ
る
と
こ
ろ
の

舎
で
、
そ
う
し
た
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
物
語
が
た
く
さ
ん
の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
共
感
を
得

て
い
く
さ
ま
に
、
生
意
気
な
言
い
方
で
す
が
、
世
の
中
ま
だ
ま
だ
捨

て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
感
心
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
か
つ
て
17
、
18
歳
で
海
を
越
え
て
清
き
国

に
渡
っ
て
き
た
内
村
鑑
三
、
や
新
渡
戸
稲
造
ら
は
札
幌
農
学
校
の
エ

ス
キ
ス
を
身
に
付
け
、
広
い
社
会
に
出
て
行
き
、
出
会
っ
た
人
に
そ

の
精
神
を
伝
え
、お
び
た
だ
し
い
人
達
を
感
化
し
て
き
ま
し
た
。我
々

も
恵
迪
寮
に
入
り
、
自
治
を
担
う
こ
と
は
大
変
苦
し
い
こ
と
で
し
た

が
、
そ
こ
で
身
に
付
け
た
人
と
人
と
の
接
し
方
、
自
然
で
お
お
ら
か

な
感
覚
。
例
え
ば
、
声
が
で
か
い
と
か
、
大
声
で
笑
う
と
か
、
堂
々

と
肩
開
い
て
歩
く
と
か
。
そ
ん
な
姿
勢
は
変
え
よ
う
も
な
い
こ
と
で

す
が
、
尊
く
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ア
ナ
ク
ロ
と
言
わ

れ
よ
う
が
、
そ
こ
で
つ
か
ん
だ
感
覚
は
、
今
日
、
こ
こ
に
集
ま
っ
て

い
る
皆
さ
ん
と
共
感
し
合
え
る
事
実
で
す
。

そ
う
し
た
感
覚
を
携
え
な
が
ら
、
札
幌
で
も
東
京
で
も
、
ア
メ
リ

カ
で
も
い
い
の
で
す
が
こ
れ
か
ら
も
、
元
寮
生
と
し
て
で
は
な
く
、

現
役
の
恵
迪
寮
生
と
し
て
、
至
る
所
で
「
都
ぞ
弥
生
」
を
は
じ
め
「
一

帯
ゆ
る
き
」
や
「
タ
ン
ネ
の
氷
柱
」「
永
遠
の
幸
」
な
ど
の
寮
歌
、
校

歌
を
胸
張
っ
て
歌
え
る
気
概
を
持
ち
続
け
、
こ
れ
か
ら
先
の
人
生
を

歩
ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
僕
も
小
説
を
書
い
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
静
聴
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。



「
都
ぞ
弥
生
」
大
寮
歌
祭
で
乾
杯
三
唱

恵
迪
寮
同
窓
会
名
誉
会
長

中

瀬

篤

信

（
Ｓ
26
年
入
寮
）

戦
時
中
に
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
私
は
、
予
科
練
の
歌
な
ど
軍
歌

ば
か
り
を
歌
っ
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
れ
が
戦
後
の
昭
和
26
年
、
北
大

と
い
う
よ
り
恵
迪
寮
に
入
学
し
、
そ
の
洗
礼
を
受
け
、
先
輩
か
ら「
都

ぞ
弥
生
」な
ど
数
々
の
寮
歌
を
教
わ
り
ま
し
た
。「
都
ぞ
弥
生
の
雲
紫

に
、
花
の
香
漂
う
宴
の
筵
…
」
と
聴
い
た
時
、
詩
と
い
う
も
の
は
、

歌
と
い
う
も
の
は
、
こ
ん
な
に
色
彩
豊
か
な
香
ば
し
い
も
の
か
と
、

完
全
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寮
歌
の
特
徴
は
、
１
番
か
ら
５
番
ま
で
彩
り
の
豊
か
さ
で
、

四
季
の
花
々
が
息
づ
き
、
自
然
の
尊
厳
さ
に
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
真

摯
に
生
き
る
若
者
た
ち
へ
の
応
援
歌
で
も
あ
り
ま
す
。
単
に
恵
迪
寮

生
の
み
な
ら
ず
日
本
中
の
若
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
そ
の
詩
情
を
育

て
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
祭
に
当
た
り
、
歌
の
都
・
札
幌
は
、

ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ス
ズ
ラ
ン
が
満
開
の
花
の
都
で
も
あ
り
ま

す
。ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
香
り
が
満
ち
溢
れ
る
こ
の
札
幌
に
、「
都
ぞ
弥
生
」

の
作
詞
者
、
横
山
芳
介
氏
の
ご
親
族
の
方
々
、
名
寮
歌
を
作
詞
作
曲

さ
れ
た
大
先
輩
の
宍
戸
昌
夫
先
生
、「
時
嘲
の
波
の
」
作
曲
者
・
寺
井

幸
夫
ご
夫
妻
ら
、
日
本
全
国
か
ら
多
く
の
仲
間
た
ち
が
集
い
、
大
寮

歌
祭
を
開
催
で
き
る
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
佐
伯
浩
北
大
総
長
、
北
大
連
合
同
窓
会
の
齋
藤
副
会
長

ら
ご
招
待
者
を
は
じ
め
、
北
海
道
は
も
ち
ろ
ん
、
東
日
本
、
西
日
本

の
各
支
部
、
遠
く
は
九
州
・
沖
縄
、
さ
ら
に
ノ
ー
ル
ウ
エ
イ
の
オ
ス

ロ
か
ら
も
北
極
圏
研
究
の
太
田
昌
秀
君
ご
夫
妻
、
そ
し
て
80
歳
を
過

ぎ
た
高
齢
の
仲
間
た
ち
や
現
役
の
若
き
恵
迪
寮
寮
生
諸
君
に
心
か
ら

の
歓
迎
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
数
年
前
に
他
界
さ
れ
た
幸
健
一
郎
前
北
海
道
支
部
長
の
奥

様
、
こ
の
百
年
祭
を
企
画
さ
れ
な
が
ら
こ
の
日
を
見
ず
に
亡
く
な
ら

れ
た
厚
谷
純
吉
前
副
会
長
の
奥
様
、
ご
参
会
下
さ
り
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
共
に
亡
き
人
を
、
亡
き
友
を
偲
び
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
夜
は
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
に
「
万
歳
三
唱
」
の
代
わ
り
に
「
乾
杯

三
唱
」
の
音
頭
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
番
目
は
「
恵
迪
寮
を
育

ん
だ
歌
と
花
の
都
、
札
幌
に

乾
杯

」。二
番
目
は
こ
こ
に

お
集
ま
り
の
同
窓
諸
君
と
参

加
下
さ
っ
た
皆
様
の
ご
健
康

を
祈
念
し
て
「
恵
迪
寮
同
窓

会
に
乾
杯

」。三
番
目
は
本

日
の
「『
都
ぞ
弥
生
』
百
年
祭

に
乾
杯

」
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
ご
唱
和
下
さ
い
。

（
乾
杯
三
唱
）

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

乾杯三唱する中瀬名誉会長

「都ぞ弥生」百年記念特集



恵
迪
寮
入
寮
半
世
紀
記
念

祝
賀
会

「
昭
和
37
・
38
年
入
寮
同
期
会
」

諏

訪

正

明

（
Ｓ
37
年
入
寮
）

「
都
ぞ
弥
生
」誕
生
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
恵
迪
入
寮
半
世
紀

を
迎
え
る
も
天
の
計
ら
い
、
こ
れ
を
寿
が
ず
し
て
如
何
に
せ
ん
。
さ

れ
ば
と
、
昭
和
37
・
38
年
入
寮
の
有
志
相
計
り
、「
都
ぞ
弥
生
１
０
０

年
記
念
祭
」
の
前
夜
祭
と
の
位
置
づ
け
に
て
同
期
会
開
催
を
企
画
し

た
。
６
月
８
日
、
北
海
道
大
学
構
内
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
「
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
」
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
エ
ル
ム
」
に
参
集
し
た
の

は
、
昭
和
36
年
組
１
名
、
昭
和
37
年
組
36
名
（
同
伴
夫
人
２
名
を
含

む
）、
昭
和
38
年
組
23
名
の
計
60
名
で
あ
っ
た
。

開
宴
に
先
立
ち
そ
の
逝
去
を
知
り
得
た
仲
間
41
名（
37
年
組
23
名
、

38
年
組
18
名
）
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

続
い
て
「
都
ぞ
弥
生
」、
福
田
紀
之
君
（
37
年
）
の
音
頭
で
１
、
２

番
を
高
唱
し
た
。
か
つ
て
の
青
年
の
胸
中
に
去
来
す
る
は
何
ぞ
、
さ

や
か
に
光
れ
る
星
影
に
己
の
馬
車
を
繫
が
ん
と
苦
闘
し
た
青
春
の

日
々
か
。
寮
友
と
歌
う
か
ら
こ
そ
の
「
都
ぞ
弥
生
」
に
半
世
紀
の
時

の
流
れ
も
瞬
時
に
遡
り
、
今
は
皆
ま
な
ざ
し
清
き
若
武
者
寮
生
、
ま

こ
と
、
こ
の
北
の
国
幸
多
し
。

宴
の
開
始
は
往
時
の
寮
長
、
新
蔵
利
煕
君
（
37
年
）
が
「
吾
に
友

あ
り
吾
強
し
」
の
思
い
を
述
べ
て
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
あ
の
木

造
二
階
建
て
の
四
棟
の
寮
舎
の
た
た
ず
ま
い
が
、
寮
祭
打
ち
上
げ
の

フ
ァ
イ
ア
ー
ス
ト
ー
ム
の
高
々
と
上
が
る
炎
が
甦
る
。

し
ば
し
歓
談
の
後
、
諸
富
隆
先
輩（
36
年
）、
平
良
健
康
君（
37
年
）、

土
屋
進
君
（
38
年
）
よ
り
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。
寮
で
の
日
々
は
そ

れ
ぞ
れ
の
疾
風
怒
濤
、
ま
さ
に
「
多
感
の
児
等
の
情
懐
熱
く

懐
古

の
涙
溢
る
べ
し
」（
昭
和
14
年
「
時
潮
の
流
転
」）。

あ
ま
り
酔
わ
な
い
う
ち
に
と
い
う
こ
と
で
、
恵
迪
寮
同
窓
会
北
海

道
支
部
長
の
氏
平
増
之
君
（
38
年
）
か
ら
、
翌
日
の
「
都
ぞ
弥
生
百

年
記
念
祭
」
の
案
内
が
あ
っ
た
。「
恵
迪
」
三
昧
の
至
福
の
時
が
今
日

も
明
日
も
と
続
く
の
だ
。

懐
旧
歓
談
、
あ
れ
こ
れ
寮
歌
を
歌
う
内
、
お
互
い
の
顔
の
し
わ
が

取
れ
、
髪
が
黒
々
と
蘇
り
、
記
憶
が
戻
り
つ
な
が
る
不
思
議
、
恵
迪

寮
は
確
か
に「
人
の
世
の
旅
に
し
て

結
ば
れ
し
二
年
の
宿
な
れ
や
」

（
昭
和
35
年
「
茫
洋
の
海
」）。

「
津
軽
の
滄
海
の
渦
潮
わ
け
て

雄
大
き
想
い
を
北
斗
に
馳
す
る
」

「
魔
人
の
呪
ア
ル
ペ
ン
の

白
雪
永
久
に
清
か
ら
ず
」な
ど
な
ど
次
々

歌
う
に
、
金
武
彦
君
（
37
年
）
の
リ
ー
ド
に
よ
り
今
は
亡
き
友
を
偲

ん
で
「
み
ん
な
み
ん
な

今
は
な
い

あ
あ

な
つ
か
し
い

古
い

顔
」と
歌
え
ば
、「
歌
声
喫
茶
」の
青
春
ま
で
も
が
甦
る
の
で
あ
っ
た
。

の
ど
に
自
信
が
戻
り
、「
都
ぞ
弥
生
」は
矢
張
り
５
番
迄
歌
わ
な
け
れ

ば
と
の
声
高
ま
れ
ば
、
伊
藤
靖
久
君
（
38
年
）
の
音
頭
で
「
栄
え
行

く

我
ら
が
寮
を
誇
ら
ず
や
」
と
歌
い
き
っ
た
。
古
稀
前
後
の
往
年

の
若
者
が
歌
い
継
が
れ
て
百
年
の
「
都
ぞ
弥
生
」
を
自
分
た
ち
の
歌

と
し
て
歌
う
こ
と
の
幸
せ
、
有
り
難
さ
、
恵
迪
よ
あ
り
が
と
う
、
友

ど
ち
よ
あ
り
が
と
う
、
心
の
か
た
み
と
わ
に
謳
わ
ん
。

記
念
の
宴
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
。
今
日
の
笑
顔
を
写
真
に
残
そ

う
。
一
期
一
会
、
次
に
ま
た
揃
う
と
は
限
ら
な
い
。
こ
こ
に
掲
載
し
、

後
日
の
証
拠
と
せ
ん
。

われら同期生



締
め
の
乾
杯
は
木
村
壬
一
君
（
38
年
）
の
音
頭
。
さ
あ
、
次
回
は

何
周
年
祝
賀
に
な
る
か
、
友
よ
、
老
い
先
延
ば
し
、
再
び
を
期
す
べ

し
。楽

し
き
時
は
疾
く
過
ぎ
行
く
。
氏
平
増
之
君
（
38
年
）
の
音
頭
に

よ
る「
別
離
の
歌
」。
二
十
歳
前
後
の
若
者
が
、
送
り
、
送
ら
れ
、
尽

き
ぬ
名
残
の
涙
で
歌
っ
た
「
光
る
瞳
は
幸
福
星
か

強
く
正
し
く
友

よ
生
き
な
む
」、
半
世
紀
の
後
の
今
も
に
じ
む
涙
に
、
か
の
寮
が
思
い

浮
か
ぶ
。

醒
め
よ
迷
い
の
夢
さ
め
よ
｜

屋
外
へ
出
て
の
ス
ト
ー
ム
、
足
腰

に
自
信
あ
る
者
も

気
遣
う
者
も
、「
札

幌
農
学
校
は
蝦
夷

ケ
島
、
コ
チ
ャ
エ

コ
チ
ャ
エ
」。か
く

し
て
前
夜
祭
は
終

わ
っ
た
。
明
日
は

盛
り
だ
く
さ
ん
の

本
祭
だ
。
深
酒
す

る
こ
と
な
く
素
直

に
帰
る
べ
し
。

こ
の
恵
迪
寮
入

寮
半
世
紀
記
念
祝

賀
会
の
世
話
人
は

次
の
通
り
。

昭
和
37
年
入
寮

石
川

尚

大
木
捷
利

下
野
勝
昭

新
蔵
利
煕

諏
訪
正
明

根
岸
正
充

福
田
紀
之

向
山
征
哉

六
宗
一
征

昭
和
38
年
入
寮

氏
平
増
之

沖
田
紘
昭

片
桐
政
司

佐
藤
市
雄

司
馬
武
彦

藤
田
正
一

宮
田
睦
彦

安
彦
和
之

出
席
者
全
員
の
名
前
を
挙
げ
得
な
か
っ
た
こ
と
、寛
恕
あ
り
た
し
。

な
お
、
こ
の
同
期
会
の
企
画
を
よ
し
と
し
て
、
36
年
入
寮
の
玉
井

勇
先
輩
か
ら
金
一
封
が
届
け
ら
れ
た
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
「
義
経
」

さ
ん
か
ら
も
カ

ン
パ
を
頂
戴
し

た
。
さ
ら
に
、

恵
迪
寮
同
窓
会

か
ら
は
清
酒

「
都
ぞ
弥
生
」の

差
し
入
れ
が

あ
っ
た
。
こ
こ

に
記
し
て
深
甚

な
る
感
謝
の
意

を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。

（
昭
和
37
・
38
年

入
寮
同
期
会
代

表
幹
事
）

われら同期生

夫人同伴も目立った37年入寮組

寮歌を歌いながらハイポーズの38年入寮組

われら同期生



「
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
」
の

卒
寿
を
お
祝
い
し
て「
39
・
40
会
」

魚

山

和

春

（
Ｓ
39
年
入
寮
）

昭
和
39
年
、
40
年
入
寮
生
の
集
ま
り
で
あ
る
「
39
・
40
会
」（
芝
垣

美
男
会
長
）
は
、
当
時
の
寮
生
か
ら
親
し
み
を
も
っ
て
「
モ
ツ
ラ
の

母
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
寮
生
が
楽
し
み
に
通
っ
た
ラ
ー
メ
ン

店
「
亭
北
軒
」
の
鈴
木
ト
ク
さ
ん
の
卒
寿
の
お
祝
い
を
兼
ね
、「
都
ぞ

弥
生
」
百
年
記
念
祭
の
大
寮
歌
祭
に
招
待
し
ま
し
た
。

一
連
の
百
年
祭
記
念
行
事
が
感
激
、
感
動
の
う
ち
に
進
行
し
、
最

後
の
大
寮
歌
祭
も
大
盛
会
で
終
宴
を
迎
え
る
こ
ろ
「
モ
ツ
ラ
の
母
さ

ん
」
が
娘
さ
ん
に
付
添
わ
れ
て
車
い
す
で
登
壇
。
芝
垣
会
長
が
ト
ク

さ
ん
を
紹
介
し
、「
一
度
で
も
モ
ツ
ラ
に
通
っ
た
経
験
者
は
壇
上
へ
」

と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
当
日
参
加
し
た
30
数
名
の
39
・
40
会
メ
ン

バ
ー
に
加
え
、
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
を
知
る
昭
和
30
年
代
か
ら
50
年
代

前
半
の
入
寮
者
も
次
々
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
ま
し
た
。

会
か
ら
お
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
し
た
後
、
彼
女
を
囲
ん
で
全
員
で

寮
歌
「
一
帯
ゆ
る
き
」
を
高
唱
し
て
卒
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。「
今
日

こ
う
し
て
元
気
で
い
ら
れ
る
の
も
、
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
…
」
と
感

極
ま
っ
て
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
る
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
。
ど
う
か
こ
れ
か

ら
も
健
康
に
充
分
留
意
さ
れ
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。
39
・
40

会
一
同
、
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

同窓生からの花束贈呈に感涙の鈴木トクさん

われら同期生



朋
有
り
遠
方
よ
り
来
た
る

「
44
年
逍
遙
の
会
」

岩

本

栄

一

（
Ｓ
44
年
入
寮
）

「
オ
レ
も
カ
ミ
さ
ん
連
れ
て
行
く
よ
」。
恵
迪
寮
で
共
に
過
ご
し
そ

の
後
も
文
字
通
り
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
っ
て
き
た
仲
間
は
何
で
も

ノ
リ
が
い
い
。「
テ
イ
ネ
サ
ミ
ッ
ト
」
と
銘
打
ち
、「
都
ぞ
弥
生
」
百

年
祭
の
前
夜
に
北
大
山
ス
キ
ー
部
が
管
理
す
る
山
小
屋
「
手
稲
パ
ラ

ダ
イ
ス
ヒ
ュ
ッ
テ
」
に
集
結
す
る
計
画
を
立
て
呼
び
掛
け
た
。
間
も

な
く
仲
間
の
ほ
ぼ
全
員
か
ら
参
加
す
る
と
メ
ー
ル
し
て
き
た
。
そ
し

て
当
日
、フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
５
人
を
含
む
総
計
15
人
が
国
内
外（
東

京
、
埼
玉
、
群
馬
、
岡
山
、
フ
ラ
ン
ス
）
か
ら
集
ま
っ
た
。
フ
ェ
ー

ス
ブ
ッ
ク
で
こ
れ
を
知
っ
た
寮
外
生
も
40
年
ぶ
り
に
顔
を
出
し
た
。

幸
い
天
候
も
味
方
し
、
ヒ
ュ
ッ
テ
横
の
サ
イ
ト
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を

賞
味
し
つ
つ
、
夜
更
け
ま
で
飲
み
、
語
り
、
謳
っ
た
。

思
え
ば
、
入
寮
当
時
大
学
内
外
に
吹
荒
れ
て
い
た
紛
争
の
嵐
の
最

中
、
わ
れ
わ
れ
昭
和
44
年
入
寮
組
を
中
心
と
し
た
自
称
ロ
マ
ン
系
硬

派
ノ
ン
ポ
リ
集
団
「
逍
遙
の
会
」
は
生
ま
れ
た
。
内
地
出
身
で
酒
と

寮
歌
が
好
き
と
い
う
共
通
項
を
持
つ
我
々
は
す
ぐ
に
意
気
投
合
し

た
。
友
情
と
言
え
ば
こ
そ
ば
ゆ
い
が
、
青
春
の
只
中
、
カ
ネ
も
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
も
無
い
恵
迪
特
有
の
共
同
生
活
の
中
で
お
互
い
が
ぶ
つ
か

り
、
助
け
合
い
、
影
響
し
合
っ
た
こ
と
が
今
日
ま
で
続
い
た
関
係
の

原
点
だ
と
思
う
。
そ
し
て
今
、
我
々
も
全
員
が
還
暦
を
通
過
し
た
が
、

孫
を
巻
き
込
ん
で
ス
ト
ー
ム
を
す
る
ヘ
ン
な
爺
さ
ん
の
集
団
で
あ
り

続
け
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

翌
日
の
京
王
プ
ラ
ザ
会
場
で
さ
ら
に
１
名
が
駆
け
つ
け
た
。
前
夜

の
「
サ
ミ
ッ
ト
」
に
続
き
諸
先
輩
に
混
じ
っ
て
高
歌
放
吟
し
、
思
い

出
深
い
２
日
間
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、「
魂
の
故
郷
」札
幌
の
地
で

た
っ
ぷ
り
と
懐
か
し
さ
に
浸
り
、
青
春
の
息
吹
と
気
概
を
取
り
戻
せ

た
こ
と
は
各
々
の
人
生
に
お
い
て
も
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
思
う
。

あ
ら
た
め
て
、
名
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
と
、
恵
迪
寮
同
窓
会
・
百
年
祭

実
行
委
員
会
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

卒寮以来、40年ぶりの懐しい顔も

われら同期生

われら同期生



静
岡
・
長
源
院
墓
前
祭
と
寮
歌
祭

朝

倉

仁

樹

（
Ｓ
52
年
入
寮
）

「
横
山
芳
介
君
作
歌
、
赤
木
顕
次
君
作
曲
」
｜

北
大
入
学
以
来
、

何
百
回
と
耳
に
し
、
何
百
回
と
口
に
し
た
こ
の
名
前
。
大
声
で
フ
ル

ネ
ー
ム
を
叫
ん
だ
回
数
な
ら
、間
違
い
な
く
自
分
の
子
ど
も
よ
り
多
い
。

そ
の
横
山
芳
介
の
墓
前
祭
が
５
月
19
日
、「
都
ぞ
弥
生
」生
誕
百
年

を
記
念
し
て
、
菩
提
寺
の
静
岡
市
・
長
源
院
で
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
か
ら
北
東
に
30
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
長
源

院
の
本
堂
の
前
に
、「
都
ぞ
弥
生
」の
歌
碑
が
立
っ
て
い
る
。
横
山
芳

介
本
人
の
遺
稿
ノ
ー
ト
か
ら
写
し
た
１
番
の
歌
詞
を
彫
っ
た
も
の

だ
。
昭
和
33
年
、
静
岡
の
同
窓
生
ら
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
平
成
11
年

に
は
台
座
が
作
ら
れ
、
同
時
に
日
陰
の
場
所
か
ら
境
内
で
最
も
目
立

つ
と
こ
ろ
に
移
さ
れ
た
そ
う
だ
。

「
都
ぞ
弥
生
」百
年
を
祝
う
か
の
よ
う
に
カ
ラ
リ
と
晴
れ
上
が
っ
た

午
後
１
時
、
長
源
寺
の
境
内
に
関
東
や
静
岡
を
中
心
に
、
岩
手
県
や

札
幌
か
ら
も
駆
け
つ
け
た
同
窓
生
、
そ
れ
に
旧
制
静
岡
高
校
の
Ｏ
Ｂ

ら
計
70
人
が
集
ま
っ
た
。
芳
介
の
遺
族
に
も
参
加
を
お
願
い
し
た
。

芳
介
の
長
男
・
横
山
芳
男
氏
は
今
年
２
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
夫

人
の
久
子
さ
ん
、
さ
ら
に
芳
介
の
四
女
・
中
村
安
子
さ
ん
、
五
女
・

横
山
朝
子
さ
ん
、
孫
の
横
山
康
恵
さ
ん
、
三
女
・
純
子
さ
ん
の
夫
・

川
内
脩
司
氏
、
川
内
氏
の
息
女
・
瀬
戸
真
純
さ
ん
と
そ
の
夫
・
信
義

さ
ん
に
、
こ
の
墓
前
祭
に
参
列
し
て
い
た
だ
い
た
。

歌
碑
の
脇
に
芳
介
の
学
生
時
代
の
写
真
を
遺
族
が
用
意
し
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
焼
香
、
そ
し
て
「
都
ぞ
弥
生
」
の
献
歌
。
し
ば
し
明
治

45
年
に
思
い
を
馳
せ
、
先
人
の
足
跡
を
偲
ん
だ
。

川
内
氏
は
「
日
本
三
大
寮
歌
の
ひ
と
つ
と
し
て
『
都
ぞ
弥
生
』
が

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
特
に

こ
の
歌
は
、
厳
し
く
も
豊
か
な
自
然
を
賛
美
し
て
い
る
の
が
他
校
の

寮
歌
と
比
べ
て
も
際
立
っ
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
次

の
一
世
紀
、
さ
ら
に
末
永
く
『
都
ぞ
弥
生
』
が
歌
い
継
が
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
、
遺
族
が
こ
の
歌
に
深
い
愛

着
と
誇
り
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
強
く
滲
ま
せ
た
。

読
経
に
続
い
て
、
墓
地
に
回
っ
て
横
山
家
の
墓
の
前
で
、
一
人
ず

つ
手
を
合
わ
せ
る
。
平
べ
っ
た
い
、
モ
ダ
ン
な
墓
石
だ
。
最
後
に
、

万
感
の
思
い
を
込
め
、「
都
ぞ
弥
生
」を
１
番
か
ら
５
番
ま
で
歌
い
上静岡寮歌祭 北大以外の予科からも友情参加

墓前祭に参列した横山家の遺族

各支部の記念イベント



げ
、
墓
前
祭
を
締
め
く
く
っ
た
。

合
間
に
、
赤
木
顕
次
の
関
係
者
と
し
て
参
加
さ
れ
た
、
顕
次
の
妹

の
夫
の
兄
の
娘
の
さ
ら
に
娘
で
あ
る
堀
井
嘉
子
さ
ん
か
ら
、
堀
井
家

に
伝
わ
る
顕
次
の
妹
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。顕
次
の
妹
は
、

た
ぐ
い
ま
れ
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
ほ
ど
の
美
人
だ
。
先
に
述
べ
た

横
山
康
恵
さ
ん
、瀬
戸
真
純
さ
ん
も
若
く
て
清
楚
で
き
れ
い
な
方
で
、

こ
こ
に
集
ま
っ
た
平
均
年
齢
約
70
歳
の
男
性
集
団
の
中
に
あ
っ
て
、

原
始
林
に
咲
く
延
齢
草
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。

静
岡
駅
前
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
場
所
を
移
し
て
、
引
き
続
き
２

時
間
半
に
わ
た
っ
て
「
百
年
記
念
寮
歌
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
席

で
、
横
山
芳
介
が
静
岡
県
の
小
作
官
と
し
て
農
民
の
生
活
向
上
に
尽

力
し
貧
農
の
人
に
神
様
と
慕
わ
れ
た
こ
と
、
孤
児
を
引
き
取
っ
て
育

て
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
孤
児
・
河
田
悠
紀
恵
が
長
源

院
の
歌
碑
の
建
立
を
働
き
か
け
た
と
い
う
。「
貴
き
野
心
」を
改
め
て

思
う
。

寮
歌
祭
で
は
、
中
国
語
版
「
都
ぞ
弥
生
」
の
披
露
を
含
め
、
お
な

じ
み
の
寮
歌
が
次
々
に
歌
わ
れ
た
。
蛮
声
と
い
え
ば
き
こ
え
は
い
い

が
、
少
々
調
子
は
ず
れ
で
酒
の
入
っ
た
赤
い
顔
を
し
て
法
被
や
鉢
巻

姿
で
大
声
を
あ
げ
て
い
る
。
寮
歌
を
知
ら
な
い
人
に
と
っ
て
は
何
と

も
奇
妙
な
光
景
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
我
々
に
は
濃
密
な
時
間
で

あ
る
。
杖
を
つ
い
て
参
加
し
た
人
も
、
最
後
の
ス
ト
ー
ム
に
な
れ
ば

ち
ゃ
ん
と
足
を
上
げ
て
「
札
幌
農
学
校
は
〜
〜
」
と
や
る
の
だ
か
ら

不
思
議
な
も
の
だ
。

百
年
を
迎
え
た「
都
ぞ
弥
生
」。
古
典
と
な
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
歌

い
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。（東

日
本
支
部
広
報
幹
事
）

各支部の記念イベント

墓前祭終了後、歌碑の前で記念撮影

各支部の記念イベント



百
年
記
念
祭
・
西
日
本
支
部
前
夜
祭

清
酒
「
都
ぞ
弥
生
」
と

豚
の
丸
焼
き
で
大
盛
会

植

松

高

志

（
Ｓ
44
年
入
寮
）

西
日
本
支
部
の
親
睦
・
団
結
と
、「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
祭
の
前

夜
祭
を
兼
ね
て
５
月
27
日
、
誕
生
１
０
０
年
を
祝
う
記
念
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

関
西
北
大
会
館
で
正
午
か
ら
午
後
３
時
過
ぎ
ま
で
開
か
れ
た
前
夜

祭
に
は
、
近
畿
一
帯
か
ら
総
勢
32
名
が
結
集
。
冒
頭
、
伊
藤
靖
久
支

部
長
が
「
学
士
会
報
〞
７
大
学
を
め
ぐ
る
歌
〝
下
道
郁
子
氏
著
」
を

引
用
し
、
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
紹
介
。
乾
杯
の
後
、

支
部
寮
歌
祭
の
名
物
料
理
と
な
っ
た
〞
豚
の
丸
焼
き
〝
を
囲
ん
で
大

い
に
飲
み
、
食
い
、
歌
い
、
懐
か
し
き
寮
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
本

部
か
ら
頂
い
た
清
酒
〞
都
ぞ
弥
生
〝
２
ダ
ー
ス
を
皆
で
回
し
飲
み
す

る
と
一
気
に
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
北
大
時
代
の
青
春
を
語
る

参
加
者
全
員
の
ス
ピ
ー
チ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
味
が
あ
り
、
お
互
い
の
一

体
感
を
高
め
る
の
に
充
分
で
し
た
。

校
歌
「
永
遠
の
幸
」
を
皮
切
り
に
、
明
治
40
年
の
「
一
帯
ゆ
る
き
」

か
ら
21
曲
、
声
を
限
り
に
歌
い
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
恒
例
の
肩

を
組
み
て
「
都
ぞ
弥
生
」
を
５
番
ま
で
大
合
唱
。
参
加
者
一
同
お
互

い
の
健
闘
を
讃
え
合
い
、記
憶
に
残
る
良
き
記
念
祭
と
な
り
ま
し
た
。

（
西
日
本
支
部
幹
事
長
）

恒例の豚の丸焼きで盛り上がった西日本支部前夜祭

各支部の記念イベント



「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て

新

井

三

郎

（
Ｓ
32
年
入
寮
）

「
都
ぞ
弥
生
」百
年
記
念
事
業
の
目
玉
の

一
つ
と
し
て
普
及
版
の
Ｃ
Ｄ
を
作
り
平
成

23
、
24
年
の
北
大
新
入
生
全
員
に
贈
呈
し

た
。
ク
ラ
ー
ク
会
館
で
斉
唱
録
音
、
編
集

な
ど
制
作
を
担
当
し
た
川
原
君
（
31
年
入

寮
）
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
が
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
一
宮
明
代
さ
ん
だ
っ
た
。
彼
女
は
北
大

構
内
の
散
策
や
ク
ラ
ー
ク
会
館
で
伴
奏
し

た
後
、「
北
大
は
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
ホ
ー

ル
で
演
奏
が
出
来
た
ら
」
と
ふ
と
も
ら
し

た
。
そ
れ
か
ら
１
年
半
後
、「
都
ぞ
弥
生
」

百
年
記
念
事
業
の
メ
ー
ン
企
画
と
し
て
、

一
宮
さ
ん
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
植
村

理
葉
さ
ん
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が

実
現
し
た
。
ま
さ
に
音
楽
と「
都
ぞ
弥
生
」

を
愛
す
る
人
々
の
縁
や
絆
が
も
た
ら
し
た

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

実
行
委
員
会
で
コ
ン
サ
ー
ト
案
が
決
定

す
る
と
、私
は
委
員
会
の
責
任
者
に
な
り
、

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
紛
い
の
仕
事
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
今
ま
で
の
演
奏
会
は
聴
く
側

だ
っ
た
が
、
今
度
は
聴
か
せ
る
側
で
全
く

未
経
験
の
分
野
だ
。
会
場
は
50
年
前
の
建

物
で
、
設
備
、
照
明
等
も
新
し
い
ホ
ー
ル

と
比
べ
決
し
て
良
い
環
境
と
は
い
え
な

い
。
そ
の
中
で
我
々
に
出
来
る
こ
と
は
演

奏
者
に
如
何
に
気
持
ち
良
く
演
奏
し
て
も

ら
う
こ
と
だ
。
そ
の
一
つ
が
演
奏
中
の
出

入
り
厳
禁
で
あ
る
。
演
奏
者
の
希
望
で
曲

目
が
変
更
さ
れ
、
一
曲
目
は
演
奏
時
間
37

分
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
「
ク
ロ
イ

ツ
ェ
ル
」
か
ら
始
ま
っ
た
た
め
、
遅
れ
て

来
た
人
を
か
な
り
待
た
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ
の
た
め
、年
配
者
の
一
部
か
ら
ブ
ー

イ
ン
グ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
演
奏
者
の

情
熱
、
極
度
に
集
中
す
る
姿
を
舞
台
の
袖

で
見
て
い
る
と
、
良
い
演
奏
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
仕
方
が
な
い
と
思
っ
た
。

「
都
ぞ
弥
生
幻
想
曲
」が
終
わ
る
と
、
ほ

ぼ
満
席
の
会
場
か
ら
ブ
ラ
ボ
ー
の
声
が
聞

こ
え
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
好
評
だ
っ
た
と
安

堵
し
た
。
花
束
贈
呈
に
学
生
服
姿
の
現
役

寮
生
を
使
え
と
は
横
山
会
長
の
ア
イ
デ
ィ

ア
だ
っ
た
が
、会
場
か
ら
笑
い
が
漏
れ
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
花
を
添
え
る
格
好
に
な
っ

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
委
員
の
諸
君
、
特
に
金

武
彦
君
（
37
年
入
寮
）
に
は
多
く
の
助
言

を
も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
。

（
百
年
記
念
実
行
委
員
会
副
委
員
長
）

百年記念祭を支えた仲間

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

百
年
記
念
祭
を
支
え
た
仲
間

公演後花束を贈られる植村さんと一宮さん



新
し
い
世
紀
へ
向
け
健
や
か
に
育
て

〜
旧
寮
舎
の
周
り
に
植
樹

木

村

正

博

（
Ｓ
41
年
入
寮
）

「
開
拓
の
村
」を
吹
き
抜
け
る
爽
や
か
な

春
風
と
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、「
都
ぞ

弥
生
」
百
年
記
念
事
業
の
幕
開
け
を
祝
し

て
５
月
13
日
、
同
窓
生
や
ご
遺
族
ら
が
出

席
し
て
記
念
植
樹
と
旧
寮
舎
の
名
札
掲
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
寮
舎
玄
関
広
場
で
谷
口
哲
也

君
の
発
声
で
「
都
ぞ
弥
生
」
の
１
番
か
ら

５
番
ま
で
献
歌
。

こ
の
後
、
寮
舎
の
前
庭
や
中
庭
で
記
念

植
樹
。
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
横
山
芳
介
氏

三
女
・
純
子
さ
ん
の
夫
・
川
内
脩
司
氏
寄

贈
の
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
１
株
の
ほ
か
、
カ
ツ

ラ
、
ハ
ル
ニ
レ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど

い
ず
れ
も
「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
詞
に
ゆ
か

り
の
樹
木
、
苗
木
合
わ
せ
て
６
株
を
、
参

加
者
全
員
が
次
々
に
ス
コ
ッ
プ
で
客
土
し

て
い
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
５
年
前
の
恵
迪
百
年
記
念
で

植
樹
し
た
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
満
開
で
、

恵
迪
花
壇
の
ク
ロ
ユ
リ
、
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

な
ど
と
と
も
に
「
花
の
香
漂
う
宴
の
筵
」

と
い
っ
た
風
情
で
し
た
。

名
札
掛
け
は
、
全
国
の
同
窓
生
か
ら
の

寄
付
金
を
も
と
に
名
札
を
制
作
。
前
年
ま

で
に
掲
示
さ
れ
た
名
札
と
と
も
に
、
こ
の

日
参
加
し
た
同
窓
生
ら
が
自
分
の
名
札
を

自
分
の
手
で
掲
げ
、
誇
ら
し
げ
に
記
念
写

真
に
収
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

寮
舎
の
名
札
掲
示
板
の
ス
ペ
ー
ス
は
約

４
０
０
名
で
す
が
、
こ
の
日
で
ほ
ぼ
埋
め

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
思
い
思
い
に
寮
舎
内
外
を
散

策
し
た
後
、
開
拓
の
村
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼

食
を
と
り
、
来
る
６
月
９
日
の
記
念
祭
成

功
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

（
記
念
植
樹
委
員
長
）

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
の
思
い

大

谷

文

昭

（
Ｓ
43
年
入
学
）

年
年
歳
歳
花
相
似
た
り

年
年
歳
歳
恵
迪
同
じ
た
り

開
寮
以
来
の
恵
迪
精
神
は
風
雪
に
耐
え

脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
る
｜

。

こ
れ
は
、
恵
迪
寮
生
で
も
な
か
っ
た
私

が
「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
行
事
を
手
伝

わ
せ
て
も
ら
っ
た
時
の
実
感
で
す
。

以
下
は
、入
学
し
て
か
ら
応
援
団
で「
都

ぞ
弥
生
」
に
象
徴
さ
れ
る
寮
歌
の
真
髄
を

教
え
ら
れ
、
恵
迪
寮
同
窓
会
の
仲
間
と
し

て
今
日
に
至
っ
た
経
緯
で
す
。

高
校
時
代
か
ら
兄
の
影
響
で
寮
歌
に
憬

れ
、
昭
和
43
年
春
、
信
州
上
田
か
ら
「
都

ぞ
弥
生
」
の
北
大
に
入
学
。
恵
迪
寮
に
入

る
べ
く
揚
々
と
門
を
叩
く
と
、「
今
頃
来
て

も
遅
い
。
も
う
入
寮
選
考
は
終
了
し
た
」

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………



と
門
前
払
い
。
し
か
た
な
く
、
同
郷
の
先

輩
の
世
話
で
下
宿
に
落
ち
着
き
、
第
60
代

応
援
団
に
入
団
し
ま
し
た
。長
髪
に
髭
面
、

一
年
中
汚
れ
た
羽
織
、
袴
姿
の
先
輩
た
ち

は
、
そ
の
容
姿
か
ら
は
想
像
出
来
な
い
ほ

ど
純
情
で
優
し
く
、
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

以
来
、
大
学
に
行
け
ど
も
教
室
に
は
行

か
ず
、
も
っ
ぱ
ら
恵
迪
寮
や
体
育
館
横
の

部
室
に
入
り
浸
り
。
恵
迪
精
神
を
少
し
で

も
体
得
し
よ
う
と
、
寮
歌
を
一
生
懸
命
に

覚
え
、
寮
の
壁
に
幕
末
の
三
傑
（
州
）
を

も
じ
っ
て
、「
大
谷
星
州
」と
落
書
き
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

社
会
に
出
て
か
ら
は
、
多
忙
な
仕
事
に

か
ま
け
て
、
応
援
団
（
Ｏ
Ｂ
）
の
行
事
に

足
が
遠
の
い
て
い
ま
し
た
。
齢
五
十
五
を

過
ぎ
た
頃
、
多
少
時
間
に
余
裕
が
出
来
た

の
で
、
現
役
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
Ｔ

先
輩
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
都
ぞ
弥
生
」

百
年
記
念
事
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
と
、
嬉

し
い
返
事
を
も
ら
い
ま
し
た
。
恵
迪
寮
同

窓
会
に
も
快
く
入
会
さ
せ
て
も
ら
い
、
北

海
道
開
拓
の
村
の
旧
恵
迪
寮
舎
玄
関
に
あ

る
寮
生
名
札
掲
示
板
に
も
掛
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
２
月
の
新
入
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
「
都
ぞ
弥
生
」
Ｃ
Ｄ
の
吹
き
込
み
か
ら
、

記
念
祭
の
企
画
、
準
備
ま
で
充
実
し
た
毎

日
で
し
た
。
本
番
で
も
、
総
合
博
物
館
の

「
都
ぞ
弥
生
」百
年
展
で
保
安
員
兼
説
明
員

を
は
じ
め
、
外
国
版
大
合
唱
、
大
寮
歌
祭

な
ど
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
よ
う
な
大
記
念

事
業
を
手
弁
当
で
完
璧
に
成
し
遂
げ
た
恵

迪
寮
（
同
窓
会
・
現
寮
生
も
含
め
）
の
力

は
、
驚
異
的
で
感
激
、
感
動
し
ま
し
た
。

「
都
ぞ
弥
生
」百
年
記
念
祭
に
関
わ
っ
た

す
べ
て
の
人
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

（
大
合
唱
副
委
員
長
）

百
年
祭
は
未
だ
続
く

佐

藤

市

雄

（
Ｓ
38
年
入
寮
）

平
成
21
年
夏
、
会
社
を
退
職
後
、
北
海

道
支
部
・
八
重
樫
幸
一
幹
事
長
か
ら
恵
迪

寮
同
窓
会
の
幹
事
に
と
誘
わ
れ
た
。
恵
迪

寮
に
は
恩
義
と
愛
着
は
あ
る
も
の
の
、
寮

歌
を
熱
心
に
歌
う
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
退
職
後
の
こ
れ
と
い
っ
た
目
標
も

な
く「
自
分
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
」

と
引
き
受
け
た
。

安
易
な
気
持
で
飛
び
込
ん
だ
同
窓
会
活

動
だ
が
、
百
年
記
念
祭
の
企
画
が
本
格
化

し
て
く
る
と
、
い
き
な
り
白
浜
憲
一
実
行

委
員
長
か
ら
映
像
委
員
長
に
指
名
さ
れ

「都ぞ弥生」大合唱で応援団OBの
本領を発揮する大谷君

百年記念祭を支えた仲間

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………



た
。
果
た
し
て
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
逡

巡
し
て
い
る
と
、
間
も
な
く
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
制
作
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。
こ
れ
は

自
分
の
範
疇
外
の
こ
と
で
、
い
さ
さ
か
あ

わ
て
て
辞
任
も
考
え
た
が
、
幸
い
周
り
に

は
素
晴
ら
し
い
才
能
の
持
ち
主
が
多
く
、

こ
の
人
達
と
一
緒
に
や
れ
ば
、
き
っ
と
良

い
も
の
が
出
来
そ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

映
像
委
員
会
の
主
題
は
、
今
や
来
春
Ｈ

Ｂ
Ｃ
で
放
映
予
定
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
清

き
国
ぞ
と
あ
こ
が
れ
ぬ
」
と
な
っ
た
。
記

念
祭
終
了
後
「
清
き
国
ぞ
と
あ
こ
が
れ
ぬ

委
員
会
」（
白
浜
憲
一
委
員
長
）が
立
ち
上

が
り
、
こ
れ
か
ら
は
オ
ー
ル
北
大
で
ス
ポ

ン
サ
ー
探
し
や
協
賛
金
集
め
、
完
成
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
普
及
・
販
売
な
ど
大
仕
事
が
待

ち
構
え
て
い
る
。

今
回
の
記
念
祭
で
は
、
素
人
で
出
来
映

え
に
自
信
は
な
か
っ
た
が
、
記
念
式
典
や

講
演
会
の
幕
間
に
流
れ
る
映
像
を
制
作
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
記
念
祭
の
記
録
映
像

の
整
理
も
残
っ
て
い
る
。

ド
ラ
マ
制
作
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
様
々
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、「
都
ぞ
弥
生
」百
年

祭
を
成
功
さ
せ
た
恵
迪
寮
同
窓
会
の
無
限

の
パ
ワ
ー
を
信
じ
て
、
前
へ
進
ん
で
行
こ

う
。
皆
さ
ん
も
６
・
９
記
念
祭
で
満
足
せ

ず
に
、
恵
迪
精
神
を
未
来
に
繫
ぐ
ド
ラ
マ

と
し
て
映
像
制
作
に
も
目
を
向
け
て
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
百
年
祭
の
ゴ
ー
ル
は

ま
だ
先
に
あ
る
。（百

年
記
念
映
像
委
員
長
）

百
年
後
の
推
理

千

川

浩

治

（
Ｓ
40
年
入
寮
）

百
年
記
念
実
行
委
員
と
し
て
、
大
寮
歌

祭
の
番
組
編
成
の
職
分
に
あ
ず
か
っ
た
。

そ
の
中
で
大
正
３
年
寮
歌
「
我
が
運
命
こ

そ
」
を
選
抜
し
た
。
理
由
は
、
樋
口
桜
五

さ
ん
の
作
歌
だ
っ
た
か
ら
だ
。

昭
和
40
年
日
本
寮
歌
祭
に
１
年
生
の

時
、
参
加
し
た
折
、
樋
口
さ
ん
に
お
会
い

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
作
曲
が
赤
木
顕
次
さ

ん
と
言
う
の
も
理
由
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら

制
作
す
る
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ

の
シ
ナ
リ
オ「
清
き
国
ぞ
と
あ
こ
が
れ
ぬ
」

に
登
場
す
る
、「
樋
口
」は
桜
五
さ
ん
の
こ

と
だ
ろ
う
。

さ
て
、選
抜
し
た
が
、皆
が
歌
え
る
か
？

先
ず
、私
自
身
が
と
楽
譜
を
追
っ
て
み
た
。

「
我
が
運
命
こ
そ
」の
フ
レ
ー
ズ
が
、
校
歌

大合唱で檄文を披露する千川君

…………………………………………………………………………………………………
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「
永
久
の
幸
」の
メ
ロ
デ
ィ
が
一
寸
違
わ
ぬ

事
を
発
見
し
た
。
あ
の
赤
木
さ
ん
が
？
と

思
っ
た
。

山
口
哲
夫
編
「
都
ぞ
弥
生
」
の
「
我
が

運
命
こ
そ
」
の
項
を
読
み
な
お
し
て
み
る

と
、
樋
口
さ
ん
は
有
島
武
郎
さ
ん
を
尋
ね

て
添
削
を
願
っ
た
、
と
あ
る
。
赤
木
さ
ん

の
作
曲
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
赤
木
さ
ん
は
、
あ

え
て
「
永
遠
の
幸
」
の
メ
ロ
デ
ィ
か
ら
曲

を
作
り
始
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
当
時

か
ら
ほ
ぼ
百
年
後
の
推
理
で
あ
る
。

（
大
合
唱
委
員
長
）

モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
と
医
療
班

内

藤

春

彦

（
Ｓ
40
年
入
寮
）

百
年
記
念
祭
で
は
受
付
係
と
、
超
高
齢

者
の
参
加
に
備
え
て
救
急
医
療
係
を
仰
せ

つ
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
寮
歌
祭
に
合

わ
せ
昭
和
39
年
と
40
年
に
在
寮
し
た

「
39
・
40
の
会
」
の
有
志
が
中
心
に
開
い
た

〞
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
〝こ
と
鈴
木
ト
ク
さ
ん

（
90
）の
卒
寿
を
祝
う
会
の
幹
事
で
も
あ
っ

た
。当

日
の
受
付
は
て
ん
て
こ
舞
い
の
忙
し

さ
で
、
気
に
な
る
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
が
何

時
来
場
し
た
の
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

会
場
も
足
の
踏
み
場
な
い
ほ
ど
大
盛
況

で
、
39
・
40
会
の
仲
間
か
ら
募
金
し
ト
ク

さ
ん
に
贈
る
花
束
や
エ
ス
コ
ー
ト
代
の
徴

収
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
テ
ー
ブ
ル
に
割
り

込
ん
で
会
食
、
懇
談
す
る
余
裕
も
な
く
、

車
い
す
の
鈴
木
ト
ク
さ
ん
が
「
39
・
40
会
」

会
長
の
芝
垣
美
男
君
に
エ
ス
コ
ー
ト
さ
れ

て
来
場
し
て
い
る
こ
と
だ
け
を
確
認
し

て
、
ひ
と
ま
ず
別
室
で
待
機
。

す
る
と
、
昭
和
40
年
か
ら
50
年
代
の
栄

養
士
さ
ん
だ
っ
た
川
越
幸
江
さ
ん
が
、「
気

分
が
悪
い
」
と
入
っ
て
こ
ら
れ
た
。
何
十

年
ぶ
り
の
再
会
だ
が
、
ゆ
っ
く
り
懐
古
話

を
す
る
時
間
も
な
く
、
ベ
ッ
ド
代
わ
り
に

並
べ
た
椅
子
に
休
ん
で
も
ら
っ
た
。幸
い
、

し
ば
ら
く
す
る
と
症
状
は
落
ち
着
き
、
川

越
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く
楽
し
い
場
で
こ
ん

な
こ
と
に
な
り
済
み
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
に

よ
ろ
し
く
」
と
言
い
残
し
て
タ
ク
シ
ー
で

帰
ら
れ
た
。

気
が
付
く
と
す
で
に
会
は
終
り
に
近
づ

い
て
い
た
。
最
後
に
、
嬉
し
涙
と
笑
顔
で

く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん
に
も

会
い
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の「
都
ぞ
弥
生
」「
ス

ト
ー
ム
の
歌
」
は
仲
間
と
共
に
思
い
き
り

歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

会
の
終
了
直
後
、
も
う
一
人
、
60
代
の

参
加
者
が
、
目
の
前
で
転
倒
し
、
頭
部
打

撲
さ
れ
た
。
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
が
抱
え
起
す

と
、
ゆ
っ
く
り
歩
か
れ
意
識
も
し
っ
か
り

と
し
て
お
り
、
ホ
ッ
と
し
た
。
年
配
者
に

は
何
ら
か
の
持
病
が
あ
る
わ
け
で
、
今
回

の
よ
う
に
混
み
合
う
長
時
間
の
立
食
形
式

は
少
し
き
つ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
広
報
・
宣
伝
副
委
員
長
）

百年記念祭を支えた仲間

…………………………………………………………………………………………………
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寮
で
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

「
本
番
力
」

渕

上

玲

子

（
Ｈ
８
年
入
寮
）

「
都
ぞ
弥
生
」
１
０
０
年
記
念
式
典
で
、

司
会
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
渕

上
で
す
。

こ
の
日
に
向
け
て
、
１
年
以
上
前
か
ら

何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
来
ら
れ
た

実
行
委
員
会
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
私
自
身
実

行
委
の
一
員
で
し
た
が
、
会
社
の
仕
事
と

夜
間
の
専
門
学
校
通
学
に
追
わ
れ
、
事
前

の
準
備
作
業
に
ほ
と
ん
ど
携
わ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
の
司
会
の
シ
ナ
リ
オ
も
、

フ
レ
ン
ド
会
員
の
奥
田
晋
一
さ
ん
に
作
成

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
当
日
は
ほ
ぼ

ぶ
っ
つ
け
本
番
に
近
い
状
態
で
臨
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
皆
様
の
ご
協
力
と
、
恵
迪

寮
で
培
っ
た
「
本
番
力
」
で
何
と
か
無
事

に
式
典
を
最
後
ま
で
進
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
舞
台
か
ら
見
た
参
加

者
の
方
々
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
の
こ

も
っ
た
表
情
は
壮
観
で
し
た
。
あ
の
式
典

の
時
間
は
、
単
な
る
儀
式
と
し
て
で
は
な

く
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
お
い
て
、

一
瞬
一
瞬
が
何
か
特
別
な
時
間
と
し
て
流

れ
て
い
る
の
だ
な
、
と
い
う
想
い
が
致
し

ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
か
ら
道
新
の
コ
ラ

ム
で
フ
ァ
ン
だ
っ
た
佐
川
光
晴
さ
ん
と
直

接
お
話
す
る
こ
と
も
で
き
、
当
日
の
お
手

伝
い
だ
け
で
お
い
し
い
と
こ
ろ
を
頂
い
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
、
申
し
わ
け
な
く
思
い

ま
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
実
行

委
員
会
、
事
務
局
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
念
式
典
司
会
・
進
行
委
員
）

百
年
記
念
祭
に
参
加
し
て

坂

倉

雅

夫

（
Ｓ
44
年
入
寮
）

「
都
ぞ
弥
生
」百
年
お
め
で
と
う
。
白
浜

憲
一
実
行
委
員
長
を
始
め
と
す
る
関
係
の

皆
さ
ん
が
、
遠
大
な
計
画
を
周
到
な
準
備

で
見
事
に
実
践
し
百
年
記
念
祭
は
大
成
功

で
あ
っ
た
と
思
う
。
東
日
本
支
部
か
ら
は

山
中
支
部
長
以
下
役
員
９
人
が
参
加
し

た
。
私
は
記
念
実
行
委
員
に
名
を
連
ね
て

い
た
が
、
８
回
を
重
ね
た
実
行
委
員
会
に

は
１
回
も
出
席
せ
ず
、
忸
怩
た
る
思
い
を

抱
き
な
が
ら
せ
め
て
当
日
だ
け
は
役
割
を

精
一
杯
こ
な
そ
う
と
札
幌
に
や
っ
て
来

た
。当

日
９
時
30
分
か
ら
の
最
終
打
合
せ
、

結
団
式
を
終
え
、
い
よ
い
よ
午
後
か
ら
の

記
念
祭
が
始
ま
っ
た
。
一
連
の
行
事
は
大

学
当
局
、
連
合
同
窓
会
の
強
力
な
支
援
の

も
と
、
ま
さ
に
全
北
大
人
を
挙
げ
て
取
組

ん
で
い
る
と
感
じ
た
。
大
合
唱
の
少
し
前

か
ら
ポ
ツ
ポ
ツ
と
小
雨
が
降
り
始
め
て
い

た
が
、
参
集
し
た
人
々
の
熱
き
心
が
吹
き

…………………………………………………………………………………………………
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飛
ば
し
た
の
だ
ろ
う
、
時
間
に
な
る
と
ピ

タ
リ
と
止
み
、
大
き
な
歌
声
が
広
い
中
央

ロ
ー
ン
に
響
き
渡
っ
た
。
会
場
を
移
し
た

最
終
行
事
の
大
寮
歌
祭
は
、
最
年
長
90
余

歳
の
宍
戸
大
先
輩
が
お
元
気
な
姿
を
見

せ
、
小
樽
商
大
の
参
加
や
か
つ
て
多
く
の

寮
生
が
関
わ
っ
た
「
モ
ツ
ラ
」
の
お
ば
さ

ん
招
待
の
好
企
画
も
あ
っ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
成
功
裡
に
閉
会
と
な
っ
た
。

百
年
記
念
祭
に
参
加
し
て
思
い
浮
か
べ

た
の
は
「
廻
り
合
わ
せ
」
と
い
う
言
葉
で

あ
る
。
横
山
芳
介
、
赤
木
顕
次
と
い
う
二

人
の
奇
才
が
明
治
末
期
の
同
時
代
に
廻
り

合
い
、
稀
代
の
名
歌
は
生
ま
れ
る
べ
く
し

て
生
ま
れ
た
。私
が
そ
の
名
歌
に
出
会
い
、

百
年
と
い
う
節
目
に
う
ま
く
居
合
わ
せ
た

の
は
な
ん
と
幸
せ
な
巡
り
合
わ
せ
で
あ
ろ

う
か
。

（
東
日
本
支
部
幹
事
長
）

大寮歌祭の受付で慌しく動き回るスタッフ

大寮歌祭を盛り上げた司会団

百年記念祭を支えた仲間

…………………………………………………………………………………………………
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「
都
ぞ
弥
生
」
の
思
い
出

河
合

惣
吾

（
Ｓ
10
年
入
寮
）

私
が
中
学
の
５
年
に
な
り
、
さ
て
次
は

ど
こ
の
高
校
へ
行
こ
う
か
と
考
え
て
お
っ

た
と
こ
ろ
、
父
が
ど
こ
か
ら
か
聞
い
て
き

た
の
か
、「
お
前
、
札
幌
に
あ
る
北
大
予
科

を
受
験
し
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
言
い
ま

し
た
。

早
速
、
受
験
雑
誌
を
買
っ
て
北
大
予
科

と
い
う
学
校
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に

「
都
ぞ
弥
生
」と
い
う
寮
歌
で
有
名
な
学
校

で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
「
都
ぞ
弥
生
」
と
い
う
寮
歌
に
心
を
打

た
れ
て
札
幌
に
憬
れ
、
遂
に
北
大
予
科
を

受
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
10

年
の
春
、
北
大
予
科
の
入
学
試
験
に
合
格

し
て
目
出
度
く
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、

私
の
人
生
に
お
い
て
初
め
て
の
喜
び
を
味

わ
い
、
そ
の
夜
は
と
う
と
う
眠
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
今
で
も
憶
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
４
月
、
先
輩
の
お
陰
で
恵
迪
寮
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
寮
に
入
っ
て
し
ば

ら
く
経
つ
と
、
毎
日
夕
食
後
、
新
入
生
が

一
堂
に
集
め
ら
れ
、
先
輩
か
ら
最
初
に
教

え
ら
れ
た
の
が
「
都
ぞ
弥
生
」
で
し
た
。

一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
叩

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
北
大
を
卒
業
し
て
70

年
が
経
つ
今
日
ま
で
、何
か
に
つ
け
て「
都

ぞ
弥
生
」
を
歌
い
続
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
都
ぞ
弥
生
」
作
詞
者
で
あ
る
横

山
芳
介
さ
ん
は
明
治
43
年
の
北
大
予
科
に

入
学
し
、
45
年
３
月
、
20
歳
の
時
に
「
都

ぞ
弥
生
」
を
作
詞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

大
正
６
年
に
北
大
農
学
部
農
学
科
を
卒
業

し
て
、
大
正
13
年
ま
で
静
岡
県
農
会
の
技

師
、
そ
の
後
、
昭
和
13
年
ま
で
静
岡
県
小

作
官
と
し
て
農
民
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
惜
し
く
も
昭
和
13
年
１
月
30
日

現
職
の
ま
ま
静
岡
市
に
お
い
て
46
歳
で
亡

く
な
ら
れ
、市
内
の
長
源
院
に
埋
葬
さ
れ
、

今
も
静
か
に
眠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

昭
和
32
年
、
北
大
同
窓
会
の
手
に
よ
っ

て
長
源
院
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
、
さ
ら
に

平
成
11
年
に
私
達
、
静
岡
県
北
海
道
大
学

有
志
一
同
で
長
源
院
に
「『
都
ぞ
弥
生
』
の

碑
」
を
建
立
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
「
都
ぞ
弥
生
」
の
碑
文
を
掲
げ

ま
し
た
。

こ
の
歌
碑
は
、
北
海
道
帝
国
大
学
予
科

恵
迪
寮
の
明
治
四
十
五
年
寮
歌
「
都
ぞ
弥

生
」
の
碑
で
あ
る
。

作
詞
者
横
山
芳
介
氏
が
、
北
海
道
の
新

天
地
で
学
ぶ
若
者
の
燃
ゆ
る
想
い
を
北
国

の
美
し
い
自
然
の
移
ろ
い
や
牧
歌
的
田
園

の
情
景
に
こ
め
て
謳
い
あ
げ
た
も
の
で
あ

り
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
北
大
同
窓
生
の

心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
歌
い
継
が
れ
、
旧

制
高
等
学
校
の
三
大
寮
歌
の
一
つ
と
し
て

も
、
多
く
の
人
々
に
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。

横
山
氏
は
、
卒
業
後
、
国
の
小
作
調
停

官
と
し
て
静
岡
県
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
昭

和
初
期
の
小
作
争
議
の
調
停
に
尽
く
し
、

多
く
の
農
民
の
信
望
を
集
め
た
。
氏
は
昭

和
十
三
年
、
当
地
で
没
し
、
此
処

長
源

院
に
眠
る
。

こ
の
歌
碑
に
そ
の
由
来
を
刻
し
、
永
遠

に
歌
の
心
を
遺
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。平

成
十
一
年
三
月

寄

稿



静
岡
県
北
海
道
大
学
同
窓
生
有
志
一
同

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
偶
々
北
大
予
科

を
選
択
し
、
入
学
し
て
６
年
間
、
北
海
道

の
雄
大
な
自
然
に
ふ
れ
、
札
幌
農
学
校
以

来
の
北
大
の
真
髄
で
あ
る
開
拓
精
神
を
学

び
、
以
後
、
動
乱
の
世
を
何
と
か
生
き
て

ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
有
り
難
い
こ
と
に
、
こ
の
北

大
に
は
「
都
ぞ
弥
生
」
と
い
う
ほ
ん
と
う

に
す
ば
ら
し
い
名
寮
歌
が
、
横
山
芳
介
氏

の
お
陰
で
作
ら
れ
、
私
達
は
こ
の
寮
歌
を

歌
う
度
に
、
北
海
道
の
大
自
然
と
と
も
に

懐
か
し
い
母
校
と
恵
迪
寮
が
思
い
出
さ

れ
、
し
ば
し
回
想
の
念
に
か
ら
れ
る
こ
と

を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

（
静
岡
市
島
田
市
）

寄 稿

河合惣吾さんらが募金して完成した長源院境内に建つ
「都ぞ弥生」の歌碑



ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
の

「
都
ぞ
弥
生
」

飯
田

喜
俊

（
Ｓ
20
年
入
寮
）

「
都
ぞ
弥
生
」が
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
も

荘
厳
さ
に
お
い
て
も
他
の
寮
歌
に
比
べ
て

抜
群
に
優
れ
て
お
り
、
わ
が
国
の
三
大
寮

歌
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
い
る
の
は
論
を
ま

た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
私
は「
都
ぞ
弥
生
」

が
三
大
寮
歌
の
う
ち
で
も
っ
と
も
優
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
身
び

い
き
で
し
ょ
う
か
。

私
は
昭
和
20
年
４
月
に
恵
迪
寮
に
入
寮

し
た
の
で
す
が
、
寮
生
で
あ
っ
た
時
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
在
で
も
北
大
関
係
の

会
合
や
同
期
会
等
に
お
い
て
一
同
が
揃
っ

て「
都
ぞ
弥
生
」を
歌
う
の
が
恒
例
に
な
っ

て
お
り
、
そ
こ
で
互
い
に
北
大
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
鼓
舞
し
、
さ
ら
な
る
前
進
や
発
展
を

期
す
の
で
す
。

私
は
札
幌
を
離
れ
て
長
く
大
阪
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
大
阪
の
旧
制
高
校
を
卒
業

し
て
い
る
当
地
の
友
人
は
、「
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
も
は
や
私
ど
も
は
行
っ
て
い
な

い
」
と
驚
く
や
ら
感
心
す
る
や
ら
、
羨
ま

し
が
る
や
ら
の
反
応
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
都
ぞ
弥
生
」は
ま
さ
に
私
共
の
魂
の
故
郷

で
あ
り
、
心
の
奥
深
く
根
付
い
て
い
る
も

の
で
あ
っ
て
、
何
も
の
に
も
替
え
ら
れ
な

い
宝
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

時
折
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
歌
手
が
「
都
ぞ

弥
生
」
を
歌
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
聞
く
時
に
何
か
大
切
な
も
の
が
抜
け

て
お
り
、
物
足
り
な
い
感
じ
を
覚
え
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
寮

歌
集
を
出
し
て
該
当
す
る
譜
面
を
み
る

時
、
歌
手
が
正
し
く
楽
譜
通
り
に
歌
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
言
い
換
え
る
と

私
ど
も
が
歌
っ
て
い
る
の
は
、
先
輩
か
ら

代
々
歌
い
継
が
れ
て
き
た
過
程
で
本
来
の

曲
が
変
え
ら
れ
て
い
る
の
を
知
ら
さ
れ
る

の
で
す
。
し
か
し
、
私
共
の
歌
い
方
の
方

が
特
有
な
「
都
ぞ
弥
生
」
の
味
が
出
て
お

り
、
何
と
も
言
え
な
い
深
い
趣
き
を
覚
え

る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
作
曲

し
た
赤
木
顕
次
氏
や
作
詞
し
た
横
山
芳
介

氏
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
る
で
し
ょ
う

か
。「
都
ぞ
弥
生
」が
完
成
す
る
ま
で
に
多

年
を
要
し
、
作
詞
に
つ
い
て
も
作
曲
に
つ

い
て
も
多
く
の
苦
労
が
な
さ
れ
て
出
来
上

が
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
、
私
共
が
こ
れ
を

自
分
た
ち
の
好
む
よ
う
に
変
曲
し
て
歌
う

こ
と
に
対
し
て
両
氏
は
反
対
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
「
都
ぞ
弥
生
」

を
歌
う
テ
ン
ポ
で
す
。
楽
譜
で
は
こ
の
曲

の
テ
ン
ポ
を
「

＝

90
｜
１
０
０
」
と
指

定
し
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
が
恵

迪
寮
に
い
た
時
に
時
折
、
こ
れ
を
ス
ロ
ー

テ
ン
ポ
で
歌
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
一
息
二
文
字
で
１
節
を
10
分
く
ら
い

か
け
て
歌
い
、
５
節
全
曲
を
歌
い
終
え
る

の
に
50
分
く
ら
い
を
か
け
る
と
い
う
も
の

で
す
。
読
者
の
多
く
も
在
寮
中
に
こ
の
よ

う
に
し
て
歌
っ
た
経
験
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
北
18
条
に
あ
っ
た
恵
迪

寮
を
出
た
時
に
歌
い
始
め
、
歩
き
な
が
ら

歌
っ
て
終
わ
る
時
に
は
札
幌
駅
に
着
い
た

と
い
う
も
の
で
し
た
。
思
う
に
、
こ
の
歌

い
方
の
方
が
本
来
の
歌
い
方
に
比
べ
て
は

る
か
に
思
索
的
で
あ
り
詩
的
で
あ
っ
て
、

北
海
道
の
自
然
と
人
生
を
謳
歌
す
る
と
い

う
意
味
で
よ
り
味
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

こ
の
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
で
歌
う
所
以
は
、

山
口
哲
夫
編
「
都
ぞ
弥
生
」（
昭
和
49
年
）



の
69
頁
に
よ
り
ま
す
と
「
二
次
大
戦
の
お

り
、学
徒
出
陣
す
る
学
友
を
見
送
る
際
に
、

戦
争
に
対
す
る
怒
り
を
込
め
て
、
わ
ざ
と

ゆ
っ
く
り
歩
き
、寮
か
ら
駅
ま
で
に
、ち
ょ

う
ど
５
番
ま
で
歌
い
終
え
て
見
送
っ
た
時

か
ら
そ
う
な
っ
た
」
と
か
「
大
正
年
間
か

昭
和
の
初
め
の
柔
道
部
の
全
盛
時
代
に
、

柔
道
部
の
連
中
が
（
当
時
は
、
柔
道
部
の

多
く
は
応
援
団
も
兼
ね
て
い
た
と
聞
き
ま

す
）、
試
合
の
結
果
に
気
を
良
く
し
て
、
寮

の
風
呂
の
中
で
、
の
ん
び
り
と
ス
ロ
ー
テ

ン
ポ
で
歌
っ
た
の
が
初
め
で
あ
る
」
な
ど

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
物
に
対
す
る
あ
り
方
、
考
え
方

が
著
し
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
例

え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
は
日
常
生
活
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
合
理
的
に
さ
せ
便
利
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
そ
の

た
め
に
考
え
方
が
表
面
的
、
機
械
的
、
能

率
主
義
的
に
な
っ
て
し
ま
い
、
思
索
的
、

哲
学
的
な
風
調
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
ペ
ー
ス
に
沿
っ
て
進

ま
な
け
れ
ば
周
囲
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
こ

の
世
か
ら
敗
北
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
む
こ
と
は
必
要
な
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
都
ぞ
弥
生
」を

ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
で
歌
う
精
神
は
、
人
生
を

か
み
し
め
、味
わ
い
な
が
ら
進
む
と
い
う
、

現
代
人
に
と
っ
て
は
や
や
も
す
れ
ば
失
わ

れ
が
ち
な
人
間
性
や
自
然
を
再
び
呼
び
戻

す
た
め
の
よ
す
が
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
常
に
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、

時
に
は
こ
の
よ
う
な
歌
い
方
を
思
い
起
こ

し
、
全
曲
で
は
な
く
て
も
１
〜
２
節
を
10

〜
20
分
か
け
て
歌
う
こ
と
は
、
深
い
精
神

生
活
を
呼
び
戻
し
、
人
生
は
如
何
に
あ
る

べ
き
か
を
深
潜
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
の
で
す
。

（
大
阪
市
住
吉
区
）

寮
歌
と
共
に

工
藤

信
彦

（
Ｓ
25
年
入
寮
）

81
歳
に
な
る
人
生
の
中
で
、「
都
ぞ
弥

生
」
を
何
度
歌
っ
た
だ
ろ
う
。
現
在
、
恵

迪
寮
昭
和
25
年
入
寮
の
東
京
在
住
同
期
会

の
忘
年
会
は
、
集
ま
れ
ば
「
都
ぞ
弥
生
」

の
一
番
を
斉
唱
す
る
。
ま
ず
そ
こ
か
ら
始

ま
る
。黙
祷
よ
り
も
寮
歌
を
歌
う
こ
と
で
、

寮
生
活
を
思
い
出
し
て
寮
友
を
偲
ぶ
。
こ

う
し
て
八
年
に
な
る
。
毎
年
15
人
前
後
が

元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
。

「
都
ぞ
弥
生
」
だ
け
が
寮
歌
で
は
な
い
。

寮
を
出
た
後
も
、一
人
口
ず
さ
む
の
は「
湖

に
星
の
散
る
な
り
」で
あ
っ
た
り
、「
魔
神

の
呪
い
」
で
あ
っ
た
り
。
仲
間
と
、
酒
飲

む
時
は
、「
時
潮
の
波
の
」や「
別
離
の
歌
」

で
涙
し
た
。
生
地
、
樺
太
の
母
校
・
豊
原

中
学
の
大
先
輩
、
須
田
政
美
さ
ん
の
作
詞

に
な
る
「
黒
潮
鳴
れ
る
」
も
、
フ
ラ
ン
ス
・

ア
ル
ザ
ス
の
野
に
一
人
で
生
活
し
て
い
た

時
、
須
田
さ
ん
が
樺
太
と
は
知
ら
ず
口
に

し
て
い
た
。
二
番
の

古
塔
に
ひ
び
く
懐

か
し
き
鐘

の
し
み
じ
み
と
し
た
響
き
は
、

異
郷
の
鐘
の
音
に
も
共
鳴
し
、
孤
独
を
味

わ
い
深
く
し
て
く
れ
た
思
い
を
も
つ
。

10
年
ほ
ど
前
に
な
る
が
、
児
島
仁
さ
ん

を
囲
む
在
京
の
恵
迪
寮
の
会
が
毎
年
あ
っ

て
、
久
し
ぶ
り
に
多
く
の
先
輩
た
ち
と
共

に
寮
歌
を
思
い
切
り
歌
っ
て
涙
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
際
、
大
先
輩
の
田
澤
雄

三
さ
ん
だ
っ
た
ろ
う
か
、
輪
に
な
っ
て
肩

組
む
中
で
突
然
、「
こ
れ
私
の
葬
式
歌
だ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ハ
ン
カ
チ
を
三
角
に

寄 稿



し
て
鉢
巻
で
止
め
、
み
な
の
前
で
横
た
わ

れ
た
の
に
は
驚
き
も
し
た
が
十
分
納
得

し
、
私
な
ら
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
殊

更
に
正
装
の
歌
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
生
活
の
中
で
寮
歌
を
歌
を
歌
う
こ
と

な
ど
年
１
回
と
な
れ
ば
、
や
は
り
歌
う
の

は
「
都
ぞ
弥
生
」
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

い
さ
さ
か
行
進
曲
風
の
早
め
な
リ
ズ
ム
に

は
な
っ
て
い
る
が
、
ゆ
っ
く
り
歌
詞
を
味

わ
い
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
と
、
夢
こ
そ
ひ

と
時
青
き
繁
み
に

以
下
の
フ
レ
ー
ズ
に

は
、寮
時
代
の
自
ら
の
生
き
ざ
ま
が
甦
り
、

懐
か
し
い
だ
け
で
は
な
い
衝
き
上
げ
る
思

い
が
し
て
く
る
。

清
き
国

な
ど
夢
見
た

こ
と
は
な
か
っ
た
日
常
で
あ
っ
た
が
、
逆

に
今
と
な
っ
て
は
、
あ
の
お
ぞ
ま
し
き
青

春
の
日
々
の
中
に
、
北
を
生
き
た
自
ら
の

生
の
出
達
が
あ
り
原
始
林
の
風
景
と
共
に

清
き
国

の
人
間
の
輪
が
甦
っ
て
く
る
。

得
難
い
、
そ
し
て
か
け
が
え
の
な
い
１
年

半
の
寮
生
活
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

私
の
過
去
の
日
々
の
中
で「
都
ぞ
弥
生
」

を
歌
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
二
つ

あ
る
。
一
つ
は
、
我
が
札
幌
南
髙
の
教
師

時
代
と
思
う
が
、
北
海
道
で
初
め
て
の
近

代
日
本
文
学
会
の
総
会
が
催
さ
れ
、
そ
の

一
日
、
札
幌
市
内
見
物
の
バ
ス
の
中
で

歌
っ
た
「
都
ぞ
弥
生
」
で
あ
る
。
お
歴
々

が
多
数
参
加
さ
れ
た
満
杯
の
バ
ス
の
中

で
、
当
時
北
大
国
文
の
助
手
を
さ
れ
て
い

た
、
後
の
小
樽
文
学
館
館
長
で
「
位
置
」

や
「
北
方
文
芸
」
を
創
設
し
た
畏
友
の
亡

き
小
笠
原
克
君
か
ら
、「
都
ぞ
弥
生
」を
正

調
で
歌
え
と
私
に
要
請
が
あ
り
、
寮
時
代

の
歌
い
方
そ
の
ま
ま
に
、
思
い
出
し
つ
つ

学
者
諸
氏
の
中
で
歌
っ
た
。
後
に
東
京
の

学
会
で
、
早
稲
田
の
紅
野
敏
郎
さ
ん
が
、

あ
の
時
の
「
都
ぞ
弥
生
」
は
忘
れ
ら
れ
な

い

と
話
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。一
番
の
み
だ
っ
た
か
、五
番
ま
で
だ
っ

た
か
は
覚
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
文
学

と
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
諸
々
が
、

歌
う
自
分
の
歌
の
調
べ
の
中
で
走
馬
灯
の

よ
う
に
奔
っ
て
い
た
の
を
忘
れ
な
い
。

寮
時
代
に
即
せ
ば
、
１
９
５
１
年
６
月

十
何
日
か
、
非
公
開
の
寮
祭
で
す
べ
て
が

終
わ
っ
た
後
、
展
示
に
使
っ
た
材
木
な
ど

を
持
ち
寄
っ
て
、
原
始
林
の
中
で
夜
が
明

け
る
ま
で
寮
歌
を
歌
っ
た
時
の
こ
と
。
偶

然
入
学
し
た
北
大
、
何
と
か
入
れ
て
も

ら
っ
た
恵
迪
寮
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
で

温
か
く
育
て
ら
れ
る
中
で
、
突
然
、
樺
太

の
中
学
の
先
輩
、
上
林
晟
さ
ん
か
ら
炊
務

の
財
庫
を
仰
せ
つ
か
り
、
髪
を
伸
ば
せ
、

羽
織
袴
に
な
れ
と
言
わ
れ
て
、
ひ
た
す
ら

消
耗
し
つ
つ
日
々
の
献
立
に
カ
ロ
リ
ー
計

算
ま
で
し
て
。

や
が
て
寮
祭
後
一
月
で
委
員
が
終
わ

る
。
消
え
ゆ
く
篝
火
を
掻
き
立
て
掻
き
立

て
明
け
ゆ
く
野
の
中
で
歌
い
続
け
、
語
り

続
け
た
あ
の
夜
。
一
人
一
人
何
か
を
語
ろ

う
と
誰
か
が
言
い
、
み
ん
な
が
交
々
に
語

る
。
何
が
話
さ
れ
、
何
を
話
し
た
か
も
覚

え
て
い
な
い
が
、
た
く
さ
ん
歌
っ
た
中
で

「
都
ぞ
弥
生
」に
涙
し
た
こ
と
は
忘
れ
て
い

な
い
。
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
ろ
う
。

最
後
は
20
人
は
居
な
か
っ
た
が
、
何
か
の

終
わ
り
を
見
つ
め
な
が
ら
。

寮
歌
っ
て
何
だ
ろ
う
。
詩
人
を
夢
見
、

詩
を
書
く
生
の
中
に
あ
っ
た
か
ら
、
詩

じ
ゃ
な
い
と
別
扱
い
に
し
て
。
あ
れ
は
歌

だ
っ
た
。
し
か
も
寮
友
た
ち
と
共
に
歌
う

こ
と
で
歌
に
な
る
歌
だ
っ
た
。
も
う
少
し

言
葉
を
添
え
れ
ば
、
旧
制
高
校
の
教
養
の

匂
い
立
つ
、
古
典
へ
の
憧
憬
が
私
に
は

在
っ
た
。
漢
詩
の
語
感
、
西
洋
詩
の
翻
訳

の
言
葉
の
駆
使
｜

、
今
改
め
て
読
む
と
、

十
分
そ
こ
に
は
、
詩
語
が
生
き
て
い
た
。



た
だ
、
あ
の
独
特
の
リ
ズ
ム
が
、
言
葉
の

美
学
よ
り
も
何
か
全
身
の
肉
体
の
リ
ズ
ム

を
誘
う
よ
う
な
、そ
し
て
個
や
孤
よ
り
も
、

寮
生
活
全
体
の
情
景
が
生
み
出
す
魂
の
合

唱
の
よ
う
な
も
の
が
、
私
に
は
当
時
、
詩

で
は
な
い
と
思
わ
せ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
あ
と
何
度
、
友
と
共
に「
都

ぞ
弥
生
」
が
歌
わ
れ
る
の
か
。
そ
う
思
い

つ
つ
。

（
東
京
都
世
田
谷
区
）

大
志
を
実
践
し
た
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
達
に
巡
り
会
え
て

〜
選
手
村
で
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
実
践
記
録
か
ら

増
子

忠
恕

（
Ｓ
26
年
入
寮
）

国
際
大
会
選
手
村
の

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
始
め

小
生
が
国
や
都
道
府
県
が
招
致
す
る
ス

ポ
ー
ツ
国
際
大
会
選
手
村
の
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る
き
っ
か
け
は
昭

和
58
年
、
50
歳
で
半
身
不
随
の
松
葉
杖
生

活
に
入
っ
た
人
生
転
換
時
の
頃
。
顧
客
や

国
民
本
位
の
ス
ー
パ
ー
経
営
を
実
践
さ
れ

て
い
た
ダ
イ
エ
ー
創
設
者
の
中
内
功
氏
と

出
会
い
、
彼
の
人
柄
や
説
得
力
に
感
動
し

怪
我
し
た
選
手
や
身
障
害
者
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
に
、
選
手
村
が
ど
の
様
な
設

備
や
食
事
サ
ー
ビ
ス
で
指
導
、
対
応
す
べ

き
か
考
え
て
、
松
葉
杖
の
身
を
省
み
ず
支

援
を
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
は
昭
和
60
年
８
月
、
神

戸
市
が
招
致
し
た
第
13
回
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。
日
本

の
夏
季
に
行
わ
れ
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
21
年
振
り

の
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
国
は
１
０
６
か

国
・
招
待
選
手
や
役
員
数
は
５
０
０
０
人

以
上
に
の
ぼ
り
、
東
京
五
輪
を
し
の
ぐ
過

去
最
高
の
参
加
者
数
で
し
た
。
一
日
４
回

の
食
事
サ
ー
ビ
ス
と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
サ
ー

ビ
ス
、
食
事
喫
食
量
は
カ
ロ
リ
ー
で
６
０

０
０k

cal

／
１
人
（
普
通
の
人
の
３
倍

量
）、し
か
も
メ
ニ
ュ
ー
は
全
食
事
を
通
じ

て
４
日
間
は
同
一
メ
ニ
ュ
ー
禁
止
の
約
束

で
し
た
。

客
席
数
は
３
０
０
０
席
と
い

う
呆
然
と
す
る
よ
う
な
当
時
と
し
て
は
超

大
規
模
な
食
事
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
し
た
。

こ
の
時
、
選
手
村
で
の
運
営
サ
ー
ビ
ス

は
、
ク
ラ
ー
ク
精
神
を
継
承
す
る
同
志
社

大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
の
真
心
あ

ふ
れ
る
奉
仕
で
、
世
界
の
選
手
か
ら
感
謝

さ
れ
、
そ
の
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
は
、「
真
心
サ
ー
ビ
ス
は
軽
く
国
境
を

越
え
た
」
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
村
で
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

真
心
サ
ー
ビ
ス
実
践

運
営
に
携
わ
る
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
生
た
ち
、
地
元
の
サ
ー
バ
ー
の
女
性
た

ち
と
の
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
と
真
心
の
サ
ー

ビ
ス
と
は
何
か
。
安
全
で
健
康
的
な
食
事

と
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
な
ど
の
細
部
の
詰
め

が
始
ま
っ
た
の
は
約
１
年
前
の
昭
和
59
年

８
月
か
ら
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
10
年
後
の
１
９
９
５
年
に
は

第
18
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
福
岡
大
会
が

招
致
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
『
ス
ポ
ー
ツ
は
軽
く
国
境
を
越

え
る
』
が
採
択
さ
れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
達
の

国
境
を
越
え
た
選
手
村
サ
ー
ビ
ス
の
実
践

と
な
っ
た
の
で
す
。

メ
ダ
リ
ス
ト
以
外
は
敗
者
と
な
り
祝
福

は
な
い
。
勝
者
と
敗
者
と
が
一
堂
に
会
す

る
選
手
村
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
将
に
笑
顔
高

寄 稿



声
と
涙
顔
啜
泣
の
選
手
が
共
存
す
る
場
で

あ
り
、
奉
仕
す
る
サ
ー
ビ
ス
側
は
思
い
や

り
サ
ー
ビ
ス
地
獄
と
も
い
う
べ
き
、
敗
者

へ
の
必
死
の
心
配
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

れ
た
の
で
す
。大
部
分
の
選
手
は
敗
者
で
、

悲
し
み
に
く
れ
る
多
く
の
選
手
に
は
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
バ
ー
自
身
が
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
悲
し
い
悔
し
涙
の
シ
ー
ン
を
瞬
時

に
思
い
出
し
な
が
ら
の
涙
溢
れ
る
真
心
で

涙
顔
啜
泣
の
選
手
を
思
い
遣
り
、
接
し
て

サ
ー
ビ
ス
す
る
姿
が
い
た
る
所
で
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
私
も
高
校
時
代
に
被
災
経

験
し
た
水
害
被
害
で
、
一
瞬
に
激
濁
流
に

呑
ま
れ
九
死
に
一
生
を
得
た
時
期
の
絶
望

時
期
を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
敗
者
の
心
に

な
っ
て
選
手
に
接
し
言
葉
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
敗
者
の
悔
し
さ
悲
し
さ

に
は
国
境
も
民
族
差
や
年
齢
差
や
性
別
も

な
く
同
じ
感
涙
に
よ
っ
て
慰
め
や
癒
し
に

少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
肌
で
感
じ
た
の

で
し
た
。「
一
緒
に
泣
い
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
海
外
選
手
か
ら
の
感
謝
の

言
葉
は
私
た
ち
や
サ
ポ
ー
タ
ー
学
生
の
一

生
の
忘
れ
得
ぬ
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
と
共
に
命
を
か
け
、

国
境
を
越
え
た
思
い
や
り
の
サ
ー
ビ
ス
は

敗
者
に
癒
し
・
励
ま
し
・
再
起
へ
の
勇
気

を
与
え
、正
に
聖
者
の
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。

世
界
中
か
ら
の
選
手
達
か
ら
国
境
を
越
え

た
思
い
や
り
の
サ
ー
ビ
ス
に
感
動
し
感
謝

す
る
言
葉
が
無
数
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

達

彼
等
の
そ
の
後
の
人
生
に
対
し
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
事
は
、
神
戸
大
会

の
10
年
後
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
福
岡
大

会
へ
の
再
参
加
や
ア
テ
ネ
や
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
で
の
敗
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

気
に
懸
け
る
メ
ー
ル
か
ら
も
、
容
易
に
分

か
り
ま
す
。
国
境
に
関
係
な
く
相
手
を
思

い
や
る
聖
者
の
サ
ー
ビ
ス
経
験
か
ら
得
た

思
い
遣
り
の
心
を
知
る
事
が
出
来
ま
す
。

彼
等
の
今
後
の
人
生
に
更
な
る
心
の
幸
せ

を
願
っ
て
い
ま
す
。

一
隅
を
照
ら
し
て
選
手
達
へ
の
真
心

サ
ポ
ー
タ
ー
の
実
践
記
録

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
マ
ス
コ
ミ

は
競
技
の
勝
者
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
が
、

選
手
村
で
は
勝
敗
の
裏
で
泣
く
敗
者
が
大

勢
い
て
、
世
界
中
か
ら
の
招
待
客
で
あ
る

勝
者
に
も
敗
者
に
も
懸
命
に
聖
者
の
サ
ー

ビ
ス
を
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
学
生
達
が
い
て

大
会
の
成
功
が
保
証
さ
れ
る
の
で
す
。
参

加
選
手
達
へ
の
選
手
村
サ
ー
ビ
ス
や
競
技

施
設
の
運
営
サ
ー
ビ
ス
も
主
催
国
サ
ー
ビ

ス
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

華
や
か
な
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
裏
側

で
必
死
の
聖
者
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
学
生
達
と
共
に
世
界
中
か
ら
の
招
待

選
手
達
へ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

か
ら
得
ら
れ
る
感
謝
・
感
動
・
感
激
・
感

涙
を
共
有
経
験
出
来
た
事
は
人
生
で
最
高

の
経
験
で
あ
り
ま
し
た
。
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
神
戸
大
会
と
福
岡
大
会
の
２
大
会

の
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
通
し
て
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
重
要
な
役
割
の
選
手
村

サ
ー
ビ
ス
や
競
技
場
レ
ス
ト
ル
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
の
サ
ポ
ー
タ
ー
達
の
活
動
を
「
選
手

村
サ
ー
ビ
ス
か
ら
得
ら
れ
た
真
心
の
食
事

サ
ー
ビ
ス
方
法
論
」
と
し
て
拙
著
に
残
し

ま
し
た
。
敗
者
の
気
持
ち
に
成
り
き
っ
て

懸
命
に
サ
ー
ビ
ス
に
生
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
達
の
生
き
方
に
光
を
当
て
、
一
隅
を
照

ら
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
事
は
私
に
と
っ
て

人
生
最
高
の
感
動
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
し

た
。
１
９
９
５
年
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
国

際
大
会
福
岡
大
会
で
の
選
手
村
食
事
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
神
戸
大
会
以
来
10
年
振
り
に



海
外
の
同
一
選
手
と
涙
の
再
会
を
果
た
す

こ
と
も
出
来
た
の
で
す
。
再
参
加
し
た
サ

ポ
ー
タ
ー
の
人
達
も
同
じ
経
験
を
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
大
阪
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
人
達
も
い
ま

す
。ク

ラ
ー
ク
精
神
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
聖
者
奉
仕

真
心
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
実

践
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
社
会
や
人
々
の
為

に
大
志
を
実
践
し
た
い
ク
ラ
ー
ク
精
神
溢

れ
る
多
く
の
学
生
に
支
援
し
て
戴
き
ま
し

た
。
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
志
を
継
い
で
い
る

同
志
社
大
学
や
神
戸
女
子
学
院
の
多
く
の

学
生
が
支
援
の
中
核
と
な
っ
て
、
涙
顔
の

敗
者
や
「
国
に
帰
れ
な
い
」
と
涙
声
の
選

手
に
は
一
人
一
人
に
、
涙
顔
で
の
真
心

サ
ー
ビ
ス
を
実
践
し
て
い
た
の
が
、
今
で

も
思
い
出
さ
れ
、
そ
の
光
景
が
脳
裡
に
浮

か
び
、
眼
が
潤
み
ま
す
。
休
憩
時
間
に
は

ク
ラ
ー
ク
博
士
の
関
西
で
の
活
動
や
札
幌

農
学
校
の
島
松
で
の
別
れ
の
後
に
関
西
や

九
州
で
宣
教
師
の
教
育
指
導
や
キ
リ
ス
ト

教
布
教
さ
れ
た
こ
と
を
何
の
淀
み
も
な
く

語
れ
る
学
生
が
い
る
こ
と
に
、
驚
き
を
感

じ
た
事
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
国

際
大
会
へ
の
貢
献
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
に
感
謝
し
つ
つ
、
強
く
感
じ
た
事

は
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
を
知
り
、
ク
ラ
ー
ク

精
神
は
今
で
も
生
き
て
い
て
、
自
分
の
思

い
を
載
せ
て
実
践
し
て
い
る
学
生
が
い
る

こ
と
で
す
。

ク
ラ
ー
ク
博
士
の
〞
第
一
教
え
子
〝
と

も
言
う
べ
き
新
島
襄
先
生
の
創
設
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
ご
と
き
聖
者
教
育
課

程
は
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
北
大
生

の
皆
さ
ん
が
蝦
名
先
生
著
の
『
札
幌
農
学

校
』・『
新
渡
戸
稲
造
』
や
『
農
学
校
物
語
』

な
ど
を
熟
読
さ
れ
、
恵
迪
寮
生
は
恵
迪
寮

史
１
巻
に
も
目
を
通
さ
れ
、
ク
ラ
ー
ク
博

士
と
札
幌
農
学
校
の
大
先
輩
の
大
志
と
実

践
の
歴
史
を
通
し
て
、
学
生
各
自
が
誰
の

心
の
奥
底
に
あ
る
社
会
や
人
々
へ
の
『
思

い
』
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
る
事
を
願
っ
て

止
み
ま
せ
ん
。
津
波
後
の
支
援
に
馳
せ
参

じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
精
神
に
も

通
じ
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
実
現
へ

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
進
も
う

２
０
１
６
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
が
実
現
で
き
ず
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
が
決
定
し
ま
し
た
。

遥
か
な
る
茨
の
道
と
も
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
実
現
し
た
暁
に
は
競
技
場
サ
ポ
ー

タ
ー
や
選
手
村
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ノ
ー
サ
イ

ド
の
イ
ベ
ン
ト
や
国
際
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー

の
必
要
人
数
は
５
万
〜
10
万
人
と
も
思
わ

れ
ま
す
。
日
本
国
籍
が
無
い
た
め
語
学
が

達
者
な
海
外
諸
外
国
か
ら
の
留
学
生
は
過

去
の
大
会
で
の
故
意
の
過
失
な
ど
か
ら
リ

ス
ク
管
理
の
た
め
採
用
さ
れ
な
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
英
語
の
他
に
他
の
外
国

語
が
達
者
な
サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な
る

の
で
す
。
今
の
小
学
生
や
中
学
生
が
２
０

料理長（左）と学生ボランテのコンパニオン
リーダー（右）と選手村食堂にて

寄 稿



２
０
年
に
は
大
学
生
と
な
り
、
外
国
語
の

会
話
が
出
来
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
感
動
の

人
生
を
経
験
し
て
、
よ
り
良
い
思
い
や
り

社
会
に
取
り
組
ん
で
行
か
れ
る
こ
と
を
切

望
す
る
も
の
で
す
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

福
岡
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
【
ス
ポ
ー
ツ
は
軽

く
国
境
を
越
え
る
】
の
様
に
、
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
よ
り
素
晴
ら
し
い
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
決
め
て
、
そ
し
て
海
外
招
致
選
手

達
に
対
し
思
い
や
り
溢
れ
る
サ
ー
ビ
ス

で
、
猛
練
習
の
成
果
を
発
揮
出
来
る
よ
う

に
、
さ
ら
に
敗
者
に
は
癒
し
励
ま
し
の
一

緒
に
敗
者
と
泣
け
る
感
動
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
、
招
待
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て

感
動
溢
れ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

を
通
し
て
、
学
生
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
世
界
か
ら
の
ゲ
ス
ト
に
感
動
と
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
事
を
願
い
つ
つ
同

時
に
彼
ら
自
分
達
人
生
の
最
高
の
感
動
で

も
あ
る
事
を
体
験
さ
せ
た
い
の
で
す
。

将
来
を
背
負
う
子
供
た
ち
の
為
に
是
非

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ

う
。１

９
９
５
年
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
国
際

ス
ポ
ー
ツ
大
会
福
岡
大
会
選
手
村
運
営
時

に
遺
し
た
私
詩
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

真
心
奉
仕
を
如
何
に
せ
む

荷
の
重

き
に
耐
え
つ

道
を
尋
ね
む

試
合
前

思
い
遣
り
励
ま
し
し

聖

者
の
奉
仕
に

選
手
の
瞳
輝
く

夢
か
な
わ
ぬ
競
い
人
に

癒
し
と
夢

へ
の
再
起
を
念
じ
つ

聖
者
の
奉
仕

学
び
徒
の

命
を
懸
け
た
思
い
遣
り

選
手
を
癒
す
憩
い
の
夕
餉

な
ぎ
さ
域

傷
心
い
や
す
か

静
か

に
響
く

さ
ざ
波
の
音

ラ
イ
バ
ル
と
語
り
合
い

健
闘
と
再

会
誓
う
思
い
で
広
場

涙
せ
し

自
ら
責
め
る
傷
心
人
を

癒
す
術
な
き

わ
が
身
儚
し

自
問
せ
り

選
手
村
の
真
心
奉
仕

日
毎
夜
毎

競
技
人
の
力
た
り
え
し

か感
謝
・
感
動

ゲ
ス
ト
と
の
友
垣
に

ス
タ
ッ
フ
皆

感
涙
止
む
を
知
ら
ず

願
い
て
し

国
際
貢
献
共
に
せ
し
徒

よ

聖
者
の
心
も
て

真
心
奉
仕
に

生
き
な
む

（
東
京
都
東
久
留
米
市
）

追
憶
の
「
都
ぞ
弥
生
」
讃
歌

加
藤

雄
志

（
Ｓ
28
年
入
寮
）

戦
後
ま
だ
さ
し
て
経
た
な
い
昭
和
20
年

代
の
高
校
生
た
ち
の
間
で
は
、
旧
制
高
校

の
寮
歌
は
愛
唱
歌
の
一
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
歌
の
一
つ
と

選手村食堂でサラダバーの安全監視に働く学生ボランティア達



し
て
「
都
ぞ
弥
生
」
を
知
っ
た
私
は
、
た

ち
ま
ち
こ
の
歌
に
心
を
と
ら
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

そ
の
頃
東
京
で
生
ま
れ
て
育
っ
た
10
代

の
少
年
に
と
っ
て
、
北
海
道
は
ほ
と
ん
ど

幻
の
よ
う
に
遠
い
、
は
る
か
な
未
知
の
国

だ
っ
た
。
北
海
道
や
北
大
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
こ
と
と
い
え
ば
、
想
像
も
つ
か
な

い
よ
う
な
冬
の
寒
さ
の
こ
と
、
碁
盤
の
目

の
よ
う
に
道
路
が
走
る
西
洋
の
都
市
の
よ

う
な
札
幌
の
町
、
そ
れ
に

ボ
ー
イ
ズ
・

ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

の
ク
ラ
ー
ク
博

士
や
新
渡
戸
稲
造
の
こ
と
ぐ
ら
い
だ
っ

た
。そ

ん
な
僅
か
ば
か
り
の
断
片
的
な
知
識

か
ら
、
北
海
道
に
対
し
て
ど
う
し
て
あ
ん

な
に
、
夢
の
よ
う
な
憧
れ
を
紡
ぎ
出
す
こ

と
が
で
き
た
の
か
。
今
と
な
っ
て
は
ほ
と

ん
ど
理
解
し
が
た
い
が
、
そ
こ
に
こ
そ
輝

き
に
満
ち
た
大
い
な
る
希
望
の
世
界
が
あ

る
と
、
青
春
の
屈
託
を
抱
え
、
そ
こ
か
ら

飛
び
出
す
こ
と
の
み
考
え
て
い
た
少
年
は

信
じ
、
あ
の
歌
が
私
の
生
涯
の
讃
歌
と

な
っ
た
の
だ
。

豊
か
に
稔
れ
る
石
狩
の
野
に
雁
かりがねは
る
ば

る
沈
み
て
ゆ
け
ば

羊
群
声
な
く
牧
舎
に
帰
り

手
稲
の
嶺
いただき黄
昏
こ
め
ぬ

そ
の
歌
詞
、
特
に
こ
の
一
節
は
、
あ
の

メ
ロ
デ
ィ
と
相
俟
っ
て
、
少
年
の
胸
を
大

き
く
膨
ら
ま
せ
、
ほ
と
ん
ど
息
苦
し
く
さ

せ
た
。
こ
の
歌
を
歌
う
と
き
、
頭
の
中
に

は
広
大
無
辺
の
石
狩
平
野
が
広
が
り
、
雁

の
群
れ
が
落
日
に
向
か
っ
て
ど
こ
ま
で
も

小
さ
く
な
っ
て
行
き
、
遥
か
に
広
い
草
原

を
羊
の
大
群
が
黙
々
と
ね
ぐ
ら
に
帰
っ
て

行
く
、
雄
大
か
つ
静
寂
の
風
景
が
浮
か
ん

だ
。
私
に
と
っ
て
こ
の
歌
は
、
あ
ら
ゆ
る

寮
歌
、
あ
ら
ゆ
る
学
生
歌
、
あ
ら
ゆ
る
青

年
愛
唱
歌
の
う
ち
で
、
ひ
と
き
わ
心
を
大

き
く
高
鳴
ら
せ
る
別
格
の
歌
と
な
っ
た
。

こ
の
歌
が
描
き
出
し
て
見
せ
て
く
れ
た

世
界
に
夢
を
か
き
立
て
ら
れ
、
北
大
以
外

の
大
学
に
行
く
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
考
え

ら
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
幸
い
に
も

北
大
に
合
格
し
、
ほ
と
ん
ど
夢
見
心
地
で

延
々
と
汽
車
に
乗
り
、
当
時
の
少
年
と
し

て
は
遙
か
に
遠
い
異
郷
で
あ
る
憧
れ
の
北

海
道
に
渡
っ
た
。

札
幌
に
着
く
と
、
春
先
の
町
は
煤
煙
で

真
っ
黒
に
汚
れ
た
雪
が
一
面
に
残
り
、
そ

こ
を
馬
そ
り
が
、
首
に
つ
け
た
鈴
を
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
鳴
ら
し
な
が
ら
走
っ
て
い
た
。

ど
う
し
て
そ
ん
な
手
だ
て
を
思
い
つ
い
た

か
忘
れ
た
が
、
札
幌
に
着
い
た
そ
の
足
で

北
大
の
学
生
自
治
会
に
行
き
、
そ
の
夜
は

自
治
会
の
先
輩
学
生
が
手
配
し
て
く
れ

た
、
恵
迪
寮
の
玄
関
脇
の「
客
部
屋
」（
確

か
に
そ
の
と
き
の
学
生
た
ち
は
そ
う
呼
ん

で
い
た
）
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
敷
き
っ

ぱ
な
し
の
「
客
布
団
」
は
垢
だ
ら
け
で
綿

が
は
み
出
し
、
じ
っ
と
り
湿
っ
た
布
団
の

下
か
ら
は
わ
ら
じ
虫
が
出
入
り
し
て
い

た
。こ

う
し
て
、
憧
れ
て
き
た
夢
の
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
、
憧
れ
と
現
実
の
世
界
と

の
差
を
ひ
と
つ
ず
つ
学
ん
で
い
っ
た
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
現
実
の
世
界
は
幻
滅
の

世
界
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は

そ
れ
で
喜
び
と
発
見
に
満
ち
た
新
し
い
世

界
だ
っ
た
。
幻
の
よ
う
だ
っ
た
夢
の
世
界

が
、
経
験
に
よ
っ
て
肉
づ
け
さ
れ
、
実
感

と
味
わ
い
を
持
っ
た
真
の
現
実
と
な
っ
て

い
っ
た
の
だ
。

大
学
で
の
４
年
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
去

り
、
社
会
人
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
る
。

卒
業
し
て
長
野
で
就
職
し
た
ば
か
り
の

頃
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

寄 稿



た
ま
た
ま
そ
こ
に
北
大
出
身
の
一
年
先

輩
が
い
て
、
こ
の
人
の
呼
び
か
け
で
北
大

長
野
同
窓
会
と
い
う
の
が
何
回
か
開
か
れ

た
。
長
野
市
周
辺
に
も
北
大
卒
業
生
は
結

構
た
く
さ
ん
い
て
、
20
人
ぐ
ら
い
は
集

ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で「
都
ぞ
弥
生
」

を
歌
っ
た
と
き
、
中
年
過
ぎ
と
思
わ
れ
た

会
社
勤
め
の
先
輩
の
一
人
が
涙
を
こ
ぼ
し

た
の
を
私
は
見
た
。
そ
の
中
で
最
年
少

だ
っ
た
私
は
そ
れ
を
見
て
ち
ょ
っ
と
心
を

動
か
さ
れ
た
も
の
の
、
正
直
の
と
こ
ろ
年

配
者
の
そ
れ
ほ
ど
の
感
情
は
理
解
し
か
ね

る
感
じ
が
し
た
の
だ
っ
た
。

さ
ら
に
時
は
一
気
に
飛
ぶ
。
か
つ
て
の

少
年
は
も
は
や
老
年
と
な
っ
た
。
も
う
ほ

と
ん
ど
人
生
の
全
行
程
を
歩
い
て
し
ま
っ

た
目
で
、
こ
れ
ま
で
の
七
十
数
年
間
を
振

り
返
っ
て
見
る
と
、
北
海
道
と
、
そ
こ
で

同
じ
時
を
過
ご
し
た
す
べ
て
の
人
た
ち
こ

そ
が
、
私
に
と
っ
て
「
あ
ら
ゆ
る
屈
託
か

ら
自
分
を
解
放
し
、
喜
び
と
希
望
の
中
に

生
き
さ
せ
て
く
れ
た
新
世
界
」
で
あ
り
、

北
大
で
過
ご
し
た
４
年
間
こ
そ
が
、
私
の

人
生
で
最
も
希
望
と
発
見
に
満
ち
た
輝
か

し
い
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地

が
な
い
。
そ
し
て
そ
の
光
と
喜
び
の
世
界

と
時
代
を
私
の
前
に
開
い
て
く
れ
た
の
が

あ
の
歌
だ
っ
た
の
だ
。
今
も
、「
豊
か
に
稔

れ
る
石
狩
の
野
に

雁
は
る
ば
る
沈
み
て

ゆ
け
ば
」
と
歌
う
と
き
、
胸
が
大
き
く
膨

ら
み
、
ほ
と
ん
ど
息
苦
し
く
な
る
よ
う
な

少
年
の
こ
ろ
の
あ
の
気
持
ち
が
、
記
憶
の

う
ち
に
ま
ざ
ま
ざ
と
蘇
る
。

か
つ
て
長
野
で
、「
都
ぞ
弥
生
」を
歌
っ

て
涙
を
流
し
た
お
じ
さ
ん
先
輩
の
年
を
遥

か
に
越
え
た
今
、
私
の
感
じ
る
感
動
は
、

空
想
と
憧
れ
だ
け
だ
っ
た
少
年
の
日
と
は

中
身
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
切
な
い
よ
う

な
胸
苦
し
さ
は
昔
の
ま
ま
に
浮
か
ん
で
き

て
、
長
野
の
お
じ
さ
ん
の
涙
を
は
っ
き
り

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
し
、
こ
の
歌
を
知
る
こ
と
な
く
一
生

を
過
ご
し
て
い
た
ら
と
思
う
と
き
、
人
生

に
こ
ん
な
歌
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
心
の

底
か
ら
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
横

山
芳
介
君
、
赤
木
顕
次
君
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（東

京
都
新
宿
区
）

リ
ン
ゴ
事
件
と

「
都
ぞ
弥
生
・
二
番
」

酒
井
誠
一
郎

（
Ｓ
30
年
入
寮
）

「
都
ぞ
弥
生
」
の
二
番
目
、「
豊
か
に
稔

れ
る
石
狩
の
野
に
…
…
」
を
唄
う
た
び
、

聴
く
た
び
に
昭
和
30
年
秋
の
出
来
事
が
、

鮮
明
に
甦
る
。恵
迪
寮
を
揺
る
が
せ
た「
リ

ン
ゴ
事
件
」
で
あ
る
。「
都
ぞ
弥
生
」
百
年

記
念
誌
に
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
披
露
す
べ

き
か
ど
う
か
、
大
い
に
迷
っ
た
が
、
私
も

今
夏
に
は
喜
寿
。〞
真
犯
人
〝の
一
人
と
し

て
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
と
断
じ
、
告
白
と
謝
罪

の
場
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

今
の
寮
生
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
が
、ま
だ
戦
後
10
年
の
当
時
は
、

多
く
の
寮
生
が
夜
、
空
き
っ
腹
を
抱
え
て

い
た
。
そ
こ
で
出
来
秋
と
も
な
る
と
部
屋

単
位
の
集
団
で
北
大
内
の
農
場
へ
繰
り
出

し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
を
失
敬
。
洗
面
器
な
ど
で
加

熱
し
、
空
腹
を
補
っ
た
。
寮
中
で
ほ
ぼ
公

認
？
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
タ
ッ
ク
」
だ
。



同
年
入
寮
の
私
も
、
ほ
と
ん
ど
罪
悪
感
を

抱
か
ず
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
星
空
の
下

の
作
業
に
加
わ
っ
て
い
た
。

あ
る
夜
の
狙
い
は
リ
ン
ゴ
だ
っ
た
。
大

し
て
腹
の
足
し
に
は
な
ら
な
い
が
、
あ
れ

こ
れ
物
色
し
た
後
で
、
５
人
が
「
こ
れ
」

と
ま
と
ま
っ
た
。
場
所
は
農
学
部
正
面
に

向
か
っ
て
す
ぐ
の
左
側
。
か
な
り
の
高
さ

の
木
柵
が
あ
っ
た
、
と
記
憶
し
て
い
る
。

難
な
く
乗
り
越
え
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
大

ぶ
り
の
リ
ン
ゴ
を
一
杯
に
詰
め
、
粛
々
と

帰
途
に
つ
い
た
時
、
異
変
が
起
き
た
。
全

く
の
想
定
外
の
守
衛
陣
の
奇
襲
だ
っ
た
。

後
に
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
区
域
は

「
リ
ン
ゴ
博
士
」と
も
称
さ
れ
た
Ｎ
教
授
の

秘
蔵
の
園
。
長
年
に
わ
た
る
研
究
と
育
成

の
成
果
が
ず
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
、
本
当

に
貴
重
な
実
り
だ
っ
た
。
当
然
、
教
授
は

激
怒
し
て
、
私
た
ち
を
全
員
退
学
さ
せ
る

よ
う
強
く
求
め
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
賛
同

す
る
教
授
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
流
れ
を
察
知
し
た
寮
役
員
や
寮
生
は
、

私
達
を
何
と
か
守
ろ
う
と
一
夕
、
臨
時
の

全
寮
大
会
を
開
い
て
、「
も
し
５
人
に
退
学

処
分
が
出
さ
れ
た
ら
、
３
０
０
人
の
全
寮

生
が
退
学
を
申
し
出
る
」
と
、
満
場
一
致

で
決
議
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

退
学
を
免
れ
た
私
た
ち
は
、雪
の
降
る
日
、

赤
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
杉
野
目
貞

晴
学
長
室
に
呼
び
出
さ
れ
、
厳
重
注
意
を

受
け
る
と
と
も
に
、
学
問
の
尊
さ
、
重
さ

を
懇
々
と
諭
さ
れ
た
。
寮
生
に
よ
る
ア

タ
ッ
ク
も
、
こ
れ
を
契
機
に
下
火
に
な
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。因
み
に
５
人
の
名
は
、

29
年
入
寮
の
荒
木
武
夫
、
近
藤
智
雄
、
30

年
入
寮
の
青
柳
宏
一
、
平
井
晋
の
諸
兄
と

私
で
あ
る
。
４
君
に
は
名
を
明
か
す
こ
と

の
了
承
は
得
て
い
な
い
が
、
き
っ
と
今
は

懺
悔
ざ
ん
げ
の
心
根
を
抱
い
て
こ
れ
に
同
調
し
て

く
れ
る
と
確
信
す
る
。

教
養
か
ら
学
部
に
移
り
、
私
は
農
学
部

林
産
学
科
に
進
ん
だ
。
専
攻
は
林
産
化
学

と
い
う
こ
と
で
、
実
験
室
で
過
ご
す
こ
と

が
多
か
っ
た
。真
面
目
な
学
生
で
は
な
く
、

実
験
用
の
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
を
焙
じ
茶

で
割
っ
て
、
和
風
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
と
称

し
て
飲
ん
で
い
た
。
夕
暮
れ
時
に
は
農
学

部
屋
上
に
出
て
涼
風
に
吹
か
れ
、
ま
だ
現

在
の
よ
う
に
住
宅
群
が
迫
っ
て
い
な
か
っ

た
農
場
や
周
辺
の
山
々
の
風
景
で
眼
を
休

め
た
。
こ
の
眺
望
に
こ
そ
「
第
二
番
」
そ

の
も
の
の
風
情
が
あ
っ
た
。
勿
論
、「
羊
群

声
な
く
牧
舎
に
帰
り
」
の
羊
群
の
姿
は
な

く
、「
遙
々
沈
み
て
行
く
」雁
かりがねも
い
な
か
っ

た
が
、「
黄
昏
こ
め
る
手
稲
の
嶺
」は
厳
然

と
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
現
実

と
歌
詞
が
な
い
混
ぜ
と
な
っ
た
心
象
を
生

み
出
し
、
そ
こ
に
浸
っ
て
飽
き
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。

何
回
か
こ
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
後
の
あ

る
時
、
手
稲
に
向
か
っ
て
左
側
の
農
場
が

気
に
な
り
始
め
た
。
屋
上
か
ら
は
っ
き
り

見
え
た
の
か
ど
う
か
、確
か
で
は
な
い
が
、

こ
こ
は
あ
の
リ
ン
ゴ
園
で
は
な
い
か
？

｜

。
恐
ら
く
そ
れ
に
間
違
い
な
か
っ
た
、

と
思
う
。
ア
タ
ッ
ク
で
傷
付
け
て
し
ま
っ

た
園
内
の
状
況
を
直
視
す
る
こ
と
が
た
め

ら
わ
れ
、
遂
に
近
寄
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。「
農
学
部
屋
上
と
手
稲
｜

左
側

の
農
園
｜

全
寮
大
会
」
の
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
を
、
今
は
た
だ
、
じ
っ
と
、
し
か
し

一
瞬
の
夢
物
語
の
よ
う
に
思
い
起
こ
す
だ

け
で
あ
る
。
寮
生
の
友
情
、
寛
大
だ
っ
た

諸
先
生
方
、
そ
し
て
愉
快
な
実
験
室
の

面
々
な
ど
な
ど
に
、
改
め
て
頭
を
垂
れ
、

遅
き
な
が
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
札
幌
市
清
田
区
）

寄 稿



新しん
涼りょう

小

沢

久

弥

（
Ｓ
17
年
入
寮
）

春

種
袋
封
切
る
時
に
香
り
け
り

糊
の
蓋
ゆ
が
み
て
固
し
四
月
馬
鹿

春
近
き
湾
岸
道
路
を
う
ね
り
ゆ
く

夏

家
古ふ
り
て
夾
竹
桃

けふちくたう
の
育
ち
け
り

油
さ
せ
ば
音
な
く
廻
る
扇
風
機

葉
書
に
て
が
が
ん
ぼ
外
へ
追
ひ
出
せ
り

秋

秋
晴
や
庭
師
と
話
は
ず
み
け
り

二ふた
三
言
み
こ
と
言
葉
か
わ
し
て
踊
の
輪

新
涼
や
眼
下
に
碧あお
き
河
口
湖

冬

ガ
ス
工
事
中
断
の
ま
ゝ
初
時
雨

は
つ
し
ぐ
れ

く
っ
き
り
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
冴
返
さえかへ
る

底
知
れ
ぬ
空
の
あ
を
さ
や
風
冴さ
ゆ
る

（
川
崎
市
麻
生
区
）

通
常

正
体

は

★

章
の
み
字
下

で
文

。

見
出
し
は
字
下
は
解
除
）

★

１
倍

俳 句



都
ぞ
弥
生
の「
都
」と
は
ど
こ
か

刈
谷

純
一

（
Ｓ
31
年
入
寮
）

さ
る
Ｏ
Ｂ
会
で
飲
ん
で
歌
っ
て
い
る
う

ち
に
「
都
ぞ
弥
生
の
都
と
は
札
幌
か
」
と

の
声
が
上
が
っ
た
。
正
解
は
東
京
な
の
で

あ
る
。都

ぞ
弥
生
の
雲
紫
に

花
の
香
漂
う
宴
遊
の
む
し
ろ

尽
き
せ
ぬ
奢
に
濃
き
紅
や

そ
の
春
暮
れ
て
は
移
ら
ふ
色
の

夢
こ
そ
一
時
青
き
繁
み
に

燃
え
な
ん
我
が
胸
想
い
を
載
せ
て

こ
こ
ま
で
が
東
京
で
あ
る
。
そ
し
て

星
影
さ
や
か
に
光
れ
る
北
を

人
の
世
の

清
き
国
ぞ
と
あ
こ
が
れ

ぬ
と
、
や
っ
と
北
海
道
が
出
て
く
る
。
２

番
以
降
は
札
幌
賛
歌
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
不
可
解
な
詩
を
理
解
す
る
に
は
当
時
の

状
況
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

開
学
当
時
、
札
幌
農
学
校
に
は
予
科
が

な
か
っ
た
。
任
さ
れ
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
は

ど
う
し
た
か
。
何
と
東
京
英
語
学
校
（
後

の
一
高
）
に
生
徒
募
集
に
行
っ
た
の
だ
。

東
大
へ
の
予
科
と
目
さ
れ
て
い
た
学
生
た

ち
を
集
め
て
ク
ラ
ー
ク
氏
が
何
を
語
っ
た

か
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

感
動
し
た
青
年
た
ち
が
大
挙
し
て
札
幌
を

目
指
し
た
の
だ
。
何
に
感
動
し
た
の
か
。

そ
の
後
の
発
言
な
ど
か
ら
、
魅
了
し
た
新

思
想
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

の
ち
に
学
長
と
な
る
佐
藤
昌
介
な
ど
１

期
生
が
や
っ
て
き
た
。
学
期
な
ど
お
お
ま

か
な
校
則
を
作
っ
た
ク
ラ
ー
ク
氏
に
、
担

当
役
人
た
ち
が
、
生
徒
の
生
活
・
道
徳
な

ど
を
定
め
る
「
細
則
」
を
作
る
提
案
を
し

た
と
こ
ろ
、
ク
ラ
ー
ク
氏
は「
ビ
ー
・
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
。
そ
れ
が
全
て
だ
。
そ
れ
だ

け
で
十
分
で
は
な
い
か
」
と
答
え
、
お
り

に
ふ
れ
生
徒
た
ち
に
「
私
は
諸
君
を
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
と
し
て
扱
う
。
自
分
の
良
心

に
従
っ
て
行
動
せ
よ
」
と
語
り
か
け
て
い

る
。東

大
学
長
を
務
め
た
矢
内
原
忠
雄
が
後

に
書
い
て
い
る
。「
明
治
政
府
が
新
国
家
を

建
設
し
よ
う
と
し
た
と
き
二
つ
の
潮
流
が

あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
東
大
に
、
法
律
の
網

を
か
ぶ
せ
て
国
民
を
統
治
し
よ
う
と
す
る

潮
流
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
北
大
に
、
個

人
の
人
格
を
高
め
る
こ
と
で
国
家
を
築
こ

う
と
す
る
潮
流
が
あ
っ
た
。
北
大
の
潮
流

が
途
絶
え
た
こ
と
は
日
本
に
と
っ
て
不
幸

な
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
。

も
う
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
初
め

て
個
人
主
義
思
想
が
入
っ
て
き
た
の
だ
。

そ
れ
ま
で
藩
の
た
め
、
天
皇
の
た
め
、
国

の
た
め
に
生
き
て
き
た
全
体
主
義
国
家
・

日
本
に
青
天
の
霹
靂
の
ご
と
く
輝
い
た
新

思
想
は
、
青
年
た
ち
を
魅
了
し
た
に
違
い

な
い
。
省
み
れ
ば
民
主
主
義
は
全
体
主
義

国
家
に
は
根
付
か
な
い
。
悪
口
を
言
わ
れ

な
が
ら
も
欧
米
の
民
主
主
義
は
日
本
よ
り

進
ん
で
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
日
本
に
お

け
る
個
人
主
義
思
想
の
壊
滅
に
あ
る
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
春
爛
漫
の
東
京
で
、

宴
遊
の
む
し
ろ
に
酔
い
し
れ
て
い
た
若
者

た
ち
が
、
ク
ラ
ー
ク
の
熱
弁
を
聞
き
「
栄

華
の
巷
で
治
安
の
夢
に
ふ
け
っ
て
い
る
と

き
で
は
な
い
」
と
反
省
し
、
我
も
我
も
と

日
本
を
担
う
大
志
を
抱
い
て
北
を
目
指
し

た
心
情
を
君
知
る
や
、
だ
。

全
体
主
義
と
個
人
主
義
は
、
矛
盾
で
は

あ
る
が
対
立
概
念
で
は
な
い
。
例
え
ば
ア

リ
や
ミ
ツ
バ
チ
は
全
体
主
義
を
好
み
、
ヒ

寄 稿



グ
マ
な
ど
は
孤
独
を
愛
す
る
。
人
類
は
個

人
の
自
由
を
渇
望
し
な
が
ら
も
社
会
を
形

成
し
た
が
る
。
全
体
主
義
は
法
律
で
あ
り

文
明
で
あ
る
。
個
人
主
義
は
道
徳
で
あ
り

文
化
で
あ
る
。
文
明
の
利
器
は
、
粗
大
ご

み
に
な
る
も
の
と
文
化
と
し
て
残
る
も
の

に
分
か
れ
る
。
前
者
の
み
に
身
を
置
く
定

年
退
職
者
が
粗
大
ご
み
と
呼
ば
れ
て
あ
ふ

れ
か
え
り
、
今
で
は
国
そ
の
も
の
が
粗
大

ご
み
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
眼
前
の
利

害
の
み
を
争
い
、
夢
や
希
望
と
い
う
文
化

を
語
ら
な
く
な
っ
た
政
党
が
、
い
ま
次
々

と
粗
大
ご
み
化
し
て
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

応
募
し
て
も
入
学
試
験
が
あ
っ
た
。
２

期
生
の
新
渡
戸
稲
造
は
面
接
で
、
な
ぜ
入

学
し
た
い
の
か
と
問
わ
れ
て
「
私
は
日
米

の
架
け
橋
に
な
り
た
い
」と
答
え
て
い
る
。

こ
れ
は
単
に
英
語
の
こ
と
で
は
な
く
、
新

思
想
の
日
本
へ
の
導
入
に
情
熱
を
燃
や
し

て
い
る
と
考
え
た
方
が
分
か
り
や
す
い
。

後
に
東
大
教
授
と
な
っ
た
と
き
の
教
え
子

が
矢
内
原
忠
雄
で
あ
っ
た
。

全
体
主
義
国
家
・
日
本
は
個
人
主
義
思

想
壊
滅
に
よ
る
不
幸
の
中
に
あ
が
い
て
い

る
。
す
べ
て
国
家
が
仕
切
る
思
想
は
、
道

路
で
転
ん
で
も
国
を
訴
え
る
風
潮
を
生

み
、
生
活
保
護
を
受
け
る
の
は
国
民
の
権

利
だ
と
の
風
潮
の
中
に
い
る
。
日
本
再
生

に
は
北
大
精
神
へ
の
回
帰
し
か
道
は
な
い

の
だ
。
ご
同
輩
た
ち
よ
。
同
窓
会
の
乾
杯

の
あ
と
だ
け
で
も
、
都
を
捨
て
て
北
を
目

指
し
た
先
人
た
ち
の
想
い
を
偲
ぼ
う
で
は

な
い
か
。
新
渡
戸
稲
造
は
す
で
に
、
北
大

生
が
ク
ラ
ー
ク
精
神
を
省
み
ず
、
東
大
の

残
滓
を
あ
さ
っ
て
官
僚
ポ
ス
ト
を
争
う
愚

に
つ
い
て
警
告
し
て
い
る
。
日
本
再
生
は

我
々
の
精
神
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。

実
は
、
昭
和
30
年
代
す
で
に
「
都
」
と

は
ど
こ
か
、
に
つ
い
て
、
解
釈
に
東
京
派

と
札
幌
派
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

「
都
ぞ
弥
生
」
は
明
治
45
年
度
寮
歌
で
あ

る
。
こ
の
年
す
で
に
札
幌
農
学
校
は
帝
国

大
学
と
な
り
、
予
科
も
あ
っ
た
。
ク
ラ
ー

ク
時
代
と
は
違
う
環
境
で
あ
る
。
し
か
し

作
詞
し
た
横
山
芳
介
氏
は
、
東
京
高
等
師

範
付
属
中
学
に
在
学
中
、
札
幌
農
学
校
を

紹
介
す
る
本
を
読
み
、
あ
こ
が
れ
て
東
京

で
受
験
し
、
予
科
に
入
学
し
て
い
る
。
自

身
の
情
熱
や
行
動
が
、
北
を
目
指
し
た
先

人
た
ち
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
ま
た
弥
生

三
月
の
札
幌
は
雪
の
中
だ
。
花
の
香
漂
う

宴
遊
の
む
し
ろ
は
無
理
だ
ろ
う
。
ご
存
知

「
コ
チ
ャ
エ
節
」
に
「
札
幌
農
学
校
は
蝦
夷

が
島
、
熊
が
住
む
、
荒
野
に
建
て
た
る
大

校
舎
」
と
い
っ
た
歌
詞
が
並
ん
で
い
る
。

当
時
の
学
生
た
ち
は
「
都
」
と
言
わ
れ
て

札
幌
を
考
え
る
な
ど
想
定
外
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。

私
た
ち
の
時
代
、
寮
の
前
に
「
都
ぞ
弥

生
」の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
、ご
存
命
中
だ
っ

た
作
曲
の
赤
木
顕
次
氏
が
来
札
さ
れ
た
。

「
私
の
作
曲
し
た
楽
譜
と
現
在
歌
わ
れ
て

い
る
曲
は
微
妙
に
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
寮
歌
と
い
う
も
の
は
学
生
た
ち

が
歌
い
や
す
い
よ
う
に
変
化
し
な
が
ら
歌

い
継
が
れ
て
行
け
ば
良
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
し
か
し
歌
詞
は
、
そ
う
い
う
訳
に
は

行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
時
代
が
移
っ

て
意
味
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
当
時

の
状
況
を
調
べ
、
語
り
伝
え
な
が
ら
歌
い

つ
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

万
葉
集
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
当
然

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
東
京
か
ら
情
熱
だ
け

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
北
を
目
指
し
た
先
人
た

ち
の
思
い
を
、
い
つ
ま
で
も
語
り
継
い
で

行
き
た
い
も
の
だ
。

（
札
幌
市
中
央
区
）



懐
か
し
く
も
気
に
な
る
思
い
出

合
田

寅
彦

（
Ｓ
33
年
入
寮
）

そ
の
一

油
絵

恵
迪
寮
第
百
六
十
五
期
執
行
委
員
会

（
昭
和
34
年
２
月
か
ら
５
月
）は
、
崔
圭
亨

委
員
長
の
下
、
い
く
つ
か
特
筆
す
べ
き
活

動
を
行
っ
た
が
、
そ
の
一
つ
に
寮
の
施
設

設
備
の
総
点
検
が
あ
っ
た
。
壁
の
剥
落
個

所
ま
で
す
べ
て
指
摘
す
る
徹
底
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
成
果
と
し
て
挙

げ
る
も
の
と
言
え
ば
、
正
面
玄
関
か
ら

入
っ
て
す
ぐ
の
物
置
同
然
に
な
っ
て
い
た

部
屋
を
整
備
し
壁
を
塗
り
替
え
、
応
接
室

兼
会
議
室
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
寮
務
部

渉
外
担
当
だ
っ
た
私
は
、
学
生
部
厚
生
課

に
日
参
し
課
長
補
佐
の
大
崎
さ
ん
を
説
き

伏
せ
る
の
に
苦
心
し
た
こ
と
が
今
で
は
懐

か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

部
屋
は
き
れ
い
に
な
っ
た
が
、
壁
が
淋

し
い
。
そ
こ
で
会
計
事
務
室
の
隅
に
置
か

れ
て
あ
っ
た
「
都
ぞ
弥
生
の
絵
」
と
口
伝

え
に
言
わ
れ
て
い
る
８
号
ほ
ど
の
油
絵
を

そ
の
壁
に
掛
け
た
。
写
実
画
で
は
な
く
横

山
芳
介
君
と
お
ぼ
し
き
色
白
で
細
い
目
を

し
た
青
年
に
、
め
が
ね
を
か
け
た
赤
木
顕

次
君
と
お
ぼ
し
き
青
年
が
寄
り
添
う
よ
う

に
し
て
い
る
絵
で
、
絵
全
体
に
ピ
ン
ク
、

薄
青
、
白
、
緑
な
ど
明
る
い
絵
の
具
が
使

わ
れ
、
こ
の
二
人
を
幻
想
的
に
包
ん
で
い

る
。さ

て
、
崔
委
員
会
の
次
の
私
の
委
員
会

で
の
こ
と
。
あ
る
時
、
ふ
た
り
の
老
紳
士

が
「
都
ぞ
弥
生
の
絵
」
を
見
た
い
と
寮
を

訪
ね
て
来
ら
れ
た
。
当
時
の
寮
生
は
誰
も

こ
の
絵
の
生
ま
れ
た
経
緯
を
知
ら
な
か
っ

た
と
思
う
し
、
私
も
そ
の
時
、
初
め
て
こ

の
絵
が
た
だ
も
の
で
な
い
、
恵
迪
寮
に

と
っ
て
歴
史
的
に
貴
重
な
品
で
あ
る
ら
し

い
と
悟
っ
た
。

案
内
役
ら
し
い
小
柄
な
紳
士
は
、
や
や

黄
色
味
を
お
び
た
豊
か
な
銀
髪
に
白
い
口

ひ
げ
を
生
や
し
て
い
た
の
で
、
ご
自
分
で

は
名
乗
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
私
の
よ
う
な

学
生
で
も
そ
の
人
が
元
経
済
学
部
長
で
名

誉
教
授
の
渡
辺
侃
先
生
だ
と
す
ぐ
に
分

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
中
央
図
書
館（
作
家
・

宮
本
百
合
子
の
父
中
條
精
一
郎
設
計
）
の

壁
だ
っ
た
か
、
渡
辺
先
生
の
肖
像
写
真
を

見
た
覚
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
体
格
の
良

い
も
う
一
人
の
紳
士
は
静
か
な
口
調
で

「
樋
口
で
す
」と
名
乗
ら
れ
た
。
渡
辺
先
生

は
「
横
山
君
は
農
業
経
済
学
科
の
同
級
で

ね
」
と
ぼ
そ
っ
と
お
っ
し
ゃ
る
。
樋
口
氏

は
た
だ
黙
っ
て
懐
か
し
げ
に
壁
の
油
絵
に

見
入
っ
て
お
ら
れ
た
。

お
二
人
が
帰
ら
れ
て
か
ら
、「
恵
迪
歌

集
」
を
開
い
て
み
る
と
、「
大
正
三
年
度
」

「
我
が
運
命
こ
そ
」（
樋
口
桜
五
君
作
詞

赤
木
顕
次
君
作
曲
）
と
あ
る
。
赤
木
君
は

隔
年
に
２
回
作
曲
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

老
紳
士
の
心
に
生
き
続
け
て
い
た
「
都
ぞ

弥
生
の
絵
」
は
今
ど
こ
に
？

そ
の
無
事

を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
二

拓
本

こ
れ
も
合
田
委
員
会
で
の
こ
と
。
北
14

条
西
４
丁
目
辺
り
の
印
刷
屋
が
、
寮
南
側

の
原
始
林
に
建
つ
「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
碑

か
ら
無
断
で
拓
本
を
と
り
販
売
す
る
ら
し

い
と
い
う
情
報
が
委
員
会
に
入
っ
た
。
歌

碑
が
ど
こ
に
帰
属
し
て
い
る
か
な
ど
ど
う

で
も
よ
く
、
私
は
独
り
で
そ
の
印
刷
屋
に

出
向
き
、「
著
作
権
は
恵
迪
寮
に
あ
る
の
だ

寄 稿



か
ら
、
勝
手
な
真
似
は
し
な
い
で
も
ら
い

た
い
」
と
抗
議
し
た
と
こ
ろ
、
相
手
は
恐

縮
し
て
「
止
め
ま
す
」
と
言
う
。
ね
じ
込

ん
だ
私
も
そ
う
謝
ら
れ
る
と
何
だ
か
同
情

し
た
く
も
な
り
、
委
員
会
に
諮
っ
て
印
刷

し
た
分
の
拓
本
を
恵
迪
寮
で
買
い
取
る
こ

と
に
し
た
。

一
般
に
拓
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
や
や
か

す
れ
た
黒
地
に
白
い
文
字
が
浮
き
出
て
い

る
も
の
だ
が
、
こ
の
印
刷
屋
が
刷
り
だ
し

た
も
の
を
見
る
と
、
べ
っ
た
り
と
し
た
黒

イ
ン
ク
の
地
に
そ
れ
こ
そ
あ
り
あ
り
と
白

く
歌
詞
が
浮
き
出
て
い
た
。
し
か
も
和
紙

と
は
ほ
ど
遠
い
や
や
厚
手
の
ア
ー
ト
紙
仕

上
げ
だ
か
ら
、
品
か
ら
言
え
ば
今
一
つ
と

い
っ
た
も
の
だ
。
も
っ
と
も
、
歌
碑
本
体

が
つ
る
つ
る
の
御
影
石
だ
か
ら
、
写
し
取

れ
ば
こ
ん
な
も
の
し
か
出
来
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
拓
本
は
退
寮
生
全
員
に
記
念
品
と

し
て
渡
し
た
の
だ
が
、
そ
の
後
の
委
員
会

が
こ
の
拓
本
を
記
念
品
と
し
た
か
ど
う
か

は
、
私
は
知
ら
な
い
。（

茨
城
県
石
岡
市
）

50
余
年
前
の
恵
迪
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

菅
野

溥
記

（
Ｓ
33
年
入
寮
）

受
験
の
お
宿
は
恵
迪
寮

最
近
の
大
学
受
験
生
な
ら
宿
泊
は
ホ
テ

ル
が
当
た
り
前
だ
が
、
貧
乏
な
高
校
生
に

と
っ
て
は
、
中
学
、
高
校
の
先
輩
が
住
ん

で
い
る
恵
迪
寮
が
宿
泊
場
所
だ
っ
た
。
そ

の
上
、
合
格
後
の
入
寮
も
予
約
で
き
た
。

め
で
た
く
合
格
、
晴
れ
て
恵
迪
寮
生
と

な
っ
た
。

入
寮
間
も
な
い
頃
、
問
題
と
な
っ
た
の

が
従
来
の
麦
混
じ
り
の
米
飯
か
ら
銀
し
ゃ

り
へ
の
転
換
だ
っ
た
。
数
回
の
寮
生
大
会

で
の
議
論
の
末
、
銀
し
ゃ
り
派
の
勝
利
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
一
日
当
た
り
の
食
費

（
３
食
）が
70
円
台
に
ア
ッ
プ
。
米
飯
が
時

代
の
流
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

恵
迪
寮
の
管
理
運
営
は
自
治
精
神
に
よ

り
寮
生
に
任
さ
れ
て
い
た
。
私
は
崔
委
員

会
の
炊
務
委
員
と
な
っ
た
。
委
員
の
間
、

食
費
は
ロ
ハ
と
な
る
。
仕
事
は
食
材
の
購

入
や
夜
食
の
提
供
な
ど
で
、
当
時
、
鯨
肉

（
豚
肉
・
牛
肉
は
高
価
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
）

を
し
ば
し
ば
提
供
し
た
。
寮
生
か
ら
は
筋

が
多
く
硬
い
と
の
苦
情
が
あ
っ
た
。
我
々

炊
務
委
員
の
回
答
は
「
こ
の
世
で
切
れ
な

い
も
の
が
三
つ
あ
る
。
そ
れ
は
空
気
と
水

と
君
の
石
頭
（
こ
の
部
分
は
ド
イ
ツ
語
）

だ
ろ
う
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

試
験
の
時
期
に
な
る
と
普
段
は
滅
多
に

お
目
に
か
か
ら
な
い
生
卵
が
出
さ
れ
た
。

ド
ッ
ペ
ラ
な
い
よ
う
に
頑
張
れ
と
の
配
慮

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
お
世
話
に
な
っ
た
炊

務
の
親
分
ド
ン
、鍵
谷
さ
ん
や
女
性
陣
に
感
謝
。

当
時
の
ア
ル
バ
イ
ト
事
情

恵
迪
寮
の
学
生
は
貧
乏
人
が
多
か
っ

た
。
奨
学
金
（
月
額
３
０
０
０
円
）
と
ア

ル
バ
イ
ト
が
大
き
な
収
入
源
だ
っ
た
。
毎

晩
８
時
過
ぎ
に
、
翌
日
の
ア
ル
バ
イ
ト
情

報
が
放
送
さ
れ
た
。
条
件
の
良
い
仕
事
は

抽
選
だ
っ
た
。
経
験
し
た
職
種
は
、
プ
ロ

野
球
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
売
り
（
試
合
ば

か
り
見
て
い
た
）、
引
っ
越
し
手
伝
い
、
下

水
道
工
事
、
交
通
量
調
査
、
レ
ン
ガ
工
場
、

模
擬
テ
ス
ト
の
監
督
、植
林
作
業
な
ど
で
、

結
構
き
つ
い
仕
事
も
あ
っ
た
。
日
当
は
４



０
０
円
か
ら
５
０
０
円
。
も
ち
ろ
ん
バ
イ

ト
の
間
は
代
返
を
頼
み
ノ
ー
ト
を
借
り

た
。私

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
政
治
問
題
や

学
生
運
動
に
は
ノ
ン
ポ
リ
だ
っ
た
。
今
は

亡
き
全
学
連
の
委
員
長
だ
っ
た
唐
牛

太

郎
君
が
寮
に
現
れ
演
説
し
て
い
た
。
当
時

は
安
保
反
対
運
動
に
対
し
一
般
市
民
の
支

持
も
あ
っ
た
。
私
は
岩
見
沢
駅
構
内
で
デ

モ
っ
た
。

寮
か
ら
徒
歩
10
分
く
ら
い
の
電
車
通
り

に
爐いろりと
い
う
ラ
ー
メ
ン
屋
が
あ
っ
た
。
爐
いろり

の
親
父
は
ラ
ー
メ
ン
代
を
50
円
か
ら
60
円

に
値
上
げ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
寮
生
は
猛

然
と
反
発
し
不
買
（
不
食
か
）
運
動
で
対

抗
し
た
。
結
局
、
親
父
が
折
れ
て
寮
生
に

は
従
来
通
り
の
値
段
と
な
っ
た
。
あ
の
ぎ

と
ぎ
と
し
た
イ
カ
ゲ
ソ
と
モ
ヤ
シ
入
り
の

ラ
ー
メ
ン
を
食
い
た
い
な
あ
。

札
幌
は
学
生
に
優
し
い
マ
チ

５
月
に
は
円
山
公
園
で
の
花
見
、
６
月

に
は
藤
や
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
香
り
の
下
で
の

札
幌
祭
り
。
寮
祭
で
は
、
街
に
仮
装
行
列

で
繰
り
出
し
、
４
丁
目
交
差
点
で
大
ス

ト
ー
ム
。
寮
歌
指
導
や
フ
ァ
イ
ア
ー
ス

ト
ー
ム
、
ス
キ
ー
板
を
打
ち
鳴
ら
し
て
の

ス
ト
ー
ム
な
ど
の
寮
内
行
事
の
ほ
か
、
冬

に
は
雪
ま
つ
り
に
参
加
す
る
な
ど
街
ぐ
る

み
の
行
事
は
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い

る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
札
幌
の
街
は
北
大

生
、
恵
迪
寮
生
に
優
し
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。一

高
、
三
高
の
寮
歌
と
並
ん
で
日
本
三

大
寮
歌
と
い
わ
れ
る「
都
ぞ
弥
生
」。
在
寮

中
は
よ
く
歌
っ
た
が
、
卒
業
、
就
職
し
て

か
ら
は
歌
う
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

た
。
た
ま
に
開
か
れ
る
同
窓
会
な
ど
で
歌

う
く
ら
い
で
あ
る
。

あ
の
希
望
に
満
ち
つ
つ
も
や
や
ほ
ろ
苦

い
青
春
だ
っ
た
恵
迪
寮
を
去
っ
て
か
ら
50

余
年
に
な
る
。
良
き
友
、

懐
か
し
き
輩
と
過
ご
し
た
恵
迪
寮
生

だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
都
ぞ
弥
生
」
を

歌
え
る
こ
と
を
、
古
希
を
過
ぎ
た
今
で
も

誇
り
に
し
て
い
る
。

（
青
森
市
）

人
の
世
の
清
き
国
ぞ
と

あ
こ
が
れ
ぬ
〜
迪
を
求
め
て

清
水

宏

（
Ｓ
35
年
入
寮
）

北
大
時
代

「
津
軽
の
滄
海
の
渦
潮
わ
け
て
」あ
こ
が

れ
の
北
海
道
の
大
地
に
第
一
歩
を
踏
み
し

め
た
の
は
、
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
年
）

４
月
11
日
だ
っ
た
。
私
は
長
崎
県
島
原
市

の
出
身
、
家
族
６
人
、
旧
満
州
か
ら
の
引

揚
げ
者
で
、
北
海
道
は
全
く
の
未
知
、
無

縁
の
地
だ
っ
た
。

光
に
満
ち
た
恵
迪
寮
生
活
は
居
心
地
満

点
。
在
寮
３
年
、
私
は
自
由
と
怠
慢
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
だ
。
し
か
し
折
か
ら
の

安
保
反
対
闘
争
に
は
直
撃
さ
れ
た
。
確
信

が
持
て
ず
寮
の
先
輩
、
同
輩
た
ち
の
言
に

右
往
左
往
し
デ
モ
に
も
参
加
し
た
。
運
動

の
終
息
後
、
私
は
自
己
嫌
悪
の
中
で
、
石

狩
の
自
然
に
身
を
委
ね
、
逃
避
し
た
。
寮

を
起
点
に
東
西
南
北
、
小
樽
、
江
別
、
北

広
島
、
定
山
渓
へ
と
歩
を
延
ば
し
、「
都
ぞ

弥
生
」「
魔
神
の
呪
」「
津
軽
の
滄
海
の
」

寄 稿



等
々
の
寮
歌
を
絶
叫
し
つ
つ
歩
い
た
。
特

に
豊
平
川
〜
石
狩
河
口
20
㌔
程
の
土
手
の

草
路
は
、
最
愛
の
コ
ー
ス
で
、
四
季
、
昼

夜
を
問
わ
ず
彷
徨
し
た
。
自
然
の
愛
ら
し

さ
、
厳
し
さ
は
、
寮
歌
の
世
界
そ
の
ま
ま
。

こ
れ
だ
け
で
も
九
州
か
ら
北
海
道
を
目
指

し
た
価
値
は
十
分
で
、
つ
く
づ
く
と
我
が

身
の
幸
運
を
堪
能
し
た
。

し
か
し
私
は
青
春
の
貪
欲
さ
の
中
で
、

自
然
の
み
な
ら
ず
実
社
会
に
も「
清
き
国
」

を
求
め
た
。
そ
れ
も
自
分
の
能
力
、
身
の

丈
に
合
っ
た
状
況
に
お
い
て
で
あ
る
。
私

は
児
童
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
没

頭
、
例
え
ば
３
年
余
、
養
護
施
設
に
週
１

回
宿
泊
し
、
児
童
（
主
に
男
子
中
学
生
））

と
作
業
、
入
浴
、
食
事
、
睡
眠
等
の
日
常

生
活
を
共
に
し
た
。
予
想
に
反
し
て
彼
ら

の
「
明
る
さ
」
が
、
そ
う
し
な
い
と
や
っ

て
行
け
な
い
よ
う
な
「
暗
さ
」
の
裏
返
し

で
あ
る
こ
と
を
、
や
が
て
悟
り
、
真
の
解

決
の
道
を
求
め
て
あ
が
き
、
一
旦
は
離
れ

た
学
生
運
動
に
も
近
づ
い
た
。

現
場
労
働
時
代

入
学
時
の
志
望
は
海
外
移
住
だ
っ
た

が
、
５
年
間
（
怠
慢
で
１
年
留
年
）
の
試

行
錯
誤
と
、
子
ど
も
達
に
教
え
ら
れ
、
政

治
や
思
想
に
学
び
、
煩
悶
し
つ
つ
も
私
は

人
生
を
大
き
く
転
換
。
国
内
で「
清
き
国
」

を
創
る
大
仕
事
に
加
わ
る
覚
悟
で
再
出
発

し
た
。
但
し
職
業
選
択
で
は
自
由
に
発
想

し
、
人
間
（
自
己
）
追
求
を
胸
に
、
現
場

労
働
の
10
年
を
経
た
。
７
年
間
は
東
京
都

清
掃
局
の
作
業
員
（
学
歴
も
中
卒
）
と
し

て
、
し
尿
処
理
場
に
勤
務
。
最
近
そ
の
体

験
か
ら
小
説
「
出
発
」（
元
就
出
版
社
・
１

５
７
５
円
）
を
刊
行
し
た
が
、
書
中
「
人

間
の
美
し
さ
を
、
上
品
な
イ
ン
テ
リ
社
会

で
は
な
く
、
人
間
の
欲
望
が
生
の
ま
ま
ぶ

つ
か
り
合
う
現
場
に
求
め
格
闘
し
た
い
」

と
は
、
そ
の
ま
ま
私
自
身
の
願
望
で
も

あ
っ
た
。

介
護
時
代

し
か
し
全
く
予
測
し
な
か
っ
た
運
命
の

変
転
に
見
舞
わ
れ
、
日
々
の
生
活
に
汲
々

と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。妻
が
発
病（
脳

腫
瘍
）
し
、
自
宅
看
護
数
年
で
他
界
。
息

子
達
の
子
育
て
、大
学
に
進
学
さ
せ
た
後
、

郷
里
で
老
母
の
介
護
と
看
取
り
…
…
と
、

私
は
一
人
で
約
25
年
間
の
看
護
・
子
育

て
・
介
護
の
時
を
送
っ
た
。
我
が
人
生
の

夢
「
清
き
国
」
は
幻
の
彼
方
に
あ
っ
た
。

せ
め
て
時
間
を
作
り
身
近
な
自
然
に
触
れ

な
が
ら
、
寮
歌
等
を
口
ず
さ
む
こ
と
が
、

許
さ
れ
た
貴
重
な
楽
し
み
だ
っ
た
。

現
在

昨
年
５
月
、
島
原
市
議
会
議
員
選
挙
で

２
期
目
当
選
。
ビ
リ
か
ら
２
番
。
看
板
ゼ

ロ
、
連
呼
ゼ
ロ
（
自
転
車
）。
接
待
ゼ
ロ
、

寄
付
ゼ
ロ
、
ポ
ス
タ
ー
は
白
黒
10
円
コ

ピ
ー
。
し
が
ら
み
ゼ
ロ
の
市
民
党
。
但
し

圧
倒
的
少
数
派
。
し
か
し
遅
蒔
き
な
が
ら

「
清
き
国
」作
り
に
ほ
ん
の
少
々
参
画
し
か

け
た
か
な
と
思
っ
て
い
る
。「
大
志
」は
未

だ
に
捨
て
難
い
。
妄
想
は
已
ま
な
い
。

根
本
的
な
発
想
の
転
換
が
あ
れ
ば
、
現

在
の
生
産
力
で
も
、
世
界
人
類
の
平
和
、

幸
福
は
可
能
な
筈
。
私
は
古
希
の
年
齢
だ

が
、
漸
く
自
由
に
発
言
、
執
筆
で
き
る
時

間
を
獲
得
で
き
た
。
今
こ
そ
「
人
の
世
の

清
き
国
ぞ
と
あ
こ
が
れ
」
る
に
足
る
、
国

境
を
越
え
た
世
界
の
構
築
に
残
る
人
生
を

賭
け
よ
う
で
は
な
い
か
。
国
々
が
併
存
す

る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
越
え
、
国
々

が
融
解
し
て
合
体
す
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
世
界
を
夢
見
て
。
恵
迪
寮
同
窓
の



諸
兄
よ
、
共
に
立
と
う
で
は
な
い
か
。

（
長
崎
県
島
原
市
）

最
南
端
の
沖
縄
寮
歌
祭

上
江
洲
安
宏

（
Ｓ
35
年
入
寮
）

私
は
昭
和
35
年
に
沖
縄
か
ら
の
「
留
学

生
」
と
し
て
北
大
へ
入
学
し
た
。
そ
の
当

時
、
沖
縄
は
ま
だ
日
本
に
復
帰
し
て
お
ら

ず
、
本
土
の
大
学
で
学
ぶ
に
は
文
部
省
管

轄
の
留
学
試
験
に
受
か
る
の
が
、
当
時
の

沖
縄
の
高
校
生
の
夢
だ
っ
た
。

文
部
省
の
留
学
制
度
は
、
戦
争
で
壊
滅

状
態
に
な
っ
た
人
材
の
早
期
育
成
を
図
る

た
め
、
地
元
の
強
い
要
請
で
昭
和
28
年
か

ら
実
現
し
た
。
毎
年
約
50
名
の
学
生
を
選

抜
し
、
全
国
の
国
立
大
学
に
１
、
２
名
ず

つ
振
り
分
け
る
が
、
私
の
場
合
、
留
学
先

が
北
大
と
決
ま
っ
た
時
は
正
直
言
っ
て

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
何
し
ろ
最
南
端
の

沖
縄
か
ら
最
北
端
の
北
海
道
へ
と
、気
候
、

風
土
、
生
活
環
境
が
ま
る
で
違
う
世
界
で

の
生
活
だ
か
ら
４
年
間
耐
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
非
常
に
不
安
だ
っ
た
。
当

時
、
沖
縄
か
ら
札
幌
ま
で
は
、
船
や
汽
車

を
乗
り
継
ぎ
片
道
５
泊
６
日
は
か
か
り
、

ま
る
で
海
外
に
行
く
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
案
に
相
違
し
て
札
幌

で
の
生
活
は
快
適
だ
っ
た
。
何
よ
り
気
に

入
っ
た
の
は
、
寮
生
活
の
心
地
よ
さ
、
北

大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
美
し
さ
で
あ
る
。
今

で
も
強
烈
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

理
学
部
か
ら
農
学
部
に
か
け
て
そ
そ
り
立

つ
楡
の
大
木
。
そ
の
木
陰
の
や
わ
ら
か
い

ロ
ー
ン
。
５
月
頃
一
斉
に
開
花
す
る
工
学

部
前
ツ
ツ
ジ
の
繚
乱
。
秋
に
な
る
と
黄
金

の
葉
を
道
路
一
面
に
敷
き
詰
め
る
医
学
前

の
銀
杏
並
木
。
あ
ま
り
に
も
有
名
な
ポ
プ

ラ
並
木
。
そ
し
て
生
活
の
根
拠
と
な
っ
た

恵
迪
寮
。
恵
迪
寮
こ
そ
わ
が
北
大
生
活
の

原
点
、
長
い
人
生
の
中
の
一
瞬
の
光
芒
で

あ
る
。
そ
こ
で
の
生
活
は
あ
ま
り
に
も
快

適
で
あ
り
、
浮
世
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
桃
源

郷
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
恵
迪
寮
を
思
う
た

び
、
我
が
心
は
北
の
空
に
飛
び
、
我
が
魂

は
青
春
に
還
り
、
在
り
し
日
の
緑
の
キ
ャ

ン
パ
ス
、
狸
小
路
、
大
通
り
公
園
、
手
稲

山
の
麓
を
彷
徨
う
。
あ
れ
か
ら
五
十
有
余

年
、
こ
こ
沖
縄
で
も
毎
年
２
月
に
は
寮
歌

祭
が
あ
り
、
北
は
ハ
ル
ピ
ン
学
院
か
ら
南

は
東
亜
同
文
書
院
に
至
る
ま
で
、
毎
年
二

十
余
の
参
加
校
で
賑
わ
う
。
我
々
北
大
も

少
人
数
な
が
ら
も
毎
年
参
加
し
、「
都
ぞ
弥

生
」
を
高
吟
し
、
在
り
し
日
の
恵
迪
寮
、

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
を
偲
ん
で
い
る
。

願
わ
く
ば
何
時
の
日
か
、
同
窓
会
諸
氏

が
大
挙
し
て
来
沖
さ
れ
、「
都
ぞ
弥
生
」を

高
吟
し
、
恵
迪
寮
の
伝
統
的「
ス
ト
ー
ム
」

を
披
露
し
て
、
沖
縄
寮
歌
祭
を
盛
り
上
げ 旧制高校のOBらが参加して開かれる沖縄寮歌祭

寄 稿



ら
れ
ん
こ
と
を
夢
見
て
い
る
。

（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い「
都
ぞ
弥
生
」を

〜
百
年
記
念
祭
に
参
加
し
て

新
蔵

利
熙

（
Ｓ
37
年
入
寮
）

百
年
前
、
横
山
青
年
は
「
清
き
国
」
を

目
指
し
て
札
幌
の
地
に
立
ち
ま
し
た
。
鋭

敏
な
青
年
に
は
、
そ
の
時
代
・
社
会
は
汚

濁
し
た
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
か
ら
幾
つ
か
の
戦
争
を
挟
ん
で

時
は
流
れ
ま
し
た
。
い
ま
不
安
感
、
閉
塞

感
に
包
ま
れ
た
社
会
に
在
っ
て
、「
都
ぞ
弥

生
」が
な
お
多
く
の
人
の
胸
を
打
つ
の
は
、

そ
こ
に
人
間
と
し
て
志
向
す
べ
き
普
遍
性

が
あ
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。中

央
ロ
ー
ン
で
同
窓
の
方
々
と
肩
を
組

ん
で
歌
い
、
い
ま
の
時
代
、
反
（
非
）
時

代
的
と
も
言
う
べ
き
人
間
的
な
つ
な
が
り

の
濃
さ
に
浸
る
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
社

会
を
変
え
て
行
く
パ
ワ
ー
に
転
化
で
き
な

い
も
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
思
い
ま
し

た
。理

念
な
き
、
効
率
重
視
の
社
会
に
在
っ

て
、
非
効
率
的
で
愚
直
に
見
え
よ
う
と
強

く
「
清
き
国
」
を
求
め
て
行
く
、
そ
れ
が

人
間
形
成
の
黄
金
期
を
恵
迪
寮
で
過
ご
し

た
我
々
の
、
い
わ
ば
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

取
り

敢
え
ず
は
、
個
々
が
そ
れ
そ
れ
の
生
活
の

場
で
方
向
性
を
誤
る
こ
と
な
く
、
無
形
の

恵
迪
精
神
に
基
づ
い
て
歩
ん
で
行
き
た
い

も
の
だ
、
と
思
い
ま
す
。

私
の
好
き
な
在
野
の
哲
学
者
が
、
か
つ

て
14
歳
位
の
子
ら
へ
「
ど
ん
な
に
不
幸
な

時
代
で
あ
っ
て
も
、
幸
福
な
人
が
不
幸
に

な
る
こ
と
だ
け
は
決
し
て
な
い
と
、
約
束

す
る
よ
」
と
語
り
ま
し
た
。
折
に
触
れ
て

思
い
出
し
ま
す
。
一
見
、
社
会
的
・
歴
史

的
な
要
因
を
無
視
し
た
観
念
論
に
も
み
え

ま
す
が
、
人
と
し
て
幸
せ
で
な
け
れ
ば
時

代
や
社
会
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
恵
迪

寮
に
入
り
、
全
国
各
地
か
ら
の
友
と
交
わ

り
、
寮
歌
に
よ
っ
て
歴
史
に
も
繫
が
っ
た

我
々
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
も
言

う
べ
き
普
遍
的
な
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
幸
せ
者
で
す
。

大
好
き
な
「
別
離
の
歌
」
の
一
節
、「
明

日
の
宿
り
は
知
ら
ね
ど
も

吾
れ
に
友
あ

り
吾
れ
強
し
」。
出
会
い
に
感
謝
し
、
生
あ

る
限
り
大
切
に
し
て
行
き
た
い
、
と
思
っ

た
こ
と
で
し
た
。

（
函
館
市
）

「
わ
ら
び
会
」
と

「
都
ぞ
弥
生
」

石
嶋

紘

（
Ｓ
38
年
入
寮
）

入
寮
後
に
37
年
入
寮
の
仲
間
達
と
「
わ

ら
び
会
」
と
い
う
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
養
護
施
設
の
子
ど
も
達
へ

の
援
助
と
、
生
活
保
護
世
帯
が
集
ま
っ
て

い
る
地
域
に
入
り
子
ど
も
達
へ
の
援
助
を

目
的
に
し
た
も
の
で
し
た
。

主
体
は
恵
迪
寮
生
（
10
人
以
上
、
寮
内

に
２
部
屋
を
確
保
）
と
北
大
教
養
部
、
藤

女
子
短
大
、
天
使
女
子
短
大
、
衛
生
学
院

の
学
生
た
ち
で
す
。

子
ど
も
達
へ
の
援
助
に
は
、
直
接
的
に

は
学
習
指
導
、
運
動
、
遊
び
が
中
心
に
な

り
ま
す
。



間
接
的
に
は
環
境
改
善
で
す
。
養
護
施

設
で
は
職
員
と
の
話
し
合
い
、
指
導
方
針

に
つ
い
て
の
確
認
と
意
見
の
交
換
、
施
設

長
と
交
流
。
道
庁
で
の
交
渉
、
相
談
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
札
幌
に
は
３
か
所
の
養

護
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
生
活
保
護
世
帯

の
集
ま
っ
て
い
る
地
域
２
か
所
に
入
り
活

動
し
ま
し
た
。

こ
の
集
落
に
は
ボ
ス
が
い
て
、
各
世
帯

の
生
活
保
護
費
の
支
払
い
も
ボ
ス
を
中
心

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
法
に
よ
る
規
制

よ
り
ボ
ス
の
支
配
が
強
く
、
彼
が
我
々
を

如
何
に
認
知
す
る
か
が
常
に
大
き
な
問
題

で
し
た
。
不
平
等
、
不
正
な
扱
い
を
受
け

る
世
帯
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ス
を
中
心
に
し
た
小
さ
な
社
会
で
す

が
、
非
常
に
強
い
封
建
的
で
排
他
的
な
社

会
で
す
。

大
人
の
秩
序
が
子
ど
も
達
に
直
接
影
響

し
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ス
と
の
関
係
、
個

別
の
世
帯
と
の
関
わ
り
が
非
常
に
重
大
な

問
題
で
す
。

い
ろ
い
ろ
工
夫
し
ま
し
た
。
問
題
は
山

積
し
て
お
り
、未
解
決
の
ま
ま
で
し
た
が
、

全
員
真
摯
に
子
ど
も
達
に
向
か
い
合
い
ま

し
た
。

自
分
達
に
何
が
で
き
る
の
か
、
何
処
ま

で
介
入
し
て
よ
い
の
か
、
検
討
し
合
い
、

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
い
る
か
考
え
な
が

ら
、
正
に
恵
迪
寮
の
自
主
、
自
立
の
精
神

の
、
地
域
に
お
け
る
具
体
化
を
め
ざ
す
活

動
で
す
。

農
学
部
前
に
あ
っ
た
学
生
会
館
の
サ
ー

ク
ル
室
で
、
毎
週
、
反
省
会
、
意
見
交
換

会
を
開
き
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
社
会

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
自
分
達
に
何
が
出

来
る
か
何
を
す
べ
き
か
、
熱
心
に
話
し
合

い
ま
し
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
終
わ
る
と
、
我
々
寮

生
は
「B

e g
entlem

a
n

」
と
し
て
女
子
学

生
を
自
宅
ま
で
送
っ
て
行
き
、
寮
に
帰
っ

て
は
色
々
な
寮
歌
を
歌
い
、
深
夜
に
出
る

余
り
物
を
食
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
寮

歌
の
締
め
は
「
都
ぞ
弥
生
」
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
50
年
、
現
在
も
何
人
か
の
仲

間
が
集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
余
生
を
ど
う

充
実
さ
せ
る
か
、
各
自
で
工
夫
し
、
応
援

し
合
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
最
後
は「
都

ぞ
弥
生
」
で
散
会
し
ま
す
。

（
東
京
都
豊
島
区
）

「
都
ぞ
弥
生
」の
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
一
考
察

加
藤

秀
弘

（
Ｓ
46
年
入
寮
）

平
成
22
年
は
い
わ
ゆ
る

＊旧
制
高
校
に

と
っ
て
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
主

柱
で
あ
っ
た
日
本
寮
歌
祭
を
初
め
と
し

て
、
各
地
の
旧
制
高
校
寮
歌
祭
も
続
々
と

閉
幕
し
、
あ
る
人
達
は
旧
制
高
校
の
最
終

的
終
焉
の
年
と
銘
記
す
る
だ
ろ
う
。
閉
幕

に
あ
た
っ
て
は
、
共
通
し
て
、
う
や
む
や

の
う
ち
に
消
滅
す
る
の
で
は
無
く
、
寮
歌

を
人
々
の
心
の
中
に
長
く
残
す
た
め
、
敢

え
て
余
力
を
持
っ
て
の
終
焉
を
閉
幕
の
辞

と
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く
旧
制
高
校
は

誇
り
高
い
。

旧
制
高
校
寮
歌
へ
の
憧
憬
や
ま
ぬ
人
々

は
こ
の
終
焉
を
惜
し
み
、
当
然
な
が
ら
後

継
寮
歌
祭
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
全
国
規

模
の
寮
歌
祭
と
し
て
は
、
新
制
に
移
行
後

の
方
々
が
主
導
す
る
「
中
央
寮
歌
祭
」
と
、

旧
制
高
校
最
終
組
が
主
導
す
る
「
旧
制
高

校
寮
歌
祭
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
私
は
新
制

世
代
の
旧
制
寮
歌
愛
好
者
の
一
人
で
、

寄 稿



常
々
同
好
の
志
（
た
と
え
ば
東
北
大
出
の

丹
治
道
彦
氏
）
と
切
磋
琢
磨
し
、
未
だ
に

旧
制
各
校
の
歴
代
寮
歌
マ
ス
タ
ー
率
を
純

朴
幼
稚
に
競
い
あ
っ
て
い
る
。
我
々
な
り

に
こ
の
二
つ
の
寮
歌
祭
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

極
め
て
シ
ン
プ
ル
に
比
較
す
る
と
、
前
者

が
リ
ク
ル
ー
ト
を
得
な
が
ら
寮
歌
を
歌
い

継
ご
う
と
し
て
い
る
対
し
、
後
者
は
旧
制

高
校
寮
歌
と
い
う
小
宇
宙
を
ピ
ュ
ア
ー
に

歌
い
上
げ
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
者
が
持
つ
あ
る
意

味
〞
滅
び
の
美
学
〝
的
で
あ
り
方
に
私
は

大
い
に
こ
れ
に
魅
せ
ら
れ
る
が
、
一
般
常

識
的
に
評
価
す
る
と
や
は
り
前
者
に
支
持

が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
リ
ク
ル
ー
ト
は
容
易
で
は
な

い
。
寮
歌
の
宝
庫
で
あ
る
ナ
ン
バ
ー
ス

ク
ー
ル
や
各
地
名
校
の
継
承
大
学
で
の
寮

歌
浸
透
程
度
は
余
り
に
捗
々
し
く
な
い
。

ま
た
、
恵
迪
寮
同
窓
会
に
限
ら
ず
、
こ
の

種
の
組
織
の
リ
ク
ル
ー
ト
は
容
易
で
は
な

い
が
、
寮
歌
祭
の
役
員
・
参
加
者
の
リ
ク

ル
ー
ト
困
難
性
は
そ
の
比
で
は
な
い
。
そ

の
困
難
性
な
ど
分
析
し
て
み
て
も
、
さ
ほ

ど
意
味
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
く

つ
か
の
要
素
に
思
い
を
巡
ら
す
う
ち
に
、

寮
歌
は
そ
の
歌
詞
や
旋
律
の
み
で
成
り

立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
容
易
に

わ
か
る
。
そ
の
寮
歌
と
そ
れ
を
歌
う
寮
生

学
生
、
生
息
環
境
、
社
会
情
勢
な
ど
を
含

む
一
つ
の
系
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。寮
歌
を
知
ら
な
い
世
代（
と

い
う
よ
り
は
個
人
か
？
）
は
寮
歌
を
歌
詞

と
旋
律
の
み
で
し
か
感
ぜ
ず
、
歌
謡
と
し

て
相
性
が
悪
け
れ
ば
、
何
も
執
着
し
た
り

し
な
い
。

歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
逍
遥
歌

現
役
の
大
学
教
員
と
し
て
視
点
か
ら
す

る
と
、
事
態
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ
と

を
実
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
私
の
勤
務
す

る
大
学
は
由
来
が
異
な
る
二
つ
の
学
部
か

ら
な
り
、
平
成
15
年
の
文
部
省
大
学
改
革

の
先
駆
け
と
し
て
二
単
科
大
学
が
合
併
し

た
東
京
西
部
の
中
規
模
国
立
大
学
で
あ

る
。
二
つ
の
学
部
は
共
に
明
治
初
期
に
草

創
し
、
共
に
伝
来
の
寮
歌
が
あ
り
、
私
の

勤
務
す
る
学
部
で
は
全
国
的
に
も
浸
透
度

が
高
く
味
わ
い
深
い
逍
遥
歌
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
昨
今
こ
の
逍
遥
歌
を
キ
ャ
ン
パ

ス
で
聴
く
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
ご
く
一
部

の
運
動
部
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

武
道
系
部
員
で
も
「
そ
ん
な
も
の
聞
い
た

こ
と
が
無
い
っ
す
」
と
い
う
乾
い
た
返
答

を
聞
く
。
ま
し
て
や
、
教
職
員
と
学
生
が

肩
を
組
み
同
じ
歌
を
歌
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。

こ
の
逍
遥
歌
が
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
過

程
は
、
な
か
な
か
解
明
で
き
な
い
。
旧
制

か
ら
新
制
へ
の
過
程
で
も
歌
い
継
が
れ
、

も
ち
ろ
ん
激
し
い
大
学
紛
争
の
狭
間
で
も

消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
冒
頭
の
日
本

寮
歌
祭
を
率
い
て
き
た
方
々
の
危
惧
ど
お

り
、
ご
く
自
然
に
退
潮
し
う
や
む
や
の
う

ち
に
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
か
に
見
え

る
。
従
っ
て
、
ご
く
一
部
の
例
外
を
除
き
、

運
動
部
で
あ
っ
て
も
勝
利
あ
る
い
は
惜
敗

の
情
を
共
通
の
歌
で
共
に
部
員
が
分
か
つ

こ
と
は
無
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な

有
様
は
全
国
津
々
浦
々
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

生
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

〞
北
大
小
宇
宙
〝
に
煌
め
く

「
都
ぞ
弥
生
」

や
は
り
、
寮
歌
・
学
生
歌
は
歌
い
継
が

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歌
詞
の
良
さ
や

旋
律
の
良
さ
だ
け
で
は
、
一
部
愛
好
家
の

嗜
好
歌
唱
に
す
ぎ
な
い
。
寮
歌
「
都
ぞ
弥



生
」
は
、
や
は
り
「
都
ぞ
弥
生
」
を
核
と

す
る
有
機
的
お
よ
び
無
機
的
周
辺
構
成
要

素
が
お
り
な
す
持
続
的
系
が
あ
る
か
ら
こ

そ
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
で
あ
る
。
学
制
再
編

や
大
学
紛
争
を
経
て
も
、
北
大
と
い
う
小

宇
宙
を
通
過
す
る
脈
々
と
続
く
学
生
に
歌

い
継
が
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
の
で
あ
る
。

最
近
、
大
学
院
生
向
け
に
専
門
分
野
の

集
中
講
義
を
し
て
い
て
、
話
し
な
が
ら
ふ

と
気
付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
時
間
に
迫

ら
れ
る
学
部
向
け
の
講
義
と
異
な
り
、

た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
「
マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
の
社
会
生
態
」
を
自
分
で
も
よ
く
嚙

み
し
め
る
よ
う
に
解
説
し
て
み
た
。

「
い
い
か
、
諸
君
。
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は

社
会
性
が
高
く
、
性
別
や
発
育
段
階
で
群

れ
構
成
を
変
え
る
。
ま
ず
、
基
本
と
な
る

の
は
雌
と
新
生
児
か
ら
な
る
繁
殖
育
児
群

だ
。
こ
の
群
れ
で
生
ま
れ
た
新
生
児
は
三

歳
ほ
ど
に
な
る
と
独
立
し
、
小
型
独
身
雄

群
、
つ
ま
り
少
年
団
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

加
わ
る
。
さ
ら
に
、
十
年
ほ
ど
た
つ
と
今

度
は
中
型
独
身
雄
群
（
青
年
団
の
よ
う
な

も
の
）に
加
わ
り
、平
均
で
25
歳
程
度
な
っ

て
精
強
な
単
独
雄
と
な
り
、
こ
の
単
独
雄

の
み
が
繁
殖
群
に
ア
ク
セ
ス
し
発
情
し
て

い
る
雌
個
体
と
交
尾
す
る
。
こ
の
交
尾
を

巡
っ
て
は
各
群
か
ら
の
代
表
選
手
的
な
単

独
雄
同
士
が
闘
争
を
行
う
の
で
、
一
種
の

淘
汰
が
働
き
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
起
こ
す

こ
と
な
く
優
秀
な
遺
伝
子
を
継
承
で
き
る

わ
け
だ
。
し
か
し
…
…
だ
。
代
表
選
手
に

な
ら
な
か
っ
た
雄
達
は
ど
う
な
る
か
？
来

年
は
代
表
に
な
れ
る
の
か
？
こ
れ
が
謎

だ
っ
た
が
、
あ
る
集
団
座
礁
の
分
析
か
ら

漸
く
実
態
に
迫
れ
た
。
つ
ま
り
、
代
表
選

手
以
外
の
雄
は
み
ん
な
死
ん
で
行
っ
て
い

る
。
雄
と
生
ま
れ
な
が
ら
、
一
度
も
繁
殖

に
参
加
す
る
こ
と
な
く
生
涯
が
終
わ
る
。

さ
ぞ
か
し
無
念
だ
ろ
う
な
。
つ
ま
り
、
代

表
選
手
の
た
め
の
捨
石
っ
て
わ
け
だ
。

ど
っ
か
の
官
僚
社
会
に
も
似
て
る
よ
ね
。

こ
ん
な
の
は
ま
っ
ぴ
ら
だ
が
、
じ
ゃ
ー
い

き
な
り
繁
殖
育
児
群
の
子
供
か
ら
の
代
表

選
手
が
育
つ
か
と
言
う
と
、
そ
う
は
い
か

な
い
。
集
団
で
生
き
て
い
て
こ
そ
、
飢
餓

も
克
服
し
、
シ
ャ
チ
や
サ
メ
の
捕
食
か
ら

も
逃
れ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
個
体
レ
ベ
ル

で
異
な
る
特
性
も
っ
た
多
様
な
多
く
の
個

体
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
優
秀
な
代
表
選
手

が
出
せ
る
。
だ
か
ら
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は

生
物
学
的
に
も
群
を
抜
い
て
強
い
。
つ
ま

り
だ
ね
…
…
」。
そ
し
て
、
解
説
し
な
が
ら

ふ
と
気
が
つ
い
た
。
あ
あ
「
都
ぞ
弥
生
」

も
そ
う
そ
う
な
の
か
。「
都
ぞ
弥
生
」は
い

わ
ば
精
強
な
単
独
雄
で
あ
り
、
そ
の
周
り

に
は
趣
き
や
特
性
の
異
な
る
数
々
の
歴
代

寮
歌
が
あ
り
、
し
か
も
旧
制
一
高
や
三
高

寮
歌
と
異
な
り
、
奇
跡
の
よ
う
だ
が
平
成

を
23
年
も
経
過
し
た
現
在
で
も
リ
ク
ル
ー

ト
し
続
け
て
い
る
。従
っ
て
、「
都
ぞ
弥
生
」

を
頂
点
と
す
る
多
様
性
指
数
抜
群
の
持
続

的
系
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
北
大
小
宇

宙
は
頑
強
で
あ
る
…
…
と
考
え
た
。
そ
う

し
て
み
る
と
、
自
ら
で
も
忘
れ
そ
う
な
泡

沫
寮
歌
を
作
詞
し
た
自
身
の
悶
々
た
る
わ

だ
か
ま
り
も
、
40
年
弱
の
時
間
を
経
て
よ

う
や
く
昇
華
で
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

「
都
ぞ
弥
生
」と
そ
れ
を
取
り
巻
く
北
大

小
宇
宙
の
１
０
０
年
を
寿
ぎ
た
い
。

＊
狭
義
に
は
旧
制
高
校
35
校
と
北
大
な

ど
３
帝
大
予
科
を
包
括
し
て
旧
制
高

校
と
し
て
い
る
。（神

奈
川
県
二
宮
町
）

寄 稿



全
小
節
版
「
都
ぞ
弥
生
」

寮
舎
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
制
作

榊
原

悟
志

（
Ｓ
55
年
入
寮
）

平
成
18
年
、
私
は
、
旧
寮
と
現
寮
の
移

行
期
を
と
も
に
過
ご
し
た
寮
友
た
ち
と
、

最
終
フ
レ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
70
秒
で
全
小

節
を
奏
で
る「
都
ぞ
弥
生
」寮
舎
オ
ル
ゴ
ー

ル
を
制
作
し
、
１
０
０
台
を
頒
布
し
ま
し

た
。
以
下
、
Ｏ
（
オ
ー
）
プ
ロ
と
名
付
け

た
事
業
の
経
緯
で
す
。
在
寮
中
、
毎
晩
の

寮
務
事
務
終
了
の
際
に
聴
い
た
「
都
ぞ
弥

生
」
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
を
ご
記
憶
の
諸

兄
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
の
在
寮
時

は
農
学
部
校
舎
型
の
箱
で
20
秒
程
の
短
い

演
奏
で
し
た
。
私
は
卒
寮
後
も
、
全
小
節

版
の
「
都
ぞ
弥
生
」
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
な
い

も
の
か
と
気
に
な
っ
て
仕
方
な
く
、
平
成

14
年
10
月
19
日
、
静
岡
の
横
山
家
菩
提
寺

「
長
源
院
」
で
の
「
都
ぞ
弥
生
」
誕
生
90
周

年
記
念
祭
で
も
先
輩
諸
兄
に
尋
ね
ま
し
た

が
、「
過
去
に
な
い
し
、
今
後
も
制
作
販
売

は
困
難
だ
ろ
う
」
と
の
お
話
で
し
た
。

そ
こ
で
、「
ど
な
た
も
企
画
し
な
い
な
ら

自
分
で
作
ろ
う
。」と
思
い
、
そ
の
冬
、
ニ

セ
コ
温
泉
で
短
い
休
暇
を
共
に
楽
し
ん
で

い
た
同
期
の
佐
々
木
欣
也
君
に
話
し
た
と

こ
ろ
、
熱
烈
な
賛
意
を
得
、
そ
の
場
か
ら

即
、
以
前
「
北
大
惠
迪
寮
落
書
集
」
を
自

費
出
版
し
た
仲
間
の
寮
友
た
ち
に
電
話
を

し
て
同
志
を
募
り
ま
し
た
。
翌
年
１
月
に

は
我
々
２
名
の
連
名
に
よ
る
「
Ｏ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
期
成
趣
意
書
を
送
付
し
、
１

口
２
万
円
の
協
賛
金
そ
し
て
、
各
地
の
オ

ル
ゴ
ー
ル
館
な
ど
で
研
究
し
、「
都
ぞ
弥

生
」
に
は
15
秒
と
25
秒
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
編

曲
が
作
ら
れ
た
が
全
小
節
版
は
存
在
し
な

い
こ
と
も
分
っ
た
た
め
、
70
秒
の
オ
ル

ゴ
ー
ル
を
制
作
す
べ
く
オ
ル
ゴ
ー
ル
メ
カ

製
造
会
社
と
協
働
し
編
曲
作
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

編
曲
は
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
向
け
に
仮
編
曲

さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
音
の
テ
ー
プ
や
楽
譜
を

協
賛
者
た
ち
に
も
送
付
し
、
感
想
や
要
望

を
求
め
、
私
が
選
択
し
て
変
更
を
指
示
す

る
と
い
う
作
業
を
複
数
回
繰
り
返
し
、
１

年
ほ
ど
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
オ
ル
ゴ
ー

ル
ら
し
い
華
麗
な
ア
レ
ン
ジ
を
好
む
者
も

い
れ
ば
、
原
曲
ど
お
り
の
単
音
を
好
む
者

も
い
て
、
大
い
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
20

万
円
余
の
編
曲
補
助
料
を
支
払
っ
て
も
な

お
心
地
よ
い
作
業
で
し
た
。

寮
舎
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
箱
の
制
作
は
、

オ
ル
ゴ
ー
ル
制
作
専
門
会
社
と
協
働
し
ま

し
た
。
箱
に
も
協
賛
者
た
ち
の
多
様
な
こ

だ
わ
り
が
あ
り
、
の
ん
び
り
と
楽
し
ん
で

検
討
し
ま
し
た
。
当
初
は
長
方
形
で
は
な

く
旧
寮
舎
そ
っ
く
り
の
屋
根
型
ま
で
検
討

し
て
み
ま
し
た
。

趣
味
の
制
作
活
動
は
３
年
余
に
お
よ

び
、
平
成
18
年
春
に
デ
ザ
イ
ン
を
固
め
て

試
作
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
直
後
に
、
メ
カ
製
造
会
社
の
勇
み
足

に
よ
り
、
私
た
ち
の
著
作
編
曲
を
結
果
的

に
無
断
流
用
す
る
形
で
北
大
製
ポ
プ
ラ
材

オ
ル
ゴ
ー
ル
が
販
売
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
一
時
は
、
Ｏ
プ
ロ
の
中
止
・ オルゴールと榊原君



撤
退
も
考
え
ま
し
た
が
、
北
大
側
が
追
加

販
売
の
中
止
を
英
断
さ
れ
た
た
め
、
寮
友

た
ち
の
励
ま
し
を
得
て
完
成
、
申
込
み
募

集
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平

成
18
年
６
月
末
の
こ
と
で
す
。

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
仕
様
は
、
メ
カ
が
オ
ル

フ
ェ
ウ
ス
の
50
弁
、
ド
ラ
ム
２
回
転
で
１

曲
を
奏
で
る
仕
組
み
で
す
。
箱
は
ウ
ォ
ー

ル
ナ
ッ
ト
高
級
材
を
使
用
し
、
全
体
を
第

２
代
惠
迪
寮
寮
舎
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
金

色
シ
ル
ク
印
刷
と
し
ま
し
た
。
天
板
に
寮

章
、
前
面
に
玄
関
と
寮
名
看
板
、
背
面
に

「
友
た
れ
永
く
友
た
れ
」の
文
字
。
そ
の
上

に
鏡
面
塗
装
を
施
し
た
高
級
感
あ
ふ
れ
る

仕
上
が
り
で
す
。
メ
カ
を
覆
う
ガ
ラ
ス
カ

バ
ー
の
上
に
は
小
物
入
れ
と
な
る
ト
レ

イ
、
ふ
た
裏
に
は
「
都
ぞ
弥
生
」
歌
碑
歌

詞
の
箔
押
し
を
施
し
ま
し
た
。
外
寸
は

24
×
14
×
11

５
セ
ン
チ
、
１

７
キ
ロ
で

す
。オ

ル
ゴ
ー
ル
の
添
書
き
に
は
、
後
輩
で

芥
川
賞
候
補
作
家
の
佐
川
光
晴
君
（
昭
和

58
年
入
寮
）
か
ら
想
い
の
こ
も
っ
た
一
文

も
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
上
質
で
品
の
あ

る
作
品
に
仕
上
が
っ
た
と
今
で
も
自
賛
し

て
お
り
ま
す
。

予
約
価
格
３
３
、９
１
５
円
、通
常
価
格

を
３
８
、０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。平
成
18

年
12
月
20
日
に
発
送
を
開
始
し
、
翌
年
５

月
17
日
新
聞
に
紹
介
さ
れ
、
同
時
に
現
寮

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
勿
論
、
横
山
、
赤
木

両
家
に
も
寄
贈
し
ま
し
た
。
記
事
を
見
た

外
部
の
ゆ
か
り
の
方
々
か
ら
も
個
別
の
思

い
出
物
語
と
と
も
に
購
入
申
し
込
み
が
多

数
寄
せ
ら
れ
、
同
月
完
売
し
ま
し
た
。
全

収
支
は
３
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
編
曲
は
、
既
述
の
北

大
製
と
、
私
が
編
曲
使
用
を
了
承
し
、
現

在
惠
迪
寮
同
窓
会
が
販
売
中
の
オ
ル
ゴ
ー

ル
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
箱
は
全

く
別
物
）。
正
門
横
の
北
大
交
流
プ
ラ
ザ

「
エ
ル
ム
の
森
」の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
似
て
い
る
よ

う
で
す
。
い
ず
れ
も
編
曲
者
に
は
触
れ
て

み
え
ま
せ
ん
が
理
由
は
存
じ
ま
せ
ん
。
私

た
ち
の
寮
舎
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
再
販
は
、
ま

た
の
お
楽
し
み
、
で
す
。

寮
歌
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
話
題
は
こ
れ
に
尽

き
ま
せ
ん
。
寮
の
マ
ド
ン
ナ
事
務
員
、
久

美
子
さ
ん
か
ら
近
年
譲
ら
れ
た
時
計
台
型

の
話
、
半
世
紀
以
上
昔
の
幻
の
品
の
話
、

農
学
部
校
舎
型
の
話
な
ど
。
ま
た
、
申
し

込
ま
れ
た
学
外
の
方
々
か
ら
う
か
が
っ

た
、
寮
歌
に
ま
つ
わ
る
古
え
の
「
恋
」
や

「
恩
」
な
ど
も
、
ま
た
い
ず
れ
。

（
愛
知
県
高
浜
市
）

「
都
ぞ
弥
生
」よ
、
と
こ
し
え
に

木
村

政
明

（
Ｈ
元
年
入
寮
）

恵
迪
寮
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
誕
生
百
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
こ
の
世

紀
の
節
目
に
立
ち
会
え
る
喜
び
に
、
万
感

の
思
い
で
浸
っ
て
お
り
ま
す
。

憧
憬

私
が
北
海
道
大
学
に
入
学
し
、
恵
迪
寮

に
入
寮
す
る
き
っ
か
け
は
寮
歌
「
都
ぞ
弥

生
」の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
高
校
卒
業
後
す
ん
な
り

と
北
大
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
挫
折

を
味
わ
っ
た
末
に
た
ど
り
着
い
た
理
想
郷

で
し
た
。

中
学
校
の
修
学
旅
行
は
北
海
道
で
、
登

別
、
白
老
、
支
笏
湖
、
小
樽
、
そ
し
て
札

幌
を
旅
行
し
ま
し
た
。
札
幌
で
は
緑
豊
か

寄 稿



で
ど
っ
し
り
と
し
た
西
洋
風
の
建
物
が
あ

る
場
所
を
見
学
。
そ
こ
が
ク
ラ
ー
ク
博
士

の
銅
像
が
建
つ
北
海
道
大
学
で
し
た
。
当

時
は
大
学
進
学
な
ど
考
え
が
及
ば
ず
、
た

だ
美
し
い
大
学
と
い
う
印
象
で
し
た
。

そ
の
後
、
青
森
高
校
を
経
て
昭
和
60
年

春
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
に
進
学
し
ま

し
た
が
、
部
活
と
学
業
の
両
立
に
悩
み
、

経
済
的
な
事
情
も
あ
っ
て
２
年
目
の
途
中

で
退
学
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
次
は
学
費

や
生
活
費
が
安
い
国
立
大
学
の
学
生
寮
に

入
ろ
う
と
、
そ
の
年
は
東
北
大
学
を
受
験

し
ま
し
た
が
不
合
格
で
し
た
。

当
時
、
実
家
で
飼
い
猫
が
難
産
の
末
に

死
亡
、
や
っ
と
の
こ
と
で
生
ま
れ
た
子
猫

も
懸
命
の
飼
育
に
か
か
わ
ら
ず
小
さ
な
命

を
絶
ち
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け

で
動
物
の
勉
強
を
し
よ
う
と
思
い
、翌
年
、

北
大
獣
医
学
部
に
進
学
で
き
る
当
時
の
理

系
を
受
験
し
ま
し
た
。
勉
強
の
合
間
に

旧
制
高
校
寮
歌
集
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

聞
き
、
英
気
を
養
い
ま
し
た
。
数
あ
る
寮

歌
の
中
で
も
「
都
ぞ
弥
生
」
は
格
別
に
心

に
沁
み
、
北
海
道
の
厳
し
く
も
美
し
い
自

然
を
格
調
高
く
謳
っ
た
歌
詞
と
、
滔
々
と

流
れ
る
悠
久
の
大
河
の
よ
う
な
大
ら
か
な

旋
律
が
調
和
す
る
名
曲
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
「
都
ぞ
弥
生
」
を
生
ん

だ
恵
迪
寮
に
憧
れ
ま
し
た
。

昭
和
63
年
春
、
北
大
理

系
に
合
格
、

記
憶
の
中
の
美
し
い
北
大
は
今
や
私
の
母

校
で
、「
都
ぞ
弥
生
」は
私
の
精
神
的
支
柱

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
恵
迪
寮
に
入

寮
す
る
と
い
う
も
う
一
つ
の
夢
は
獣
医
学

部
進
学
ま
で
我
慢
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
当
時
、
理

系
の
一
番
人
気
、
獣
医

学
部
に
進
学
す
る
た
め
一
年
間
は
入
寮
せ

ず
、
北
大
の
近
く
に
間
借
り
し
て
教
養
に

通
い
ま
し
た
。

疾
風
怒
濤

一
年
目
を
終
え
、
獣
医
学
部
に
進
学
で

き
る
目
途
が
立
っ
た
た
め
、平
成
元
年
春
、

念
願
の
恵
迪
寮
生
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
「
都
ぞ
弥
生
」
を
始
め
、
恵
迪
寮

歌
を
数
多
く
歌
い
、
酒
も
、
た
く
さ
ん
飲

み
ま
し
た
。
寮
で
は
夜
中
ま
で
続
く
、
あ

る
い
は
夜
中
か
ら
始
ま
る
様
々
な
会
議
が

あ
り
ま
し
た
。
先
輩
、
同
輩
又
は
後
輩
と

議
論
し
、
考
え
方
の
違
い
に
戸
惑
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
治
寮
を
目
指
し

大
学
当
局
と
の
闘
争
な
ど
み
ん
な
で
一
緒

に
な
っ
て
行
動
す
る
団
結
力
の
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
入
寮
以
来
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
毎
日
の
よ
う
に
起
き
、
時
に
は
寮
生

活
の
辛
さ
に
負
け
そ
う
な
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
寮
生
同
士
肩
を
組
ん
で
「
都
ぞ
弥

生
」を
歌
う
と
、「
寮
生
活
は
や
は
り
い
い

な
ぁ
」
と
思
い
直
し
ま
し
た
。

入
寮
後
の
学
生
生
活
は
こ
の
よ
う
に
正

に
疾
風
怒
濤
で
し
た
。
同
年
秋
に
獣
医
学

部
に
進
ん
で
か
ら
は
勉
強
が
忙
し
く
な

り
、
再
び
寮
生
活
と
勉
強
と
の
両
立
が
課

題
と
な
り
ま
し
た
が
、３
年
生
の
時
期
に
、

平
成
２
年
度
寮
歌
「
我
楡
陵
に
｜
行
秋
哀

歌
｜
」
を
作
詞
し
ま
し
た
。
こ
の
寮
歌
は

夕
方
寮
へ
の
帰
り
道
で
眺
め
た
、
夕
陽
の

沈
む
手
稲
山
の
美
し
さ
に
感
動
し
、ま
た
、

中
国
で
起
き
た
天
安
門
事
件
も
念
頭
に
置

い
て
、
大
自
然
の
摂
理
に
対
す
る
人
の
世

の
無
常
を
対
比
さ
せ
、
そ
れ
で
も
未
来
を

担
う
若
人
に
期
待
す
る
歌
で
す
。「
都
ぞ
弥

生
」
を
超
え
る
寮
歌
を
作
ろ
う
と
、
あ
れ

こ
れ
詩
作
に
耽
り
ま
し
た
が
、
と
う
と
う

凌
駕
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
め
て
「
都
ぞ
弥
生
」
は
完
璧
で
、
素
晴

ら
し
い
寮
歌
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。



４
年
生
に
な
る
と
、
卒
業
研
究
に
向
け

た
基
礎
的
研
究
で
勉
強
に
集
中
す
る
た

め
、
平
成
３
年
夏
、
恵
迪
寮
を
一
旦
退
寮

し
、
再
び
間
借
り
生
活
に
入
り
ま
し
た
。

５
年
生
も
半
ば
に
な
る
と
授
業
が
な
く
な

り
、
卒
業
研
究
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
の

で
、
平
成
４
年
夏
、
約
１
年
ぶ
り
に
恵
迪

寮
に
再
入
寮
し
ま
し
た
。
旧
来
の
寮
友
は

相
変
わ
ら
ず
の
友
情
で
接
し
て
く
れ
、
ま

た
、
初
め
て
会
う
後
輩
は
温
か
い
歓
迎
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
恵
迪
寮
に
戻
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

平
成
５
年
初
夏
、
母
校
の
青
森
高
校
で

教
育
実
習
に
入
り
、
生
徒
た
ち
へ
の
最
後

の
挨
拶
で
、「
都
ぞ
弥
生
」を
放
歌
高
吟
し
、

彼
ら
を
励
ま
し
ま
し
た
。

卒
業
研
究
を
や
っ
と
の
こ
と
で
完
成
さ

せ
、
獣
医
師
国
家
試
験
も
奇
跡
的
に
合
格

し
、
平
成
６
年
３
月
、
晴
れ
て
獣
医
学
部

を
卒
業
し
ま
し
た
。
恵
迪
寮
の
追
い
出
し

コ
ン
パ
で
は
図
ら
ず
も
答
辞
を
述
べ
る
役

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
寮
生
活
や
一
緒
に

暮
ら
し
た
寮
生
に
感
謝
す
る
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
式
の
最
後
に
み
ん
な
で
肩
を
組

ん
で
歌
っ
た
「
都
ぞ
弥
生
」
は
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
故
郷
に
帰
る
た

め
札
幌
を
離
れ
る
夜
、
私
の
見
送
り
の
た

め
札
幌
駅
に
20
名
以
上
の
寮
生
が
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
へ
の
激
励
の
後
、
夜

行
列
車
の
発
車
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で

「
都
ぞ
弥
生
」を
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私

は
感
無
量
の
思
い
で
歌
に
聞
き
入
り
、
紆

余
曲
折
を
経
て
最
後
は
恵
迪
寮
生
と
し
て

北
大
を
卒
業
で
き
た
喜
び
に
浸
っ
た
の
で

し
た
。

追
憶

恵
迪
寮
を
去
っ
て
18
年
経
ち
ま
し
た

が
、
私
に
と
っ
て
「
都
ぞ
弥
生
」
は
今
で

も
青
春
の
歌
で
す
。
心
の
ふ
る
さ
と
北
大

の
な
つ
か
し
い
風
景
を
思
い
浮
か
べ
る

時
、
自
然
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
心
に
浮
か
ん

で
き
ま
す
。
北
海
道
の
自
然
を
鮮
や
か
に

謳
い
あ
げ
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
残
し
た
野

心
の
教
訓
の
大
切
さ
を
説
き
、
恵
迪
寮
を

讃
え
て
終
わ
る
、
こ
の
「
都
ぞ
弥
生
」
に

は
不
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

若
者
を
北
海
道
に
い
ざ
な
う
力
、
若
者
に

大
志
を
抱
か
せ
る
力
、
そ
し
て
現
役
恵
迪

寮
生
を
始
め
恵
迪
寮
で
過
ご
し
た
全
て
の

北
大
生
の
心
を
一
つ
に
さ
せ
る
力
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
が
北
大
に
入
学
し
、

恵
迪
寮
生
と
な
り
、
獣
医
学
部
を
卒
業
し

て
青
雲
の
志
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
こ
の
「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
の
力
の
賜

物
だ
と
思
い
ま
す
。
卒
寮
の
際
い
た
だ
い

た
「
都
ぞ
弥
生
」
の
拓
本
は
、
今
で
も
私

の
宝
物
で
す
。

「
都
ぞ
弥
生
」よ
、
あ
り
が
と
う
。
こ
れ

か
ら
も
と
こ
し
え
に
、
北
を
目
指
す
若
者

に
と
っ
て
、
そ
し
て
恵
迪
寮
に
集
う
北
大

生
に
と
っ
て
、
限
り
な
き
前
途
を
明
る
く

照
ら
す
北
極
星
の
ご
と
き
歌
で
あ
れ
。

（
青
森
県
青
森
市
）

復
興
支
援
「
お
茶
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

〜
被
災
者
に
寄
り
添
う
恵
迪
寮
Ｏ
Ｂ

松
本

靖
治

（
Ｈ
５
年
入
寮
）

今
年
１
月
４
日
か
ら
約
３
週
間
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
で
「
震
災
復
興
お
茶

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
と
名
付
け
た
被
災
者
支
援

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
お
茶
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
津
波

の
被
害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
北
部
を
出

寄 稿



発
し
、
原
発
事
故
の
影
響
の
あ
っ
た
茶
産

地
・
神
奈
川
県
南
足
柄
ま
で
約
２
０
０
０

㌔
を
移
動
し
、
37
か
所
の
仮
設
住
宅
集
会

場
な
ど
で
41
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
１
３

０
０
人
以
上
の
被
災
者
に
お
茶
や
お
菓
子

を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
お
茶
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
多
数
の

恵
迪
寮
Ｏ
Ｂ
の
多
大
な
る
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
実
現
で
き
、
成
功
し
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。例
え
ば
福
島
市
松
川
町
で
は
、

現
地
で
農
場
を
営
む
植
木
貴
昭
氏
（
Ｓ
56

年
入
寮
）
を
は
じ
め
福
島
県
内
在
住
の
寮

Ｏ
Ｂ
の
協
力
に
よ
り
、
地
元
住
民
と
、
避

難
し
て
き
た
飯
舘
村
の
仮
設
住
宅
住
民
と

の
親
睦
を
図
る
「
交
流
イ
ベ
ン
ト
」
が
実

施
で
き
ま
し
た
。
こ
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
飯
舘
村
村
長
を
は
じ
め
約
６
０
０
人

も
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
現
役
寮
生
で
は
、
元
寮
長
の
松
尾

駿
介
君（
５
年
目
４
年
生
）も
ド
ラ
イ
バ
ー

を
務
め
約
１
０
０
０
㌔
の
行
程
を
走
破
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
寮
Ｏ
Ｂ
が
中

心
と
な
り
、
１
６
０
万
円
以
上
も
の
募
金

を
集
め
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
お
茶
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
痛
感
し
た

こ
と
…
…
。
そ
れ
は
人
智
を
超
え
た
未
曾

有
の
災
害
を
前
に
人
間
は
あ
ま
り
に
も
無

力
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
困
難
に
直
面
し

て
い
る
人
々
に
か
け
る
言
葉
を
僕
た
ち
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況

の
中
で
唯
一
で
き
る
こ
と
は
、
被
災
者
に

〞
寄
り
添
う
〝
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
〞
寄

り
添
う
力
〝
を
後
押
し
、
被
災
者
を
癒
し

て
く
れ
た
の
が
一
杯
の
お
茶
で
し
た
。

大
災
害
を
前
に
無
力
な
自
分
達
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
の
方
々
に
恵
迪

寮
の
仲
間
と
共
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
和
束
町
・
お
ぶ
ぶ
茶
苑
副
代
表
）

福島市松川町で開かれた被災者支援の交流イベント

キャラバンで巡ったルート



厚
谷
純
吉
君
は
、
平
成
24
年
２
月
18
日
に
享
年
76
歳
で
永
久
の
眠

り
に
つ
か
れ
た
。
同
窓
会
は
若
い
後
輩
達
が
担
っ
て
益
々
発
展
さ
せ

て
く
れ
る
の
を
信
じ
、
心
お
き
な
く
「
都
ぞ
弥
生
」
を
歌
い
、
同
窓

会
を
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
下
さ
る
よ
う
願
っ
て
心
か
ら
の
哀
悼
の

意
を
表
す
る
。

厚
谷
君
は
、
そ
の
２
か
月
前
ま
で
お
元
気
で
、
毎
月
第
３
火
曜
日

に
開
か
れ
る
放
談
会
「
三
火
会
」
に
皆
出
席
し
、
来
し
方
か
ら
同
窓

会
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
「
都

ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
祭
を
盛

大
に
す
る
事
業
内
容
ま
で
楽

し
く
懇
談
さ
れ
て
い
た
。
突

然
の
悲
報
に
接
す
る
と
は
想

像
だ
に
で
き
ず
、
特
に
奥
さ

ま
か
ら
「
せ
め
て
６
月
の
記

念
祭
に
は
出
た
か
っ
た
」
と

言
い
残
さ
れ
た
と
聞
く
と
、

も
う
半
年
で
も
長
生
き
し
て

仲
間
と
肩
を
組
ん
で
「
都
ぞ

弥
生
」
を
声
高
ら
か
に
斉
唱

し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。

さ
ら
に
本
同
窓
会
は
、
発
起

人
会
の
代
表
の
幸
健
一
郎
君
を
平
成
19
年
の
恵
迪
百
年
記
念
祭
で
、

厚
谷
君
を
「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
祭
を
目
前
に
失
っ
た
の
は
、
大

き
な
痛
手
で
あ
り
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。

厚
谷
君
は
、
昭
和
30
年
に
恵
迪
寮
に
入
寮
し
、
翌
年
６
月
に
恵
迪

寮
第
１
５
７
期
執
行
委
員
長
と
な
り
、
秋
の
「
北
大
創
基
百
周
年
記

念
事
業
」
を
裏
支
え
さ
れ
て
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
を
確
立
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
彼
は
札
幌
医
大
か
ら
道
立
保
健
所
長
へ
の
道
を
選
び
、
北
海

道
保
健
衛
生
部
長
時
に
全
道
の
保
健
衛
生
面
の
組
織
改
革
に
大
き
な

成
果
を
上
げ
ら
れ
た
と
言
う
。
そ
し
て
昭
和
58
年
の
本
同
窓
会
を
結

成
時
に
「『
都
ぞ
弥
生
』
精
神
の
継
承
を
目
指
せ
」
と
の
持
論
を
持
っ

て
主
要
役
員
に
就
任
さ
れ
た
。
特
に
高
金
利
時
代
に
設
け
た
終
身
会

費
制
度
が
破
綻
し
て
会
の
解
散
も
余
儀
な
い
と
い
う
危
機
を
迎
え
る

と
、
彼
は
経
営
改
善
の
部
会
長
と
な
っ
て
運
営
支
援
金
制
度
を
提
案

し
て
全
国
を
回
り
、
今
日
の
活
発
な
同
窓
会
に
つ
な
が
る
組
織
基
盤

の
整
備
を
さ
れ
た
。
さ
ら
に
会
議
で
は
、
恵
迪
Ｏ
Ｂ
の
習
性
な
の
か
、

議
論
好
き
で
い
つ
も
堂
々
巡
り
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
彼
が
両
者
の

意
見
を
じ
っ
と
聞
き
、
誠
に
巧
妙
に
誰
も
異
論
の
な
い
結
論
を
導
い

て
仲
介
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
先
輩
ら
の
説
得
も
得
意
と
し
、
今
日
ま

で
の
同
窓
会
活
動
は
、
彼
の
潤
滑
油
的
な
役
割
な
し
で
は
成
り
立
た

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

本
同
窓
会
は
、
世
代
交
代
を
進
め
な
が
ら
、
新
た
な
発
展
を
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
リ
ー
ダ
ー
厚
谷
君
を
失
っ
た
痛
手
は
計

り
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
者
達
は
、
偉
大
な「
都
ぞ
弥
生
」

と
ク
ラ
ー
ク
精
神
を
身
を
以
て
継
承
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

危
機
が
あ
っ
て
も
乗
り
越
え
て
行
く
と
報
告
し
て
追
悼
の
言
葉
と
す

る
。

（
恵
迪
寮
同
窓
会
副
会
長
）

追 悼

井

宗

熱
血
の
人

厚
谷
純
吉
君
を
悼
む

髙

年
入

宏
（
Ｓ
31

）
寮

悼

追



「都ぞ弥生」百年記念事業協賛者ご芳名録

昨年７月と本年２月に本会会員の皆様へ「都ぞ弥生」百年記念事業と記念祭ご協賛願いを差し上げ
たところ、約500名の方々からご協賛頂き、また、開拓の村旧寮舎の名札募集にも350名の応募を頂
きました。誌面をお借りして厚くお礼申し上げます。
皆様のご協力により新入生への「都ぞ弥生」CDの配布を初めとする記念事業も順調に遂行すること

ができました。また、６月９日の百年記念祭も延べ1000名を超える参加で大成功に終えることができ
ました。残る記念事業の映像作品「清き國ぞとあこがれぬ」制作も来春の放映を目指し撮影などが始
まりました。百年記念に相応しいメッセージ性のある作品を世に送り、新しい「都ぞ弥生」の始まり
としたいと存じます。
以下に、ご協賛いただいた方々及び会社・団体などのご芳名を記録し、領収のご報告に代えさせて

頂きます。
「都ぞ弥生」百年記念委員会 会長 横山 清

「都ぞ弥生」百年記念実行委員長 白浜 憲一

〔昭和10～23年入寮〕

（Ｓ10）柴田 勝、河合 惣吾、宍戸 昌夫、（Ｓ11）吉野 照蔵、赤澤 敏行（旧 木村）、（Ｓ12）青木
清、千野 純之、今村 昌耕、三浦 和郎、（Ｓ13）南 福市、吉田 敬一、杉村 興作、（Ｓ14）駒田 盈
郎、竹村 伸一、（Ｓ15）岩田 善輔、山本 善蔵、辻 五朗、（Ｓ16）上平 林作、柳 治一、清水 由次、
塩田 敬司、（Ｓ17）小篠 守正、堀江 晋次郎、松代 平治、北澤 馨、森 敬、樋田 成二、小沢 久弥、
手島 正博、（Ｓ18）佐藤 豊、河野 文弘、松野 宏一、安井 勉、小野 昌信、（Ｓ19）渋谷 富業、橋
本 亮二、大島 寛一、本間 政治、寺井 幸夫、内田 一郎、高橋 政巳、（Ｓ20）村井 乙、多田 邦雄、
谷川 弘、中村 勝美、村野 順三、村田 孝雄、宮坂 正昭、飯田 喜俊、新沼 奎彦、林田 照明、吉村
誠治、角田 和夫、石川 政幸、矢田 友之、佐藤 二郎、碇 康彦、（Ｓ21）村上 忠司、馬場 隆、石
金 昌晴、石坂 實、鳥居 昌男、能勢 誠夫、（Ｓ22）鈴木 昭、杉本 辰夫、大橋 雄六、藤井 義彦、須
藤 修方、有波 敏明、森谷 長能、阿澄 昌夫、（Ｓ23）佐藤 哲、児島 仁、松浦 清、伊東 嘉弘、瀬戸
賢太郎、菊地 敬夫、藤野 俊郎、柏葉 武、黒田 治、澤山 豊、鈴木 博之、中村 秀、古谷 健太郎、
本間 一一、和田 一明
〔昭和25～34年入寮〕

（Ｓ25）田村 久仁夫、石上 勇、小野 求、上山 英一、白石 重治、筒井 澄、中島 光男、西田 信也、
（Ｓ26）沼田 久、澤井 寿一、米山 忠雄、溝口 博、笹谷 宣志、木下 栄三、布川 欣一、水庭 久尚、
羽染 一男、三野 昇、中嶋 利男、近岡 貞志、河原 克美、二川 義昭、増子 忠恕、樋口 忠幸、吉井
誠、平石 修、福井 英一、室田 昌幸、中瀬 篤信、（Ｓ27）宮下 進治、山本 善久、藤倉 孝夫、千葉
眞雄、川元 功、羽田野 六男、鈴木 尚、松浦 博、澤井 廣之、島田 寛、阿部 寿雄、大園 雍彦、金
山 尚武、千田 哲生、種田 忠夫、俵 浩治、出口 廣志、中澤 邦春、松崎 貞夫、平澤 峻、（Ｓ28）村
山 幹夫、福原 裕治、横溝 幸治、矢吹 昌美、加藤 雄志、井口 光雄、小泉 守、須賀 正太郎、藤森
末彦、（Ｓ29）篠原 猛、中田 徹、鈴木 勝男、稲澤 智明、矢野 多郎、山崎 寛志、荒木 武夫、岡部
賢二、市川 茂、川端 陸夫、近藤 智雄、井本 逸夫、（Ｓ30）向井 成司、酒井 誠一郎、笹尾 琢磨、
水島 典弘、川嶋 恒二、高橋 陽一、岡田 廣司、矢島 敏克、山田 斌、末永 義圓、秋野 豊明、厚谷
純吉(故)、伊東 孝、飯塚 敏彦、中川 廸夫・父の分と、古屋 邦夫、村井 亨正、森松 良光、（Ｓ31）
河野 民雄、小林 征、柴田 俊夫、浦崎 永徳、細萱 安彦、三原 藤正、山本 哲也、干場 一正、萩原
荘平、永楽 謙五、西沢 郁夫、石橋 健、上田原 偉雄、梅田 芳昭、小笠原 孝之、加藤 秀一、亀貝 一
義、桐生 芳郎、工藤 宏、桜庭 慎吾、佐藤 允克、菅野 祐治、高井 宗宏、長谷川 孝太郎、堀 泰晴、
前島 一淑、山下 貴正、山田 時夫、横山 清、（Ｓ32）和 孝雄、小林 三樹、田中 信義、吉田 康夫、
島袋 全功、塚崎 喜壽、湯浅 亮、堀 義彦、玉置 和宏、寺崎 晃、長谷川 久、新井 三郎、石川 瞬(故)、
下村 正彦、杉山 一武、関谷 日出夫、高野 豊、筒井 公、橋場 孝、深谷 勲、星野 英二、三島 史朗、
山崎 克彦、山中 義正、渡邊 誠、神 英樹、（Ｓ33）藤田 光雄、新渕 昭光、渡辺 正朋、南 勝、神田
榮夫、住吉 幸彦、小笠原 良之、坂本 亘、中村 晴彦、若山 喬史、山田 正幸、相田 学、田中舘 栄



「都ぞ弥生」百年記念事業協賛者ご芳名録

喜、松山 哲三、間中 俊夫、菅野 溥記、合田 寅彦、阪元 兵三、中田 邦雄、野崎 恭弘、伊藤 洋一、
桶 直義、北野 博、城田 昌良、（Ｓ34）黒川 武、松本 威、工藤 哲也、太田 博視、遠山 博史、大橋
晃、内藤 拓、安間 元、太田原 高昭、川端 正紀、関 稔、古谷 修
〔昭和35～40年入寮〕

（Ｓ35）藤城 清司、堀内 成浩、菊地 寛、佐久間 利夫、関根 忠雄、多田 雅文、鈴木 道雄、上江洲
安宏、藏谷 幸榮、清水 宏、寺尾 精二、山之内 久義、（Ｓ36）伊達 崇秀、竹本 悠二、桐田 豊正、
嶋田 誠、福井 徹也、近藤 忠実、三戸 猛義、斉藤 国和、市川 紀行、（Ｓ37）諏訪 正明、今井 久雄、
金 武彦、根岸 正充、江川 良武、織田 健三、浦口 勝美、平良 健康、後藤 尚司、石川 、石本 征
一、泉 定明、伊藤 博夫、大木 捷利、小島 洋一、新蔵 利煕、田口 光彦、六宗 一征、藤井 洋治、
丸銭 詔司、向山 征哉、（Ｓ38）佐藤 史夫、沖田 紘昭、秋野 隆英、安彦 和之、片桐 政司、戸沼 昭
平、武田 雷介、石井 豊彦、小野 剛、藤田 正一、石嶋 紘、伊藤 靖久、氏平 増之、城戸 勝利、佐
藤 市雄、佐藤 征夫、里見 義昭、田中 利勝、田村 誠一、松尾 憙道、（Ｓ39）上戸鎖 邦雄、芳賀 嘉
幸、鈴木 修六、関口 光雄、真野 勇、魚山 和春、春日 清一、長浜 秋良、天形 博茂、菊間 征司、
金 正出、佐竹 正治、四方 純、鳥潟 肇、南部 攻一(故)、西田 昭夫、山田 秀司、吉田 健、（Ｓ40）
白浜 憲一、山口 千里(故)、亀田 郁朗、石村 義典、佐藤 信雄、関根 喬雄、今 繁、菅沼 武治（旧
染谷）、三宅 康雄、成ケ沢 憲太郎、岩本 孝一(故)、上坂 佳則、大隈 昭二、大野 泰熙、嶋田 憲一、
武市 博、千川 浩治、内藤 春彦、平田更一
〔昭和41～57年入寮〕

（Ｓ41）須藤 洋一、鈴木 博史、岩渕 実、神川 一俊、阿武 和夫、入江 和彦、采 猛、勝山 真吉、木
村 正博、今 重一、茶碗谷 享、春名 敏弘、八重樫 幸一、（Ｓ42）佐々木 宏治、井出 秀三(故)、中
道 育夫、（Ｓ43）添田 茂、大沼 博良、望月 利孝、佐々木 信廣、山科 直利、村上 昭男、瀬尾 寛、
岩瀬 謙一、中村 一孝、梅田 耕一、小池 秀正、稲葉 廣次、中島 正喜、西田 強、皆川 吉郎、（Ｓ44）
小倉 清春、小栗 重明、坂倉 雅夫、植松 高志、高瀬 晴久、鶴渕 精一、光井 久、岩本 栄一、（Ｓ45）
松浦 昇、山内 泰雄、北村 志朗、小原 隆夫、藤長 恭常、矢嶋 啓司、川村 直之、中島 敏夫、吉沢
武治、松村 千春、（Ｓ46）吉田 次夫、木村 成二、加藤 秀弘、清野 修、長久保 敏雄、（Ｓ47）表 芳
弘、国乗 正夫、佐藤 文雄、今野 隆彦、滝 邦久、福永 徳三郎、（Ｓ48）久下 真一、中紙 麦平、後
藤 健、神保 重孝、松岡 繁幸、大森 秀治、加藤 守克、山本 郁夫、（Ｓ49）荒木 隆夫、川瀬 和博、
水野 達男、渡辺 修、（Ｓ50）小木 聡、（Ｓ51）塩井 孝、小林 次郎、高橋 秀樹、土井 俊一、富久
日出男、安田 健治、（Ｓ52）田子 真、川村 信也、（Ｓ53）家村 明宏、竹田 幸宏、竹下 忠彦、小寺
収、（Ｓ54）山本 隆昭、（Ｓ55）尾田 智彦、関 邦彦、佐々木 欣也、榊原 悟志、（Ｓ56）稲葉 慶一
郎、加藤 千恵次、（Ｓ57）植木 貴昭
〔昭和58年～平成入寮〕

（Ｓ58）原澤 辰明、（Ｓ61）鈴木 清史、（Ｓ63）木村 政明、（Ｈ03）竹原勝司、（Ｈ07）長谷川 健、
原 幸弘、（Ｈ08）渕上 玲子、（Ｈ19）植村 敬一 （以上466名)
〔寮外生、他〕

（初代会長ご子息）大原 洋一、（北大）弓巾 和順、伊藤 茂男、本間 利久、（寮外）小菅 高之、村山
邦彦、池田 雅彦、小口 正持、和知 弥生、五十嵐 三津雄、抗田 嘉夫、岸 玲子、鷲頭 隆、手島 肇、
町田 正人（寮外生）、海谷 正道、樋口 達夫（大塚）、法学部同窓会（相馬 秋夫）、北大東京、大塚ホー
ルディングス、川越 幸江、モリ ナツコ （以上22名・団体)

敬称略>



恵
迪
寮
で
は
豊
か
な
原
始
林
に
抱
か
れ

た
南
寮
の
主
に
「
Ｓ
下
」
で
暮
ら
し
ま
し

た
。
春
に
な
る
と
、
水
芭
蕉
が
咲
き
、
カ
ッ

コ
ウ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
思
い
出
深
い
恵
迪
寮
の
開
識
社

で
、
母
校
の
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
に
つ
い

て
語
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。

い
ま
朝
日
新
聞
で
論
説
委
員
を
し
て
い

て
、
朝
日
新
聞
の
紙
面
で
「
永
遠
の
幸
」

に
つ
い
て
書
い
た
の
で
す
が
、
本
題
に
入

る
前
に
校
歌
に
対
す
る
私
の
思
い
を
少
し

お
話
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

大
学
時
代
は
自
分
の
将
来
を
見
通
す
こ

と
が
で
き
ず
、
卒
業
直
前
の
２
月
ま
で
就

職
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
時
、
水
産
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
長
だ
っ
た

鈴
木
恒
由
先
生
に
「
野
呂
、
お
ま
え
就
職

決
ま
っ
て
な
い
ん
だ
ろ
。
北
水
の
Ｏ
Ｂ
が

〞
人
買
い
〝に
来
る
か
ら
、
サ
ク
ラ
で
い
い

か
ら
出
席
し
て
く
れ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
で
出
席
し
た
会
社
の
就
職
説
明
会

で
履
歴
書
を
書
く
と
、
10
日
ほ
ど
し
て
内

定
通
知
が
届
き
、
悩
ん
だ
末
に
そ
の
大
阪

の
冷
凍
機
製
造
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
一
生
続
け
る
の
か
悶
々
と

す
る
な
か
で
、
試
用
期
間
を
終
え
て
正
式

採
用
さ
れ
る
10
月
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
就
職
し
た
そ
の
年
、
１
９
８
１
年
の

９
月
下
旬
、
月
刊
「
文
芸
春
秋
」
10
月
号

で
「
フ
ァ
ニ
ア

歌
い
な
さ
い
」
と
い
う

記
事
を
読
み
ま
し
た
。

フ
ァ
ニ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
系
ユ
ダ
ヤ
人
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
ナ
チ
ス
の
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
収
容
所
に
連
行
さ
れ
ま
し
た
。
彼

女
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
楽
団
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
、
仲
間
に
対
し
「
歌
い
な
さ
い
。

歌
っ
て
い
れ
ば
生
き
延
び
ら
れ
る
の
よ
」

と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

連
合
軍
が
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
を
解
放
し

た
日
、
や
せ
衰
え
た
フ
ァ
ニ
ア
は
イ
ギ
リ

ス
軍
の
兵
士
に
抱
き
留
め
ら
れ
、
母
国
の

国
歌
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
ユ
」
を
歌
っ
た
の

で
す
。私
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

生
死
の
淵
に
あ
る
と
き
、
歌
う
歌
が
あ
る

こ
と
、
そ
の
歌
が
国
歌
で
あ
る
こ
と
に
衝

撃
を
受
け
た
の
で
し
た
。
そ
し
て「
俺
に
、

歌
う
歌
は
あ
る
の
か
」
と
考
え
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

日
雇
い
生
活
か
ら
新
聞
記
者
へ

そ
の
日
の
夜
、今
日
し
か
な
い
と
考
え
、

辞
表
を
書
き
ま
し
た
。会
社
を
辞
め
て
も
、

飯
を
食
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
結
局
、
日
雇
い
の
生
活
に
な
り
、
神

戸
市
垂
水
区
で
三
畳
一
間
の
ア
パ
ー
ト
で

暮
ら
し
ま
し
た
。
垂
水
に
は
私
の
母
校
の

星
陵
高
校
が
あ
り
、
高
校
の
後
輩
が
近
く

の
ゴ
ル
フ
場
で
キ
ャ
デ
ィ
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
し
た
。
当
面
は
そ
の
ゴ
ル
フ

場
で
働
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

校
歌
「
永
遠
の
幸
」
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
っ
て

講
師

野

呂

雅

之

君
（
Ｓ
51
年
入
寮
）

恵
迪
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部

開
識
社
講
演

平
成
23
年
９
月
17
日



ち
な
み
に
星
陵
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
長

だ
っ
た
武
川
恒
也
先
生
は
恵
迪
寮
の
Ｏ
Ｂ

で
、
北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
昭
和
40
年
度
の

主
将
で
す
。
恵
迪
寮
、
楡
影
寮
で
暮
ら
し
、

理
学
部
数
学
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
私

の
仲
人
で
も
あ
り
ま
す
。

日
雇
い
生
活
が
１
年
も
続
く
と
、
さ
す

が
に
気
持
ち
が
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
自
分
を
励
ま
す
た

め
に
歌
っ
た
の
が
、
校
歌
「
永
遠
の
幸
」

で
し
た
。
フ
ァ
ニ
ア
に
と
っ
て
歌
っ
た
の

は
母
国
フ
ラ
ン
ス
の
国
歌
で
し
た
が
、
私

に
と
っ
て
は
「
永
遠
の
幸
」
だ
っ
た
の
で

す
。私

は
音
楽
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
絵
も
う

ま
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
先
が
不
器
用
な

た
め
大
工
と
い
っ
た
よ
う
な
職
人
に
な
れ

そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
な
の
で
国

語
は
で
き
る
の
で
、
新
聞
記
者
な
ら
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
た
の
で
す

が
、
少
し
理
屈
を
言
い
ま
す
と
、
新
聞
記

者
は「
正
し
い
こ
と
を
正
し
い
と
い
え
る
」

仕
事
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
の
が
一
番

の
動
機
で
し
た
。

１
９
８
３
年
、
産
経
新
聞
に
入
社
。
26

歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
８
年
後
、

朝
日
新
聞
に
移
籍
し
て
か
ら
も
、
社
会
部

で
事
件
記
者
が
長
く
、「
夜
討
ち

朝
駆

け
」
と
い
わ
れ
る
生
活
で
し
た
。
夜
中
に

電
信
柱
に
隠
れ
、
不
審
者
に
間
違
え
ら
れ

て
１
１
０
番
通
報
さ
れ
、
職
務
質
問
さ
れ

た
こ
と
も
二
度
や
三
度
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
ん
な
生
活
で
し
た
が
、
私
は
「
永
遠

の
幸
」
を
歌
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
事
件
記
者
の
特
ダ
ネ
競
争

は
か
な
り
厳
し
い
仕
事
で
す
が
、
天
職
と

も
思
え
る
新
聞
記
者
に
な
っ
て
、
自
分
を

鼓
舞
す
る
た
め
に
「
永
遠
の
幸
」
を
歌
う

必
要
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

社
内
企
画
「
う
た
の
旅
人
」
に
応
募

本
題
に
入
り
ま
す
。
朝
日
新
聞
土
曜
版

の
企
画
「
う
た
の
旅
人
」
に
、
校
歌
「
永

遠
の
幸
」
が
載
っ
た
の
は
２
０
１
０
年
11

月
27
日
。
そ
の
企
画
に
登
場
さ
せ
る
歌
の

社
内
公
募
が
あ
り
、
迷
わ
ず「
永
遠
の
幸
」

を
推
し
ま
し
た
。
た
だ
、
さ
す
が
に
母
校

の
校
歌
そ
の
も
の
で
は
気
が
引
け
た
の

で
、「
永
遠
の
幸
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
な
っ

た
南
北
戦
争
の
北
軍
行
進
曲
「T

ram
p
,

T
ram
p
,T
ram
p

」
で
応
募
し
ま
し
た
。

応
募
の
レ
ジ
ュ
メ
は
次
の
よ
う
な
内
容

に
し
ま
し
た
。

｜

南
北
戦
争
の
北
軍
の
進
軍
歌

「T
ram
p
,T
ram
p
,T
ram
p

」
は
、
札
幌

農
学
校
の
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
な
り
、
さ
ら
に
同
志
社
大
学
ラ

開識社講演

西日本支部開識社で講演する野呂君



グ
ビ
ー
部
の
応
援
歌
「
若
草
萌
え
て
」
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
も
な
っ
た
。
札
幌
農
学
校

の
初
代
教
頭
は「
少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」

で
知
ら
れ
る
ク
ラ
ー
ク
博
士
で
、
同
志
社

大
の
創
始
者
で
あ
る
新
島
襄
は
米
ア
ー
モ

ス
ト
大
で
ク
ラ
ー
ク
博
士
に
師
事
し
た
最

初
の
日
本
人
。
ク
ラ
ー
ク
ゆ
か
り
の
２
つ

の
学
校
で
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
歌
が
生
ま

れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
く
、
し
か
も
ク

ラ
ー
ク
博
士
は
北
軍
の
大
佐
を
し
て
い

た
。「Tram

p

〜
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
も
伝
わ
り
、
彼
の
国
の
準
国

歌
と
い
わ
れ
る
「G

O
D save Ireland

」

に
も
使
わ
れ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
１
８

４
０
年
代
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
で
餓
死
者

を
出
し
、
新
天
地
ア
メ
リ
カ
に
多
く
の
人

が
移
民
と
し
て
海
を
渡
っ
た
。
そ
の
移
民

た
ち
は
南
北
戦
争
で
北
軍
の
志
願
兵
と
し

て
従
軍
し
、
母
国
に
戻
っ
た
移
民
た
ち
が

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
伝
え
た
の
だ
ろ
う
｜

実
は
レ
ジ
ュ
メ
は
、北
大
の
広
報
誌「
リ

テ
ラ
ポ
プ
リ
」
に
文
学
部
出
身
で
野
球
部

Ｏ
Ｂ
の
古
川
俊
実
さ
ん
が
書
い
た
「
ダ
ブ

リ
ン
で
校
歌
を
聴
い
た
」
と
い
う
記
事
の

内
容
を
拝
借
し
た
も
の
な
の
で
す
。
古
川

さ
ん
は
朝
日
新
聞
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
っ
て
、
さ

す
が
元
新
聞
記
者
が
書
い
た
だ
け
に
非
常

に
よ
く
ま
と
ま
っ
た
記
事
で
し
た
。
古
川

さ
ん
の
い
わ
ば
タ
ネ
本
が
あ
る
の
で
、「
う

た
の
旅
人
」
の
原
稿
は
た
や
す
く
書
け
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ

は
甘
い
と
い
う
こ
と
を
す
ぐ
に
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
北
大
農
学
部
Ｏ

Ｂ
で
双
日
総
合
研
究
所
社
長
の
多
田
幸
雄

さ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と
で
し
た
。
多
田
さ

ん
は
米
国
で
南
北
戦
争
を
再
現
す
る
模
擬

戦
に
何
度
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
模
擬

戦
で
は
夜
に
な
る
と
、
陽
気
な
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
が
歌
う
の
で
す
が
、
南
北
戦
争
当
時

の
歌
が
た
く
さ
ん
日
本
に
伝
わ
り
、
同
じ

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
使
っ
た
歌
が
何
曲
も
あ
る

こ
と
に
多
田
さ
ん
は
驚
い
た
と
い
い
ま

す
。そ

ん
な
歌
の
な
か
に
、「T

ra
m
p
,

T
ram
p
,T
ram
p

」
が
あ
っ
た
の
で
す
。

「T
ra
m
p

〜
」
の
作
曲
者
で
あ
る

ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
ト
（
１
８
２
０
〜
１
８

９
５
）
は
同
時
代
の
音
楽
家
フ
ォ
ス
タ
ー

を
し
の
ぐ
人
気
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
南
北

戦
争
が
始
ま
る
と
い
ち
早
く
リ
ン
カ
ー
ン

大
統
領
支
持
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
開
戦

２
日
後
か
ら
北
軍
を
励
ま
す
歌
を
つ
く

り
、
戦
時
中
に
35
曲
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み

出
し
た
と
い
い
ま
す
。

南
北
戦
争
の
行
進
曲

有
島
の
恩
師
が
選
曲

そ
の
旋
律
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は

意
外
に
早
く
、
札
幌
農
学
校
開
校
の
前
年

で
あ
る
明
治
８
年
。
近
代
国
家
を
め
ざ
す

明
治
政
府
は
明
治
20
年
に
か
け
て
西
洋
諸

国
の
楽
譜
を
大
量
に
購
入
し
、「T

ram
p

〜
」
は
最
初
の
買
い
入
れ
書
に
登
場
し
て

い
ま
す
。
こ
の
曲
は
米
国
で
い
く
つ
も
歌

詞
の
違
う
歌
が
生
ま
れ
、
教
科
書
に
も
載

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
「
文
部
省
買
入
楽

譜
」は
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
「T

ram
p

〜
」
の
旋
律
は
人

気
に
な
り
、
唱
歌
や
軍
歌
に
転
用
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
期
を
代
表
す
る
音
楽
家
だ
っ

た
納
所
弁
次
郎
が
編
集
し
た「
日
本
軍
歌
」

に
は
、「
学
び
の
み
ち
」と
い
う
軍
歌
と
し

て
載
っ
て
い
ま
す
。



納
所
弁
次
郎
は「
桃
太
郎
」「
う
さ
ぎ
と

か
め
」な
ど
の
唱
歌
の
作
曲
者
で
も
あ
り
、

明
治
21
年
に
学
習
院
助
教
授
に
な
っ
て
、

小
学
校
に
あ
た
る
予
備
科
で
「
唱
歌
」
の

授
業
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

学
習
院
と
い
え
ば
有
島
の
出
身
校
で
、

納
所
が
助
教
授
に
な
っ
た
年
、
有
島
は
予

備
科
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
納
所
に
唱

歌
を
習
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
翌
年

に
有
島
は
中
学
科
に
進
ん
だ
た
め
、
納
所

と
の
交
流
は
あ
っ
て
も
一
年
だ
け
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
か
つ
て
の
恩
師
に
校
歌
の
選

曲
を
頼
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。校

歌
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
記
事
に
ま
と
め
た
の
で
す
が
、
も
う
ひ

と
つ
重
要
な
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

新
渡
戸
稲
造
が
明
治
27
年
、
私
財
を
投

じ
て
設
立
し
た
「
遠
友
夜
学
校
」
の
こ
と

で
す
。
当
時
の
北
海
道
は
児
童
の
就
学
事

情
が
非
常
に
悪
く
、
小
学
校
に
通
っ
て
い

な
い
子
ど
も
は
３
割
と
も
４
割
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
新
渡
戸
は
そ
う
し
た
子

ど
も
た
ち
に
無
償
で
教
育
を
受
け
る
機
会

を
与
え
た
い
と
考
え
、「
遠
友
夜
学
校
」を

設
立
し
た
の
で
し
た
。
学
費
も
教
科
書
代

も
無
料
で
、
先
生
役
は
札
幌
農
学
校
の
教

授
陣
や
学
生
た
ち
が
こ
れ
も
無
償
で
つ
と

め
ま
し
た
。

昭
和
19
年
、
開
校
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年

の
節
目
の
年
に
「
遠
友
夜
学
校
」
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が
学
徒
出
陣
で

戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
て
先
生
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
軍
事

教
練
を
し
な
い
夜
学
校
が
軍
部
か
ら
睨
ま

れ
た
と
い
う
の
も
閉
校
の
理
由
だ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

と
も
あ
れ
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
貧
し

い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
文
字
通

り
手
弁
当
で
担
っ
て
き
た「
遠
友
夜
学
校
」

は
、
札
幌
農
学
校
そ
し
て
北
大
の
良
心

だ
っ
た
、
と
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

有
島
武
郎
は
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
に
先

立
ち
、「
遠
友
夜
学
校
」の
校
歌
も
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
校
歌
は
９
番
ま
で
あ
り

ま
す
が
、
夜
学
校
で
学
ん
だ
生
徒
た
ち
は

校
歌
を
後
々
ま
で
覚
え
て
い
た
と
い
い
ま

す
。「
♪
正
義
と
善
と
に
身
を
さ
さ
げ

欲

を
ば
捨
て
て
一
筋
に
♪
」。こ
う
歌
う
５
番

の
歌
詞
が
好
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
が
、
そ

の
歌
詞
に
は
有
島
の
人
柄
が
よ
く
表
れ
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

謎
と
し
て
残
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
北
海
道
文
学
館
理
事
長
の
神
谷
忠
孝

さ
ん
は
元
北
大
文
学
部
教
授
で
、
有
島
武

郎
研
究
会
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。

し
か
も
恵
迪
寮
Ｏ
Ｂ
で
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の

先
輩
で
も
あ
り
ま
す
。
神
谷
さ
ん
は
校
歌掲載された紙面を手に熱弁を振う講演者

開識社講演



「
永
遠
の
幸
」に
つ
い
て
、
こ
う
話
さ
れ
ま

し
た
。

有
島
の
無
理
心
中
で
禁
止
歌
に
も
？

「
恵
迪
に
入
っ
て
寮
歌
指
導
の
と
き
、先

輩
か
ら
『
こ
の
校
歌
は
歌
い
た
く
て
も
歌

え
な
い
時
代
が
あ
っ
た
』と
聴
か
さ
れ
た
」

有
島
武
郎
は
大
正
12
年
、
中
央
公
論
社

の
記
者
波
多
野
秋
子
と
心
中
し
た
。
45
歳

だ
っ
た
有
島
は
妻
を
亡
く
し
て
独
身
、
29

歳
の
秋
子
に
は
夫
が
い
た
。

人
妻
と
心
中
し
た
者
の
つ
く
っ
た
歌
と

し
て
は
ば
か
れ
、
歌
う
こ
と
が
禁
じ
か
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
命
じ
た
の
は

初
代
学
長
の
佐
藤
昌
介
で
は
な
い
か
、
と

い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
大
の
資
料
館
で

当
時
の
学
内
新
聞
や
資
料
を
当
た
り
ま
し

た
が
、
佐
藤
昌
介
が
禁
止
歌
に
し
た
と
い

う
証
拠
は
見
つ
か
ら
ず
、
記
事
の
中
で
は

「
伝
説
」
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
同
志
社
大
学
ラ
グ
ビ
ー

部
の
応
援
歌
「
若
草
萌
え
て
」
に
つ
い
て

も
触
れ
ま
し
た
。

「
若
草
萌
え
て
」は
い
ま
ラ
グ
ビ
ー
部
で

は
歌
わ
れ
ず
、
大
学
全
体
の
応
援
歌
に

な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
同
志
社
の
中
学
や

高
校
の
応
援
歌
で
も
あ
る
の
で
す
。
全
校

の
応
援
歌
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
歌
詞
を

つ
く
っ
た
人
、
作
者
は
誰
か
わ
か
っ
て
お

ら
ず
、
そ
も
そ
も
制
作
年
も
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

我
々
が
母
校
の
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
に

こ
め
る
思
い
と
、
同
志
社
の
み
な
さ
ん
の

「
若
草
萌
え
て
」へ
の
思
い
と
で
は
ず
い
ぶ

ん
違
い
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

同
志
社
に
は
札
幌
農
学
校
へ
の
憧
憬
と

羨
望
、
優
越
感
と
い
う
複
雑
な
感
情
が
あ

る
の
も
取
材
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
で
し

た
。新

島
襄
は
日
本
人
で
は
ク
ラ
ー
ク
博
士

の
最
初
の
弟
子
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
同
志

社
は
、
札
幌
農
学
校
す
な
わ
ち
北
大
ほ
ど

ク
ラ
ー
ク
博
士
と
濃
厚
な
関
係
を
築
い
て

は
い
ま
せ
ん
。
最
初
の
弟
子
と
い
う
優
越

感
、
そ
の
一
方
で
北
大
ほ
ど
の
深
い
絆
で

結
び
つ
い
て
は
い
な
い
こ
と
か
ら
く
る
羨

望
と
憧
憬
。
同
志
社
の
人
々
は
複
雑
な
心

境
な
の
で
し
ょ
う
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
明
治
末
か
ら
大

正
に
か
け
て
、
同
志
社
は
札
幌
農
学
校
ゆ

か
り
の
人
々
を
非
常
勤
の
講
師
と
し
て
招

い
て
い
ま
す
。
内
村
鑑
三
、
新
渡
戸
稲
造
、

宮
部
金
梧
、
そ
し
て
「
永
遠
の
幸
」
の
作

歌
を
し
た
有
島
武
郎
。
同
志
社
は
そ
の
当

時
か
ら
ク
ラ
ー
ク
博
士
ゆ
か
り
の
札
幌
農

学
校
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
北
大
よ
り
も
む
し
ろ
同
志
社
の

ほ
う
が
今
も
札
幌
農
学
校
、
ク
ラ
ー
ク
博

士
の
研
究
は
盛
ん
と
い
え
ま
す
。

そ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
と
め
、
校

歌
「
永
遠
の
幸
」
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
旅

を
終
え
ま
し
た
。

（
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
論
説
委
員
）



「B
e G

e
n
tle
m
a
n

」
と
い
う
教
え

第
２
９
９
期
執
行
委
員
長

加

藤

友

彬

（
Ｈ
23
年
入
寮
）

「B
e G
entlem

a
n

」。恵
迪
寮
で
暮
ら
し

て
い
る
と
こ
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
言
葉
を

実
感
し
ま
す
。
先
輩
た
ち
も
ご
存
じ
の
通

り
恵
迪
寮
は
と
て
も
自
由
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
た

ち
を
律
し
て
い
る
も
の
は
皆
で
決
め
た

ル
ー
ル
で
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
を
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
決
め
て
お
ら
ず
罰
則
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
先
は
個
人
の
倫
理

観
に
委
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
恵
迪
寮

と
い
う
学
寮
が
昔
と
変
わ
ら
な
い
姿
を

保
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ク
ラ
ー
ク
博
士

の
言
葉
が
僕
た
ち
の
心
に
根
付
い
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
社

会
に
出
て
い
く
僕
た
ち
に
色
々
な
挫
折
や

困
難
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の

先
輩
方
も
体
験
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
際
に
役
に
立
っ
た
の
は
「B

e
 

G
entlem

a
n

」
と
い
う
教
え
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
寮
で
培
っ
た
こ
の
教
え

の
下
に
行
動
す
れ
ば
真
な
る
迪みち
は
開
か
れ

る
と
、
僕
は
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

僕
た
ち
は
恵
迪
寮
で
今
も
変
わ
ら
ず
自

治
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寮
を
取
り
巻
く
状

況
は
時
代
で
違
い
ま
す
が
、
日
常
で
の
部

屋
員
と
の
会
話
や
代
議
員
会
で
の
夜
通
し

の
議
論
な
ど
の
光
景
は
今
も
昔
も
変
わ
っ

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

楽
し
さ
や
経
験
が
自
治
を
続
け
て
い
る
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
恵
迪

寮
同
窓
会
の
先
輩
方
が
創
り
発
展
さ
せ
て

き
た
「B

e G
entlem

a
n

」
と
い
う
恵
迪
寮

の
根
本
は
何
一
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
は
ず

で
す
。

こ
の
先
、
恵
迪
寮
も
様
々
な
困
難
や
難

問
が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
中
で
教
え
を
忘
れ
ず
に
行
動
し
て
い

け
ば
、
そ
う
し
た
困
難
を
経
験
に
変
え
て

克
服
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。「Be G

entlem
a
n

」
と
い
う
教
え
に
誇

り
を
持
ち
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
で
、
こ
の
恵
迪
寮
と
い
う
素
晴
ら
し
い

環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
農
学
部
農
業
工
学
科
３
年
）

現寮から

で加藤君総合博物館前

現
寮
か
ら



作
詞

安

田

龍

平

君
（
Ｈ
19
年
入
寮
）

作
曲

我
如
古

弥

司

君
（
Ｈ
22
年
入
寮
）

作
詞
の
安
田
龍
平
君
（
23
）
は
秋
田
県
出
身
で
、
入
学
、
入
寮
と

同
時
に
応
援
団
に
入
り
、
在
寮
中
、
先
輩
か
ら
譲
り
受
け
た
弊
衣
、

ぼ
ろ
着
で
通
し
た
つ
わ
も
の
だ
。
今
春
か
ら
北
海
道
大
学
大
学
院
国

際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院
観
光
創
造
専
攻
に
進
み
、
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
の
大
き
な
体
に
明
る
い
性
格
で
仲
間
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

入
寮
以
来
、
寮
歌
集
に
載
る
寮
歌
を
作
る
の
が
夢
で
、
こ
れ
ま
で

３
回
応
募
、
よ
う
や
く
〞
三
度
目
の
正
直
〝
で
念
願
を
果
た
し
た
。

作
詞
し
た
「
広
が
る
は
｜

」
は
７
曲
の
応
募
作
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
。入

学
以
来
、
経
験
し
た
喜
び
や
悲
し
み
、
悩
み
な
ど
５
年
間
の
出

来
事
を
、
自
分
ら
し
い
表
現
で
、
抽
象
的
な
言
葉
を
選
び
な
が
ら
作

詞
し
た
と
い
う
。
安
田
君
は
「
こ
の
歌
が
将
来
も
歌
い
継
が
れ
る
か

は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
代
に
寮
生
活
を
過
ご
し
た
仲
間
達

の
記
憶
に
残
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

一
方
、
作
曲
の
我が
如ね
古こ
弥
司
ひ
さ
し
君
（
19
）
は
、
沖
縄
県
那
覇
市
出
身

の
理
学
部
数
学
科
専
攻
の
２
年
生
。
彼
の
作
曲
方
法
が
変
わ
っ
て
い

る
。
ア
メ
フ
ト
の
応
援
の
帰
り
道
、
友
人
が
携
帯
で
送
信
し
て
き
た

「
広
が
る
｜

」
の
詞
が
、
た
ま
た
ま
見
上
げ
た
空
の
イ
メ
ー
ジ
に

ぴ
っ
た
り
で
、
思
わ
ず
即
興
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
、
携
帯
の
音
声

録
音
機
能
に
吹
き
込
ん
だ
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
作
曲
の
経
験
が
な
い
た
め
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
五
線
譜
に

落
と
さ
ず
、
Ｍ
Ｄ
で
応
募
し
た
と
い
う
今
時
の
表
現
方
法
で
あ
る
。

「
先
輩
の
詞
意
が
生
か
さ
れ
た
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
が
、選
ば
れ

て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
歌
い
継
が
れ
る
た
め
に
何

と
か
譜
面
を
作
っ
て
み
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
る
。

平
成
23
年
度

寮
歌
「
広
が
る
は

た
だ
青
き
旅
路
ぞ
」

作曲の我如古君（左）と作詞の安田君



「
広
が
る
は

た
だ
青
き
旅
路
ぞ
」

安
田
龍
平
君
作
詞

我
如
古
弥
司
君
作
曲

春
風
吹
き
ゆ
く
原
始
の
森
に

吾
れ
微
睡
ま
ど
ろ
み
て

酒
宴
う
た
げ
し
て

逍
遙
す
れ
ど
も
そ
の
歩
は
止
ま
ず

危
急
の
時
代
と
き
に
あ
れ
ば
こ
そ

渦
巻
く
疾
風
吾
が
勇ゆう
を
呼
び

怒
濤
は
汝な
れ
に
義
を
求
む

今
ぞ
吾
等
が
誠まことを
奮
い

髙う
唄た
い
て
進
ま
ん

青
き
旅
路
を

一

星
は
昴
々
こうこう

美
稲
うましね
越
え
て

玉
黍
たまきび
を
食
む

旅
鳥
や

染
ま
ず
彷
徨
さ
ま
よ
う

其
が
白
羽
に

斗
星
ほ
し
と
大
志
の
結
ぶ
瞬
間
と
き

広
が
る
は
た
だ
青
き
旅
路
ぞ

二

花
は
灼

々

しゃくしゃく

壌つち
撃う
つ
酔
い
を

君きみ
影かげ
草くさ
の
鈴
音
お
と
に
き
く

さ
れ
ば
こ
の
掌て
を

春しゅん
陽よう
高
く

翳かざ
し
て
情
熱
ね
つ
を

う
ち
燃
や
し

濃
緑
こみどり
に
萌
ゆ

白
花
は
な
に
誇
ら
ん

三

月
は
朧
々

輝
光
き
こ
う
は
幽
か

梢しょう
叢そう
わ
け
て

川
に
落
つ

水
面
に
透す
く

き
み
が
底そこいに

己
が
混
濁
よ
ど
み
を

う
つ
し
見
て

孤
月
つ
き
仰
ぐ
子
よ

誰た
が
為
に
泣
く

四

雪
は
皚
々
がいがい

大
地
軋きし
め
て

氷ひょう
嵐らん
ま
さ
に

街
を
呑
む

無
明
むみょう
の
曠
野
に

巨きょ
熊ゆう
眠
る
も

弦
を
矜
恃
と
爪
弾
つ
ま
け
ば

嗚
呼
黎
明
しののめ
に

吹
雪
ゆ
き
も
霧
散
す

五

宙
は
悠
々

逍しょう
遙よう
の
果
て

芝
草
く
さ
を
枕
に

銀
河
ほ
し
を
抱
く

有
情
うじょう
の
声
に

朋
友
と
も
和
す
寮
歌
う
た
を

讃
え
て
天
宙
そ
ら
を

見
仰
げ
ば

広
が
る
は
た
だ

青
き
旅
路
ぞ

現寮から



「
都
ぞ
弥
生
」
の
誕
生

最
初
に
「
都
ぞ
弥
生
」
に
つ
い
て
。「
都
ぞ
弥
生
」
の
寮
歌
と
し
て

の
本
質
は
前
島
一
淑
さ
ん
が
話
し
ま
す
の
で
、
外
形
的
な
こ
と
に
絞

り
ま
す
。

日
本
の
帝
国
大
学
の
始
ま
り
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
を
す
る
と
、
東

大
１
８
８
６
年（
明
治
19
）、
京
大
１
８
９
７
年
、
東
北
大
１
９
０
７

年
、
九
大
１
９
１
１
年
、
北
大
１
９
１
８
年
と
い
う
順
で
す
。
札
幌

農
学
校
ス
タ
ー
ト
か
ら
36
年
目
の
１
９
１
２
年
（
明
治
45
）
４
月
８

日
、
東
北
帝
大
農
科
大
学
予
科
の
学
寮
で
あ
る
恵
迪
寮
の
晩
餐
会
で

「
都
ぞ
弥
生
」は
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
教
官
の
有
島
武
郎
は「
い
い
ぞ
、

な
か
な
か
い
い
ぞ
」
と
激
賞
。

対
外
的
な
発
表
の
場
は
１
ヶ
月
半
後
の
５
月
25
日
、
こ
の
年
か
ら

始
ま
っ
た
小
樽
高
商
と
の
野
球
定
期
戦
の
と
き
で
し
た
。
札
幌
農
学

校
野
球
部
は
11
年
前
の
明
治
34
年
に
生
ま
れ
て
、
札
幌
１
中
や
札
幌

師
範
、
北
海
中
学
な
ど
と
試
合
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
年
高
商
に

も
野
球
部
が
で
き
た
た
め
定
期
戦
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
農
学

校
本
科
は
農
科
大
学
に
昇
格
し
た
た
め
本
科
予
科
あ
わ
せ
て
６
年
間

の
学
生
が
部
員
で
し
た
。
３
年
ま
で
の
小
樽
高
商
と
は
差
が
あ
っ
た

た
め
、
１
年
目
は
21
対
０
、
２
年
目
は
22
対
０
と
当
方
の
ボ
ロ
勝
ち

で
し
た
が
、
３
年
目
は
小
樽
側
が
奮
起
し
て
猛
練
習
の
結
果
、
10
対

２
で
快
勝
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
小
樽
の
街
は
勝
利
を
祝
う
提
灯
行

列
で
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

以
後
、
定
期
戦
は
農
大
対
小
樽
高
商
、
北
大
予
科
対
小
樽
高
商
、

北
大
対
小
樽
商
大
と
い
う
形
で
続
け
ら
れ
、
中
断
は
戦
時
中
の
３
年

間
だ
け
で
す
。
２
０
１
１
年
秋
ま
で
の
対
戦
成
績
は
、
１
年
に
２
試

合
の
と
き
も
あ
っ
た
た
め
通
算
は
当
方
の
83
勝
44
敗
２
分
で
す
。
早

稲
田
大
学
野
球
部
の
誕
生
は
札
幌
農
学
校
と
同
じ
年
で
、
早
慶
戦
も

長
い
歴
史
が
あ
る
の
で
す
が
、
水
原
リ
ン
ゴ
事
件
で
長
い
中
断
が

あ
っ
た
た
め
北
の
早
慶
戦
の
方
が
は
る
か
に
多
い
試
合
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
北
大
予
科
時
代
は
源
平
合
戦
に
倣
っ
て
当
方
は
白
、
小
樽

高
商
は
赤
で
応
援
を
統
一
し
て
い
ま
し
た
。

「
都
ぞ
弥
生
」が
登
場
す
る
文
芸
作
品
と
し
て
私
が
承
知
し
て
い
る

の
は
、
久
保
栄
作
の
舞
台
劇
「
火
山
灰
地
」
で
す
。
十
勝
農
業
試
験

場
と
周
辺
農
民
を
巡
る
ド
ラ
マ
。
農
場
の
女
性
作
業
員
た
ち
が
昼
休

み
を
終
え
て
現
場
へ
戻
る
場
面
で
、「
豊
か
に
も
実
れ
る
石
狩
の
野
に

雁
は
る
ば
る
沈
み
て
行
け
ば
…
…
」
と
い
う
「
都
ぞ
弥
生
」
の
２
番

と
、「
札
幌
農
学
校
は
蝦
夷
が
島

熊
が
住
む

荒
野
に
建
て
た
る
大

校
舎
…
…
」
と
い
う
ス
ト
ー
ム
の
歌
が
流
れ
ま
す
。
久
保
栄
は
１
９

０
１
年
生
ま
れ
で
、
父
親
は
レ
ン
ガ
工
場
を
経
営
し
て
札
幌
商
工
会

議
所
会
頭
を
勤
め
ま
し
た
。
札
幌
生
ま
れ
で
す
が
、
学
校
は
東
京
で

京
橋
小
学
校→
東
京
府
立
１
中→

１
高→

東
大
独
文
科
と
進
み
、
築

地
小
劇
場
で
劇
作
家
の
ス
タ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。「
火
山
灰
地
」は

「
都
ぞ
弥
生
」が
生
ま
れ
た
１
０
０
年
前
の
時
代
相

平
成
24
年
１
月
６
日
、北
大
東
京
同
窓
会
エ
ル
ム
談
話
会
で
の
講
演
か
ら
）

古

川

俊

実

（
Ｓ
31
年
入
寮
）



１
９
３
８
年
の
発
表
で
す
が
、
そ
の
時
点
で
こ
の
歌
が
北
海
道
民
に

浸
透
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
し
ょ
う
。（
久
保
は
札
幌
平
岸
を
舞
台

に
し
た
「
林
檎
園
日
記
」
も
書
い
て
い
ま
す
）。

大
雪
山
系
の
十
勝
岳
は
し
ば
し
ば
爆
発
し
、
そ
の
灰
は
太
平
洋
側

へ
流
れ
る
た
め
帯
広
十
勝
地
方
が
火
山
灰
地
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

北
大
農
学
部
と
農
業
試
験
場
の
営
農
指
導
の
あ
り
方
が
絡
む
た
め
、

こ
の
作
品
は
あ
る
時
期
、
北
大
農
学
部
生
の
必
読
書
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

有
島
・
多
喜
二
・
啄
木

「
都
ぞ
弥
生
」誕
生
時
期
に
恵
迪
寮
生
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
有

島
武
郎
の
父
は
薩
摩
藩
出
身
で
横
浜
税
関
の
初
代
税
関
長
で
し
た

が
、
有
島
が
後
に
解
放
し
た
北
海
道
狩
太
の
農
場
は
父
が
薩
摩
出
身

者
ゆ
え
に
入
手
し
引
き
継
い
だ
土
地
で
し
た
。
母
は
盛
岡
の
南
部
藩

出
身
で
新
渡
戸
稲
造
の
縁
戚
で
し
た
。
彼
の
人
生
に
は
11
年
毎
の
節

目
が
あ
り
ま
す
。
１
９
０
１
年
23
歳
の
と
き
、
農
学
校
本
科
３
年
生

で
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
を
作
詞
し
、
１
９
１
２
年
34
歳
の
と
き
、「
都

ぞ
弥
生
」
誕
生
に
立
会
い
、
１
９
２
３
年
45
歳
の
と
き
自
ら
命
を
絶

ち
ま
し
た
。
彼
に
つ
い
て
作
家
辻
邦
夫
著
『
樹
の
声
、
海
の
声
』
や

芹
沢
光
治
良
著
『
人
間
の
運
命
』
に
描
か
れ
て
い
て
、
後
者
で
は
１

９
２
０
年
前
後
、
有
島
が
作
家
生
活
の
傍
ら
東
京
麹
町
の
自
宅
で
一

高
生
や
東
大
生
た
ち
に
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
集
に
つ
い
て
講
義
を

す
る
場
面
で
、
学
生
の
一
人
か
ら
北
海
道
狩
太
の
農
場
に
つ
い
て
問

わ
れ
、「
解
放
を
す
る
つ
も
り
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
形
が
農
民
た
ち
の

幸
せ
に
繫
が
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
」と
穏
や
か
に
答
え
て
い
ま
す
。

彼
の
死
は
農
場
解
放
の
翌
年
、
関
東
大
震
災
の
３
ヶ
月
前
で
し
た
。

彼
は
「
土
地
は
公
の
も
の
」
と
宣
言
し
て
解
放
し
た
の
で
す
が
、
こ

の
考
え
方
は
約
70
年

後
、
司
馬
遼
太
郎
が

憂
国
の
書
『
こ
の
国

の
か
た
ち
』の
中
で
、

土
地
の
騰
貴
を
痛
撃

し
た
考
え
方
と
共
通

す
る
も
の
で
し
た
。

彼
の
長
編
小
説

『
或
る
女
』の
主
人
公

は
、
国
木
田
独
歩
の

最
初
の
夫
人
で
、
独

歩
が
あ
ま
り
に
売
れ

な
い
小
説
家
だ
っ
た

の
で
す
ぐ
逃
げ
出
し

て
別
の
人
生
を
歩
ん

だ
女
性
で
す
。
彼
女

の
明
治
学
院
時
代
の
同
級
生
の
一
人
は
後
に
初
代
北
大
総
長
に
な
っ

た
佐
藤
昌
介
の
夫
人
で
す
。
佐
藤
は
新
渡
戸
と
同
じ
南
部
藩
の
花
巻

出
身
で
し
た
。
彼
女
は
教
師
で
あ
る
島
崎
藤
村
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
断

り
、
札
幌
で
結
婚
し
ま
し
た
。
佐
藤
昌
介
と
ク
ラ
ー
ク
の
胸
像
は
太

平
洋
戦
争
中
に
鉄
材
と
し
て
供
出
さ
せ
ら
れ
、
戦
後
造
り
直
さ
れ
て

い
ま
す
。

も
う
一
人
の
同
級
生
は
、
新
宿
中
村
屋
を
夫
の
相
馬
愛
蔵
と
創
業

し
た
相
馬
黒
光
で
す
。
黒
光
は
仙
台
出
身
で
、
油
絵
と
楽
器
を
持
参

し
て
長
野
県
安
曇
野
の
農
家
の
次
男
で
あ
る
相
馬
愛
蔵
に
嫁
ぎ
ま
し

た
が
、
や
が
て
上
京
し
て
本
郷
の
東
大
正
門
前
に
パ
ン
屋
を
開
店
。

寮歌研究 その一

学生時代の横山芳介と赤木顕次



そ
の
後
、
新
宿
角
筈
の
今
の
場
所
に
店
を
移
し
ま
し
た
。
中
村
屋
は

荻
原
守
衛
、
高
村
光
太
郎
ら
文
化
人
や
亡
命
ロ
シ
ア
人
、
イ
ン
ド
独

立
運
動
の
ボ
ー
ス
ら
が
集
う
サ
ロ
ン
で
し
た
。
彼
女
を
巡
る
ド
ラ
マ

は
、
長
野
県
出
身
で
筑
摩
書
房
創
立
者
の
一
人
臼
井
吉
見
の
長
編
小

説
『
安
曇
野
』
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

有
島
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
北
海
道
で
文
筆
活
動
を
始
め
た
の
が

小
林
多
喜
二
で
し
た
。
有
島
が
死
ん
だ
１
９
２
３
年
、
多
喜
二
は
小

樽
高
商
在
学
中
で
、
俳
人
高
浜
虚
子
の
長
男
年
尾
と
校
友
会
雑
誌
の

編
集
を
し
て
作
品
の
発
表
を
始
め
ま
し
た
。
以
後
、『
蟹
工
船
』を
は

じ
め
『
不
在
地
主
』
や
『
党
生
活
者
』
な
ど
貧
し
く
虐
げ
ら
れ
て
い

る
人
た
ち
の
こ
と
を
書
き
続
け
ま
し
た
が
、
そ
の
活
動
は
29
歳
で
虐

殺
さ
れ
終
わ
り
ま
し
た
。
彼
の
作
品
は
出
版
時
の
検
閲
の
た
め
伏
字

が
目
立
ち
ま
す
が
、
執
筆
時
に
自
ら
×
×
に
し
た
箇
所
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

有
島
も
多
喜
二
も
ほ
ぼ
10
年
間
で
か
け
が
い
の
な
い
作
品
を
遺
し

た
の
で
す
が
、
明
治
45
年
に
も
ど
る
と
、「
都
ぞ
弥
生
」誕
生
の
５
日

後
、
不
滅
の
作
家
が
27
歳
で
夭
折
し
ま
し
た
。
石
川
啄
木
で
す
。
彼

は
心
に
し
み
る
詩
歌
と
は
別
に
、『
時
代
閉
塞
の
現
状
』と
い
う
論
文

を
遺
し
ま
し
た
。
こ
の
論
文
に
は
２
つ
の
柱
が
あ
り
、
一
つ
は
男
女

差
別
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
も
う
１
つ
は
大
学
卒
業
者
の

半
数
に
就
職
口
が
な
く
、
そ
れ
以
下
の
学
歴
者
の
働
き
口
は
さ
ら
に

厳
し
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
閉
塞
状
況
に
目

を
向
け
行
動
す
る
よ
う
若
者
た
ち
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

２
年
前
の
明
治
43
年
前
に
書
か
れ
た
の
で
す
が
、
死
後
ま
で
公
表
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

男
女
差
別
の
問
題
は
、
明
治
44
年
、
平
塚
ら
い
て
ふ
が
雑
誌
「
青

」
を
発
刊
し
、

「
原
始
女
は
太
陽

で
あ
っ
た
。
今
は

月
で
あ
る
」
と
い

う
巻
頭
言
と
、「
山

が
動
く
日
来
る
」

と
い
う
与
謝
野
晶

子
の
一
文
が
女
性

解
放
運
動
の
旗
揚
げ
を
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
啄
木
は
１
年
前
に
、

明
治
維
新
か
ら
40
年
た
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
女
性
の
苦
し
み
を
指
摘
し

て
い
た
わ
け
で
す
。

同
じ
時
期
に
大
逆
事
件
に
つ
い
て
、『
所
謂
今
度
の
事
』と
題
し
て

幸
徳
秋
水
ら
の
冤
罪
を
遠
ま
わ
し
に
触
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
死
の
３

年
前
、
朝
日
新
聞
に
校
正
係
と
し
て
入
社
し
、
や
が
て
歌
壇
ペ
ー
ジ

の
選
者
に
な
る
な
ど
歌
人
と
し
て
よ
う
や
く
生
活
の
安
定
に
向
か
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
結
核
の
た
め
倒
れ
ま
し
た
。
歌
の
か
た
わ
ら
書

き
と
ど
め
た
社
会
評
論
の
い
く
つ
か
は
、
１
０
０
年
後
の
今
の
閉
塞

状
況
を
照
射
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
明
治
45
年
は
日
本
の
近
代
化
が

急
速
に
進
む
一
方
で
、
農
村
か
ら
都
市
へ
人
々
が
東
京
、
大
阪
へ
流

入
し
、
細
民
街
と
呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
が
多
数
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
日

清
・
日
露
の
戦
争
後
の
不
景
気
の
中
、
増
税
が
相
次
ぎ
、
道
を
歩
い

た
だ
け
で
税
を
と
る
通
行
税
ま
で
あ
り
、
残
飯
を
あ
さ
る
姿
や
学
校

に
行
け
な
い
子
ど
も
や
捨
て
子
が
増
え
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

賀
川
豊
彦
が
神
戸
で
貧
民
救
済
事
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

ト
ン
カ
ツ
と
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

富
国
強
兵
下
の
深
刻
な
不
景
気
で
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
庶
民
の
間

作家活動を開始した頃の
有島武郎



で
は
豚
肉
の
消
費
が
急
増
し
ま
し
た
。
生
活
困
窮
者
に
は
無
縁
で
し

た
が
、
一
般
家
庭
で
は
「
魚
よ
り
肉
の
方
が
安
い
」
と
歓
迎
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
銀
座
の
煉
瓦
亭
が
１
８
９
９
年
（
明
治
32
）
に
考
案
し

た
ポ
ー
ク
カ
ツ
や
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
が
家
庭
料
理
に
も
浸
透
し
て
ゆ
き

ま
す
。
ち
な
み
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
全
国
的
に
普
及
し
て
い
っ
た
の

は
、
１
９
３
６
年
の
２
・
26
事
件
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
帝
国
ホ
テ

ル
の
記
録
に
あ
り
ま
す
。
日
比
谷
公
園
に
待
機
し
て
い
た
兵
隊
た
ち

に
飯
を
用
意
せ
よ
と
迫
ら
れ
た
帝
国
ホ
テ
ル
が
と
っ
さ
の
判
断
で
、

大
量
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
地
方
出
身
の
兵
た
ち
が

喜
び
、
帰
郷
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
海
軍
基
地
が
あ
る
横
須
賀
・
舞
鶴
・
佐
世

保
な
ど
で
の
海
軍
カ
レ
ー
は
そ
れ
以
前
か
ら
町
の
人
が
食
べ
て
い
た

よ
う
で
す
。

明
治
天
皇

明
治
45
年
７
月
20
日
は
東
京
・
両
国
の
川
開
き
の
日
で
し
た
。
不

景
気
の
風
を
少
し
で
も
吹
き
飛
ば
そ
う
と
花
火
職
人
や
露
天
商
た
ち

は
朝
か
ら
隅
田
川
界
隈
で
大
忙
し
で
し
た
。
午
前
10
時
宮
内
省
が
天

皇
重
態
を
発
表
し
、
お
祭
り
気
分
が
一
気
に
し
ぼ
み
ま
し
た
。「
発
表

が
も
う
１
日
遅
か
っ
た
な
ら
」
と
、
人
々
は
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら

浅
草
の
映
画
街
へ
流
れ
ま
し
た
。
歌
舞
伎
座
や
帝
劇
は
公
演
を
取
り

や
め
、
料
亭
も
営
業
を
取
り
消
し
、
皇
居
側
を
走
る
市
電
は
音
が
響

か
ぬ
よ
う
徐
行
運
転
を
し
、
今
最
高
裁
判
所
が
あ
る
三
宅
坂
交
差
点

で
は
線
路
に
ボ
ロ
を
敷
き
ま
し
た
。
や
が
て
日
本
中
が
自
粛
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
大
正
が
終
わ
る
１
９
２
６
年
に
も
、
１
９
８
８
年

か
ら
89
年
に
か
け
て
の
昭
和
の
終
了
時
に
も
自
粛
は
繰
り
返
さ
れ
ま

し
た
。

明
治
天
皇
は
ペ
リ
ー
来
航
の
前
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
母
は
権

大
納
言
中
山
忠ただ
能よし
の
娘
で
す
。
中
山
は
幕
末
、
倒
幕
の
密
勅
を
出
す

と
き
岩
倉
具
視
と
と
も
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、
15
歳
で
即
位
し
た
明

治
天
皇
は
蚊
帳
の
外
だ
っ
た
と
い
う
の
が
定
説
で
す
。
天
皇
は
東
京

に
移
っ
た
と
き
は
公
家
の
化
粧
と
服
装
で
し
た
が
、
５
年
後
山
岡
鉄

舟
が
侍
従
と
な
っ
て
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

山
岡
は
下
級
幕
臣
で
し
た
が
、
北
辰
一
刀
流
と
槍
術
の
使
い
手
で

し
た
。
北
辰
一
刀
流
の
千
葉
道
場
へ
通
っ
た
の
は
坂
本
竜
馬
や
平
手

造
酒
と
同
時
期
で
す
。
江
戸
開
城
の
と
き
、
勝
麟
太
郎
に
先
立
っ
て

西
郷
隆
盛
と
談
判
し
た
の
は
山
岡
で
し
た
。
幕
府
軍
が
鳥
羽
伏
見
の

戦
で
敗
れ
た
後
、
15
代
将
軍
慶
喜
は
上
野
寛
永
寺
で
蟄
居
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
慶
喜
に
頼
ま
れ
た
山
岡
は
品
川
ま
で
進
出
し
て
い
た

官
軍
の
目
を
く
ぐ
っ
て
西
へ
進
み
、
清
水
次
郎
長
の
助
け
も
得
て
、

駿
府
（
静
岡
）
の
官
軍
大
総
督
府
へ
駆
け
つ
け
西
郷
に
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
西
郷
は
江
戸
無
血
開
城
の
条
件
を
示
し
ま
し
た
が
、

山
岡
は
お
お
む
ね
了
承
し
た
も
の
の
、「
慶
喜
を
備
前
岡
山
藩
に
お
預

け
」
の
条
件
だ
け
は
拒
否
し
て
江
戸
へ
戻
り
、
勝
に
報
告
し
ま
す
。

品
川
で
の
西
郷
・
勝
会
談
に
あ
た
り
、
勝
は
慶
喜
の
処
遇
で
折
り
合

わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
会
談
を
決
裂
さ
せ
江
戸
中
に
放
火
を
し
て
官

軍
に
抵
抗
す
る
準
備
を
新
門
辰
五
郎
と
密
か
に
進
め
て
い
ま
し
た
。

１
８
１
２
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
侵
攻
に
抵
抗
し
た
モ
ス
ク
ワ
大
火

の
故
事
を
意
識
し
た
も
の
で
し
た
。
西
郷
が
折
れ
て
慶
喜
は
出
身
地

の
水
戸
で
蟄
居
す
る
こ
と
に
な
り
、
江
戸
無
血
開
城
が
実
現
し
ま
し

た
。明

治
に
な
っ
て
山
岡
は
、
清
水
次
郎
長
と
富
士
山
麓
の
開
墾
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
人
柄
を
見
込
ん
だ
勝
と
西
郷
の
推
薦
で

寮歌研究 その一



明
治
天
皇
の
侍
従
と
な
っ
た
の
で
す
。
明
治
天
皇
は
即
位
６
年
目
で

21
歳
。
16
歳
年
長
の
山
岡
は
、
公
家
出
身
者
だ
け
だ
っ
た
侍
従
の
中

に
、
唯
一
の
武
家
出
身
者
と
し
て
加
わ
り
、
10
年
間
、
青
年
期
の
天

皇
の
人
格
形
成
に
大
き
く
関
わ
り
ま
し
た
。
時
代
は
そ
の
後
、
憲
法

制
定
や
議
会
制
ス
タ
ー
ト
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
揺
籃
期
の
た
め
な

か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
な
い
お
り
、
天
皇
は
人
事
な
ど
で
率
直
な

意
見
を
述
べ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
最
近
日
本
人
と
し
て
永
住
を
始
め

た
ロ
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
が
10
年
ほ
ど
前
、
明
治
天
皇
の
生
涯
を

書
き
、
そ
の
中
で
当
時
西
欧
の
君
主
た
ち
、
英
の
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
、

プ
ロ
シ
ャ
の
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
、
ロ
シ
ア
の
ツ
ア
ー
リ
た

ち
に
比
べ
、
わ
が
ま
ま
も
自
己
宣
伝
も
な
か
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

朝
か
ら
夜
ま
で
軍
服
で
通
し
質
素
倹
約
を
旨
と
し
て
、
皇
居
が
火
事

に
な
っ
た
後
、
な
か
な
か
再
建
に
同
意
せ
ず
、「
外
国
の
賓
客
が
訪
れ

る
の
で
」と
い
う
側
近
の
勧
め
で
や
っ
と
再
建
を
受
け
入
れ
た
こ
と
、

自
動
車
よ
り
馬
車
、
魚
よ
り
肉
を
好
み
、
テ
ー
ブ
ル
の
酒
を
飲
み
つ

く
す
ま
で
座
を
立
た
な
か
っ
た
り
、
靴
を
何
度
も
修
理
さ
せ
る
倹
約

家
の
一
方
で
、
香
水
一
瓶
を
数
日
で
使
い
切
っ
た
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
指
輪
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

明
治
時
代
に
雛
祭
り
の
飾
り
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
皇
室
で
も
幕

府
で
も
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
が
前
面
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
明
治
に
な
っ
て
天
皇
皇
后
が
外
国
の
高
官
と
接
す
る
と
き
、

ど
う
並
ぶ
か
決
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
欧
米
の
実
例
を

懸
命
に
調
べ
た
結
果
、
対
面
す
る
側
か
ら
見
て
右
手
に
皇
后
、
左
手

に
天
皇
の
立
ち
位
置
を
決
め
ま
し
た
。
明
治
憲
法
下
、
日
本
中
で
飾

ら
れ
て
い
た
ご
真
影
の
並
び
方
も
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
す
。
雛
飾

り
は
本
来
男
雛
は
舞
台
上
の
上
手
で
あ
る
右
、女
雛
は
左
で
し
た
が
、

こ
の
と
き
か
ら
逆
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
天
皇
の
死
は
７
月
30
日
午
前
０
時
43
分
と
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
59
。
新
聞
各
社
は
朝
刊
を
全
面
的
に
作
り
直
し
ま
し
た
が
、
中
で

も
大
阪
朝
日
新
聞
は
１
面
の
外
側
を
黒
い
枠
で
囲
う
作
り
方
を
し
ま

し
た
。
パ
リ
に
い
た
与
謝
野
晶
子
は
、
天
皇
を
悼
む
歌
を
朝
日
新
聞

に
投
稿
し
て
い
ま
す
。

大
葬
は
１
ヵ
月
半
後
の
９
月
13
日
、
青
山
練
兵
場
に
設
け
ら
れ
た

斎
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
取
材
す
る
内
外
の
新
聞
記
者
た
ち
は

燕
尾
服
か
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
と
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の
服
装
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
が
、会
場
か
ら
１
丁
も
離
れ
た
所
に
立
た
さ
れ
た
の
で
、

記
者
た
ち
は
不
満
た
ら
た
ら
で
し
た
。

午
後
８
時
、
棺
が
牛
車
で
皇
居
か
ら
会
場
へ
向
か
う
と
き
弔
砲
が

轟
き
、
そ
れ
を
期
し
て
い
た
よ
う
に
乃
木
希
典
・
静
子
夫
妻
が
自
刃

し
ま
し
た
。
乃
木
は
い
ま
六
本
木
ヒ
ル
ズ
が
建
つ
辺
り
に
あ
っ
た
長

州
藩
邸
で
生
ま
れ
、
維
新
戦
争
で
は
も
っ
と
も
若
い
世
代
。
妻
静
子

は
薩
摩
出
身
。
当
初
は
乃
木
だ
け
が
殉
死
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

気
配
を
察
し
た
静
子
が
同
行
を
申
し
で
て
相
対
死
と
な
り
ま
し
た
。

自
刃
の
と
き
静
子
は
懐
剣
月
山
貞
一
で
死
に
切
れ
ぬ
と
こ
ろ
を
乃
木

が
抱
き
上
げ
て
刺
し
、
自
ら
は
備
前
長
船
兼
光
で
作
法
ど
お
り
割
腹

し
た
と
、
山
口
在
住
の
作
家
古
川
薫
は
書
い
て
い
ま
す
。
享
年
63
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
は
明
治
天
皇
の
死
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
扱

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
乃
木
夫
妻
の
殉
死
は
１
面
ト
ッ
プ

に
扱
い
ま
し
た
。
旅
順
の
勝
利
後
、
乃
木
は
水
師
営
で
の
降
伏
式
で

敵
将
ス
テ
ッ
セ
ル
と
会
見
し
た
の
で
す
が
、
ス
テ
ッ
セ
ル
を
捕
虜
扱

い
せ
ず
、
健
闘
を
た
た
え
あ
う
姿
を
外
国
人
記
者
た
ち
が
強
く
印
象

付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
作
用
し
た
の
で
し
ょ
う
。ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ



カ
ー
サ
ー
の
父
は
米
国
大
使
館
日
本
駐
在
武
官
と
し
て
そ
の
場
を
少

年
ダ
グ
ラ
ス
と
と
も
に
目
撃
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
１
月
６
日
の
東
京
新
聞
に
、
乃
木
が
死
の
２
年
前
に

書
い
た
手
紙
が
札
幌
で
見
つ
か
っ
た
と
い
う
記
事
が
出
て
い
ま
す
。

学
習
院
院
長
だ
っ
た
乃
木
が
、
広
島
の
学
校
経
営
者
に
出
し
た
返
信

で
、「
陛
下
の
赤
子
を
幾
多
」殺
し
た
こ
と
を
悔
い
、
息
子
二
人
が
死

ん
で
面
目
を
保
っ
た
と
心
中
を
吐
露
し
、
養
子
の
勧
め
を
断
り
、
乃

木
家
を
自
分
の
代
で
断
絶
さ
せ
る
と
書
い
て
い
ま
す
。

鴎
外
と
脚
気

司
馬
遼
太
郎
は
『
坂
の
上
の
雲
』
で
、
日
露
戦
争
時
の
第
３
軍
指

揮
官
乃
木
の
作
戦
指
導
を
酷
評
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
０
３
高
地
を

含
む
旅
順
戦
で
は
、
兵
員
13
万
人
の
７
割
が
死
傷
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
の
奉
天
会
戦
で
も
７
万
人
が
死
傷
し
て
い
ま
す
の
で
、
旅
順

だ
け
が
作
戦
ミ
ス
で
死
傷
者
が
多
か
っ
た
と
は
私
に
は
思
え
ま
せ

ん
。
そ
れ
よ
り
も
日
本
陸
軍
で
大
問
題
は
脚
気
で
し
た
。
ロ
シ
ア
側

は
、「
日
本
兵
は
恐
怖
を
紛
ら
わ
そ
う
と
酒
を
飲
ん
で
突
撃
し
て
く
る

の
で
腰
が
ふ
ら
つ
い
て
い
た
」
と
書
き
残
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
日

本
兵
の
大
半
が
脚
気
に
苦
し
ん
で
い
た
た
め
で
し
た
。
陸
軍
の
脚
気

は
、
日
清
戦
争
の
時
か
ら
の
難
題
で
、
４
万
１
０
０
０
人
の
患
者
の

１
割
が
死
ん
で
い
ま
す
が
、
兵
員
数
が
増
え
た
日
露
戦
争
の
時
は
、

さ
ら
に
深
刻
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
25
万
人
が
脚
気
に
な
り
、
内

２
万
８
０
０
０
人
が
病
院
で
死
に
、
前
線
で
戦
死
し
た
４
万
８
０
０

０
人
の
中
に
も
脚
気
患
者
が
い
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。

脚
気
の
原
因
は
白
米
の
握
り
飯
と
梅
干
と
い
う
食
事
の
た
め
で
し

た
。
ま
だ
脚
気
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
不
足
の
た
め
と
解
明
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
海
軍
は
日
清
戦
争
後
、
実
験
船
を
出
し
て
、
白

米
食
乗
組
員
と
麦
飯
食
乗
組
員
の
違
い
を
確
か
め
た
結
果
、
日
露
戦

争
時
に
は
、
パ
ン
と
麦
飯
に
切
り
替
え
た
の
で
連
合
艦
隊
乗
組
員
に

は
脚
気
患
者
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
陸
軍
医
療
担
当

ト
ッ
プ
・
森
林
太
郎
は
脚
気
が
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
当

時
の
ド
イ
ツ
医
学
の
考
え
方
を
信
じ
て
お
り
、
陸
軍
内
部
か
ら
再
三

に
わ
た
り
、「
麦
飯
に
切
り
替
え
る
べ
き
だ
」と
の
進
言
を
は
ね
つ
け
、

新
聞
や
雑
誌
に
い
ろ
い
ろ
な
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
麦
飯
排
除
論
を
展
開
。

乃
木
と
森
は
ド
イ
ツ
留
学
時
か
ら
の
知
友
で
し
た
が
、
乃
木
を
は
じ

め
陸
軍
の
指
揮
官
た
ち
は
脚
気
患
者
た
ち
を
、
前
線
に
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
日
露
戦
争
終
結
か
ら
５
年
後
、
鈴
木

梅
太
郎
が
、「
脚
気
は
ビ
タ
ミ
ン
不
足
が
原
因
」と
つ
き
と
め
、
以
後

陸
軍
も
や
っ
と
麦
飯
を
採
用
し
肉
な
ど
の
副
食
も
添
え
る
よ
う
に
変

わ
り
ま
し
た
が
、
森
は
終
生
自
己
批
判
な
ど
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
が

墓
碑
に
「
森
林
太
郎
の
墓
」
と
だ
け
記
す
よ
う
遺
言
し
た
の
は
、
こ

の
脚
気
問
題
も
か
ら
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
比
谷
焼
討
ち
事
件

日
露
戦
争
は
延
１
０
０
万
人
を
動
因
し
多
大
な
死
傷
者
も
出
し
た

の
で
す
が
、
終
結
後
、
満
州
・
朝
鮮
の
権
益
、
カ
ラ
フ
ト
の
半
分
を

獲
得
し
た
も
の
の
、
賠
償
金
な
し
で
ロ
シ
ア
側
と
折
り
合
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
聞
各
紙
は
大
々
的
に
不
満
を
表
明
し
、
朝
日

新
聞
の
場
合
、
第
１
面
に
兵
士
の
遺
骨
に
、「
鬼
哭

」と
題
す
る

大
き
な
イ
ラ
ス
ト
の
上
に
、「
こ
ん
な
講
和
条
件
を
認
め
な
い
よ
う
天

皇
に
お
願
い
し
よ
う
」
と
い
う
社
説
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
論

調
が
日
比
谷
焼
討
ち
事
件
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
の

戦
争
時
で
は
、
日
銀
副
総
裁
の
高
橋
是
清
が
ロ
ン
ド
ン
で
外
債
売
込

み
に
奔
走
し
、ま
た
ロ
シ
ア
軍
が
備
え
た
機
関
銃
や
手
榴
弾
も
な
く
、
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砲
弾
も
銃
弾
も
十
分
に
は
使
え
な
い
と
い
う
状
況
で
の
戦
闘
で
、
肉

弾
戦
で
か
ら
く
も
勝
利
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
実
情
は
報
道
さ
れ
な

い
ま
ま
で
し
た
。

ト
ル
ス
ト
イ
の
日
露
戦
争
反
対
論
は
ロ
シ
ア
の
新
聞
に
は
掲
載
さ

れ
ず
、
開
戦
後
ロ
ン
ド
ン
の
タ
イ
ム
ズ
に
載
っ
た
あ
と
、
日
本
で
は

東
京
朝
日
新
聞
に
連
載
の
形
で
全
文
が
紹
介
さ
れ
、
平
民
新
聞
が
サ

マ
リ
ー
を
載
せ
ま
し
た
。
日
本
当
局
は
そ
れ
を
禁
止
し
ま
せ
ん
で
し

た
。な

お
日
本
海
海
戦
で
壊
滅
し
た
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
で
か
ら
く
も
逃

れ
た
１
隻
が
ロ
シ
ア
に
戻
り
、
12
年
後
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
港
か
ら
冬

宮
（
今
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
）
へ
向
け
て
放
っ
た
砲
撃
が
ロ

シ
ア
革
命
の
突
破
口
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
オ
ー
ロ
ラ
号
は
今
も
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
の
港
に
係
留
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
極
探
検

１
９
１
２
年
に
話
を
戻
す
と
、
南
極
探
検
中
の
白
瀬
矗のぶ
が
、
１
月

28
日
南
緯
80
度
05
分
地
点
に
到
達
し
、
日
の
丸
を
立
て
ま
し
た
。
し

か
し
そ
れ
以
上
の
前
進
は
断
念
し
引
き
返
し
ま
し
た
。
勇
気
あ
る
撤

退
で
し
た
。
白
瀬
ら
５
人
の
突
進
隊
と
基
地
に
残
っ
た
21
人
は
全
員

無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。
し
か
し
連
れ
て
行
っ
た
50
頭
を
越
す
カ
ラ

フ
ト
犬
の
う
ち
帰
国
で
き
た
の
は
１
頭
だ
け
で
し
た
。

白
瀬
は
前
年
か
ら
初
の
南
極
探
検
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ア
ム
ン
ゼ
ン

大
尉
、
英
国
の
ス
コ
ッ
ト
大
尉
と
挑
み
、
極
点
１
番
乗
り
は
ア
ム
ン

ゼ
ン
大
尉
で
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
隊
は
遅
れ
を
と
っ
て
極
点
か
ら
の
帰

途
、
５
人
全
員
が
吹
雪
の
中
、
遭
難
死
し
ま
し
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
英
国
も
国
家
的
事
業
と
し
て
援
助
し
重
装
備
で
挑

ん
だ
の
に
比
べ
、
白
瀬
に
は
政
府
の
サ
ポ
ー
ト
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
朝
日
新
聞
が
募
っ
た
読
者
の
募
金
で
、
２
０
０
ト
ン

の
木
造
船
を
買
い
入
れ
、
白
瀬
が
八
方
借
金
を
し
て
よ
う
や
く
出
発

し
た
の
で
す
が
、
乏
し
い
食
料
と
装
備
の
中
、
基
地
か
ら
２
８
０
キ

ロ
、
極
点
ま
で
あ
と
１
０
０
０
キ
ロ
の
地
点
に
到
達
す
る
の
が
精
一

杯
で
し
た
。
帰
国
し
た
白
瀬
を
迎
え
る
日
本
の
空
気
は
冷
や
や
か
で

し
た
。
膨
大
な
借
金
を
返
す
た
め
、
白
瀬
は
南
極
で
の
記
録
映
画
の

フ
ィ
ル
ム
を
持
っ
て
全
国
各
地
で
講
演
し
て
歩
き
ま
し
た
が
、
借
金

返
済
の
旅
は
20
年
以
上
続
け
ら
れ
、
郷
里
の
秋
田
県
に
帰
る
こ
と
な

く
、
日
本
敗
戦
翌
年
の
１
９
４
６
年
、
今
の
愛
知
県
豊
田
市
で
85
歳

の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

白
瀬
の
志
は
受
け
継
が
れ
、
彼
の
死
か
ら
10
年
後
、
国
際
地
球
観

測
年
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
南
極
観
測
に
日
本
も
参
加
を
認
め
ら

れ
た
の
で
す
。
た
だ
こ
の
と
き
も
政
府
は
援
助
を
し
ぶ
り
、
今
度
も

朝
日
新
聞
な
ど
が
呼
び
か
け
た
募
金
に
全
国
の
子
供
た
ち
が
応
じ
て

く
れ
た
こ
と
が
テ
コ
に
な
り
、
や
っ
と
実
現
し
た
の
で
し
た
。
以
後
、

今
日
ま
で
日
本
隊
の
観
測
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

白
瀬
の
最
大
の
功
績
に
繫
が
る
も
の
は
死
の
直
前
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
へ
直
訴
の
手
紙
を
出
し
た
こ
と
で
す
。「
国
土
が
狭
く
な
っ
た
日

本
の
た
め
に
、
自
分
が
歩
い
た
南
極
の
地
を
少
し
で
も
日
本
領
土
と

し
て
認
め
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
い
う
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
Ｇ
Ｈ
Ｑ

は
拒
否
の
返
答
を
し
た
の
で
す
が
、
や
が
て
南
極
を
世
界
の
各
国
が

奪
い
合
う
の
を
禁
止
す
る
南
極
条
約
の
締
結
へ
と
実
を
結
び
ま
す
。

今
南
極
は
国
境
が
あ
り
ま
せ
ん
。
動
植
物
や
鉱
物
資
源
の
保
護
の
ほ

か
核
実
験
の
禁
止
は
も
ち
ろ
ん
、
原
発
の
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
こ
と

も
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
平
和
の
地
と
し
て
今
後
も
維
持
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。



辛
亥
革
命
と
孫
文

１
９
１
２
年
元
日
、
中
華
民
国
の
成
立
を
孫
文
が
臨
時
大
総
統
と

し
て
南
京
で
宣
言
し
ま
し
た
。
前
年
10
月
か
ら
の
辛
亥
革
命
の
成
功

で
、
２
０
０
０
年
余
に
わ
た
る
専
制
君
主
政
治
に
ピ
リ
オ
ド
が
う
た

れ
た
結
果
で
す
。
２
歳
で
即
位
し
た
清
朝
最
後
の
皇
帝
溥
儀
は
、
５

歳
半
の
２
月
13
日
に
退
位
し
ま
し
た
が
、
20
年
後
、
日
本
の
傀
儡
国

家
満
州
国
皇
帝
に
就
く
と
い
う
数
奇
の
運
命
を
た
ど
り
ま
す
。

孫
文
の
臨
時
大
総
統
在
任
は
、
わ
ず
か
44
日
間
で
軍
閥
の
袁
世
凱

に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
三
民
主
義
を
掲
げ

て
奔
走
し
、
13
年
後
、「
革
命
未
だ
な
ら
ず
」と
言
い
残
し
58
歳
の
生

涯
を
終
え
ま
し
た
。孫
文
に
は
多
く
の
日
本
人
が
関
わ
り
ま
し
た
が
、

も
っ
と
も
多
額
の
資
金
を
提
供
し
た
の
は
梅
屋
庄
吉
で
す
。
長
崎
か

ら
上
海
へ
渡
り
映
画
産
業
で
財
を
な
し
、
孫
文
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け

ま
し
た
。
さ
き
に
述
べ
た
白
瀬
の
南
極
探
検
で
記
録
映
画
を
撮
影
し

た
の
は
梅
屋
の
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。
４
年
前
中
国
の
胡
錦
濤
国
家
主

席
が
来
日
し
た
際
、
当
時
の
福
田
康
夫
首
相
が
日
比
谷
・
松
本
楼
で

歓
迎
会
を
開
い
た
の
は
、
松
本
楼
が
梅
屋
の
子
孫
が
経
営
す
る
店
と

い
う
因
縁
か
ら
で
し
た
。
松
本
楼
は
１
９
０
３
年
（
明
治
36
）
日
比

谷
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
き
か
ら
あ
の
場
所
に
建
っ
て
い
ま
す
。

辛
亥
革
命
の
前
、「
明
治
維
新
に
見
習
お
う
」と
い
う
中
国
人
留
学
生

ら
が
１
万
人
以
上
日
本
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
孫
文
と
周
恩
来
が
よ

く
通
っ
た
店
が
神
田
神
保
町
に
あ
る
漢
陽
楼
で
す
。
店
に
は
周
恩
来

の
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

孫
文
の
墓
は
南
京
の
丘
の
上
に
中
山
陵
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
陵

の
前
に
は
梅
屋
が
寄
進
し
た
孫
文
の
像
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
京

は
孫
文
の
死
か
ら
12
年
後
、
日
本
軍
に
よ
る
大
虐
殺
の
現
場
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
10
数
年
前
あ
の
町
を
歩
き
虐
殺
の
跡
を
取
材
し
ま
し

た
が
、
そ
の
話
は
ま
た
の
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

孫
文
の
像
は
台
湾
の
中
心
街
に
国
父
と
し
て
ま
つ
ら
れ
、
衛
兵
が

警
護
し
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
側
の
か
つ
て
の
日
本
軍
の
施
設
跡
に
建

つ
蒋
介
石
の
像
の
ほ
う
が
何
倍
も
の
大
き
さ
で
す
。
孫
文
の
三
民
主

義
は
共
産
中
国
と
台
湾
の
ど
ち
ら
が
受
け
継
い
で
い
る
か
は
意
見
の

分
か
れ
る
所
で
す
が
、
今
や
経
済
大
国
と
な
っ
た
共
産
中
国
の
貧
富

の
格
差
拡
大
と
汚
職
の
横
行
、
人
権
弾
圧
の
側
面
は
、
孫
文
の
考
え

か
た
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
か
ら
40
周
年
で
、
日
本
の
貿
易
規
模
は

米
国
よ
り
中
国
が
上
回
る
ほ
ど
両
国
の
経
済
的
結
び
つ
き
は
確
固
た

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
の
と
き
訪
中
し
た
田
中
角
栄
首
相

に
同
行
し
た
秘
書
の
早
坂
茂
三
は
、「
明
治
か
ら
の
日
本
の
繁
栄
は
、

中
国
人
の
血
と
涙
の
上
に
築
か
れ
た
」
と
記
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

ポ
ト
マ
ッ
ク
の
桜

「
都
ぞ
弥
生
」発
表
の
１
週
間
後
、
北
大
西
洋
で
英
国
の
豪
華
客
船

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
が
沈
没
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
先
年
こ
の
エ
ル
ム

談
話
会
で
話
し
て
い
る
の
で
く
わ
し
く
話
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
約

２
２
０
０
人
の
乗
客
・
乗
員
の
う
ち
約
１
５
０
０
人
が
死
亡
。
唯
一

の
日
本
人
乗
客
で
辛
く
も
助
か
っ
た
人
の
孫
が
音
楽
家
の
細
野
晴
臣

さ
ん
で
す
。
こ
の
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
に
日
本
の

桜
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
市
長
尾
崎
行
雄
と
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー

ゼ
の
高
峰
譲
吉
ら
が
日
米
友
好
の
た
め
と
奔
走
し
て
日
本
か
ら
苗
木

３
０
０
０
本
を
取
り
寄
せ
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。日
米
戦
争
の
最
中
、

米
国
に
い
る
日
系
人
は
29
年
後
の
日
米
開
戦
で
12
万
人
が
強
制
収
容
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所
に
ぶ
ち
込
ま
れ
た
の
で
す
が
、
ポ
ト
マ
ッ
ク
の
桜
が
切
り
倒
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
０
０
年
経
っ
た
今
年
も
絢
爛
た

る
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

朝
鮮
併
合

１
９
１
２
年
前
後
の
こ
と
に
話
を
移
し
ま
す
。
２
年
前
、
日
本
は

大
韓
帝
国
を
併
合
。
朝
日
新
聞
の
社
説
は
、「
天
皇
陛
下
の
領
土
が
増

え
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

日
本
と
朝
鮮
半
島
の
関
係
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
朝
鮮
は
中
国
と
と

も
に
文
化
と
人
的
交
流
の
古
い
絆
が
あ
り
、現
天
皇
が
即
位
直
後
に
、

「
天
皇
家
の
血
に
は
朝
鮮
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
」と
述
べ
て
い

る
ほ
ど
で
す
が
、
現
代
に
な
っ
て
日
露
戦
争
で
朝
鮮
半
島
の
権
益
を

獲
得
し
た
後
、
大
韓
帝
国
併
合
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

石
川
啄
木
は
、
朝
鮮
併
合
の
と
き
、「
日
露
戦
争
を
美
化
し
た
無
邪

気
な
る
好
戦
国
民
の
一
人
で
あ
っ
た
」と
自
己
批
判
し
て
、「
地
図
の

上

朝
鮮
国
に

墨
を
塗
り
つ
つ

秋
風
を
聴
く
」
の
歌
を
詠
ん
で

い
ま
す
。朝
鮮
半
島
か
ら
大
量
の
人
々
が
日
本
本
土
に
来
ま
し
た
が
、

済
州
島
と
大
阪
間
は
君
が
代
丸
と
い
う
定
期
船
が
走
っ
て
い
ま
し

た
。
朝
鮮
人
た
ち
は
土
木
工
事
や
炭
鉱
労
働
に
あ
た
り
、
例
え
ば
京

浜
急
行
の
レ
ー
ル
延
長
工
事
は
そ
の
人
た
ち
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
差
別
待
遇
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
、
九
州
筑
豊
と
北
海
道
の

炭
鉱
で
は
特
に
顕
著
で
し
た
。
先
年
首
相
を
辞
め
た
麻
生
太
郎
の
祖

父
や
父
が
経
営
し
た
麻
生
炭
鉱
は
、
朝
鮮
人
犠
牲
者
が
も
っ
と
も
多

か
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
復
興
担
当
大
臣
を

数
日
で
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
松
本
竜
の
祖
父
松
本
治
一
郎
は
、
部
落
解

放
同
盟
の
創
始
者
の
一
人
で
す
が
、
彼
の
最
初
の
大
仕
事
は
、
炭
鉱

で
の
待
遇
が
未
解
放
部
落
出
身
者
と
朝
鮮
人
が
一
段
と
安
い
賃
金
で

危
険
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
抗
議
で
し
た
。
関
東

大
震
災
の
と
き
に
、
首
都
圏
で
６
千
人
の
朝
鮮
人
と
数
百
人
の
中
国

人
が
虐
殺
さ
れ
た
こ
と
は
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

や
が
て
戦
争
が
激
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
強

制
連
行
が
増
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
中
に
多
く
の
朝
鮮
人

女
性
が
従
軍
慰
安
婦
に
さ
せ
ら
れ
た
問
題
は
、
今
も
清
算
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
終
戦
か
ら
半
世
紀
近
く
経
つ
１
９
９
１
年
、
今
か
ら
21
年

前
に
犠
牲
者
の
一
人
が
名
乗
り
出
て
問
題
が
表
面
化
し
、
日
本
側
の

民
間
資
金
に
よ
る
見
舞
金
の
支
払
い
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
政
府
の

公
式
謝
罪
が
な
い
こ
と
に
対
す
る
韓
国
側
の
不
満
は
依
然
残
っ
て
お

り
、
毎
週
水
曜
日
、
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使
館
へ
の
抗
議
デ
モ
は
、
先

月
１
０
０
０
回
を
超
え
、
来
日
し
た
韓
国
大
統
領
は
日
本
の
対
応
策

を
強
く
迫
り
ま
し
た
。

今
や
日
本
と
韓
国
の
間
は
毎
日
１
万
人
以
上
が
往
来
し
、
韓
流
ド

ラ
マ
は
日
本
の
テ
レ
ビ
で
毎
日
放
送
さ
れ
る
親
密
な
関
係
で
す
が
、

過
去
の
重
い
事
実
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

レ
ル
ヒ
の
ス
キ
ー
指
導

オ
ー
ス
ト
リ
ア
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
陸
軍
中
佐
レ
ル
ヒ
が
北
海
道

で
ス
キ
ー
指
導
を
し
た
の
も
こ
の
年
で
し
た
。
前
年
の
新
潟
県
高
田

で
の
指
導
に
続
き
、
旭
川
の
第
７
師
団
兵
士
に
三
本
足
ス
キ
ー
を
教

え
た
も
の
で
こ
れ
が
札
幌
の
学
生
た
ち
に
も
伝
授
さ
れ
北
海
道
内
で

ス
キ
ー
が
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
駅

さ
て
、
百
年
前
の
東
京
・
丸
の
内
で
は
15
年
が
か
り
の
中
央
停
車

場
の
建
設
工
事
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
基
本
設
計
は
辰
野

金
吾
と
も
う
一
人
で
す
が
、
煉
瓦
造
り
か
全
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り



か
で
対
立
し
、
結
局
辰
野
が
主
張
す
る
鉄
筋
煉
瓦
造
り
が
採
用
と
な

り
ま
し
た
。
辰
野
は
九
州
唐
津
藩
の
下
士
出
身
の
育
ち
で
す
が
、
明

治
に
な
っ
て
藩
校
が
転
じ
た
学
校
で
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
高
橋
是
清
に

英
語
を
学
び
ま
し
た
。
高
橋
が
明
治
政
府
に
出
仕
し
た
の
と
同
時
期

に
辰
野
も
上
京
し
て
東
大
工
学
部
の
前
身
、
工
部
大
学
校
で
お
雇
い

外
国
人
ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
コ
ン
ド
ル
か
ら
建
築
学
の
基
本
を
学
ん
だ
後
、

選
ば
れ
て
英
国
に
留
学
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、
日
本
の
近
代
建
築
の

模
範
と
な
る
も
の
を
手
が
け
、
東
京
駅
に
先
立
っ
て
日
本
銀
行
本
店

を
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
辰
野
が
煉
瓦
造
り
に
拘
っ
た
の
は
、
既
に

丸
ビ
ル
な
ど
丸
の
内
の
三
菱
系
建
築
物
が
赤
レ
ン
ガ
で
統
一
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
こ
の
「
１
丁
ロ
ン
ド
ン
」

と
言
わ
れ
る
ビ
ル
群
は
、
辰
野
と
一
緒
に
唐
津
か
ら
工
部
大
学
校
で

学
ん
だ
建
築
士
が
三
菱
に
入
社
し
て
手
が
け
た
も
の
で
し
た
。

駅
舎
の
総
工
費
は
２
８
２
万
円
、
現
在
の
貨
幣
価
値
で
は
２
７
０

億
円
で
、
鉄
骨
と
セ
メ
ン
ト
で
組
み
上
げ
た
上
に
８
３
３
万
個
の
煉

瓦
を
貼
り
付
け
る
も
の
で
し
た
。

工
事
を
請
け
負
っ
た
の
は
本
命
の
清
水
建
設
で
は
な
く
、
大
阪
の

大
林
組
で
、
５
万
円
の
赤
字
を
覚
悟
で
受
注
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
先
立
ち
大
林
組
は
大
阪
の
堺
に
日
露
戦
争
で
の
ロ
シ
ア
人
捕
虜

２
万
４
０
０
０
人
の
収
容
所
を
３
週
間
で
建
設
す
る
実
績
が
あ
り
ま

し
た
が
、
東
京
の
中
央
停
車
場
の
工
事
を
手
が
け
た
結
果
、
大
林
組

は
全
国
区
の
土
建
会
社
と
な
り
ま
し
た
。
１
０
０
年
後
の
今
、
東
京

駅
を
戦
災
前
の
姿
に
復
元
す
る
工
事
を
鹿
島
が
進
め
て
い
ま
す
が
、

大
林
組
は
東
京
の
新
た
な
名
所
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

中
央
停
車
場
の
開
業
は
１
９
１
４
年
12
月
で
し
た
が
、
全
国
で
進

め
ら
れ
て
き
た
国
鉄
の
幹
線
網
の
進
展
に
あ
わ
せ
、
新
橋
か
ら
西
の

東
海
道
本
線
と
、
上
野
か
ら
北
へ
の
東
北
本
線
を
連
結
さ
せ
る
中
央

停
車
場
は
１
９
１
４
年
の
開
業
式
直
前
に
東
京
駅
と
命
名
さ
れ
ま
し

た
。
３
階
建
て
の
構
造
で
、
全
長
３
３
４
㍍
と
後
の
連
合
艦
隊
旗
艦
・

大
和
よ
り
70
㍍
長
い
大
き
さ
で
し
た
。
中
央
部
は
皇
居
二
重
橋
に
面

す
る
ロ
イ
ヤ
ル
ゾ
ー
ン
で
、
有
楽
町
側
に
乗
車
口
、
神
田
側
に
降
車

口
と
分
か
れ
て
い
て
、
通
り
抜
け
が
出
来
な
い
た
め
一
般
乗
客
に
は

必
ず
し
も
便
利
な
駅
舎
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
開
業
初
日
の

乗
降
客
が
そ
れ
ぞ
れ
１
万
人
前
後
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
１
９
１
４
年
は
、
第
１
次
大
戦
が
始
ま
っ
た
年
で
、
日
本
は

英
国
の
同
盟
国
で
あ
っ
た
た
め
、
中
国
青
島
方
面
を
領
有
し
て
い
た

ド
イ
ツ
軍
を
攻
略
し
て
撃
退
、
そ
の
凱
旋
式
を
東
京
駅
が
開
業
に
合

わ
せ
て
行
う
と
い
う
段
取
り
で
し
た
。

１
０
０
年
前
の
東
京
駅
の
工
事
は
、
日
本
の
建
築
技
術
の
高
さ
を

象
徴
す
る
も
の
で
し
た
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
今
の
姿
を
原
発
工
事
へ
の

か
か
わ
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
原
発
の
建
屋
を
鹿
島
24
基
、

大
林
組
11
基
、
大
成
10
基
、
竹
中
７
基
、
清
水
５
基
を
造
っ
て
い
て
、

10
ヶ
月
前
の
福
島
原
発
の
事
故
後
は
そ
れ
ら
の
ゼ
ネ
コ
ン
が
除
染
作

業
を
請
け
負
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
と
め

１
９
１
２
年
を
中
心
に
お
話
し
す
る
の
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
坂
の
上
の
雲
」
の
時
代

で
し
た
が
、
そ
の
雲
を
見
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
人
た
ち
の
こ

と
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
戦
争
の
時
代
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
新
聞
が
果
た
し
て
き
た
戦
争
協
力
の
歴
史
も
顧

み
た
わ
け
で
す
。
い
ま
上
映
中
の
映
画
「
山
本
五
十
六
」
の
中
で
描

寮歌研究 その一



か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
聞
が「
い
け
い
け
ど
ん
ど
ん
」の
旗
を
振
っ

た
事
実
は
決
し
て
棚
上
げ
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
南
極
探
検
の
く
だ

り
で
朝
日
新
聞
の
読
者
募
金
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦

争
中
、
朝
日
新
聞
は
「
飛
行
機
（
軍
用
機
）
を
献
納
し
よ
う
」
と
読

者
の
募
金
を
大
々
的
に
集
め
、「
こ
れ
で
何
十
機
目
で
す
」と
い
う
記

事
を
連
日
の
よ
う
に
載
せ
て
い
た
事
実
は
消
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。そ

し
て
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）、
昭
和
天
皇
が
、「
ど
う
も
今
の

陸
軍
は
困
っ
た
も
の
だ
。
満
州
も
朝
鮮
も
各
国
に
強
い
ら
れ
て
、
も

と
に
戻
さ
れ
る
ま
で
は
、
と
う
て
い
目
が
覚
め
ま
い
」
と
湯
浅
内
大

臣
に
述
べ
た
言
葉
の
重
大
さ
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
当
時
の
最
高

統
治
権
者
が
陸
軍
の
暴
走
に
つ
い
て
決
断
し
な
い
ま
ま
、
時
間
が
流

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
点
か
ら
近
い
時
期
に
決
断
を
し
て
い
れ
ば
、
日

米
戦
争
も
ア
ジ
ア
全
域
で
の
苛
烈
な
戦
争
も
日
本
各
地
の
空
襲
も
広

島
も
長
崎
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
日
本
と
ア
ジ

ア
各
国
で
、
い
か
に
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
か
を
改
め
て
考
え
ま
し

た
。「都

ぞ
弥
生
」
か
ら
数
え
て
32
番
目
の
昭
和
13
年
度
寮
歌
「
津
軽
の

蒼
海
の
」
の
作
者
・
二
階
堂
孝
一
さ
ん
は
中
国
戦
線
で
戦
死
し
、
敗

戦
を
経
て
昭
和
21
年
度
寮
歌
、
渋
谷
富
業
さ
ん
の
「
時
潮
の
波
の
」

の
慟
哭
と
鎮
魂
、
再
出
発
へ
の
祈
り
と
誓
い
へ
と
至
る
時
代
で
も

あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
66
年
後
の
日
本
の
今
は
、
１
週
間
前
（
２
０
１
１
年
12

月
30
日
）朝
日
新
聞
に
載
っ
た
世
論
調
査
で
は
７
割
の
人
が
、「
将
来

が
不
安
だ
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
３
日
前
（
２
０
１
２
年
１

月
３
日
）の
東
京
新
聞
世
論
調
査
で
は
、「
今
の
政
治
に
不
満
が
あ
る
」

が
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
百
年
前
に
石
川
啄
木
が
考
察
し
た
状
況

よ
り
格
段
に
複
雑
深
刻
な
閉
塞
状
況
な
の
に
加
え
、
大
震
災
と
原
発

事
故
の
果
て
し
な
い
闇
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
光
明
を
見
出
し

て
い
く
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
見
つ
け
る
こ
と

が
出
来
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
年
明
け
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。



は
じ
め
に

「
都
ぞ
弥
生
」誕
生
百
年
に
当
た
る
平
成
24
年
最
初
の
北
大
東
京
同

窓
会
談
話
会
が
、
１
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
。
談
話
会
の
テ
ー
マ
は

「
都
ぞ
弥
生
」で
、
入
寮
同
期
の
古
川
俊
美
と
筆
者
が
話
題
を
提
供
し

た
。
メ
ー
ン
の
講
演
者
の
古
川
は
、
こ
の
寮
歌
の
誕
生
前
の
半
世
紀

と
後
の
１
世
紀
に
わ
た
る
北
海
道
、
日
本
そ
し
て
世
界
の
動
向
に
つ

い
て
見
事
な
レ
ビ
ュ
ウ
を
行
っ
た
。

筆
者
は
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
お
よ
び
同
時
代
の
旧
制
高
校
寮
歌
に

つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
、
先
人
た
ち
に
よ
っ

て
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
柄
の
受
け
売
り
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ

し
、
次
項
「
野
性
の
声
消
え
て
」
だ
け
は
、
こ
れ
ま
で
に
言
及
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
思
う
。

会
場
で
筆
者
は
、
代
表
的
な
寮
歌
や
俗
謡
の
歌
詞
な
ど
を
参
考
資

料
と
し
て
配
布
し
、
多
少
の
脱
線
を
交
え
な
が
ら
話
し
た
。
し
か
し
、

同
窓
会
誌
の
頁
数
の
制
約
の
た
め
、
本
稿
で
は
「
都
ぞ
弥
生
」
の
作

詩
者
に
焦
点
を
絞
り
「
横
山
芳
介
の
世
界
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
改

め
た
。
な
お
、
本
誌
は
恵
迪
寮
同
窓
会
誌
で
あ
る
の
で
、
歌
詞
の
引

用
は
最
小
限
に
止
め
た
。

野
性
の
声
消
え
て

寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
の
誕
生
は
明
治
45
年
（
大
正
元
年
、
１
９
１

２
）
で
あ
る
が
、
作
詩
者
の
横
山
芳
介
は
明
治
43
年
に
北
大
に
入
学

し
て
い
る
。
当
時
の
新
学
期
は
９
月
で
あ
る
か
ら
、
横
山
が
津
軽
海

峡
を
渡
っ
た
時
期
は
８
月
末
で
あ
ろ
う
。「
都
ぞ
弥
生
」の
歌
詞
の
一

番
は
入
学
前
の
東
京
の
春
を
歌
っ
た
「
序
」
と
も
い
う
べ
き
章
で
、

豊
か
に
稔
る
北
国
の
秋
を
描
写
し
た
二
番
こ
そ
が
こ
の
寮
歌
の
第
一

章
で
あ
る
。

北
海
道
に
生
ま
れ
育
っ
た
新
入
生
は
そ
う
感
じ
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
東
京
か
ら
来
た
横
山
の
目
に
札
幌
は
ひ
ど
く
淋

し
い
土
地
と
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
札
幌
到
着
を
知
ら
せ
る
最
初
の

手
紙
で
、〞
こ
の
町
に
は
仁
丹
の
看
板
ひ
と
つ
な
い
〝と
記
し
て
母
を

大
変
に
心
配
さ
せ
た
と
、
後
年
の
彼
は
悔
や
ん
で
い
る
。

当
時
の
北
海
道
の
情
景
は
、
見
る
人
の
感
性
と
経
歴
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
違
う
。
明
治
40
年
に
は
じ
め
て
札
幌
の
地
を
踏
ん
だ
石
川
啄

木
は
、〞
札
幌
は
ま
こ
と
に
美
し
き
北
の
都
な
り
…
…
ア
カ
シ
ア
の
並

木
を
騒
が
せ
ポ
プ
ラ
の
葉
を
裏
返
し
て
吹
く
風
の
冷
た
さ
…
…
〝
と

記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
入
学
後
一
年
余
り
を
過
ご
し
て
北
の
大
地

の
印
象
を
一
変
さ
せ
た
横
山
が
描
く
「
都
ぞ
弥
生
」
の
風
景
そ
の
も

の
で
あ
る
。

明
治
初
め
の
北
海
道
を
知
る
新
渡
戸
稲
造
に
と
っ
て
、
明
治
末
の

北
海
道
の
印
象
は
さ
ら
に
違
っ
て
い
る
。
明
治
39
年
の
随
筆
で
、〞
20

年
前
に
は
ク
マ
や
オ
オ
カ
ミ
が
跋

し
て
い
た
土
地
に
い
ま
は
二
日

で
来
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
は
児
童
た
ち
が
な
ん
の
心
配
も
な
く

寮歌研究 その二
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遊
び
校
歌
を
歌
っ
て
い
る
〝
と
、
北
海
道
の
文
明
化
に
感
無
量
の
よ

う
で
あ
る
。

新
渡
戸
が
い
う
20
年
前
と
は
明
治
19
年
で
あ
る
。
犬
飼
哲
夫
が
纏

め
た
そ
の
年
の
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
の
捕
獲
・
屠
殺
数
（
か
な
り
の
数
の

野
性
化
し
た
イ
ヌ
そ
の
他
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
）
を
一
頭
ず
つ

プ
ロ
ッ
ト
し
た
地
図
を
見
る
と
、
石
狩
や
日
高
な
ど
は
ほ
と
ん
ど

真
っ
黒
で
あ
る
。
開
拓
使
は
、
野
獣
に
満
ち
た
人
跡
未
踏
の
土
地
と

い
う
北
海
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
く
ク
マ
と
オ
オ
カ
ミ
と
カ
ラ

ス
を
有
害
鳥
獣
に
指
定
し
、
死
体
を
持
っ
て
き
た
者
に
褒
賞
金
を

払
っ
て
い
た
。

エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
は
、
住
民
に
危
険
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ウ
マ
や

ウ
シ
の
甚
大
な
被
害
に
怒
る
牧
畜
関
係
者
か
ら
の
強
い
要
請
も
あ

り
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
ら
の
提
言
を
入
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
西
部
で

高
い
効
果
を
挙
げ
た
硝
酸
ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ
入
り
肉
団
子
に
よ
る
駆

除
法
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
オ
オ
カ
ミ
の
本
来
の
食
物
で
あ

る
エ
ゾ
シ
カ
の
乱
獲
と
相
ま
っ
て
、
彼
ら
は
急
激
に
減
少
し
絶
滅
し

た
。北

大
野
生
動
物
学
教
授
だ
っ
た
大
泰
司
紀
之
か
ら
頂
い
た
資
料
に

よ
る
と
、
最
後
の
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
の
捕
獲
・
屠
殺
記
録
は
明
治
22
年

の
38
頭
以
上
で
あ
る
。
ま
た
、
函
館
の
毛
皮
商
が
オ
オ
カ
ミ
の
毛
皮

を
明
治
29
年
に
輸
出
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
と
い
う
。
野
生
動
物

の
絶
滅
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
の
仕
方
が
あ
る
が
、
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ

の
絶
滅
は
明
治
40
年
以
前
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
日
本
内
地

に
お
け
る
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
確
実
な
最
後
の
記
録
は
明
治
43
年

で
、
そ
れ
は
横
山
が
北
大
に
入
学
し
た
年
で
あ
る
。

も
し
も
、
明
治
末
の
札
幌
に
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
や
ヒ
グ
マ
が
歩
き

回
っ
て
い
た
な
ら
ば
、「
都
ぞ
弥
生
」に
は
、
オ
オ
カ
ミ
が
遠
吠
え
し

た
り
ク
マ
が
咆
哮
す
る
さ
ま
が
歌
い
込
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
な
ら
ば
、
も
っ
と
荒
々
し
い
歌
詞
に
な
り
、
美
し
い

自
然
を
ひ
た
す
ら
謳
歌
し
て
い
る
現
在
の
「
都
ぞ
弥
生
」
と
は
違
う

印
象
を
与
え
る
寮
歌
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
野
獣
が
彷
徨
す
る
未
開
の
地
で
あ
る
と
承
知
の
う
え
で

北
海
道
に
憧
れ
て
野
心
を
懐
き
津
軽
海
峡
を
越
え
て
来
る
学
生
の
数

は
、
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
北
大
に
進
ん
だ
多

く
の
学
生
は
、「
都
ぞ
弥
生
」が
讃
え
る
穏
や
か
な
大
地
に
魅
せ
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
ク
ラ
ー
ク
や
新
渡
戸
の
名
声
よ
り
も
は

る
か
に
大
き
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。「
都
ぞ
弥
生
」こ
そ
北
大
最
高

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
で
あ
る
。

横
山
が
見
た
風
景

横
山
は
、
北
海
道
の
風
景
を
具
体
的
か
つ
平
易
な
美
し
い
言
葉
で

歌
っ
て
い
る
。
彼
は
、
そ
の
印
象
を
〞
黄
昏
れ
込
め
る
手
稲
の
頂
〝、

〞
雄
々
し
く
聳
え
る
楡
の
梢
〝、〞
寒
月
が
懸
か
る
針
葉
樹
〝、〞
さ
ゆ
ら

ぎ
立
つ
延
齢
草
〝、〞
小
河
の

に
咲
く
水
芭
蕉
〝
な
ど
と
表
現
し
て

い
る
。
そ
れ
は
決
し
て
観
念
的
な
美
辞
麗
句
の
羅
列
で
は
な
い
。
ま

た
、
若
者
ら
し
い
気
負
い
は
あ
る
も
の
の
、
世
俗
的
な
立
身
出
世
と

は
異
質
の
札
幌
農
学
校
の
伝
統
を
継
ぐ
〞
清
き
野
心
〝
を
育
む
大
地

の
讃
歌
で
あ
る
。

た
だ
し
、
横
山
を
感
動
さ
せ
た
自
然
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
眼

か
ら
入
る
光
景
が
主
で
、
耳
か
ら
入
る
音
色
は
従
の
よ
う
に
私
に
は

思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、「
都
ぞ
弥
生
」
に
〞
橇
の
音
凍
り
〝、〞
羊
群

声
な
く
〝、〞
雲
ゆ
く
雲
雀
〝
と
素
晴
ら
し
い
言
葉
が
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
北
国
の
四
季
は
、
牧
舎
に
戻
る
途
す
が
ら
騒
が



し
く
声
を
交
わ
す
ヒ
ツ
ジ
と
そ
れ
を
追
い
立
て
る
牧
羊
犬
の
声
、
橇

を
引
く
ウ
マ
の
嘶
き
や
イ
ヌ
の
吠
え
る
声
、
小
さ
な
体
な
が
ら
精
一

杯
の
ヒ
バ
リ
の
囀
り
、
そ
し
て
、
初
夏
に
は
カ
ッ
コ
ウ
や
エ
ゾ
ハ
ル

ゼ
ミ
の
鳴
き
声
が
溢
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

横
山
の
注
意
が
音
の
世
界
に
も
う
少
し
配
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

彼
の
優
れ
た
表
現
力
に
よ
っ
て
「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
詞
は
さ
ら
に
彩

り
を
添
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
音
色
に
満
ち
た
情

景
を
〞
静
寂
〝
と
感
じ
て
控
え
め
な
表
現
を
し
た
と
こ
ろ
が
素
晴
ら

し
い
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。

現
在
も
残
っ
て
い
る
横
山
直
筆
の
「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
詞
の
五
番

に
〞
自
然
の
巧
み
を
な
つ
か
し
み
つ
つ
〝
と
あ
る
が
、
明
治
45
年
版

「
北
大
文
武
会
報
」
に
は
〞
自
然
の
芸
術
た
く
み
を
〝
と
な
っ
て
い
る
。
著
者

が
校
正
時
に
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
寮
歌
の
歌
詞
に
は
、
難
解
な
漢

字
を
大
胆
に
意
訳
し
て
読
ま
せ
る
例
が
少
な
く
な
い
け
れ
ど
も
、
横

山
の
「
芸
術
」
は
そ
れ
で
は
な
い
。

明
治
初
期
の
日
本
語
で
は
、
伝
統
的
な
日
本
画
と
対
比
さ
せ
た
西

洋
画
を
「
芸
術
」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
言
葉
は
、
現
在
の
よ
う
に
、

和
洋
の
絵
画
だ
け
で
な
く
彫
刻
も
陶
芸
も
音
楽
も
文
芸
を
も
包
括
す

る
意
味
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
明
治
の
横
山
は
、
芸
術（
絵
画
／

ア
ー
ツ
）＝

美
し
い
自
然
（
技
巧
／
技
倆
）
と
い
う
率
直
な
連
想
の

下
に
、
北
海
道
の
風
景
を
西
洋
絵
画
的
、
つ
ま
り
「
芸
術
」＝

「
巧
」

と
感
じ
た
と
み
て
よ
い
。
詩
歌
は
、
作
者
が
生
き
た
時
代
の
言
語
感

覚
で
味
わ
う
べ
き
で
あ
る
。

詩
の
形
式

話
題
を
変
え
る
。
本
質
な
問
題
で
な
い
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
歌
詞
の
形
式
（
調
子
）
は
、
詩
の
重
要
な
一
要
素
と
私
は
考

え
て
い
る
。
万
葉
以
来
の
大
和
歌
の
基
本
は
五
音
と
七
音
で
成
り

立
っ
て
い
る
。
日
本
の
伝
統
的
な
歌
謡
の
主
流
は
七
五
調
か
五
七
調

で
、
例
え
ば
都
々
逸
は
七
七
七
五
調
を
基
調
と
し
て
い
る
。

寮
歌
の
多
く
も
五
音
と
七
音
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
と
く
に
、

明
治
〜
大
正
期
の
旧
制
高
校
寮
歌
の
大
部
分
は
七
五
調
で
あ
る
。
北

大
寮
歌
も
、
八
七
八
七
…
…
七
五
調
の
「
都
ぞ
弥
生
」
と
八
七
調
の

大
正
十
三
年
「
茫
々
は
る
か
」
を
除
き
七
五
調
が
基
本
で
、
五
七
調

の
初
出
は
昭
和
３
年
「
郭
公
の
声
」
で
あ
り
、
戦
前
の
そ
れ
は
昭
和

16
年
「
湖
に
星
の
散
る
な
り
」
等
の
４
歌
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
、
戦

後
は
五
七
調
が
急
増
し
、
昭
和
21
年
「
時
潮
の
波
（
序
と
結
）」
か
ら

昭
和
28
年
「
手
を
と
り
て
美
し
き
国
」
ま
で
多
く
の
寮
歌
が
続
く
。

な
お
、
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
「
我
が
運
命
こ
そ
」
と
札
幌
農
学

校
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
は
七
七
七
五
調
で
あ
る
。

し
か
し
、
八
七
八
五
調
の
都
々
逸
、
例
え
ば
〞
三
千
世
界
の
／
烏

を
殺
し
／
そ
な
た
と
添
い
寝
が
／
し
て
み
た
い
〝
や
、
八
八
調
の
民

謡
、
例
え
ば
〞
金
比
羅
船
々
／
追
手
に
帆
か
け
て
…
…
〝
も
あ
る
。

万
葉
時
代
の
八
音
の
歌
は
例
外
的
な
〞
字
余
り
〝
と
み
る
べ
き
で
あ

る
が
、
中
世
に
な
る
と
意
識
し
て
八
音
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
梁
塵
秘

抄
」
の
今
様
に
〞
わ
が
子
は
二
十
に
／
な
り
ぬ
ら
ん
…
…
〝
や
〞
遊

び
を
せ
ん
と
や
／
生
ま
れ
け
む
…
…
〝
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。「
ス

ト
ー
ム
の
歌
」は
基
本
的
に
八
五
五
調
で
あ
る
。
つ
い
で
に
書
く
と
、

そ
の
一
番
の
歌
詞
に
ク
マ
が
出
て
い
る
。

明
治
生
ま
れ
東
京
育
ち
の
横
山
の
耳
に
は
、
現
代
の
学
生
と
違
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
八
七
調
や
七
七
七
五
調
の
歌
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ

て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
代
の
学
生
た
ち
も
同
様
で
、
横
山

の
歌
詞
の
形
式
は
、
明
治
の
北
大
生
に
比
較
的
素
直
に
受
け
入
れ
ら

寮歌研究 その二



れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
寮
歌
で
全
盛
を
極
め
て
い
た

七
五
調
に
引
き
ず
ら
れ
こ
と
な
く
、
伝
統
的
な
日
本
の
歌
謡
形
式
の

ひ
と
つ
で
あ
る
八
七
八
七
…
…
七
五
調
で
詩
を
書
い
た
横
山
の
セ
ン

ス
を
高
く
評
価
し
た
い
。

ま
た
、「
都
ぞ
弥
生
」
の
最
後
が
五
音
（
…
…
八
七
五
七
五
）
で
終

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
欲
し
い
。
こ
れ
こ
そ
日
本
の
伝
統

的
な
歌
謡
の
形
式
に
則
っ
て
い
る
が
、
頁
数
の
制
約
で
こ
の
点
に
つ

い
て
は
触
れ
な
い
で
お
く
。

同
時
代
の
旧
制
高
校
寮
歌

明
治
時
代
に
設
立
さ
れ
た
旧
制
高
等
学
校
は
い
わ
ゆ
る
ナ
ン
バ
ー

ス
ク
ー
ル
の
８
校
（
第
八
高
設
立
は
明
治
41
年
）
で
、
９
番
目
の
新

潟
高
校
の
設
立
は
大
正
８
年
で
あ
る
か
ら
、「
都
ぞ
弥
生
」誕
生
前
後

の
他
校
の
寮
歌
と
は
、
第
一
〜
第
八
高
等
学
校
の
そ
れ
ら
だ
け
で
あ

る
。
歌
詞
の
例
示
は
省
略
す
る
が
、
い
ま
で
も
歌
わ
れ
て
い
る
こ
の

時
代
の
代
表
的
な
各
校
寮
歌
は
、
す
べ
て
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
新
体

詩
、
つ
ま
り
七
五
調
で
あ
る
。
北
大
寮
歌
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る

こ
と
は
前
述
し
た
。

新
体
詩
と
は
、
明
治
30
年
代
に
全
盛
を
極
め
た
当
時
の〞
平
常
語
〝

を
用
い
た
〞
七
五
調
〝
の
詩
の
こ
と
で
あ
る
。
外
山
正
一
の
軍
歌
「
抜

刀
隊
」〞
わ
れ
は
官
軍
わ
が
敵
は
〝、
島
崎
藤
村
の「
若
菜
集
」〞
ま
だ

あ
げ
初
め
し
前
髪
の
〝、
大
塚
楠
緒
子
の
「
お
百
度
詣
」〞
ひ
と
あ
し

踏
み
て
夫
思
ひ
／
ふ
た
あ
し
国
を
思
へ
ど
も
／
三
足
ふ
た
た
び
夫
お

も
ふ
／
女
心
に
咎
あ
り
や
〝
ま
で
幅
が
広
く
、
作
ら
れ
た
新
体
詩
の

数
は
膨
大
で
あ
る
。

一
般
に
、
寮
歌
は
難
解
な
漢
語
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
超
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
旧
制
高
校
生
に
と
っ
て
漢
語
は

〞
平
常
語
〝
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
一
高
寮
歌
「
鳴
呼
玉
杯
に
」
は
そ

の
代
表
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
漢
語
調
の
寮
歌
は
少
数
派

で
、
多
く
は
雅
び
な
和
語
の
系
統
で
あ
る
。
ま
た
、
寮
歌
は
エ
リ
ー

ト
意
識
紛
々
で
大
言
壮
語
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ

る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
も
「
鳴
呼
玉
杯
に
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
都
ぞ
弥
生
」
と
同
じ
明
治
45
年
に
作
ら
れ
た
一
高
寮
歌
「
霧
淡
晴

の
」は
、〞
霧
淡
晴
の
野
に
み
だ
れ
／
花
影
に
春
を
さ
し
ま
ね
く
／
夢

に
溶
け
ゆ
く
浅
翠
／
あ
し
た
の
空
に
立
ち
迷
ひ
／
夕
べ
の
影
に
し
が

ら
め
ば
／
春
に
う
つ
ろ
ふ
光
あ
り
（
一
番
）〝
と
、
ま
っ
た
く
違
う
印

象
を
与
え
る
。
和
語
系
統
の
例
に
三
高
寮
歌
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」

を
加
え
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

他
校
の
寮
歌
の
歌
詞
に
共
通
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
に
没
個
性

が
あ
る
。
例
え
ば
、
二
高
寮
歌
〞
山
紫
に
水
清
き
／
郷
は
名
に
負
う

五
城
楼
〝
を
、
六
高
生
が
〞
山
紫
に
水
清
く
…
…
吉
備
が
郷
〝
と
歌
っ

て
す
こ
し
も
違
和
感
が
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
批
判
を
別
と
し
て
、
寮
歌
と
は
生
活
や
勉

学
の
場
を
共
有
す
る
寮
生
た
ち
が
、
喜
び
も
悲
し
み
も
心
を
ひ
と
つ

に
す
る
手
段
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
七
高
寮
歌
「
北
辰
斜

に
」
の
「
序
」
の
一
節
〞
或
ひ
は
饗
宴
の
庭
に
、
或
ひ
は
星
空
の
窓

の
下
に
、
若
い
高
ら
ふ
感
情
の
旋
律
を
も
て
、
思
ひ
の
ま
ま
に
歌
ひ

給
へ
〝
の
心
情
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
談
話
会
に
お
い
て
古
川
が
「
都
ぞ
弥
生
」
誕
生
前
後
の
日

本
と
世
界
の
動
き
を
詳
し
く
紹
介
し
た
が
、
横
山
が
書
い
た
こ
の
寮

歌
に
は
世
相
が
ま
っ
た
く
歌
い
込
ま
れ
て
い
な
い
。
他
の
北
大
寮
歌

も
含
め
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、
多
く
は
没
世
間
的
で
あ
る
。
五
高
寮

歌
「
武
夫
原
頭
に
」
に
は
〞
ス
ラ
ブ
の
末
路
今
ぞ
見
る
〝、
六
高
寮
歌



「
新
潮
走
る
」に
は〞
明
治
の
大
帝
神
去
り
て
／
世
は
暗
澹
の
秋
の
暮
〝

と
い
う
歌
詞
が
出
で
来
る
。
北
海
道
は
別
天
地
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

お
わ
り
に

筆
者
は
音
楽
の
素
養
に
欠
け
る
の
で
、
作
曲
者
「
赤
木
顕
次
の
世

界
」
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。「
恵
迪
寮
歌
合
唱
隊
長
」
の
金
武
彦
が

昨
年
見
付
け
た
明
治
45
年
版
「
北
大
文
武
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
楽

譜
「
都
ぞ
弥
生
」
に
は
、
音
楽
学
的
に
不
備
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の

後
も
赤
木
は
い
く
つ
か
の
楽
譜
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
も
問
題

が
あ
る
ら
し
い
。
た
し
か
に
赤
木
が
音
楽
的
に
正
し
い
楽
譜
を
残
せ

な
か
っ
た
が
、
横
山
の
詩
を
見
て
「
都
ぞ
弥
生
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

浮
か
ん
だ
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
赤
木
の
前
に
「
都
ぞ
弥
生
」
は

な
い
。
記
譜
力
の
不
足
と
名
曲
を
残
し
た
業
績
は
無
関
係
で
あ
る
。

恵
迪
寮
周
辺
に
残
る
原
始
林
に
感
激
し
た
入
寮
早
々
の
筆
者
を
、

〞
一
週
間
前
ま
で
俺
が
い
た
家
は
こ
の
数
百
倍
も
広
い
原
生
地
の
中

に
あ
っ
た
〝
と
道
産
子
の
同
級
生
が
揶
揄
し
た
。「
都
ぞ
弥
生
」
に
描

か
れ
て
い
る
北
国
の
情
景
は
、
所
詮
は
道
外
者
の
感
傷
に
過
ぎ
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
北
海
道
の
自
然
を
讃
え
た
北

大
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
は
、
間
違
い
な
く
北
大
の
枠
を
越
え
た
日
本

の
文
化
遺
産
で
あ
る
。

寮
Ｏ
Ｂ
の
中
に
、「
都
ぞ
弥
生
」は
恵
迪
寮
生
の
も
の
で
、
部
外
者

が
歌
う
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
す
る
風
潮
が
あ
る
ら
し
い
。
一
部
の

他
の
旧
制
高
校
Ｏ
Ｂ
の
間
に
も
似
た
よ
う
な
主
張
が
あ
る
と
聞
く
。

し
か
し
、そ
ん
な
偏
屈
な
意
見
に
耳
を
貸
す
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。

繰
り
返
す
。「
都
ぞ
弥
生
」
は
日
本
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
。

諸
先
輩
の
作
品
の
足
元
に
及
び
も
つ
か
な
い
稚
拙
な
昭
和
32
年
寮

歌
「
花
繚
乱
の
」
を
作
っ
た
筆
者
の
身
の
程
を
弁
え
な
い
単
純
素
朴

で
舌
足
ら
ず
な
感
想
で
あ
る
。

（
横
浜
市
青
葉
区
）

寮歌研究 その二



Ｊ
Ｒ
田
町
駅
を
出
て
商
店
街
を
抜
け
る
と
慶
應
義
塾
三
田
東
門
に

行
き
当
た
る
。
門
を
入
る
と
上
り
坂
に
な
り
、
右
手
の
階
段
を
登
れ

ば
図
書
館
旧
館
で
あ
る
。
そ
の
玄
関
右
手
に
、
と
て
も
纏
わ
り
つ
い

て
い
る
と
は
い
い
難
い
風
情
の
小
振
り
の
蔓
植
物
が
目
に
入
る
。
白

い
板
に
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
と
あ
る
。

夏
に
は
濃
い
朱
色
の
花
を
付
け
る
植
物
を
、
多
少
の
知
識
が
あ
れ

ば
凌

花
と
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
蔦
が
、
１
０
０
年
少
し
前
、

「
新
し
き
世
の
星
」
と
気
負
っ
て
上
京
し
た
「
若
き
二
十
歳
」
の
佐
藤

春
夫
ゆ
か
り
の
花
で
あ
る
。
１
９
２
８
年（
昭
和
３
）発
表
の
詩「
酒
、

歌
、
煙
草
、
ま
た
女
｜

三
田
の
学
生
時
代
を
唄
へ
る
歌
｜

」の
最

初
の
連
で
、
春
夫
は
こ
の
蔦
を
「
い
ま
も
枯
れ
ず
に
残
れ
り
や
」
と

懐
古
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
花
が
大
好
き
で
、
戒
名
に
凌

院
と
い

う
文
字
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
物
語
の
主
役
は
、春
夫
に
憧
れ
て
倉
敷
か
ら
１
９
５
４
年（
昭

和
29
）
春
に
慶
大
文
学
部
へ
入
学
し
た
故
・
出
原
弘
之
が
作
っ
た
メ

ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。
彼
と
高
校
同
期
の
横
浜
市
大
生
、
仁
科
喜
佐
男

と
北
大
生
、
荒
木
武
夫
が
原
曲
に
手
を
加
え
た
。
翌
年
、
恵
廸
寮
で

荒
木
と
同
室
に
な
っ
た
酒
井
誠
一
郎
が
こ
の
歌
を
コ
ン
パ
で
独
唱

し
、
寮
生
の
間
に
大
流
行
を
起
こ
し
た
。
彼
ら
は
す
べ
て
二
十
歳
前

後
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
こ
の
歌
は
恵
廸
寮
か
ら
消
え
た
が
、
同
じ
流
れ
と
思
わ
れ

る
メ
ロ
デ
ィ
が
70
年
代
に
新
宿
で
歌
わ
れ
、
２
０
０
９
年（
平
成
21
）

に
三
田
文
学
編
集
長
、
加
藤
宗
哉
の
耳
に
届
い
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

の
経
緯
は
、
前
島
、
荒
木
、
酒
井
、
金
が
「
恵
廸
」
９
号
（
２
０
０

９
年
）
に
、
加
藤
と
前
島
が
「
三
田
評
論
」
１
０
７
６
号
（
２
０
０

５
年
）
や
「
三
田
文
学
」
81
号
（
同
年
）
と
97
号
（
２
０
０
９
年
）

に
書
い
て
い
る
。
こ
れ
が
第
一
幕
で
あ
る
。
第
二
幕
の
幕
開
け
は
、

２
０
１
０
年
で
あ
る
。

荒
木
が
「
酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
」
の
歌
唱
と
録
音
を
酒
井
に

依
頼
し
た
。
酒
井
の
一
年
後
輩
の
川
原
が
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
を

考
え
、
北
海
道
開
拓
の
村
旧
開
拓
使
本
庁
舎
音
楽
ホ
ー
ル
を
借
り
て

酒
井
の
独
唱
を
収
録
し
た
。
さ
ら
に
東
京
わ
た
な
べ
音
楽
堂
ベ
ル
ネ

ザ
ー
ル
に
仁
科
、
荒
木
、
酒
井
が
集
い
、
川
原
の
識
り
合
い
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
一
宮
明
代
の
伴
奏
で
そ
れ
ぞ
れ
の
編
曲
を
彼
ら
自
身
が

歌
っ
た
。

同
年
秋
、
札
幌
つ
る
千
歳
鶴
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
50
年
代

の
寮
生
が
集
合
し
、
正
調

「
酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
」
を
合
唱

し
、
こ
れ
も
川
原
が
収
録
し
た
。
Ｃ
Ｄ
添
付
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
北
大

恵
廸
寮
青
春
の
歌
『
酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
』」
に
、
そ
れ
ら
の
経

緯
が
要
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
お
よ
び
関
係
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
「
三
田
文
学
」
と
「
恵
廸
」
は
、
北
大
図
書
館
、
札
幌
中
央
図
書

館
、
三
田
文
学
編
集
部
、
岡
山
青
陵
高
校
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い

「
酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
」

続
き
の
物
語

金

武

彦
（
Ｓ
37
年
入
寮
）

川

原

幸

則
（
Ｓ
31
年
入
寮
）

前

島

一

淑
（
Ｓ
31
年
入
寮
）



る
。Ｃ

Ｄ
は
ま
ず
３
０
０
部
作
成
し
た
が
す
ぐ
に
出
払
い
、
最
終
的
に

３
版
計
９
０
０
部
が
作
ら
れ
た
。
興
味
を
も
た
れ
る
方
は
、
川
原（
〒

１
７
５

０
０
９
１
東
京
都
板
橋
区
三
園
１

37

５
）に
連
絡
さ
れ
た

い
。
そ
の
際
、
Ｃ
Ｄ
作
成
費
と
送
料
と
し
て
ワ
ン
コ
イ
ン
、
５
０
０

円
か
同
等
の
切
手
を
同
封
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
が
第
３
幕
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
１
月
31
日
付「
道
新
」

に
「
酒
、
歌
、
煙
草
｜

命
再
び
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
た
。
春
夫

の
詩
に
曲
が
つ
け
ら
れ
、
50
年
代
の
北
大
恵
迪
寮
で
愛
唱
さ
れ
た
も

の
の
、
そ
の
後
寮
生
た
ち
の
耳
か
ら
消
え
た
「
幻
の
準
寮
歌
」
が
半

世
紀
を
越
え
て
Ｃ
Ｄ
と
し
て
甦
え
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
同
年

２
月
17
日
の
「
週
刊
新
潮
」（
通
刊
２
７
８
０
号
）
に
、「
昔
の
学
生

気
質
」
と
し
て
こ
の
新
聞
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

寮
生
が
愛
唱
し
た
「
酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
」
と
同
じ
系
統
と

思
わ
れ
る
新
宿
流
行
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
三
田
へ
伝
え
た
人
物
は
、
作

家
の
西
村
眞
で
あ
る
。
数
回
の
手
紙
や
電
話
の
や
り
取
り
の
後
、
前

島
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
テ
ィ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
で
西
村
と
会
っ
た
。
そ
の
概

要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

西
村
は
、
70
年
代
の
新
宿
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
で
、「
や
く
ざ
の
唄
」と

し
て
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
覚
え
た
。
そ
こ
は
、
い
ま
で
も
新
宿
を
舞

台
に
し
た
警
察
小
説
や
や
く
ざ
小
説
に
と
き
お
り
登
場
す
る
昔
の
青

線
区
域
で
、
毎
晩
の
よ
う
に
当
時
の
有
名
無
名
の
文
学
者
や
編
集
者

が
集
ま
り
、
酔
い
に
任
せ
て
気
炎
を
上
げ
て
い
た
と
い
う
。
西
村
は

昭
和
14
年
の
高
知
生
ま
れ
で
、
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
最
初
に
聞
い
た

と
き
は
20
歳
代
か
、
せ
い
ぜ
い
30
歳
の
は
じ
め
だ
っ
た
筈
で
あ
る
。

「
や
く
ざ
の
唄
」
の
歌
詞
を
以
下
に
紹
介
し
て
お
く
。

㈠

歳
は
二
十
の
こ
ろ
な
る
や

三
年
が
ほ
ど
を
学
び
し
が

酒
、
唄
、
煙
草
、
ま
た
女

ほ
か
に
学
び
し
こ
と
も
な
し

㈡

ヴ
ィ
ッ
カ
ス
ホ
ー
ル
の
玄
関
に

咲
き
ま
つ
わ
れ
る
凌

花

感
傷
的
で
よ
か
っ
た
ね

い
ま
も
散
ら
ず
に
残
れ
る
や

㈢

わ
れ
ら
を
指
し
て
嘆
き
た
る

人
を
尻
目
に
見
下
し
て

新
し
き
世
の
星
な
り
と

思
い
奢
れ
る
わ
れ
な
り
き
（
新
仮

名
遣
い
）

歌
詞
の
順
番
が
異
な
り
、
原
詩
と
比
べ
て
総
体
的
に
品
位
が
落
ち

て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
若
い
時
代
の
西
村
や
彼
の
仲
間
た

ち
は
、
こ
の
「
や
く
ざ
の
唄
」
に
あ
る
よ
う
に
多
分
に
偽
悪
的
で
無

軌
道
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
最
新
作
「
東
京
哀

歌
（
三
五
館
刊
行
）」
を
読
む
と
、
そ
れ
が
文
学
的
虚
構
で
あ
る
に
し

て
も
、
彼
の
半
生
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
替
え
歌
を
愛
唱

し
た
気
分
が
想
像
で
き
る
。

「
酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
関
わ
り
続
け
て
き

た
金
は
、
西
村
が
東
京
の
電
話
口
で
歌
う
「
や
く
ざ
の
唄
」
を
札
幌

で
聞
い
て
楽
譜
化
し
た
。「
や
く
ざ
の
唄
」を
西
村
が
加
藤
に
伝
え
た

と
き
も
電
話
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
酒
井
、

荒
木
、
金
た
ち
の
間
で
も
電
話
口
で
歌
わ
れ
て
情
報
が
交
わ
さ
れ
て

お
り
、
酒
井
夫
人
か
ら
お
か
し
な
人
た
ち
だ
と
笑
わ
れ
て
い
る
。

図
に
掲
げ
た
楽
譜
は
、
西
村
が
歌
っ
た
「
や
く
ざ
の
唄
」
と
酒
井

が
記
憶
し
て
い
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
金
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
音

楽
的
な
詳
細
を
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
け
れ
ど
も
、
西
村
が
憶
え
て
い

た
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
当
時
の
寮
生
の
記
憶
に
あ
る
酒
井
歌
唱
の
そ
れ

と
あ
き
ら
か
に
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
む
し
ろ
出
原
原
曲
か
仁
科
編

曲
に
近
い
。「
や
く
ざ
の
唄
」が
出
原→

仁
科→

？→

西
村
と
い
う
経

寮歌研究 その三



路
で
新
宿
に
届
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

物
語
は
第
４
幕
に
な
る
。
筆
者
ら
は
、
最
初
、
恵
廸
寮
Ｏ
Ｂ
、
し

か
も
体
育
会
系
の
飲
ん
兵
衛
が
新
宿
の
飲
み
屋
で
同
席
の
客
に
こ
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
伝
え
た
と
考
え
、
そ
の
よ
う
な
基
準
で
心
当
た
り
を
熱

心
に
探
し
た
が
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
寮
Ｏ

Ｂ
で
は
あ
る
が
は
る
か
に
知
的
で
上
品
な
人
物
に
ま
で
捜
索
を
拡
げ

た
が
、
そ
れ
ら
し
き
人
物
に
辿
り
着
か
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
西
村
よ
り
、
当
時
勤
め
て
い
た
出
版
社
の
Ｓ
と
い
う
同

僚
か
ら
「
や
く
ざ
の
唄
」
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
い
う

連
絡
を
受
け
た
。
Ｓ
は
都
内
の
某
大
学
空
手
部
出
身
で
、
現
在
の
消

息
は
不
明
と
い
う
。
そ
の
出
版
社
に
は
前
島
や
川
原
と
入
寮
同
期
の

中
野
嘉
雄
が
在
籍
し
て
い
た
の
で
、
彼
に
尋
ね
た
が
Ｓ
の
記
憶
は
な

い
と
い
う
。

ま
た
最
近
、
こ
の
歌
が
、
恵
廸
寮
と
は
別
に
北
大
柔
道
部
で
歌
い

継
が
れ
て
い
た
と
い
う
新
し
い
複
数
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
歌
を
北
大
に
伝
え
た
荒
木
と
同
期
お
よ
び
一
期
後
輩
で
、
寮
同

室
だ
っ
た
名
古
屋
出
身
「
東
海
の
暴
れ
ん
坊
」
近
藤
智
雄
と
徳
島
出

身
「
稽
古
の
鬼
」
中
川
迪
夫
が
柔
道
部
の
重
鎮
で
あ
っ
た
か
ら
、
両

人
を
通
じ
て
拡
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
過
去
に
も
、
剣
道
部
、
馬
術

部
、
ボ
ー
ト
部
な
ど
で
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
彼
ら

が
全
国
大
学
連
合
体
育
祭
の
懇
親
会
で
歌
い
、
そ
れ
が
「
や
く
ざ
の

唄
」
の
源
流
と
な
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
、
か
な
り
有
力
な
拡
散
ル
ー
ト
情
報
が
あ
る
。
出
原

ら
の
故
郷
の
岡
山
で
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
い
た
、
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
確
認
し
よ
う
と

し
て
複
数
の
関
係
者
に
尋
ね
ま
わ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
矛
盾
し
た
り

曖
昧
と
し
た
話
し
に
収
斂
し
て
し
ま
う
。編
曲
者
の
仁
科
と
荒
木
は
、

岡
山
ル
ー
ト
は
絶
対
に
考
え
ら
れ
な
い
と
強
く
否
定
し
て
い
る
。
そ

れ
で
も
、
西
村
が
憶
え
て
い
た
「
や
く
ざ
の
唄
」
を
、
北
大
の
寮
生

の
耳
に
残
っ
て
い
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
直
系
と
い
い
切
る
に
は
す
こ
し

無
理
が
あ
り
、
別
ル
ー
ト
と
推
測
す
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
上

述
し
た
。

出
原
の
急
逝
で
確
か
め
る
術
は
失
わ
れ
た
が
、
生
前
の
彼
は
、
こ

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
倉
敷
青
陵
高
校
柔
道
部
の
同
期
生
以
外
と
歌
っ
た

記
憶
が
な
い
と
荒
木
ら
に
話
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
夫
人
の
出
原

芙
佐
子
や
令
妹
の
坂
尾
正
子
の
思
い
出
か
ら
想
像
す
る
と
、
若
い
時

代
の
彼
は
、
思
い
立
つ
と
ひ
と
り
で
帰
郷
し
て
倉
敷
の
人
々
と
旧
交

を
温
め
て
い
た
ら
し
い
か
ら
、
岡
山
の
だ
れ
か
に
教
え
た
可
能
性
が

な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
。ま
た
、ド
ラ
マ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ

た
出
原
が
、
お
も
な
活
躍
の
場
で
あ
っ
た
名
古
屋
に
お
い
て
、
仕
事

の
合
間
や
酒
席
で
口
ず
さ
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら

ば
、
東
京
（
三
田
）→

倉
敷→

名
古
屋→

東
京
（
新
宿
）
で
あ
る
。

半
世
紀
ま
え
に
作
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。
記
憶
に
間
違
い
な
い
と
断

言
す
る
当
時
の
関
係
者
に
も
忘
却
や
勘
違
い
も
あ
ろ
う
。そ
も
そ
も
、

こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
新
宿
に
到
達
し
た
ル
ー
ト
を
こ
れ
以
上
詮
索
す

る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
往
時
茫
々
と
し
て

筆
を
置
く
時
期
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
ろ
そ
ろ
、
長
々
と
続
け
て
き

た
物
語
の
終
幕
と
し
た
い
。

Ｃ
Ｄ
「
酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
」
作
成
時
、
添
付
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
咲
い
て
い
る
凌

花
を
載
せ
る
べ
く
、
川

原
は
２
台
の
カ
メ
ラ
を
も
っ
て
２
度
も
訪
れ
た
が
よ
い
写
真
が
撮
れ

な
か
っ
た
。「
三
田
文
学
」に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
蔓
は
育
ち
が



早
い
の
で
大
き
く
刈
り
込
ん
で
仕
舞
い
わ
ず
か
し
か
花
が
付
け
な
い

状
態
に
あ
り
、
管
財
課
が
来
春
は
し
っ
か
り
手
入
れ
を
す
る
か
ら

待
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
金
が
撮
影
し
た
札

幌
大
通
り
公
園
の
ア
メ
リ
カ
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
を
代
用
し
た
。
一
時

期
、
北
大
で
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
な

が
ち
不
適
切
な
対
応
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
が
、
金
か
ら
慶
應
義
塾
Ｏ
Ｂ
の
馬
場
紘

二
（
昭
和
39
年
経
済
学
部
卒
）
を
経
由
し
て
春
夫
の
孫
の
一
人
、
高

橋
百
百
子
（
馬
場
と
同
期
、
文
学
部
卒
）
に
ま
で
上
記
Ｃ
Ｄ
が
渡
っ

て
い
る
。
こ
の
物
話
は
加
藤
の
「
三
田
評
論
」
記
事
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
そ
の
終
わ
り
も
「
三
田
評
論
」
で
あ
る
。
同
誌
第
１
１
４
８
号

（
２
０
１
１
年
）「
丘
上
広
場
」
欄
に
、
春
夫
の
詩
「
酒
、
歌
、
煙
草
、

ま
た
女
」
ゆ
か
り
の
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
が
三
田
の
図
書
館
旧
館
前
に

咲
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
管
財
課
の
配
慮
で
あ
る
。

春
夫
に
憧
れ
て
慶
大
文
学
部
に
学
ん
だ
ひ
と
り
の
学
生
が
作
っ
た

「
酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
、
一
時
的
に
北
大
恵

廸
寮
や
少
し
形
を
変
え
て
新
宿
で
歌
わ
れ
た
後
、
半
世
紀
を
経
て
母

校
の
三
田
に
届
い
た
物
語
の
発
端
と
結
末
が
、
慶
應
義
塾
の
機
関
誌

「
三
田
評
論
」記
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
不
思
議
な
因
縁
で
あ
る
。
作
曲

者
、
出
原
弘
之
は
も
っ
て
瞑
す
べ
し
で
あ
ろ
う
。

※
敬
称
略
（
金
・
札
幌
市
豊
平
区
、
川
原
・
東
京
都
板
橋
区
、
前
島
・

横
浜
市
青
葉
区
）

ピアノで奏でる寮歌を聴いてみませんか？
恵迪寮歌撰CDを無料進呈中

寮歌を愛してやまない前島一淑（Ｓ31年入寮）、金武彦（Ｓ37年入寮）、川原幸則（Ｓ

31年入寮）と、ピアノの吉崎理華（筑波大）の４人が、ピアノで奏でる恵迪寮歌撰のCDを

作り、６月９日の「都ぞ弥生」百年記念祭で無料配布しました。まだこのCDをお持ちでな

い方、知人、友人に聴かせてやりたい方に無料で差し上げています。

CDには、明治44年から平成４年までの寮歌など26曲を収め、とくに「都ぞ弥生」につ

いては３種類の演奏が入っています。皆さまにとって寮歌はそれぞれの憶いがあると思い

ますが、寮歌に少しでも興味を持ってもらおう

と制作した私たちの意図もCD添付の冊子に記

しました。

ご希望の方は下記の住所に、郵便番号、住所、

氏名、入寮年次などを明記のうえ、郵送料とし

て140円切手１枚を同封して送って下さい。

(宛先）〒225-0011 横浜市青葉区あざみ野

3-4-3-401 前島一淑 ピアノで奏でる恵迪寮歌撰CD

寮歌研究 その三



恵
迪
寮
同
窓
会
第
12
期
平
成
24
年
度
理
事
会
報
告

平
成
24
年
４
月
21
日
㈯
、
16：

00
〜
20：

00
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
お
い
て
恵
迪
寮
同
窓
会
第
12
期
平
成
24
年
度
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
東
日
本
支
部
３
名
、
西
日
本
支
部
３
名
を
含

む
28
名
の
役
員
、
理
事
、
幹
事
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
横
山
会
長
が
「
１
ケ
月
後
に
迫
っ
た
「
都
ぞ
弥
生
」

百
年
記
念
祭
を
み
ん
な
の
力
で
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
力
強
く
宣
言
、

ご
来
賓
の
三
上
隆
北
大
副
学
長
か
ら
は
、
北
大
の
近
況
や
課
題
と

10
／
６
開
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。

会
議
で
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案
ま
で
執
行
部
の
報

告
・
提
案
に
基
づ
き
討
論
し
、
議
案
通
り
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
記
念
事
業
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ
「
清
き
国

ぞ
と
あ
こ
が
れ
ぬ
」
制
作
に
つ
い
て
同
窓
会
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
、
６
／
９
開
催
の
「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
祭

に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
確
認
を
し
ま
し
た
、

恵
迪
寮
同
窓
会
役
員

（
平
成
24
年
４
月
現
在
）

○
名
誉
会
長

中
瀬
篤
信
（
Ｓ
26
、
前
会
長
）

○
会

長

横
山
清
（
Ｓ
31
）

○
副

会

長

髙
井
宗
宏（
Ｓ
31
、
会
長
代
行
）、
山
中
義
正（
Ｓ
32
、

東
日
本
支
部
長
）、
伊
藤
靖
久（
Ｓ
38
、
西
日
本
支
部

長
）

○
会
計
監
査

佐
藤
市
雄
（
Ｓ
38
）、
西
雪
弘
光
（
Ｓ
40
）

○
本
部
理
事

【
北
海
道
支
部
】
山
崎
克
彦
（
Ｓ
32
）、
和
孝
雄
（
Ｓ
32
）、
魚
山
和
春

（
Ｓ
39
）、
千
川
浩
治
（
Ｓ
40
）、
山
田
浄
二
（
Ｓ
41
）

【
東
日
本
支
部
】
関
口
光
雄
（
Ｓ
39
）、
平
田
更
一
（
Ｓ
40
、
新
任
）、

坂
倉
雅
夫
（
Ｓ
44
）、
荒
木
隆
夫
（
Ｓ
49
）、
竹
下
忠

彦
（
Ｓ
53
）

【
西
日
本
支
部
】
浦
谷
義
博
（
Ｓ
41
、
新
任
）、
藤
井
洋
治
（
Ｓ
37
、
新

任
）、
植
松
高
志
（
Ｓ
44
、
新
任
）、
木
村
成
二
（
Ｓ

46
、
新
任
）、
岩
井
隆
郎
（
Ｓ
51
）

○
代
表
幹
事

白
浜
憲
一
（
Ｓ
40
、
広
報
）

○
副
代
表
幹
事

新
井
三
郎
（
Ｓ
32
、
事
業
）、
氏
平
増
之
（
Ｓ
38
、
名

簿
）、
皆
川
吉
郎
（
Ｓ
43
、
会
計
）

○
常
任
幹
事

大
隈
昭
二
（
Ｓ
40
、
編
集
長
）、
藤
田
正
一
（
Ｓ
38
、

文
常
）、
木
村
正
博
（
Ｓ
41
、
現
寮
）

○
幹

事

高
橋
陽
一
（
Ｓ
30
）、
小
笠
原
孝
之
（
Ｓ
30
）、
吉
原

照
彦
（
Ｓ
36
）、
内
藤
春
彦
（
Ｓ
40
、）、
八
重
樫
幸
一

（
Ｓ
41
）、
岩
本
栄
一
（
Ｓ
44
）、
吉
沢
武
治
（
Ｓ
45
）、

谷
口
哲
也
（
Ｓ
48
）、
松
浦
清
隆
（
Ｓ
49
）、
渕
上
玲

子
（
Ｈ
８
）

○
事

務

局

佐
藤
静
子
（
ア
ー
ク
ス
）

恵
迪
寮
同
窓
会
通
信

事
務
所：
〒
０
６
４

８
６
１
０

札
幌
市
中
央
区
南
13
条
西
11
丁
目

㈱
ア
ー
ク
ス
気
付

電
話
兼
Ｆ
ａ
ｘ

０
１
１
）５
３
０

１
１
８
６

vol.
28



第
１
号
議
案

第
12
期
平
成
23
年
度
事
業
・
決
算
報
告

１．

第
12
期
平
成
23
年
度
事
業
報
告

①

会
議
の
開
催

ⅰ

第
12
期
平
成
23
年
度
理
事
会：

平
成
23
年
４
月
23
日
㈯

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

○
第
12
期
平
成
22
年
度
事
業
・
決
算
報
告

○
支
部
交
付
金

○
第
12
期
平
成
23
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案

○
平
成
23
年
度
「
大
寮
歌
祭
」（
西
日
本
支
部
主
管
）

○
恵
迪
寮
同
窓
会
３
支
部
の
平
成
22
年
度
活
動
報
告
及
び
平

成
23
年
度
活
動
計
画

ⅱ

本
部
役
員
会：

３
／
17

②

「
○
○
都
・
府
・
県
恵
迪
会
」
又
は
「
○
○
ブ
ロ
ッ
ク
恵
迪
会
」

の
結
成

ⅰ

恵
迪
寮
同
窓
会
創
立
30
周
年
（
２
０
１
３
年
）
ま
で
に
、

東
日
本
・
西
日
本
支
部
の
全
国
の
都
府
県
又
は
ブ
ロ
ッ
ク
に

「
恵
迪
会
」
を
立
ち
上
げ
る
。

ⅱ

西
日
本
支
部：

東
海
地
区
恵
迪
会
結
成

平
成
22
年
10
／

２
㈯
、
名
古
屋
、
36
名
参
加

ⅲ

東
日
本
支
部：

仙
台
・
東
北
地
区
恵
迪
会
結
成
準
備

ⅳ

組
織
強
化
費
と
し
て
、
特
別
予
算

③

恵
迪
寮
同
窓
会
創
立
25
周
年
記
念
事
業＝

開
拓
の
村
恵
迪
寮

舎
展
示
改
装

ⅰ

映
像
再
生
装
置
取
替
え
継
続
中

④

会
誌
「
恵
迪
」
第
11
号
発
行

６
月
下
旬
発
行
、
Ｂ
５
判
98
頁
、
発
行
部
数
２
２
０
０
部（
会

員
配
布
１
７
０
０
部
、
寄
贈
２
０
０
部
、
支
部
配
布
１
０
０

部
、
在
庫
１
０
０
部
）

発
行
経
費

９
４
５
、４
２
０
円

・
広
告
掲
載
収
入
は
４
７
５
、０
０
０
円

⑤

同
窓
名
簿

ⅰ

名
簿
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
変
更
訂
正
の
ル
ー
チ
ン
作
業

ⅱ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
収
集

⑥

会
員
拡
大
及
び
組
織
強
化

ⅰ

平
成
23
年
恵
迪
寮
同
窓
会
西
日
本
大
会
（
９
／
17
、
京
都

第
２
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
、
１
０
０
名
）

ⅱ

平
成
23
年
恵
迪
寮
同
窓
会

第
12
回
「
開
識
社
」
講
演
会

（
11
／
24
、
時
計
台
ホ
ー
ル
、
１
０
０
名
）

ⅲ

平
成
24
年
新
年
寮
歌
歌
始
め
の
会（
１
／
28
、
氷
雪
の
門
、

90
名
）

⑦

恵
迪
グ
ッ
ズ
販
売

平
成
23
年
度
総
売
上

５
５
３
、７
６

５
円
（
予
算
対
比
約
各
△
５
万
円
、
決
算
書
）

⑧

全
国
３
支
部
の
活
動
（
第
６
号
議
案
）

２．

第
12
期
平
成
23
年
度
決
算
報
告
と
監
査
報
告

①

平
成
23
年
度
決
算

⇩
「
会
計
報
告
書
」

②

平
成
23
年
度
決
算
監
査
報
告

恵迪寮同窓会通信



第
２
号
議
案

平
成
24
年
度
支
部
交
付
金
の
配
分

第
３
号
議
案

第
12
期
平
成
24
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案

１．

第
12
期
平
成
24
年
度
事
業
計
画
（
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成

25
年
３
月
31
日
）

①

第
12
期
平
成
24
年
度
理
事
会
開
催：

平
成
24
年
４
月
21
日

㈯
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

②

役
員
会
開
催：

随
時

③

各
担
当
部
会
開
催：

随
時

④

「
○
○
都
・
府
・
県
恵
迪
会
」
又
は
「
○
○
ブ
ロ
ッ
ク
恵
迪
会
」

の
結
成

ⅰ

恵
迪
寮
同
窓
会
創
立
30
周
年
（
２
０
１
３
年
）
ま
で
に
、

東
日
本
・
西
日
本
支
部
の
全
国
の
都
府
県
又
は
ブ
ロ
ッ
ク
に

「
恵
迪
会
」
を
立
ち
上
げ
る
。

ⅱ

東
日
本
支
部：

仙
台
・
東
北
恵
迪
会
結
成
会
（
７
／
７
、

仙
台
）

ⅲ

組
織
強
化
費
と
し
て
、
特
別
予
算
を
組
む
。

⑤

恵
迪
寮
同
窓
会
創
立
25
周
年
記
念
事
業

開
拓
の
村「
寮
舎
」

展
示
改
装

⑥

会
誌
「
恵
迪
」
第
12
号
刊
行
（
記
念
合
併
号
）：

発
行
日
８
／

上
旬
、
１
２
０
頁
、
２
５
０
０
部

ⅰ

進
捗
状
況
…
印
刷
・
製
本
は
㈱
ア
イ
ワ
ー
ド
に
発
注
、

ⅱ

発
送
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
…
原
稿
締
め
切
り

５
／
31

↓
最
終
校
了

７
／
下
旬
↓
印
刷

７
／
下
旬
↓
発
行

８
／
上
旬

⑦

会
員
拡
大
及
び
組
織
強
化

⑧

「
同
窓
名
簿
」
に
つ
い
て

平成23年度会費の納入内訳

支 部 名 年 度 会 費 終 身 会 費 計

交 付 金

算 定 額

50％

平成24年度

支部交付金
人数 金額 人数 金額 人数 金額

北 海 道 74 234,000 74 234,000 117,000 117,000

東 日 本 116 351,000 116 351,000 176,000 176,000

西 日 本 41 123,000 41 123,000 62,000 100,000

そ の 他 2 6,000 0 0

計 233 714,000 233 714,000 355,000 393,000



ⅰ

現
恵
迪
寮
に
Ｈ
24
年
卒
寮
生
の
氏
名
と
学
部
学
科
記
載
要

請
ⅱ

Ｈ
10
〜
Ｈ
18
入
寮
生
の
名
簿
収
集

各
年
度
前
期
後
期
執
行
委
員
長
と
委
員
数
名
の
氏
名
と
学
部

学
科
の
リ
ス
ト
収
集
、
年
度
別
リ
ス
ト
を
増
や
し
て
い
く

ⅲ

名
簿
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
変
更
訂
正
の
ル
ー
チ
ン
作
業

⑨

Ｈ
Ｐ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

⑩

文
化
活
動
常
任
委
員
会

ⅰ

現
寮
生
対
象
の
「
開
識
社
」

ⅱ

北
大
生
、
一
般
市
民
対
象
の
「
開
識
社
」

恵
迪
グ
ッ
ズ
販
売

ⅰ

平
成
24
年
度
総
売
上
目
標

60
万
円

平
成
23
年
度
実
績

55
万
円

恵
迪
寮
同
窓
会
文
化
財
展
示
寄
贈

高
井
副
会
長
を
中
心

に
北
大
と
粘
り
強
く
交
渉
す
る
。

現
恵
迪
寮
生
支
援
・
交
流
の
活
性
化

北
海
道
支
部
と
の
連
携
に
よ
り
、「
観
桜
会
」、「
恵
迪
寮
祭
」

な
ど
に
お
い
て
支
援
・
交
流
を
図
る
。
ま
た
、
北
海
道
支
部
主

催
の
「
第
12
回
開
識
社
」
に
恵
迪
寮
生
の
参
加
を
促
進
す
る
。

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
事
業
と
記
念
祭
（
第
４
号
議
案
）

２．

第
12
期
平
成
24
年
度
予
算
案

①

第
12
期
平
成
24
年
度
予
算
案

⇩
「
会
計
報
告
書
」

第
４
号
議
案

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
事
業
と
記
念
祭

１．

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
事
業
と
記
念
祭

①

記
念
事
業

ⅰ

平
成
23
・
24
年
入
学
新
入
生
へ
の
「
都
ぞ
弥
生
」
Ｃ
Ｄ
の

配
布

⇩
４
／
６
入
学
式
配
布
で
完
了

ⅱ

記
念
植
樹
（
開
拓
の
村
「
寮
舎
」
前
庭
、
中
庭
）

⇩
５
／

13
、
12：

00
〜
。
開
拓
の
村

ⅲ

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
誌
発
行

⇩
８
／
上
旬
発
行

ⅳ

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ「
清
き
国
ぞ
と
あ
こ
が
れ
ぬ
」

制
作

⇩
来
年
４
、
５
月
放
映
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
完
成

⇩

制
作
費
と
し
て
Ｈ
Ｂ
Ｃ
へ
３
０
０
万
円
拠
出
す
る
際
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
購
入
資
金
と
し
て
一
時
的
に
恵
迪
寮
同
窓
会
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
の
了
承
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
に
よ
っ
て
充
塡
す
る

予
定
。

ⅴ

「
都
ぞ
弥
生
」百
年
記
念
展
示

⇩
５
／
20
〜
６
／
20
、
北

大
総
合
博
物
館

②

百
年
記
念
祭

２
０
１
２
年
６
月
９
日
㈯

ⅰ

百
年
記
念
式
典

ⅱ

百
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
者：

植
村
理
葉
（
Ｖ
ｎ
）、
一
宮
明
代
（
Ｐ
）

演

目：

「
都
ぞ
弥
生
」
幻
想
曲
（
植
村
理
葉
作
曲
）、
ク

ロ
イ
ツ
ェ
ル
、
ツ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン

ⅲ

百
年
記
念
講
演

講
演
者：

佐
川
光
晴
（
Ｓ
58
入
寮
、
芥
川
賞
候
補
作
家
）

演

題：
「
都
ぞ
弥
生
」こ
れ
ま
で
の
百
年
と
こ
れ
か
ら
の

恵迪寮同窓会通信



百
年

ⅳ

「
都
ぞ
弥
生
」
大
合
唱

・
檄
文

・
寮
歌
大
合
唱

・
外

国
語
版
披
露

ⅴ

「
大
寮
歌
祭

in

札
幌
」（
本
部
・
北
海
道
支
部
、
６
／

９
京
王
プ
ラ
ザ
）

ⅵ

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
展
示
公
開
（
５
／
20
〜
６
／
20

北
大
総
合
博
物
館
）

③

３
支
部
「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
企
画

北
海
道
支
部

５
／
13
㈰

記
念
植
樹
・
名
札
掲
示
・
観
桜
会
（
開
拓
の
村
）

東
日
本
支
部

５
／
19
㈯

記
念
墓
前
祭
（
静
岡
長
源
院
）、
寮
歌
祭
（
ク
ー

ポ
ー
ル
会
館
）

10
／
６
㈯

記
念
大
寮
歌
祭（
恵
比
須
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
）

西
日
本
支
部

５
／
27
㈰

記
念
寮
歌
祭
（
関
西
北
大
会
館
）

④

協
賛
金
募
集
活
動

目
標

５
０
０
万
円

３
月
末
到
達
額

４
、８
６
６
千
円

ⅰ

個
人
協
賛
金

３
月
末
現
在

３
、７
３
４
千
円

ⅱ

名
札
募
集

３
月
末
締
め
切
り

１
、１
３
２
千
円

ⅲ

企
業
・
団
体
協
賛
金

ⅳ

企
業
・
団
体
広
告
掲
載

３
月
末
現
在

１
、０
０
０
千
円

超
の
見
込
み
（
原
則：

会
誌
発
行
時
に
請
求
）

第
５
号
議
案

平
成
24
年
「
大
寮
歌
祭
」（
東
日
本
支
部
主
管
）

１．

開
催
日；

平
成
24
年
10
月
６
日
㈯
、
13：

00
〜
、
恵
比
須
ガ
ー

デ
ン
プ
レ
イ
ス

第
１
部

開
識
社
及
び
総
会

第
２
部

大
寮
歌
祭

２．

参
加
費

５
千
円

第
６
号
議
案

恵
迪
寮
同
窓
会
３
支
部
の
活
動
報
告
と
活
動
計
画

１．

東
日
本
支
部

平
成
23
年
度
活
動
報
告

①

草
刈
り
寮
歌
祭
の
実
施

東
京
都
港
区
の
芝
公
園
内
（
元
芝
増
上
寺
境
内
）
に
「
開
拓

使
仮
学
校
跡
」
石
碑
が
在
る
。
札
幌
農
学
校
の
設
立
日
・
明
治

９
年
８
月
14
日
に
因
み
毎
年
８
月
14
日
に
「
草
刈
り
寮
歌
祭
」

と
称
し
、
石
碑
周
辺
の
草
刈
り
後
に
「
都
ぞ
弥
生
」
を
歌
う
ミ

ニ
寮
歌
祭
を
今
年
も
平
成
23
年
８
月
14
日
㈰
に
開
催
し
た
。
終

了
後
の
ビ
ー
ル
は
格
別
の
味
で
あ
っ
た
。

②

恵
迪
寮
大
寮
歌
祭

平
成
23
年
度
は
当
支
部
受
持
ち
地
域
内
で
の
出
張
寮
歌
祭
開

催
の
年
に
当
た
り
、「
恵
迪
寮
大
寮
歌
祭
」を
神
奈
川
県
横
浜
に

て
平
成
23
年
10
月
１
日
㈯
に
開
催
し
た
。
ま
た
当
日
は
大
寮
歌

祭
に
先
駆
け
「
開
識
社
」
講
演
会
も
開
催
し
た
。
講
師
は
大
泰

司
紀
之
・
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
・
前
日
本
哺
乳
類
学
会
会
長
、

演
題
は
「
知
床
と
北
方
四
島
の
自
然
」
で
あ
っ
た
。
続
く
「
恵



迪
寮
大
寮
歌
祭
」
参
加
者
は
地
元
勢
、
友
誼
校
Ｏ
Ｂ
も
交
え
、

総
勢
60
余
名
で
あ
っ
た
。

③

地
域
恵
迪
会
の
立
ち
上
げ

組
織
強
化
の
た
め
に
、
東
日
本
支
部
の
命
題
の
一
つ
で
あ
る

地
域
恵
迪
会
立
ち
上
げ
に
取
り
組
ん
だ
。「
仙
台
・
東
北
恵
迪
会
」

の
設
立
に
向
け
て
、山
中
支
部
長
が
仙
台
に
行
き
小
出
精
氏（
Ｓ

30
年
入
寮
）、
西
村
典
恭
氏
（
Ｓ
34
年
入
寮
）
と
話
合
い
「
仙
台
・

東
北
恵
迪
会
」
発
足
を
合
意
し
た
。
活
動
の
初
弾
と
し
て
寮
歌

祭
を
平
成
24
年
７
月
７
日
㈯
に
開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

る
。

④

「
新
春
寮
歌
歌
い
初
め
」

新
年
の
恒
例
と
し
て
平
成
24
年
１
月
９
日

月

祝
）、支
部
役

員
他
計
11
名
に
よ
り
開
催
し
た
。

平
成
24
年
度
活
動
計
画

①

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
祭

５
月
19
日
㈯
に
横
山
芳
介
氏
の
菩
提
寺
の
あ
る
静
岡
の
長
源

院
に
て
第
１
部
「
墓
前
祭
」
と
、
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
て
第
２

部
「
記
念
祭
」（
寮
歌
祭
）
を
開
催
す
る
。

②

東
日
本
大
会
の
開
催

今
年
度
は
当
支
部
主
管
の
「
東
日
本
大
会
」
の
年
で
あ
り
、

開
識
社
・
支
部
総
会
・「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
大
寮
歌
祭
を
10

月
６
日
㈯
に
東
京
恵
比
寿
に
て
開
催
す
る
。

③

地
域
恵
迪
会
の
活
動
支
援

「
仙
台
・
東
北
恵
迪
会
」
の
寮
歌
祭
開
催
準
備
の
助
言
、
経
費

補
助
等
の
支
援
を
行
う
。

④

役
員
会
の
開
催

１
〜
３
ヶ
月
に
１
回
の
頻
度
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。（
平

成
24
年
４
、
６
、
８
、
９
、
10
月
、
平
成
25
年
２
月
の
各
月
を

予
定
。）「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
行
事
他
の
準
備
、
検
討
を
行

う
。財政

状
況

今
年
度
の
当
支
部
は
地
域
寮
歌
祭
を
含
め
３
度
の
寮
歌
祭
を

開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
や
や
厳
し
い
財
政
状
況
を
予

想
し
て
い
る
が
、適
切
規
模
で
の
活
動
を
企
画
し
て
い
き
た
い
。

恵迪寮同窓会通信



2012年恵迪寮同窓会東日本大会のご案内

春 三月の花に酔い 夏 芝草に佇みぬ

秋 石狩の実り愛で 冬 寒月に橇を追ふ

歌い継がれし百年（ももとせ）の 若き想ひを胸に秘め

今再びの寮友（ともどち）と 永遠（とわ）の契りを誓いなん

本年は、我らが寮歌「都ぞ弥生」が作られてから満百年を迎えます。

また、３年に一度の恵迪寮同窓会東日本大会が開催される年でもあります。

今回の東日本大会は、ふたたび帝都東京のビール発祥の地、恵比寿ガーデン

プレイス内『ビアステーション』での開催を予定しております。

さあ、寮友（ともどち）よ、伝統ある麦芽100％のヱビスビールを堪能しなが

ら、百年の年月に想いを馳せて、声高らかに謳おうではありませんか。

恵迪寮同窓会東日本支部長 山中 義正（昭和32年入寮)

【ご 案 内】

■日 時：平成24年10月６日㈯ 12時30分開場

■会 場：恵比寿ガーデンプレイス『ビアステーション』

■会 費：5,000円

■問合先：〒176-0021

東京都練馬区貫井4-47-42

副支部長 関口 光雄（昭和39年入寮）

E-mail：jubesannchinoko＠ybb.ne.jp
 

Tel/Fax03-3926-0080

※詳細は、後日決定します。



２．

西
日
本
支
部

【
１
】
第
19
期
平
成
23
年
度
活
動
報
告
（
平
成
23
年
４
月
〜
24
年
３

月
）

●
平
成
23
年
度
の
活
動
は
、「
平
成
23
年
度
恵
迪
寮
同
窓
会
西
日

本
大
会
」
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
平
成
22
年
度
か

ら
着
々
と
準
備
を
進
め
、
実
行
委
員
の
頑
張
り
と
同
窓
生
の

ご
協
力
に
よ
り
当
初
の
１
０
０
人
参
加
目
標
を
達
成
し
、
感

動
を
呼
ぶ
開
識
社
講
演
会
も
相
俟
っ
て
充
実
し
た
西
日
本
大

会
が
開
催
で
き
た
。

ⅰ

役
員
会
開
催
報
告

◇
平
成
23
年

４
／
19
㈫

平
成
22
年
度
活
動
報
告
と
平
成
23
年
度
活
動

計
画
確
認

５
／
19
㈭

恵
迪
寮
同
窓
会
理
事
会
の
報
告
（
都
ぞ
弥
生

１
０
０
年
記
念
事
業
に
向
け
て
注
力
）

恵
迪
寮
西
日
本
大
会
の
件
（
実
行
委
員
会
発

足
）

６
／
20
㈪

西
日
本
支
部
次
期
役
員
の
検
討
と
恵
迪
寮
西

日
本
大
会
の
参
加
者
増
員
策
検
討

７
／
７
㈭

恵
迪
寮
西
日
本
大
会
の
案
内
の
郵
送
作
業

８
／
４
㈭

恵
迪
寮
西
日
本
大
会
の
役
割
分
担
確
認
、
配

布
資
料
検
討

８
／
25
㈭

恵
迪
寮
西
日
本
大
会
の
配
布
資
料
確
定
、
参

加
者
の
個
別
勧
誘
確
認

９
／
８
㈭

恵
迪
寮
西
日
本
大
会
開
催
の
最
終
確
認

10
／
28
㈮

恵
迪
寮
西
日
本
大
会
開
催
の
反
省
と
費
用
精

算

12
／
６
㈫

新
役
員
の
確
認
、
新
年
度
活
動
計
画
検
討
、

忘
年
会
開
催

◇
平
成
24
年

２
／
14
㈫

「
都
ぞ
弥
生
１
０
０
年
記
念
事
業
」へ
の
支
援

（
協
賛
企
業
開
拓
、西
日
本
と
し
て
の
行
事：

５
月
27
日
関
西
で
の
寮
歌
祭
開
催
決
定
）

３
／
５
㈪

平
成
23
年
度
活
動
報
告

案
）及
び
平
成
24
年

度
活
動
計
画

案
）本
部
提
出
内
容
を
検
討
。

ⅱ

主
要
行
事
活
動
報
告

◇
平
成
23
年

４
／
23
㈯

恵
迪
寮
同
窓
会
理
事
会
出
席（
札
幌：

窪
田
、

伊
藤
、
岩
井
）

６
／
４
㈯

関
西
北
大
会
館
祭
り
に
参
加

９
／
17
㈯

恵
迪
寮
西
日
本
大
会
開
催
（
於：

京
都
第
２

タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
）

参
加
者
約
１
０
０
人
、
震
災
復
興
支
援
手
ぬ

ぐ
い
配
布
、
開
識
社
講
師：

野
呂
氏
、
大
寮

歌
祭
、
舞
妓
の
お
も
て
な
し
、
等
々
大
好
評

で
あ
っ
た
。

10
／
22
㈯

北
大
関
西
同
窓
会
総
会
に
参
加

◇
平
成
24
年

１
／
９
㈪

成
人
の
日

歌
い
始
め
の
会
・
賀
詞
交
換

会北
大
関
西
同
窓
会
と
一
般
社
団
法
人
北
大

関
西
エ
ル
ム
会
共
催
）
へ
の
出
席

恵迪寮同窓会通信



【
２
】
平
成
24
年
度
活
動
計
画
（
平
成
24
年
４
月
〜
25
年
３
月
）

ⅰ

役
員
会
開
催
計
画

平
成
24
年
４
月
〜
平
成
25
年
度
３
月
ま
で

１
回
／

１
ヶ
月

程
度

ⅱ

主
要
行
事
活
動
計
画

◇
平
成
24
年

４
月
21
日
㈯

本
部
理
事
会
へ
出
席
（
伊
藤
、
植
松
、
岩

井
予
定
）

５
月
27
日
㈰

西
日
本
支
部
主
催
の
寮
歌
祭
（
都
ぞ
弥
生

１
０
０
年
記
念
行
事
前
夜
祭
と
し
て
）

場
所：
北
大
会
館

６
月
２
日
㈯

「
関
西
北
大
会
館
祭
り
」
に
参
加

６
月
９
日
㈯

「
都
ぞ
弥
生
１
０
０
年
記
念
事
業
」に
参
加

（
於：

札
幌
）

10
月
28
日
㈰

北
大
関
西
同
窓
会
総
会
に
参
加

関
西
同
窓
会
50
周
年
記
念
行
事

鈴
木

章
教
授
の
記
念
講
演
会
）

◇
平
成
25
年

１
月
14
日
㈪

成
人
の
日

歌
い
始
め
の
会
・
賀
詞
交
換

会北
大
関
西
同
窓
会
と
一
般
社
団
法
人
北

大
関
西
エ
ル
ム
会
共
催
）
へ
の
出
席

ⅲ

課
題
と
問
題
点

・
会
員
増
強
活
動

・
若
手
が
参
加
で
き
る
支
部
づ
く
り

・
会
員
名
簿
の
充
実

３．

北
海
道
支
部

【
１
】
平
成
23
年
の
総
括

成
果

当
初
掲
げ
た
諸
行
事
は
、
ほ
ぼ
実
行
で
き
た
。

○

支
部
独
自
の
活
動

①
１
月
29
日
㈯

平
成
23
年
寮
歌
歌
始
め
の
会
約
90
名
参
加

②
５
月
15
日
㈰

開
拓
の
村
旧
恵
迪
寮
舎
観
花
会
＆
名
札
掲

示
式
26
名
（
＋
家
族
の
方
々
）
参
加

③
７
月
３
日
㈰

第
29
回
親
睦
ゴ
ル
フ
会
13
名
参
加

④
７
月
30
日
㈯

第
５
回
恵
迪
夏
祭
り
15
名
参
加

⑤
10
月
13
日
㈭

第
12
回
開
識
社
講
演
会
（
講
師：

岸
玲
子

北
大
特
任
教
授
）
約
１
０
０
名
参
加

⑥
三
火
会；

毎
月
第
３
火
曜
日
に
実
施

○

地
区
恵
迪
会
活
動

①
６
月
11
日
㈯

第
７
回
道
南
・
函
館
恵
迪
寮
歌
祭
９
名
の

参
加

②
７
月
２
日
㈯

第
７
回
と
か
ち
恵
迪
寮
歌
祭
白
浜
代
表
幹

事
を
含
め
４
名
の
参
加

③
７
月
２
日
㈯

第
８
回
道
北
・
旭
川
「
開
識
社
＆
寮
歌
祭
」

氏
平
支
部
長
・
西
川
旭
川
市
長
を
含
め
17

名
の
参
加
。
開
識
社
講
演
会
（
講
師
村
上

昭
男
道
北
・
旭
川
恵
迪
会
幹
事
長
）

④
７
月
９
日
㈯

第
６
回
日
高
・
苫
小
牧
恵
迪
寮
歌
祭
総
勢

９
名

○

本
部
・
他
支
部
・
現
寮
関
係

①
５
月
14
日
㈯

現
寮
の
観
桜
会
に
Ｏ
Ｂ
が
参
加

②
９
月
17
日
㈯

２
０
１
１
年
西
日
本
大
会
に
氏
平
支
部
長



出
席

③
10
月
13
日
㈭

第
12
回
開
識
社
講
演
会
に
10
数
名
の
現
寮

生
を
招
待

○

広
報
活
動

①
支
部
ニ
ュ
ー
ス
夏
・
冬
号
発
行

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
投
稿
の
活
用

③
歌
始
め
の
会
・
開
識
社
等
で
の
メ
ー
ル
一
斉
配
信
の
活
用

○

役
員
の
増
強

１
月
に
奥
田
晋
一
君
（
Ｓ
42
入
学
、
農
経
）
及
び
大
谷
文

昭
君
（
Ｓ
43
入
学
、
水
産
）
の
２
名
を
支
部
役
員
と
し
て
迎

え
る
。
お
二
人
は
、
寮
外
生
で
は
あ
る
が
、
学
生
時
代
応
援

団
に
所
属
し
、
こ
と
の
ほ
か
寮
歌
を
愛
し
て
い
る
。

課
題平成

20
年
・
21
年
・
22
年
に
引
き
続
き
、
釧
路
根
室
及
び

オ
ホ
ー
ツ
ク
恵
迪
会
の
「
寮
歌
祭
」
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

会
員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
等
に
対
応
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

【
２
】
平
成
24
年
の
活
動
方
針
と
事
業
計
画

○

事
業
計
画
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
。
取
り
分
け
、「
都
ぞ

弥
生
」
百
年
記
念
事
業
及
び
百
年
記
念
祭
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

○

上
記
の
取
組
の
中
で
、
会
員
増
強
を
図
っ
て
い
く
。

○

満
60
歳
以
上
の
Ｏ
Ｂ
を
発
掘
し
、
支
部
幹
事
等
に
積
極
的

に
登
用
し
て
い
く
。

○

事
業
計
画
（
別
掲
）

第
７
号
議
案

恵
迪
寮
同
窓
会
慶
弔
規
程

恵
迪
寮
同
窓
会
慶
弔
規
程
（
案
）

第
１
条

こ
の
規
定
は
恵
迪
寮
同
窓
会
に
お
け
る
慶
弔
に
関
す
る

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。

第
２
条

こ
の
規
程
は
本
会
の
以
下
の
者
に
適
用
す
る
。

①

名
誉
会
長
、
会
長
、
副
会
長

②

代
表
幹
事
、
副
代
表
幹
事

③

会
計
監
査
、
本
部
理
事
、
本
部
幹
事
、
支
部
長
、
支
部

幹
事
長

④

前
会
長
、
前
副
会
長
、
前
代
表
幹
事
、
前
副
代
表
幹
事

⑤

そ
の
他
会
長
、
代
表
幹
事
が
協
議
に
よ
り
必
要
と
認
め

る
者

第
３
条

慶
弔
等
の
対
象
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

①

本
人
の
死
亡

②

そ
の
他
会
長
、
代
表
幹
事
が
協
議
に
よ
り
必
要
と
認
め

る
者

第
４
条

弔
慰
金
額
等
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

①

第
２
条
①
、
②
の
者

香
典
２
万
円
、
生
花
、
弔
電

②

第
２
条
③
、
④
の
者

香
典
１
万
円
、
弔
電

③

特
別
の
対
応
が
必
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
、別
途
会
長
、

代
表
幹
事
が
協
議
の
う
え
決
定
す
る
。

第
５
条

こ
の
規
程
は
本
部
幹
事
会
の
議
決
を
も
っ
て
改
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

付

則

こ
の
規
程
は
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

恵迪寮同窓会通信



恵迪寮同窓会北海道支部 平成24年事業計画 保存版>

月 日 行 事 総会・幹事会・その他

14日㈯第１回幹事会（歌始めの会）
１月

28日㈯ 平成24年寮歌歌始めの会（氷雪の門） 28日㈯第11回支部総会

北大室蘭恵迪会新年会
２月

21日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる）

３月 20日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる）

17日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる） 14日㈯第２回幹事会（観花会・植樹祭）
４月

21日㈯恵迪寮同窓会本部定期理事会

６日㈰ 恵迪寮「観桜会」＆現寮交流会

５月 13日㈰ 開拓の村旧恵迪寮舎「花壇」観花会
本部：都ぞ弥生百年記念植樹祭・観桜
会、名札掲示式

15日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる）

２日㈯第３回幹事会（ゴルフ・夏祭り）
９日㈯

『都ぞ弥生』百年記念祭（北大大学祭３日目）
後援／北海道大学

９日㈯ 第８回道南恵迪寮歌祭（ホテルテトラ） …同左恵迪会は毎年６月第２土曜日開催

６月 19日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる）

23日㈯ 第８回とかち恵迪寮歌祭（ふじもり食堂）

24日㈰ 第30回親睦ゴルフ大会

下旬 支部ニュース夏号発行 30日㈯第４回幹事会（夏祭り・開識社）

７日㈯ 第９回道北・旭川「開識社＆寮歌祭」 …同左恵迪会は毎年７月第１土曜日開催

14日㈯ 第７回日高・苫小牧恵迪寮歌祭 …同左恵迪会は毎年７月第２土曜日開催

７月 17日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる）

21日㈯ 第２回釧路根室恵迪寮歌祭（人数的に？）

28日㈯ 第６回恵迪夏祭り（サッポロビール・ライオン）

21日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる）
８月

都ぞ弥生百年記念号・会誌「恵迪」
第12号の合併号発行

９月 18日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる） 29日㈯第５回幹事会（開識社）

６日㈯ 第３回オホーツク恵迪寮歌祭

10月 11日㈭ 第13回開識社講演会（時計台ホール） 左記の会場は予約済みである

16日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる）

11月 20日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる）

18日㈫ 恵迪三火倶楽部（つる） ８日㈯第６回幹事会（歌始めの会）
12月

下旬 支部ニュース冬号発行

12日㈯第１回幹事会

１月 26日㈯ 平成25年寮歌歌始めの会（氷雪の門） 26日㈯第12回支部総会



収入の部> （単位 円)

科 目
予 算
A

執 行
B

対 比
Ｃ＝Ｂ－Ａ

備 考

１．会費収入

年 度 会 費 収 入 660,000 714,000 54,000 233名

運 営 支 援 資 金 400,000 419,500 19,500 194名

終 身 会 費 収 入 0 0

カ ン パ 収 入 250,000 271,950 21,950 74名

小 計 1,310,000 1,405,450 95,450

２．事業収入

恵迪グッズ販売収入 600,000 553,765

「恵 迪」販 売 収 入 0 0 0

広 告 収 入 300,000 475,000 175,000

雑 収 入 0 12,470 12,470

小 計 900,000 1,041,235 187,470

３．利息収入 5,000 3,703 △1,297

４．前期．繰越金 99,207 99,506 299

５．基本金取崩収入 1,146,793 0 △1,146,793

収入合計B 3,461,000 2,549,894 △864,871

支出の部>

科 目
予 算
A

執 行
B

対 比
Ｃ＝Ｂ－Ａ

備 考

１．運営費

事 務 局 費 240,000 240,000 0 書類保管料外

総 会 費 0 0 総会資料・会場費等

会 議 費 400,000 296,800 △103,200 理事会・幹事会等経費

通 信 費 290,000 186,119 △103,881 電話代、送料、HP・ML保守

印 刷 費 50,000 0 △50,000

組 織 強 化 費 200,000 107,280 △92,720 県・ブロック恵迪会

雑 費 100,000 260,162 160,162

小 計 1,280,000 1,090,361 △189,639

２．事業費

恵 迪 発 行 関 係 費 1,200,000 945,420 △254,580

同窓会名簿発行費 50,000 0 △50,000

現 寮 関 係 費 50,000 32,550 △17,450

支 部 交 付 金 381,000 381,000 0

恵迪グッズ制作費 0 445,920 445,920 CD1000枚、陣羽織

記 念 事 業 費 500,000 0 △500,000

小 計 2,181,000 1,804,890 △376,110

３．予備費 0 0

支出合計D 3,461,000 2,895,251 △565,749

平成23年度収支決算書
(平成23年４月１日～平成24年３月31日)

(予 算) (執 行) (執行率)
収 入 合 計 3,461,000 2,549,894 73.70％
支 出 合 計 3,461,000 2,895,251 84.00％
収 支 差 額 0 △345,357

恵迪寮同窓会通信



収入の部> （単位 円)

科 目
23年度予算

A
24年度予算

B
対23年度対比
Ｃ＝Ｂ－Ａ

備 考

１．会費収入

年 度 会 費 収 入 660,000 660,000 0 220名×3000円

運 営 支 援 資 金 400,000 400,000 0 200名×2000円

終 身 会 費 収 入 0 0 0

カ ン パ 収 入 250,000 250,000 0

小 計 1,310,000 1,310,000 0

２．事業収入

恵迪グッズ販売収入 600,000 600,000 0 事業計画（売上1,500千円×40％）

「恵 迪」販 売 収 入 0 0 0

広 告 収 入 300,000 300,000 0

雑 収 入 0 0 0

小 計 900,000 900,000 0

３．利息収入 5,000 5,000 0

４．前期繰越金 99,207 －99,207

５．基本金取崩収入 1,146,793 758,000 －388,793

収入合計B 3,461,000 2,973,000 －488,000

支出の部>

科 目
23年度予算

A
24年度予算

B
対23年度対比
Ｃ＝Ｂ－Ａ

備 考

１．運営費

事 務 局 費 240,000 240,000 0 書類保管料外

総 会 費 0 0 0 総会資料・会場費等

会 議 費 400,000 400,000 0 理事会・幹事会等経費

通 信 費 290,000 290,000 0 電話代、送料、HP・ML保守

印 刷 費 50,000 50,000 0

組 織 強 化 費 200,000 200,000 0 県・ブロック恵迪会

雑 費 100,000 100,000 0

小 計 1,280,000 1,280,000 0

２．事業費

恵 迪 発 行 関 係 費 1,200,000 1,200,000 0

同窓会名簿発行費 50,000 50,000 0 発行等打合せ

現 寮 関 係 費 50,000 50,000 0

支 部 交 付 金 381,000 393,000 12,000

恵迪グッズ制作費 0 0 0

記 念 事 業 費 500,000 －500,000

小 計 2,181,000 1,693,000 －488,000

３．予備費 0 0 0

支出合計D 3,461,000 2,973,000 －488,000

平成24年度収支予算書
(平成24年４月１日～平成25年３月31日)

収 入 合 計 2,973,000
支 出 合 計 2,973,000
次年度繰越額 0



お知らせ

平成24年度「年会費」と「運営支援金」納入のお願い
本会は、年会員の年会費3000円と終身会員の運営支援金2000円、およびカンパによっ

て、全国３支部持ち回りの「大寮歌祭」や会誌「恵迪」の発行、文化講演会「開識社」の

開催、現寮との交流、地域ごとの親睦交流・地区寮歌祭などの活動を展開しております。

平成23年度の会費等の納入状況は、総件数471件140万5450円（年会費は233件71万

4000円、運営支援金は、194件41万9500円、カンパは、74件27万1950円）となってお

ります。

「会員相互の親睦を計り、恵迪精神の伝承発展に務める」という会の目的を実現するため

に、平成24年度「年会費」と「運営支援金」の納入をお願いいたします。それぞれ同封の

郵便払込取扱票によりご送金ください。

① 年会員の方は、平成24年度「年会費」として3000円

② 平成16年までの終身会員の方は、平成24年度「運営支援金」として2000円

③ 任意のカンパ

※ 同窓会という任意団体の性格上、会費未納という請求関係は発生しません。あく

までも年度ごとの処理となります。払込の失念などがないよう宜しくお願いします。

恵迪寮同窓会ホームページにアクセス・投稿を
平成21年２月開設の「新ホームページ」への訪問件数も今年６月末で１万2000件を超

えました。「事務局のお知らせ」や「談話室」の更新も適宜行われ、「話題あれこれ」など

の資料も追加され同窓会会員のみならず多くの方々が楽しめるものとなりました。

会員相互の情報交流・会員増強のツールとして有効に活用して参ります。会員諸氏の積

極的なアクセス・投稿をお願いいたします。

URL：http://www.keiteki-ob.jp/

恵迪寮同窓会の住所とTEL＆FAX・メールアドレス
住所：〒064-0061 札幌市中央区南13条西11丁目 ㈱アークス内

TEL＆FAX：011-530-1186 E-mail：info＠keiteki-ob.jp

［北海道支部］

住所：〒064-0061 札幌市中央区南13条西11丁目 ㈱アークス内

TEL＆FAX：011-530-1186 E-mail：info＠ keiteki-ob.jp

［東日本支部］

住所：〒176-0021 東京都練馬区貫井４丁目47-47 関口光雄気付

TEL＆FAX：03-3926-0080 E-mail：jubesannchinoko＠ybb.ne.jp

［西日本支部］

住所：〒530-0001 大阪市北区梅田１丁目2-2-200 大阪駅前ビル２Ｆ 北大会館内

TEL＆FAX：06-6343-3736 E-mail：yasuhisa ito＠nifty.com









―地球と人の調和を考える―
株式会社ダイヤコンサルタント北海道支社

執行役員 支 社 長 佐々木 哲男
杉浦高広(工・S 卒)、萩野克彦(工・S 卒)
江副智成(工・H卒)、女澤徹也(理・H卒)

〒001-0010
札幌市北区北10条西2丁目13番地2
TEL：011-729-2701 http://www.diaconsult.jp



トヨ商事有限会社

代表取締役 徳 永 徹(水･昭37･製)

本社 〒 - 寝屋川市萱島本町 番 号エスワイ第 ビル 階
電話 ( ) FAX ( )

喫茶･お弁当お気軽にお越し下さい 第 ビル店が便利

Coo-Cooカレー＆弁当 第 ビル店
大阪駅前第 ビル地下 階

電話 ( ) モスバーガー大阪駅前第 ビル店 電話 ( )

Coo-Coo丼＆居酒屋 お初天神店 電話 ( )
銀のさら宅配寿司 都島店
大阪市都島区都島本通 --

電話･FAX ( )







〒 - 札幌市中央区南三条西 丁目 -
アルシュビル F

株式会社 ぷ ら う

代表取締役 石 川 裕 一

TEL ( ) FAX ( )
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編 集 後 記

同窓会の集まりや仲間内で「おれたちは絶滅危惧種のようなものだ」とか「寮歌は

滅びの美学である」というやや感傷的な言葉をよく耳にします。絶滅危惧種とは言い

ませんが、同窓会員の登録数や寮歌祭参加者数の数字から見ても、時代の流れはしか

たがないのかと忸怩たる思いでした。

ところが、今回、北大構内を中心に開かれた「都ぞ弥生」百年記念祭は、そんな懸

念や不安を見事に払拭。全国から積極的に参加した500余名もの同窓会員たちが、「都

ぞ弥生」の旗の下、心が一つにまとまり感動・感涙の連続でした。

それは「都ぞ弥生」がある限り、寮歌は歌い継がれ、恵迪寮同窓生の絆も永遠に続

くことが確信できた瞬間でもありました。

同様に、同窓生の憩いの場でもある会誌にもこれまでにない投稿、寄稿がありまし

た。その年齢幅は、昭和初期の入寮生から、新々寮と言われる平成時代の若い仲間ま

で実に50余です。戦前の旧制高校系大学寮がほとんど消えた今、明治、大正、昭和、

平成に生まれたOB・寮生の原稿が一堂に掲載される同窓会誌は、唯一無比の存在で北

大の誇るべき伝統・文化だと思います。

百年記念合併号の編集方針として、「都ぞ弥生」に寄せるOBの想いをほぼ原文のま

ま掲載することにしました。また、６・９記念祭の感激をそのままに誌面に反映させ

ようと締め切りを延期したことや、膨大なページ数のため編集作業が大幅に遅れ、発

行日が８月半ば過ぎになるなど、数々の予定変更をお詫びします。

寮歌「都ぞ弥生」と恵迪寮、そして百年記念祭と会誌の事務局を一手に引き受けて

頂いた佐藤静子さんに感謝しつつ次なる目標に向かって行きたいと思います。

会誌「恵迪」編集長 大隈 昭二（Ｓ40年入寮)

【編集委員】 氏平 増之（Ｓ38年入寮）佐藤 市雄（Ｓ38年入寮)

内藤 春彦（Ｓ40年入寮）白浜 憲一（Ｓ40年入寮）

八重樫幸一（Ｓ41年入寮）岩本 栄一（Ｓ44年入寮）

渕上 玲子（Ｈ８年入寮）

会
誌
「
恵
迪
」
第
12
号

「
都
ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
号

２
０
１
２
年
８
月

発

行

恵
迪
寮
同
窓
会

〒
064

8610

札
幌
市
中
央
区
南
13
条
西
11
丁
目

株
式
会
社
ア
ー
ク
ス
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
011
｜
530
｜
1186

E
-m
a
il ：
in
fo
＠
k
eitek

i-o
b
-.jp

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
: //w

w
w
.k
eitek

i-o
b
.jp
/

発
行
者

恵
迪
寮
同
窓
会
会
長横

山

清

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
ド

〒
060

0033

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
東
５
丁
目
５

91

Ｔ
Ｅ
Ｌ
011
｜
241
｜
9341

Ｆ
Ａ
Ｘ
011
｜
207
｜
6178







<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [72 72]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


